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会告

定時総会議決の
お知らせ

平成26年6月18日開催の平成26年度定
時総会において、下記の議案が原案
どおり承認されました。
・第1号議案
　平成25年度事業報告の件
　（詳細P 1）
・第 2号議案
　平成25年度決算報告の件
　（詳細P 3）
・第 3号議案
　公益目的支出計画実施報告書の件
・第4号議案
　平成26年度事業計画の件
　（詳細P 7）

・第 5号議案
　平成26年度収支予算の件
　（詳細P 8）
・第 6号議案
　役員選任の件（詳細P10）
※今回退任された理事

●理事
澤邊　繁克　㈱熊谷組
立成　良三　元（一財）大阪住宅センター
千種　幹雄　㈱昭和設計
藤井　　實　エスケー化研㈱
山口　哲永　戸田建設㈱
退任された理事の方には、長年にわ
たり会務遂行にご尽力いただきあり
がとうございました。
再任、新任の理事、監事はP10の会務
分掌の表にとおりです。

通常理事会議決の
お知らせ

平成26年 6月18日開催の平成26年度
通常理事会において、下記の議案が
原案どおり承認されました。

・第1号議案
　平成25年度事業報告の件
　（詳細P 1）
・第 2号議案
　平成25年度決算報告の件
　（詳細P 3）
・第 3号議案
　公益目的支出計画実施報告書の件

・第4号議案
　平成26年度事業計画の件
　（詳細P 7）
・第 5号議案
　平成26年度収支予算の件
　（詳細P 8）
・第 6号議案
　役員選任の件（詳細P10）

臨時理事会議決の
お知らせ

平成26年 6月18日開催の平成26年度
臨時理事会において、下記の議案が
原案どおり承認されました。

・第1号議案
　会長選任の件
・第2号議案
　役付役員選任の件
・第3号議案
　常任理事、常設委員長委嘱の件

・第4号議案
　理事の会務分掌の件
いずれもP10の会務分掌の表のとおり
です。

定時評議員会議決の
お知らせ

平成26年 6月 9日開催の平成26年度
定時評議員会において、下記の議案
が原案どおり承認されました。

・第1号議案
　評議員会議長互選の件
　三木敏男氏を選任

・第2号議案
　役員（理事、監事）、候補者推薦の件
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平成25年度事業報告
平成25年4月1日～平成26年3月31日

Ⅰ．本　　　　　　　部

◎役員会等の開催状況
1．総会、理事会、評議員会、常任理事会
　総会　定時総会　平成25年 6月19日（水）
　　①平成24年度事業報告・収支決算報告
　　②平成25年度事業計画・収支予算
　　③役員、顧問改選
　理事会
　第1回　通常理事会　平成25年 6月19日（水）
　　①平成24年度事業報告・収支決算報告
　　②平成25年度事業計画・収支予算
　　③役員、顧問改選
　　④支部規程、財務規程
　第2回　通常理事会　平成25年11月27日（水）
　　①平成25年度上半期事業執行状況報告
　　②平成25年度上半期会員の入・退会状況報告
　第1回　臨時理事会　平成25年6月19日（水）
　　①役付役員選任
　　②常任理事ならびに常設委員長の委嘱
　　③理事の会務分掌
　評議員会　定時評議員会　平成25年6月10日（月）
　　①副議長改選
　　②役員等推薦
　常任理事会　常任理事会　7回
　　① 理事会提出議案の作成、理事会議決事項の

処理
　　②協会の会務執行　など
2．常設委員会
　協会の事業を円滑に遂行するため、５つの常設
委員会を設置している。
（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」の企画・編集のた
め、計画や構造、法令など 5つの分科会で構成
する特集小委員会を59回、作品作風小委員会11
回、広告企画小委員会を15回開催した。

（2）事業委員会
　 　見学会や講演会、研修会などを企画する情報
見学小委員会を 7回開催した。概ね35歳以下の
若手建築技術者の活動の場として今年度新たに
U-35小委員会を立ち上げ11回打ち合わせした。

（3）出版委員会
　 　建築に関する図書の企画・編集・刊行を行う
ため、9回開催した。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会の打ち合わせのため講習
会小委員会を 3回、工高生のデザインコンクー
ルを開くための工高生教育小委員会を3回開催
した。

　 　大阪府や建築団体で構成する協議会が実施す
る諸行事に協力するため、大阪府住まいまちづ
くり普及協議会を11回開催した。

（5）100周年関連事業委員会
　 　平成29年（2017年）の創立100周年関連事業
として、関西の建築界のさまざまな分野の人
を「建築と社会」誌に紹介している「関西の建
築界/群像」のための群像委員会を 3回開催し、
インタビューを12回実施した。

　 　同じく関西の歴史的名建築物を「建築と社
会」誌に毎号連載してきた「再読　関西近代建
築」のための史料研究会を4回開催した。

　 　次世代の建築界を担う人材の育成のため、も
のづくりの実際を体感する建築現場見学会やま
ちづくりやまちおこしに役立てることを目的と
した「大阪ええとこそうせい（創生）プロジェ
クト」を実施するため、10年委員会を12回開催
した。
3．特別委員会等
　協会の事業を円滑に遂行するため、常設委員会
のほかに3つの特別委員会を設置している。
（1）青年技術者選考委員会
　　平成25年 4 月23日（火）に開催した。
（2）工高生デザインコンクール審査委員会

　　平成25年10月19日（土）に開催した。
（3）読者と選ぶ「建築と社会」賞選考委員会
　　平成25年4月22日（月）に開催した。

◎事業の執行状況
1．「建築と社会」誌の発行
　「建築と社会」は、大正 6年の創立以来協会活
動の中核として、会員相互あるいは会員と社会を
結ぶ役割を果たしている。毎月発行し会員の手元
に届けている。平成26年3月号で通巻1104号を数
えるに至った。

発行月 特集内容 特集以外の
主な内容

4 月号 第19回会員作品“私の空間作法”○作品作風
○galley
○法令コー
ナー
○構造・設
備の頁
○再読　関
西近代建築
○関西の建
築界/群像
○インフォ
メーション
○新製品レ
ヴュー
など

5月号 コミュニティの“かたち”
6月号 無駄から見える節電
7月号 第60回青年技術者
8月号 グランフロント大阪
9月号 素材としての建築
10月号 建築に携わるものに求められること
11月号 木の街をつくる
12月号 実験
1月号 エリアマネジメントの新展開に向けて
2月号 融合（フュージョン）する空間
3月号 東海支部特集

2．講演会の開催
　今、話題の建築物を対象に設計、建築でのエピ
ソードや苦労話、ノウハウなどを聞く講演会を毎
年開催している。今年度は3回開催した。
定時総会記念講演　平成25年 6月19日（水）　50名
　「都市の中の森（大阪木材仲買会館）」
　竹中工務店大阪本店設計部主任　白波瀬智幸
出版委員会企画　平成25年11月26日（火）　20名
　 第36回（プロのノウハウ講座）『写真マンガで
わかる住宅メンテナンスのツボ』出版記念講演

　一級建築士事務所「ドクター住まい」
　主宰　玉水新吾
　㈱AM一級建築士事務所主宰　都甲栄充
出版委員会企画　平成26年 3月18日（火）　57名
　 第37回（プロのノウハウ講座）『設計・監理・
施工者のための建築品質トラブル予防のツボ』
出版記念講演

　仲本尚志　馬渡勝昭
3．見学会の実施
　著名建築物や近代建築などの見学会を実施して
いる。今年度は6回開催した。
・（仮称）大阪市中央北浜東計画（パークタワー北浜）
　平成25年 7月10日（水）　34名
・ダイビル本館　平成25年7月25日（木）　26名
・大塚製薬大阪本部新ビル新築工事
　平成25年11月15日（金）　23名
・久田家「半床庵」　平成26年2月15日（土）　26名
・あべのハルカス　平成26年 2月19日（水）　15名
・NHK新京都放送会館　平成26年3月6日（木）　21名
4．建築工事実務講習会の開催
　昭和32年以降、毎年主として中堅クラスの建築
技術者を対象に標記講習会を実施している。平成
26年 1月16日（木）に実施。参加者は60名。
　① 施工計画　講師：大村泰正（清水建設㈱関西
事業本部生産計画部グループ部長）

　　 講師：松下嘉宏（㈱竹中工務店大阪本店技術
部企画管理グループ副部長）

　② 仮設見積　講師：笹田秀幸（㈱大林組大阪本
店建設事業部生産技術部課長）

5．顕彰事業の実施
（1）青年技術者の顕彰
　 　満35歳以下の青年技術者を対象に、昭和29
年度から毎年実施している。第60回目の今年度
は、24名の応募があった。平成25年 4月23日
（火）に審査を行い23名を顕彰した。顕彰者を
称え激励するため、総会後に表彰式を行った。

　①設計・計画部門　雨宮廣明ほか9名
　②構造部門　　　　池田直子ほか3名
　③設備部門　　　　梅本武志ほか5名

　④施工部門　　　　市野俊充ほか2名
（2）読者と選ぶ「建築と社会」賞の顕彰
　 　「建築と社会」に掲載された前年の作品、記
事の中から社会性、環境などに配慮した建築作
品や論文、記事などを平成25年 4月22日（月）
に審査を行い 6点を顕彰した。総会後に表彰式
を行った。
・作品部門
　西予市庁舎　米井　寛、今野直史、光宗知之
　京都銀行茨木ビル
　長谷川淳、松本信洋、藤原浩士　伊藤　剛
　ヒガシマル食品新工場　吉野博史、細田尚宏
・論考部門
　建築と窓　香山壽夫
　『想定外』を繰り返さない　河田惠昭
　歴史的建造物の保存活用
　－残すことはつくることー　藤岡洋保
（3）優秀卒業生の表彰
　 　優秀な建築科卒業生を表彰することにより、
研鑽意欲の向上を促し、激励するため昭和27年
から実施している。今年度は、工業高校や専門
学校など33校53名を表彰した。
6．コンクールの実施
（1）工高生デザインコンクールの実施
　 　工高生の設計技能向上のため、昭和30年創
立以来毎年実施してきた。平成25年10月19日
（土）にコンクールを実施した。応募校数17校、
応募作品数83点のうち最優秀 1点、優秀 2点、
入選7点選び、11月 9日（土）に表彰式を行っ
た。

（2）「新ええとこ」提案コンクールの実施
　 　平成25年度は平成26年度のコンクールに向け
ての検討を行った。
7．出版物の刊行
　「写真マンガでわかる住宅メンテナンスのツ
ボ」と「設計・監理・施工者のための建築品質ト
ラブル予防のツボ」の2刊を発行した。
8．共催、後援・協賛の承認
　協会の事業主旨に合致する事業に共催・後援・
協賛した。
（1）共催
・大阪都市景観建築賞　大阪府、大阪市ほか
（2）後援
・平成25年度第1回建築技術講習会
　（公社）大阪府建築士会
・平成25年度第2回建築技術講習会
　（公社）大阪府建築士会
・2013年児童画展　（一社）大阪府建築士事務所協会
・平成25年度第3回、臨時、第4回建築技術講習会
　（公社）大阪府建築士会
・日本建築家協会近畿支部大会／大阪
　（公社）日本建築家協会近畿支部
・ 南海トラフ地震からの減災－建築・設備・構造
の総合的立場からーセミナー

　NPO法人　耐震総合安全機構
・ 開設者・管理建築士のための建築士事務所の監
理研修会　（一社）大阪府建築士事務所協会
・ 平成25年度臨時建築技術講習会、木造住宅コース
　（公社）大阪府建築士会
・BIMセミナーOSAKA2014
　㈱日刊建設通信新聞社関西支社
・建築物の煙制御計画指針改定講習会
　（一社）日本建築学会
・関西建設人ゴルフ大会
　関西建設人ゴルフ大会委員会
・平成25年度臨時建築技術講習会
　（公社）大阪府建築士会
（3）協賛
・第23回大阪府公共建築設計コンクール　大阪府
・Japan Home & Building Show2013
　（一社）日本能率協会
・ 建築構造デザイナーの設計シーズー発想から展
開までー　（一社）日本建築学会近畿支部
9．建築関係団体との交流、連携
　建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を積極的に推進するため、平成21年度から関
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西建築 4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事
務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建築協
会）で構成される会長・支部長懇談会に参加して
いる。平成25年度は3回開催されている。
10．工事請負契約約款事業
　民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員
会に委員を派遣するとともに、同約款の販売を
行った。
11．役員派遣
　大阪商工会議所に 2号議員として役員1名を派
遣した。

Ⅱ．支　　　　　　　部

中国支部
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　総会　定時総会　平成25年 5月28日（火）
　　①平成24年度事業報告・収支決算報告
　　②平成25年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　　④支部規程
　常議員会
　第１回　常議員会
　平成25年 4月16日（火）
　　①平成24年度事業報告・収支決算報告
　　②平成25年度事業計画・収支予算計画
　　③平成25年度支部総会
　　④その他
　幹事会
　第1回　幹事会　平成25年 8月 1日（木）
　　①平成25年度総会収支報告
　　②講演会「スカイツリーの建設」収支報告
　　③次年度役員改選
　　④本年度事業計画
　　⑤会誌掲載作品のリストアップ
　第2回　幹事会　平成25年 9月27日（金）
　　①実務講習会開催
　　②現場見学会
　　③会誌掲載作品リストアップ
　　④請負契約約款の販売と促進
　第3回　幹事会　平成25年11月28日（木） 
　　①会長・副会長・支部会長会議内容の報告
　　② 建築工事実務講習会実施の準備とスケ

ジュール調整
　　③請負契約約款販売
　　④次期役員改選
　第4回　幹事会　平成26年 1月30日（木）
　　①建築工事実務講習会開催
　　②請負契約約款販売
　　③次期役員改選
　　④新旅費規程（案）の制定
　　⑤平成25年度決算見込み
　　⑥平成26年度事業計画、予算（案）
　　⑦中国支部作品掲載

◎事業の執行状況
1．建築工事実務講習会の開催
　平成26年 2月14日（金）実施。参加者は30名。
　　① 施工計画　講師：山口憲治（清水建設㈱広

島支店　工事長）
　　② 仮設見積　講師：岩崎哲也（㈱大林組広島

支店　建築工事部技術課副課長）
　　③ 積算業務　講師：横段隆弘（横段建築事務

所）
2．講演会の開催
　今、話題の東京スカイツリーについて、技術や
工法、建設にまつわるエピソードなどを聞く講演
会を開催した。
　・タイトル：東京スカイツリーの建設
　・ 講　　師：大林組広島支店建築工事部技術課
　　岩崎　哲也
　・講 演 日：平成25年 5月28日（火）
　・参 加 者：74名

東海支部
◎役員会等の開催状況

1．総会、常議員会、幹事会の開催
　総会　定時総会　平成25年５月24日（金）
　　①平成24年度事業報告・収支決算報告
　　②平成25年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　　④支部規程
　常議員会、幹事会
　第１回　常議員会、幹事会   平成25年6月4日（火）
　　①平成25年度常置委員会構成
　　②平成25年度定時総会収支
　　③各常置委員会活動報告
　　④「東海の建築」第79号発行
　第2回　常議員会、幹事会   平成25年7月2日（火）
　　①平成25年度常置委員会構成
　　②平成25年度本部理事会の報告
　　③各常置委員会活動報告
　第3回　常議員会、幹事会   平成25年8月7日（水）
　　①建築工事実務講習会案内申込用紙体裁
　　②常置委員会活動報告
　第4回　常議員会、幹事会   平成25年9月3日（火）
　　①会員名簿掲載用資料
　　②常置委員会活動報告
　第5回　常議員会、幹事会   平成25年10月15日（火）
　　①建築と社会2014年 3月東海支部特集号
　　　記事構成
　　②常置委員会活動報告
　第6回　常議員会、幹事会   平成25年11月6日（火）
　　①建築と社会2014年 3月東海支部特集号
　　　記事構成
　　②常置委員会活動報告
　第7回　常議員会、幹事会   平成25年12月3日（火）
　　①建築と社会2014年 3月東海支部特集号
　　　状況報告
　　②常置委員会活動報告
　　③「東海の建築」第80号発行
　第8回　常議員会、幹事会   平成26年1月20日（月）
　　①建築と社会2014年 3月東海支部特集号
　　　状況報告
　　②平成25年度決算見込み、26年度予算審議
　　③常置委員会活動報告
　第9回　常議員会、幹事会   平成26年2月4日（月）
　　①実務講習会収支報告
　　②平成25年度決算見込み、26年度予算審議
　　③平成26年度支部役員人事
　　④常置委員会活動報告
　第10回　常議員会、幹事会   平成26年3月4日（火）
　　①平成26年度事業計画審議
　　②平成26年度支部総会案内
　　③平成26年度支部役員人事
　　④常置委員会活動報告
2．常置委員会の開催
　支部の事業を円滑に遂行するため、6つの委員
会を設置している。
（1）総務委員会
　 　平成25年度総会準備および平成25年度決算、
平成26年度予算作成のため4回開催した。

（2）事業委員会
　 　現地見学会、海外見学会候補検討のため 5回
開催した。

（3）編集委員会
　 　「東海の建築」第79・80号構成・手配のため
2回開催した。

（4）会員委員会
　 　会員名簿、協賛会社名簿手配、確認のため 6
回開催した。

（5）研修委員会
　 　建築工事実務講習会日時、講師検討・手配準
備、講師打合会の準備、および運営準備のため
6回開催した。

（6）東海特集特別編集委員会
　 　東海特集構成や本部との調整、執筆者との打
ち合わせなど5回開催した。

◎事業の執行状況
1  ．支部機関紙「東海の建築」の発行事業（7月、
12月）

　「東海の建築」第79号を平成25年 7月 1日に、
第80号を12月 1日に発行した。
主な内容は、
第79号： 「最新技術による創造と継承」「ものづく

りへのこだわり」「この街にくらしたい、
この家で暮らしたい」「見学記」など

第80号： 特集「名古屋城本丸御殿復元工事」「名
古屋城の石塁設計手法」「ものづくりへ
のこだわり」「この街に住みたい、この
家で暮らしたい」 など

2．見学会の実施
　愛知県豊橋市「穂の国とよはし芸術劇場PLAT」
見学会を平成25年 4月13日に実施、参加者31名・
三重県伊勢市「式年遷宮の年の伊勢神宮を訪ね
て」を平成25年 5月19日（日）実施。参加者28名
　大阪府　大阪木材仲買会館見学会平成26年 2月
5 日（水）実施。参加者43名
3．建築工事実務講習会の開催
　平成26年 1月21日（火）実施。参加者は40名。
　　① 施工計画　講師：日吉 智紀（清水建設名古

屋支店）
　　② 仮設見積　講師：福井 浩二（大林組名古屋

支店）
　　③ 積算業務　講師：時武 治（竹中工務店名古

屋支店）
4．支部会員名簿の発行
　平成25年11月30日に東海支部会員名簿2013年度
を発行。
5．「建築と社会」3月号東海特集の編集事業
　平成26年 3月号の企画、編集を担当。「建築文
化に見る遺伝子」シリーズとして「静岡の建築文
化に見る遺伝子」を特集記事とした。
　東海の建築紹介では架構をテーマに東海地方の
作品を紹介した。
　「作品作風」では東海 3県下などの建築作品14
点、スケッチブックでは支部会員作品 7点を紹介
した。
6．建築関係団体との交流、連携
　建築八団体（愛知建築士会、愛知県建築士事務
所協会、日本建築家協会東海支部愛知地域会、日
本建築学会東海支部、日本建築構造技術者協会中
部支部、日本積算協会東海北陸支部、愛知県設備
設計監理協会、日本建築協会東海支部）連絡協議
会に6回出席した。

京都支部
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　総会　定時総会　平成25年 6月11日（火）
　　①平成24年度事業報告・収支決算報告
　　②平成25年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　　④支部規程
　役員会　役員会　平成25年 5月11日（火）
　　①通常総会の運営
　　②その他
　　　・建築工事実務講習会

◎事業の執行状況
1．見学会の実施
　検討したが実績なし。
2． 2級建築士受験講習会の開催
　京都府建築士会共催「製図（基本・応用）」
　平成25年 7月14日～ 9月 8日　受講者：26名
　　①2級受験講習会　製図（基本）　2日間
　　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　京都府建築士会事業委員会委員
　　②製図（応用）　延べ6日間
　　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　京都府建築士会事業委員会委員
3．契約約款販売事業
　民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款の販
売を行った。
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平成25年度決算報告

貸借対照表
平成26年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　　現金・預金 17,161,166 18,610,957 -1,449,791
　　　　　貯蔵品 33,559 59,241 -25,682
　　　　　未収入金 2,820,717 2,094,304 726,413
　　　　　前払費用 1,656,724 0 1,656,724
　　　　　仮払金 64,214 7,260 56,954
　　　　流動資産合計 21,736,380 20,771,762 964,618
　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0 0 0
　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 27,000,000 27,000,000 0
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000 0
　　　　　退職給付引当資産 10,081,954 9,374,228 707,726
　　　　　特定資産合計 66,081,954 65,374,228 707,726
　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260 0
　　　　　投資有価証券 447,695 447,444 251
　　　　　保証金 3,527,250 3,527,250 0
　　　　その他固定資産合計 4,086,205 4,085,954 251
　　　　固定資産合計 70,168,159 69,460,182 707,977
　　　　資産合計 91,904,539 90,231,944 1,672,595
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　　未払金 321,411 638,630 -317,219
　　　　　前受金 2,848,073 1,250,764 1,597,309
　　　　　預り金 304,621 259,851 44,770
　　　　流動負債合計 3,474,105 2,149,245 1,324,860
　 2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 10,081,954 9,374,228 707,726
　　　　固定負債合計 10,081,954 9,374,228 707,726
　　　　負債合計 13,556,059 11,523,473 2,032,586
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0 0 0
　 2．一般正味財産 78,348,480 78,708,471 -359,991
　　　（うち基本財産への充当額） （0） （0） （0）
　　　（うち特定資産への充当額） （56,000,000）（56,000,000） （0）
　　　　正味財産合計 78,348,480 78,708,471 -359,991
　　　　負債及び正味財産合計 91,904,539 90,231,944 1,672,595

貸借対照表内訳表
平成26年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 実施事業等会計 その他会計 法人会計 合　計
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　　現金・預金 1,490,792 4,720,603 10,949,771 17,161,166
　　　　　貯蔵品 480 33,079 33,559
　　　　　未収入金 2,820,717 2,820,717
　　　　　前払費用 1,656,724 1,656,724
　　　　　仮払金 64,214 64,214
　　　　流動資産合計 1,490,792 4,721,083 15,524,505 21,736,380
　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0
　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 27,000,000 27,000,000
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000
　　　　　退職給付引当資産 10,081,954 10,081,954
　　　　　特定資産合計 56,000,000 0 10,081,954 66,081,954
　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260
　　　　　投資有価証券 447,695 447,695
　　　　　保証金 90,600 3,436,650 3,527,250
　　　　その他固定資産合計 558,955 90,600 3,436,650 4,086,205
　　　　固定資産合計 56,558,955 90,600 13,518,604 70,168,159
　　　　資産合計 58,049,747 4,811,683 29,043,109 91,904,539
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　　未払金 321,411 321,411

科　目 実施事業等会計 その他会計 法人会計 合　計
　　　　　前受金 2,848,073 2,848,073
　　　　　預り金 304,621 304,621
　　　　流動負債合計 0 0 3,474,105 3,474,105
　 2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 10,081,954 10,081,954
　　　　固定負債合計 0 0 10,081,954 10,081,954
　　　　負債合計 0 0 13,556,059 13,556,059
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
        指定正味財産合計 0 0
　 2．一般正味財産 58,049,747 4,811,683 15,487,050 78,348,480
　　　（うち基本財産への充当額）　　　　 （0）　　　　 （0）　　　　 （0）　　　　 （0）
　　　（うち特定資産への充当額）（56,000,000） （0） （0）（56,000,000）
　　　　正味財産合計 58,049,747 4,811,683 15,487,050 78,348,480
　　　　負債及び正味財産合計 58,049,747 4,811,683 29,043,109 91,904,539

正味財産増減計算書
平成25年 4月 1日から平成26年 3月31日まで （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 34,695,725 36,617,548 -1,921,823
　　　　　個人正会員受取会費 9,760,125 10,192,800 -432,675
　　　　　個人正会員（地方）受取会費 839,700 862,050 -22,350
　　　　　団体正会員受取会費 24,087,500 25,537,498 -1,449,998
　　　　　準会員受取会費 8,400 25,200 -16,800
　　　　　事業収益 22,393,597 26,711,624 -4,318,027
　　　　　事業収益 21,479,597 26,020,774 -4,541,177
　　　　　事業雑収益 914,000 690,850 223,150
　　　　雑収益 224,720 189,949 34,771
　　　　雑収益（支部正味財産繰入収入） 0 4,617,190 -4,617,190
　　　　経常収益計 57,314,042 68,136,311 -10,822,269
　 （2）経常費用
　　　　事業費 36,626,669 41,530,437 -4,903,768
　　　　　給料・手当 13,737,137 16,481,245 -2,744,108
　　　　　法定福利費 2,784,592 2,824,534 -39,942
　　　　　事業費 19,796,685 22,003,058 -2,206,373
　　　　　事業雑費 308,255 221,600 86,655
　　　　管理費 21,047,364 21,573,871 -526,507
　　　　　給料・手当 6,268,241 6,421,939 -153,698
　　　　　退職給付費用 707,726 643,163 64,563
　　　　　法定福利費 1,350,554 1,354,086 -3,532
　　　　　福利厚生費 0 0 0
　　　　　助成費 0 0 0
　　　　　会議費 1,723,755 2,147,180 -423,425
　　　　　旅費交通費 224,280 187,960 36,320
　　　　　通信運搬費 471,058 500,561 -29,503
　　　　　集金費 480,410 506,230 -25,820
　　　　　消耗品費 1,469,861 1,657,195 -187,334
　　　　　備品購入費 150,937 0 150,937
　　　　　修繕費 6,090 25,484 -19,394
　　　　　印刷製本費 18,900 0 18,900
　　　　　光熱費 210,671 199,469 11,202
　　　　　火災保険料 21,710 21,710 0
　　　　　租税公課 586,100 701,200 -115,100
　　　　　建物管理費 4,349,739 4,559,541 -209,802
　　　　　事務委託費 1,353,300 1,036,819 316,481
　　　　　支部新事務所開設費 0 114,210 -114,210
　　　　　雑費 1,654,032 1,497,124 156,908
　　　　経常費用計 57,674,033 63,104,308 -5,430,275
　　　　　当期経常増減額 -359,991 5,032,003 -5,391,994
　2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 -359,991 5,032,003 -5,391,994
　　　　　一般正味財産期首残高 78,708,471 73,676,468 5,032,003
　　　　　一般正味財産期末残高 78,348,480 78,708,471 -359,991
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 78,348,480 78,708,471 -359,991
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科　　　目
実施事業等会計 その他事業会計 法人会計 総合計

（H25年度
決算）継続事業 共通 継続事業 契約約款

事業
支部活動
事業 共通 その他

事業
継続事業
管理費

その他事
業管理費 管理費 法人会計 内部取引

消去

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　1．経常増減の部

　 （1）経常収益

　　　　受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34,695,725 0 34,695,725

　　　　　個人正会費受取会費 0 0 0 0 0 9,760,125 9,760,125

　　　　　個人正会費（地方）受取会費 0 0 0 0 0 839,700 839,700

　　　　　団体正会費受取会費 0 0 0 0 0 24,087,500 24,087,500

　　　　　準会費受取会費 0 0 0 0 0 8,400 8,400

　　　　支部活動収入 0 1,540,000 1,540,000 0 0 0 1,540,000 0

　　　　事業収益 14,560,407 0 14,560,407 5,513,010 4,348,100 0 9,861,110 0 0 0 0 2,027,920 22,393,597

　　　　　継続事業収益 14,560,407 14,560,407 0 0 0 0 418,420 14,141,987

　　　　　その他事業収益 0 5,513,010 4,348,100 9,861,110 0 0 0 1,609,500 8,251,610

　　　　雑収益 107,926 107,926 116,794 116,794 0 0 0 224,720

　　　　経常収益計 14,668,333 0 14,668,333 5,513,010 6,004,894 0 11,517,904 0 0 0 34,695,725 3,567,920 57,314,042

　 （2）経常費用 0

　　　　事業費 31,948,368 3,378,689 35,327,057 3,497,962 3,208,259 0 6,706,221 0 0 0 0 2,027,920 40,005,358

　　　　　給料手当 15,600,787 15,600,787 0 0 0 0 0 0 15,600,787

　　　　　法定福利費 2,784,592 2,784,592 0 0 0 0 0 0 2,784,592

　　　　　事業費 12,889,811 3,378,689 16,268,500 3,452,202 2,891,454 6,343,656 0 0 0 2,027,920 20,584,236

　　　　　雑費 673,178 673,178 45,760 316,805 362,565 0 0 0 1,035,743

　　　　管理費 0 0 0 0 0 0 0 16,300,938 2,907,737 19,208,675 0 1,540,000 17,668,675

　　　　　給料手当 0 0 6,268,241 0 6,268,241 6,268,241

　　　　　法定福利費 0 0 1,350,554 0 1,350,554 1,350,554

　　　　　退職給付費用 0 0 707,726 0 707,726 707,726

　　　　　福利厚生費 0 0 0 0 0 0

　　　　　会議費 0 0 967,951 755,804 1,723,755 1,723,755

　　　　　旅費交通費 0 0 23,860 200,420 224,280 224,280

　　　　　通信運搬費 0 0 149,954 171,150 321,104 321,104

　　　　　集金費 0 0 480,410 0 480,410 480,410

　　　　　消耗品費 0 0 655,482 158,898 814,380 814,380

　　　　　備品購入費 0 0 150,937 0 150,937 150,937

　　　　　修繕費 0 0 6,090 0 6,090 6,090

　　　　　印刷製本費 0 0 18,900 0 18,900 18,900

　　　　　光熱水料費 0 0 105,336 0 105,336 105,336

　　　　　賃借料 0 0 2,174,870 0 2,174,870 2,174,870

　　　　　保険料 0 0 21,710 0 21,710 21,710

　　　　　諸謝金 0 0 0 0 0 0

　　　　　委託費 0 0 0 0 0 0

　　　　　事務委託費 0 0 0 1,353,300 1,353,300 1,353,300

　　　　　租税公課 0 0 293,050 0 293,050 293,050

　　　　　助成費 0 0 1,540,000 0 1,540,000 1,540,000 0

　　　　　雑費 0 0 1,385,867 268,165 1,654,032 1,654,032

　　　　経常費用計 31,948,368 3,378,689 35,327,057 3,497,962 3,208,259 0 6,706,221 16,300,938 2,907,737 19,208,675 0 3,567,920 57,674,033

　　　　　当期経常増減額 -17,280,035 -3,378,689 -20,658,724 2,015,048 2,796,635 0 4,811,683 -16,300,938 -2,907,737 -19,208,675 34,695,725 0 -359,991

　2．経常外増減の部

　 （1）経常外収益

　　　　経常外収益計 0

　 （2）経常外費用

　　　　経常外費用計 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額 -17,280,035 -3,378,689 -20,658,724 2,015,048 2,796,635 0 4,811,683 -16,300,938 -2,907,737 -19,208,675 34,695,725 0 -359,991

　　　　　一般正味財産期首残高 78,708,471 78,708,471 0 0 78,708,471

　　　　　一般正味財産期末残高 61,428,436 -3,378,689 58,049,747 2,015,048 2,796,635 0 4,811,683 -16,300,938 -2,907,737 -19,208,675 34,695,725 0 78,348,480

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0

　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 61,428,436 -3,378,689 58,049,747 2,015,048 2,796,635 0 4,811,683 -16,300,938 -2,907,737 -19,208,675 34,695,725 0 78,348,480

平成25年度正味財産増減計算書内訳表　平成25年4月1日から平成26年3月31日まで （単位：円）
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財務諸表に対する注記
1．重要な会計方針
　（1）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　 その他の有価証券　　時価のあるもの‥‥期末日の市場価格等に基づ

く時価法（売却原価は移動平均法により算定）によっている。
　（2）固定資産の減価償却の方法
　　　什器備品‥‥定額法によっている。
　（3）引当金の計上基準
　　　退職給付引当金‥‥期末退職給与の要支給額を引当てている。
　（4）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科      目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　　小   　   計 0 0 0 0
特定資産
　記念事業積立預金 27,000,000 0 0 27,000,000
　事業基金積立預金 29,000,000 0 0 29,000,000
　退職給付引当資産 9,374,228 707,726 0 10,081,954
　　小　　　計 65,374,228 707,726 0 66,081,954
　　合　　　計 65,374,228 707,726 0 66,081,954

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科      目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
　　小　　　計 0 － － －
特定資産
　記念事業積立預金 27,000,000 － （27,000,000） －
　事業基金積立預金 29,000,000 － （29,000,000） －
　退職給付引当資産 10,081,954 － － （10,081,954）
　　小　　　計 66,081,954 － （56,000,000）（10,081,954）
　　合　　　計 66,081,954 － （56,000,000）（10,081,954）

4． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行っている場合）
　　 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりで
ある。 （単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什器備品 1,112,560 1,001,300 111,260
合　　　計 1,112,560 1,001,300 111,260

付属明細書
1．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記2に記載しているので、内容の記載を省略している。

2．引当金の明細 （単位：円）

科　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 9,374,228 707,726 0 0 10,081,954

財産目録
平成26年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 金　額
Ⅰ　資産の部
　1．流動資産
　　　現金預金 17,161,166
　　　　現金手許有高 29,163
　　　　普通預金 三井住友銀行大阪中央支店 4,349,827
　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行瓦町支店 4,357,862
　　　　普通預金 りそな銀行北浜支店 1,668,368
　　　　郵便振替口座 マーチャンダイズビル内支店 2,365,126
　　　　普通預金 郵貯銀行マーチャンダイズビル内支店 38,022
　　　　普通預金 広島銀行本川支店 1,333,142
　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 377,357
　　　　普通預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 1,008,330
　　　　定期預金 三菱東京UFJ銀行栄町支店 1,504,729
　　　　普通預金 みずほ銀行京都中央支店 53,318
　　　　普通預金 郵貯銀行御池柳馬場支店 69,042
　　　　郵便振替口座 御池柳馬場支店 6,880
　　　　貯蔵品 33,559
　　　　　切手・はがき 33,559
　　　　未収入金 2,820,717
　　　　　会誌収入 1,761,000
　　　　　個人正会員会費収入 697,200
　　　　　地方会員会費収入 2,100
　　　　　団体正会員会費収入 360,417
　　　　前払費用 1,656,724
　　　　　会誌発行費 7,000
　　　　　教育委員会事業費 1,649,724
　　　　仮払金 64,214
　　　　　見学会・会議保険料 64,214
　　　　流動資産合計 21,736,380
　 2．固定資産
　　（1）基本財産
　　　　基本財産合計 0
　　（2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 27,000,000
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 11,000,000
　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 13,000,000
　　　　　　定期預金　三井住友銀行大阪中央支店 1,000,000
　　　　　　普通預金　りそな銀行北浜支店 2,000,000
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 9,000,000
　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 20,000,000
　　　　　退職給付引当資産 10,081,954
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行瓦町支店 10,081,954
　　　　特定資産合計 66,081,954
　　（3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260
　　　　　　書棚 1式 111,260
　　　　　投資有価証券 447,695
　　　　　　中期国債ファンド　三菱UFJモルガン・スタンレー証券 447,695
　　　　　保証金・敷金 3,527,250
　　　　　　本部事務所賃貸契約による保証金 3,436,650
　　　　　　京都支部事務所貸借敷金 90,600
　　　　その他固定資産合計 4,086,205
　　　　固定資産合計 70,168,159
　　　　資産合計 91,904,539
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　未払金 321,411
　　　　　集金費 7,800
　　　　　租税公課 198,600
　　　　　会誌発行費 90,048
　　　　　雑費 24,963
　　　　前受金 2,848,073
　　　　　個人正会員会費収入 991,875
　　　　　団体正会員会費収入 1,699,998
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科　目 金　額
　　　　　地方会員会費収入 88,200
　　　　　会誌収入 68,000
　　　　預り金 304,621
　　　　　給与源泉税預り 31,620
　　　　　報酬源泉税預り 81,207
　　　　　印税預り 191,794
　　　　流動負債合計 3,474,105
　 2．固定負債
　　　　退職給付引当金 10,081,954
　　　　固定負債合計 10,081,954
　　　　負債合計 13,556,059
　　　　正味財産 78,348,480

収支計算書
平成25年 4月 1日から平成26年 3月31日まで （単位：円）

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅰ　事業活動収支の部
　1．事業活動収入
　　　　会費収入 35,035,144 34,695,725 0 34,695,725 339,419

　　　　　個人正会員 9,655,761 9,760,125 9,760,125 -104,364

　　　　　個人正会員（地方） 777,280 839,700 839,700 -62,420

　　　　　団体正会員 24,576,904 24,087,500 24,087,500 489,404

　　　　　準会員 25,200 8,400 8,400 16,800

　　　　支部活動収入 1,611,280 1,540,000 -1,540,000 0 1,611,280

　　　　事業収入 23,410,250 24,421,517 -2,027,920 22,393,597 1,016,653

　　　　　事業収入 22,530,000 23,507,517 -2,027,920 21,479,597 1,050,403

　　　　　事業雑収入 880,250 914,000 914,000 -33,750

　　　　雑収入 198,500 224,720 224,720 -26,220

　　　　雑収入（支部正味財産繰入収入） 0 0 0 0

　　　　前受金収入 0 2,848,073 2,848,073 -2,848,073

　　　　前払費用収入 0 0 0 0

　　　　仮払金収入 0 2,015,246 2,015,246 -2,015,246

　　　　預り金収入 0 6,393,931 6,393,931 -6,393,931

　　　　貯蔵品収入 0 25,682 25,682 -25,682

　　　　　事業活動収入計 60,255,174 72,164,894 -3,567,920 68,596,974 -8,341,800

　 2 ．事業活動支出
　　　　事業費支出 35,976,969 38,654,589 -2,027,920 36,626,669 -649,700

　　　　　事業関係人件費支出 16,602,808 16,521,729 16,521,729 81,079

　　　　　事業費支出 19,064,161 21,824,605 -2,027,920 19,796,685 -732,524

　　　　　事業雑支出 310,000 308,255 308,255 1,745

　　　　管理費支出 23,553,900 21,879,638 -1,540,000 20,339,638 3,214,262

　　　　　管理関係人件費支出 7,928,340 7,618,795 7,618,795 309,545

　　　　　退職給付支出 0 0 0 0

　　　　　福利厚生費支出 10,000 0 0 10,000

　　　　　助成費支出 1,636,280 1,540,000 -1,540,000 0 1,636,280

　　　　　会議費支出 2,098,000 1,723,755 1,723,755 374,245

　　　　　旅費交通費支出 220,000 224,280 224,280 -4,280

　　　　　通信運搬費支出 516,441 471,058 471,058 45,383

　　　　　集金費支出 480,000 480,410 480,410 -410

　　　　　消耗品支出 1,740,000 1,469,861 1,469,861 270,139

　　　　　備品購入費支出 100,000 150,937 150,937 -50,937

　　　　　修繕費支出 25,000 6,090 6,090 18,910

　　　　　印刷製本費支出 45,000 18,900 18,900 26,100

　　　　　光熱費支出 210,000 210,671 210,671 -671

　　　　　火災保険料支出 25,000 21,710 21,710 3,290

　　　　　租税公課支出 600,000 586,100 586,100 13,900

　　　　　建物管理費支出 4,561,200 4,349,739 4,349,739 211,461

　　　　　事務委託費支出 1,222,659 1,353,300 1,353,300 -130,641

　　　　　支部新事務所開設支出 0 0 0 0

　　　　　雑支出 2,135,980 1,654,032 1,654,032 481,948

　　　　前受金支出 0 1,250,764 1,250,764 -1,250,764

　　　　預り金支出 0 6,349,161 6,349,161 -6,349,161

　　　　前払費用支出 0 1,656,724 1,656,724 -1,656,724

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

　　　　仮払金支出 0 2,072,200 2,072,200 -2,072,200

　　　　貯蔵品支出 0 0 0 0

　　　　　事業活動支出計 59,530,869 71,863,076 -3,567,920 68,295,156 -8,764,287

　　　　　事業活動収支差額 724,304 301,818 0 301,818 422,486

Ⅱ　投資活動収支の部
　1．投資活動収入
　　　　投資活動収入計 0 0 0 0

　2．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 707,726 707,726 0 707,726 0

　　　　　退職給付引当資産取得支出 707,726 707,726 707,726 0

　　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 0

　　　　　事業基金積立預金支出 0 0 0 0

　　　　中期国債ファンド積立支出 0 251 251 -251

　　　　保証金支出 0 0 0 0

　　　　投資活動支出計 707,726 707,977 0 707,977 -251

　　　　投資活動収支差額 -707,726 -707,977 0 -707,977 251

Ⅲ　財務活動収支の部
　1．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0 0 0 0

　2．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0

　　　　当期収支差額 16,578 -406,159 0 -406,159 422,737

　　　　前期繰越収支差額 0 20,066,631 20,066,631 -20,066,631

　　　　次期繰越収支差額 16,578 19,660,472 0 19,660,472 -19,643,894

1．資金の範囲
　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金及び未払金を含めている。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳 （単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

現　金　預　金 18,610,957 17,161,166

未　収　入　金 2,094,304 2,820,717

合　　　　　計 20,705,261 19,981,883

未　　払　　金 638,630 321,411

合　　　　　計 638,630 321,411

次期繰越収支差額 20,066,631 19,660,472
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平成26年度事業計画
平成26年4月1日～平成27年3月31日

1. 平成25年度の概況

　平成25年度のわが国経済は、「大胆な金融政策」、
「機動的な財政政策」、「民間投資を喚起する成長
戦略」の「三本の矢」による一体的な取組の政策
効果から、家計や企業のマインド（意欲）が改善
し、消費等の内需を中心として景気回復の動きが
広がってきた。
　また、企業収益の増加から設備投資が持ち直し
つつあり、雇用・所得環境が改善し、景気回復の
動きが確かなものとなっている。 
　このような景気の回復基調を背景に、建設業界
の平成25年度の受注高は、前年度比10.1％増の75
兆8900億円となった。国や地方公共団体からの受
注が好調で、民間の建築工事なども堅調な伸びを
示した。
　一方、労働力の不足や建築資材費の上昇などの
課題も依然として解消されないなど、建設業界を
取り巻く環境は依然として厳しい状況である。
　日本建築協会の経営についても予断を許さない
状況が続いている。平成25年度は、それぞれの
事業についてきめ細かなコスト削減を行うととも
に、管理費については、職員を 1名削減し人件
費を圧縮するなど改善に努めたが、依然として収
入の大半を占める会費の減少には歯止めがかから
ず、財政状況は厳しいままである。
　事業については、｢建築と社会｣ 誌の発行をは
じめ、見学会や講演会、講習会の開催、出版物の
発行、建築関係団体との交流・連携事業、100周
年を視野に入れた各種事業を引き続き実施した。
　人材育成の視点から平成25年度新たに35歳以下
の若手設計者による「Ｕ35小委員会」を立ち上げ
た。また、青年技術者の顕彰や工高生のデザイン
コンクール、中堅クラスを対象とした実務講習会
などについても引き続き取り組んだ。

2. 平成26年度の活動方針

　平成26年度のわが国経済は、消費税率引上げに
伴う駆け込み需要の反動減に留意が必要だが、前年
度に続き堅調な内需に支えられた景気回復が見込ま
れ、好循環が徐々に実現していくと想定される。
　民間住宅投資は、消費税率引き上げの影響に注
意が必要だが、雇用・所得環境の改善に加え、東
日本大震災の復興への取り組みや住宅関係の政策
効果等により、実質ではマイナスになるものの名
目では前年度の水準を維持するものと考えられ
る。昭和39年以来の東京オリンピックの開催は、
交通網をはじめとしたインフラ整備や設備投資の
拡大など実需への拡大が期待され建設業界にとっ
て明るい材料といえよう。
　日本建築協会の平成26年度予算は、収入、支出
とも前年度を上回った。
　収入増の主な要因は、「建築と社会」誌の周年
特集や大規模建築物の企画特集による広告収入の
増によるものである。
　しかしながら毎年度望める企画とは限らず、次
年度以降も魅力ある企画、アイデアを提案し広告
収入を確保しなければならない。
　また、会員の減少による会費収入の落ち込みは
依然として続いており、「建築と社会」誌の広告
収入や工事請負契約約款販売収入などの事業収入
増や管理費の抑制により収支のバランスを保って
いる状況である。協会としては、個人や企業に対
しわれわれの役割を積極的にアピールするととも
に、魅力あるプログラムを提供し会員の増強を図
らなければならない。

　個々の事業についても増収、増益を図るための
仕掛けが必要である。特に協会事業のメインであ
る「建築と社会」誌については、積極的に広告収
入の増に力を入れるとともに、新しい試みにも挑
戦するなど、より一層の努力が求められる。
　新たな収入源も開拓しなければならない。大き
な収入増は期待できないが、「小規模建築物・設
計施工一括用工事請負等契約約款」の新規販売は
そのひとつである。
　支出増の大きな要因は、「建築と社会」誌の企
画特集をはじめとした事業経費の増加に伴うもの
である。今後、他の事業も含め抑制に努め、事業
費のコスト削減を図る。
　人件費については昨年度に引き続きより一層の
抑制に取り組む。今年度はじめに退職した常勤職
員の後任には嘱託職員で対応し、人件費とそれに
付随した経費を圧縮する。旅費や通信費、消耗品
などの諸経費については、消費増税による経費の
増加をコスト削減により吸収し、わずかであるが
削減する。
　引き続き、増収を図り支出を抑えることによ
り、財務体質の強化に努め、協会の活性化を図
る。
　協会の中心事業である「建築と社会」誌は記
事、内容をより一層充実するとともに、時代に応
じたテーマによる催しや近代建築物の見学会、講
演会、講習会、出版物の企画･発行、建築関係団
体との交流・連携事業など、数々の活動を引き続
き展開していく。
　人材の育成にも積極的に取り組む。「U-35小委
員会」をはじめ、未来を担う若い優秀な技術者を
発掘する青年技術者の顕彰や工高生デザインコン
クール、「建築工事実務講習会」などにも引き続
き取り組む。
　100周年関連事業委員会がこれまでに取り組ん
できた「大阪ええとこ創生プロジェクト」や「関
西の建築界/群像」、「再読関西近代建築」など100
周年関連事業についても引き続き実施していく。
　協会は平成29年 3月に創立100周年を迎える。
100周年を単に通過点とするのではなく、次代に
引き継ぐ意義あるものとするため記念事業を実施
する。今年度は全体構想などを検討する「準備委
員会」を発足させ、記念誌（周年史）の出版を検
討し、そのためのワーキンググループを立ち上げ
る。記念式典、関連イベントなどについても準備
委員会の議論を踏まえ今後検討していく。

3. 平成26年度活動計画

（1）編集委員会
①会誌「建築と社会」の発行
・ 会誌「建築と社会」は、大正 6年の創立以来、
当協会活動の中核として会員相互あるいは会員
と社会を結ぶ役割を果たしてきた。

・ 平成26年度は記事、内容のより一層の充実に努
める。

②青年技術者の顕彰
・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技術
者顕彰制度は、平成25年度で60回に達し、建築
界の優秀な人材を顕彰してきた。平成17年度か
らその意義をより一層深めるため、表彰式およ
び受賞者も出席しての懇親会をあわせて実施し
ている。

・ 平成26年度も引続き実施するとともに、表彰式
を総会後の懇親会時に実施する。

③「建築と社会賞」の顕彰
・ 建築と社会誌に掲載された本誌の趣旨にふさわ
しい社会性、環境などに配慮した建築作品や建
築に関する論文、記事などを顕彰する。平成26
年度は表彰式を総会後の懇親会時に実施する。

（2）事業委員会
・ 時代に即したテーマによる催しを前年度同様年
4回程度実施する。著名建築物や近代建築等の
見学会、話題建築について設計者・施工者等か
ら話を聞く場を設ける。25年度は、見学会を3
回実施した。

・ 概ね35歳以下の若手建築技術者の活動の場とし
て、昨年度立ち上げた「U-35小委員会」は、若
手自らの企画による催し等を行い、若手会員の
増強と協会活動の活性化を目指す。

（3）出版委員会
・ 「建築技術選書」と「プロのノウハウ」の企
画・編集

・ 出版委員会は、建築技術の単行本発行を企画し出
版することを目的とし、時代のニーズに即した新
しい著書の発掘を第一義的に行っている。平成25
年度は新刊を2冊発行（累計109冊）し、この出
版書をテキストとする講座を2回実施した。

・ 平成26年度は、企画執筆中の図書を積極的に発
行し、この出版書をテキストとする著者の講座
を実施する。

（4）教育委員会
①建築工事実務講習会の実施
・ 昭和32年以降、毎年主として初・中堅クラス
の建築技術者を対象に標記講習会を実施してい
る。平成25年度までに延89回を数えている。

・ 平成25年度は、本部、中国・東海支部とも 1日
コースを各1回実施した。

・ 平成26年度も本部、中国・東海支部でそれぞれ
1回実施する。

②工高生デザインコンクールの実施
・ 工高生デザインコンクールは、工高生の設計技
能向上のため、昭和30年に創設し平成25年度で
59回を数えた。

・ 平成25年度は参加校数17校（昨年度12校）、応
募作品数83点（昨年度60点）と参加校数、作品
数とも増加した。

・ 平成26年度は60回となるため、さらに参加校
数、作品数の増加を目指す。

③建築科優秀卒業生の表彰
・ 優秀な建築科卒業生を表彰することにより、本
人の研鑚意欲の向上を促し、激励することを目
的とし昭和27年から実施してきた。平成25年度
は、33校50名を顕彰した。

・ 平成26年度も前年度同様、会員校および会誌購
読校を対象に実施する。

④ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への
参画

・ 大阪府、大阪府建築士事務所協会、大阪府建築
士会、日本建築家協会近畿支部等で構成する協
議会が実施する諸行事に協力する。

（5）100周年関連事業委員会
①「関西の建築界／群像」の発行
・ 関西の建築界をとりまく様々な分野の方々を紹
介するページを「建築と社会」誌に設け、取材
には若手会員の参画を得て、100周年時にひと
つのものとしてまとめる。

②「再読　関西近代建築」の発行
・ 関西における歴史的名建築について個々に取り
上げ解説し「建築と社会」誌に連載する。創立
100周年の記念事業として連載記事をまとめて
発行する事業を継続する。

③10年委員会
・建築現場見学会の実施
　 　次世代の建築界を担う人材の育成に繋がるこ
とを目的として、学生向けに設計の意図を活かし
た建築現場やそれを支える施工者の工夫、現代技
術を駆使した工場での製作過程など、さまざまな
“ものづくり”の実際を総合的に体感できる場を
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提供する。平成26年度は2回程度実施する。
・ 大阪ええとこそうせい（創生）プロジェクトの
実施

　 　普段見過ごされそうなまちの資源を発掘し、
“こうしたらもっとよくなる”“もっといきいき
する”等のアイデアを創立100周年まで様々な
テーマで募集することにより、まちづくりや町
おこし賑わい作りに役立てていくことを目的と
している。

　 　平成25年度は平成26年度のコンクールに向け
ての検討を行い、平成26年度はコンクールを実
施する。

（6）工事請負契約約款事業
・ 平成25年度に引続き、民間（旧四会）連合協定
工事請負契約約款委員会に委員を派遣するとと
もに、「民間（旧四会）連合協定工事請負契約
約款」の販売を行う。

・ 平成26年度から新たに「小規模建築物・設計施
工一括用工事請負等契約約款」を販売する。

（7）他団体との交流、連携
・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。特に、平成21年度から進めてきた関
西建築 4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士
事務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建
築協会）会長・支部長懇談会における連携活動
を引き続き推進する。

・ 平成26年度も 4団体が緊密な連携で、共同でで
きることを検討・実行していく。

（8）支部活動
中国支部
（1）指導、宣伝、技術向上事業
・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「若手・新入社員技術講習会」、「中堅社員技術
講習会」、「『建築と社会』中国支部の企画・編
集」を行う。

・ 支部活性化事業として、ホームページの充実、
会員名簿を編纂する。

（2）協力事業
・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力を行う。

（3）他団体との連絡、連携
・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築８団体
と連携する。

（4）工事請負契約約款の販売
・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」
を販売する。

・ 平成26年度から新たに「小規模建築物・設計施
工一括用工事請負等契約約款」を販売する。

東海支部
（1）会議、会合への参加
・ 愛知県建築開発等行政推進団体協議会、中部建
築賞協議会など各種団体の会議や会合などに参

加する。
（2）指導、宣伝、技術向上事業
・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「『建築と社会』東海特集号の企画・編集」を行
う。今年度は海外見学会を企画・実施する。

・ 支部活性化事業として、機関誌「東海の建築」
の刊行やホームページの充実、会員名簿を発行
する。

（3）協力事業
・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力を行う。

（4）他団体との連絡、連携
・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築 8団体
と連携する。

京都支部
（1）指導、宣伝、技術向上事業
・「見学会」や「研修会」を行う。
（2）協力事業
・ 行政や団体が実施する「講演会」や「 2級建築
士受験講習会」などの事業に共催、協力を行う。

（3）工事請負契約約款の販売
・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款」
を販売する。

・ 平成26年度から新たに「小規模建築物・設計施
工一括用工事請負等契約約款」を販売する。

科目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部

1．事業活動収入

　　①会費収入

　　　　個人正会費 9,242 9,656 -413 14,400円／ 1名

　　　　個人正会費（地方） 806 777 29 12,600円／ 1名

　　　　団体正会費 22,636 24,552 -1,916 25,000円／ 1口

　　　　準会費 17 25 -8 8400円／ 1名

　　　会費収入計  32,702 35,010 -2,309

　　②支部活動収入 1,455 1,636 -181 本部から支部への活動収入

　　　支部活動収入計 1,455 1,636 -181

　　③事業収入

　　　　事業収入 30,977 22,530 8,447 本部及び支部の事業収入

　　　　事業雑収入 880 880 0 会員交流会、事業協力金外

　　　事業収入計 31,857 23,410 8,447

　　④雑収入 172 199 -27 利息、雑損処理後の過年度会費外

　　⑤支部正味財産前期増加分繰入 60 0 60 前期支部正味財産増加分を繰入

　　　事業活動収入計 66,246 60,255 5,991

2．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　事業関係人件費支出 15,285 16,603 -1,317 法定福利費含む

　　　　事業費支出 27,437 19,064 8,373 本部及び支部の事業費

　　　　事業雑支出 230 310 -80 会員交流会外

　　　事業費支出計 42,953 35,977 6,976

　　②管理費支出

　　　　管理関係人件費支出 8,090 7,928 162 法定福利費含む

　　　　退職給付支出 994 0 994 今年度退職職員退職金

　　　　福利厚生費支出 10 10 0 職員福利厚生費

　　　　助成費支出 1,455 1,636 -181 本部から支部への活動費

　　　　会議費支出 1,803 2,098 -295 本部・支部総会外会議費

　　　　旅費交通費支出 262 220 42 旅費、交通費

　　　　通信運搬費支出 526 516 10 電話、FAX、メール、郵送等通信費

　　　　集金費支出 549 480 69 会費、グループ会費、広告料集金手数料等

　　　　消耗品費支出 1,669 1,740 -71 HP維持費、PCソフト、トナー、文房具外消耗品

　　　　備品購入費支出 150 100 50 事務所内備品

　　　　修繕費支出 25 25 0 事務所内修繕費

科目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

　　　　印刷製本費支出 30 45 -15 印刷製本費

　　　　光熱費支出 220 210 10 電気代

　　　　火災保険料支出 25 25 0 火災保険料

　　　　租税公課支出

　　　　建物管理費支出 4,480 4,561 -81 事務所賃借料等

　　　　事務委託費支出 1,366 1,223 143 支部事務局委託費

　　　　雑支出 1,902 2,136 -234 監査、保守、協賛、購読、未収金償却外

　　　管理費支出計 24,287 23,554 733

　　③記念事業費支出

　　　　記念事業費支出 150 0 150 100周年記念事業準備費

　　　事業活動支出計 67,390 59,531 7,859

　　　　事業活動収支差額 -1,144 724 -1,868

Ⅱ　投資活動収支の部

1．投資活動収入

　　①特定資産取崩収入

　　　　退職給付引当資産取崩収入 994 0 994 今年度退職職員退職金充当

　　　　記念事業積立預金取崩収入 150 0 150 100周年記念事業準備に充当

　　　投資活動収入計 1,144 0 1,144

2 ．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　退職給付引当資産取得支出 0 708 -708 今年度積立不要

　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 現状予定なし

　　　特定資産取得支出計 0 708 -708

　　　投資活動支出計 0 708 -708

　　　　投資活動収支差額 1,144 -708 1,851

Ⅲ　財務活動収支の部

1．財務活動収入

　　　財務活動収入計 0 0 0

2 ．財務活動支出

　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0

　　　　当期収支差額 0 17 -17

　　　　前期繰越収支差額 19,660 19,644 17

　　　　次期繰越収支差額 19,660 19,660 0

平成26年度収支予算　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
（単位：千円）
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科　　　目
実施事業等
会計

その他事業
会計 法人会計 総合計

（Ｈ26年度
予算）

前年度予算 増減
継続事業 その他事業 管理費 法人会計 内部取引消去

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 0 0 0 32,702 0 32,702 35,010 -2,309
　　　　　個人正会費受取会費 0 0 0 9,242 9,242 9,656 -413
　　　　　個人正会費（地方）受取会費 0 0 0 806 806 777 29
　　　　　団体正会費受取会費 0 0 0 22,636 22,636 24,552 -1,916
　　　　　準会費受取会費 0 0 0 17 17 25 -8
　　　　支部活動収入 0 1,455 0 1,455 0 0 0
　　　　事業収益 18,010 13,847 0 0 1,369 30,488 21,294 9,194
　　　　　継続事業収益 18,010 0 0 457 17,553 14,196 3,357
　　　　　その他事業収益 0 13,847 0 912 12,935 7,097 5,837
　　　　雑収益 166 6 0 172 199 -27
　　　　退職給付収益 0 0 0 994 994 0 994
　　　　経常収益計 18,176 15,308 0 33,695 2,825 64,355 56,502 7,853
　 （2）経常費用 0
　　　　事業費 36,181 10,577 0 0 1,369 45,389 37,450 7,938
　　　　　給料手当 14,614 0 0 14,614 15,170 -557
　　　　　法定福利費 2,714 0 0 2,714 2,857 -143
　　　　　臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0
　　　　　旅費交通費 353 23 0 377 637 -261
　　　　　通信運搬費 1,701 182 0 1,883 1,952 -69
　　　　　消耗品費 951 46 0 997 1,057 -60
　　　　　印刷製本費 7,975 591 0 8,566 7,361 1,205
　　　　　光熱水料費 110 0 0 110 105 5
　　　　　賃借料 2,240 145 0 2,385 2,190 195
　　　　　保険料 13 0 0 13 29 -17
　　　　　諸謝金 2,484 191 0 2,675 1,889 786
　　　　　租税公課 514 12 0 526 300 226
　　　　　委託費 1,535 8,991 0 1,369 9,157 3,079 6,079
　　　　　雑費 977 394 0 1,371 824 547
　　　　管理費 0 0 20,632 0 1,455 19,176 19,035 141
　　　　　給料手当 0 0 6,792 6,792 6,612 181
　　　　　法定福利費 0 0 1,298 1,298 1,317 -19
　　　　　退職給付費用 0 0 994 994 708 286
　　　　　福利厚生費 0 0 10 10 10 0
　　　　　会議費 0 0 1,803 1,803 2,098 -295
　　　　　旅費交通費 0 0 262 262 220 42
　　　　　通信運搬費 0 0 361 361 346 15
　　　　　集金費 0 0 549 549 480 69
　　　　　消耗品費 0 0 894 894 915 -21
　　　　　備品購入費 0 0 150 150 100 50
　　　　　修繕費 0 0 25 25 25 0
　　　　　印刷製本費 0 0 30 30 45 -15
　　　　　光熱水料費 0 0 110 110 105 5
　　　　　賃借料 0 0 2,240 2,240 2,371 -131
　　　　　保険料 0 0 25 25 25 0
　　　　　諸謝金 0 0 0 0 0 0
　　　　　委託費 0 0 0 0 0 0
　　　　　事務委託費 0 0 1,366 1,366 1,223 143
　　　　　租税公課 0 0 365 365 300 65
　　　　　助成費 0 0 1,455 1,455 0 0 0
　　　　　雑費 0 0 1,902 1,902 2,136 -234
　　　　経常費用計 36,181 10,577 20,632 0 2,825 64,565 56,486 8,079
　　　　　当期経常増減額 -18,004 4,731 -20,632 33,695 0 -210 17 -227
　2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 -18,004 4,731 -20,632 33,695 0 -210 17 -227
　　　　　一般正味財産期首残高 58,050 4,812 -19,209 34,696 0 78,348 78,708 -360
　　　　　一般正味財産期末残高 40,045 9,542 -39,840 68,391 0 78,138 78,725 -587
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 40,045 9,542 -39,840 68,391 0 78,138 78,725 -587

平成26年度正味財産増減予算（正味財産増減予算書） （単位：千円）
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平成26年度

日本建築協会役員会務分掌
平成26年 6月18日現在・順不同・敬称略

顧問　中田　　誠　（独）都市再生機構

会　長　香西喜八郎　㈱東畑建築事務所
副会長　設楽　貞樹　㈱安井建築設計事務所　会長職務代行　編集・研修担当
副会長　浦島　澄男　㈱きんでん　会勢・事業担当
副会長　天野　直樹　㈱竹中工務店　企画・財務担当
副会長　大井　昇二　㈱大林組　会勢・事業担当
副会長　領木　康雄　大阪ガス㈱　総務・事務局担当
副会長　本多　友常　摂南大学　編集・研修担当

理事　◎印は常任理事及び委員長

（総務） 5名
　大林　剛郎　㈱大林組
　栗原　信英　栗原工業㈱
　佐野　吉彦　㈱安井建築設計事務所
　立野　純三　㈱ユニオン
◎山形　政昭　大阪芸術大学
（財務） 3名
　奥村太加典　㈱奥村組
　今西　邦夫　㈱今西組
　石井　祐司　東リ㈱
（編集・出版） 8名
◎西　　博康　清水建設㈱
　押味　至一　鹿島建設㈱
　佐藤　榮一　（一社）日本建築材料協会
　竹中　統一　㈱竹中工務店
＊杉本　　浩　（公財）建築技術教育普及センター
　松本　眞一　関西電力㈱
　吉村　英祐　大阪工業大学
◎米井　　寛　㈱東畑建築事務所
（会勢）10名
　淺沼　健一　㈱淺沼組

　池内　哲郎　野里電気工業㈱
　蔦田　守弘　㈱鴻池組
　小橋　鴻三　清水建設㈱
　近藤　　徹　不二熱学工業㈱
＊光用　　薫　戸田建設㈱
　藤原　富男　（一社）大阪建設業協会
　福田　泰造　福田泰造建築事務所
　髙松　隆夫　広島工業大学
　中井　　進　日建設計コンストラクション・マネジメント㈱

（事業） 4名
◎児玉　　謙　㈱日建設計
　城口　俊雄　㈱大阪城口研究所
　伴　　治人　西松建設㈱
＊中嶋　　功　㈱熊谷組
（研修） 5名
　岩橋　貞雄　八千代電設工業㈱
　上林　研二　地域生活空間研究所
　山田　文啓　大成建設㈱
＊梶山　卓二　㈱昭和設計
　永原　　穣　王建工業㈱

常務理事 　森本　　勉　理事合計43名

監事
2名

　三木　　徹　㈱安井建築設計事務所
　前田　隆司　㈱前田商会

注：＊印は新任

平成26年度

日本建築協会評議員
議　長：三木　敏男　　　副議長：嘉納　秀一

平成26年 6月 1日現在・順不同・敬称略

技術
2
　三木　敏男　㈱サングローブ

　村上幸三郎　村上デザイン事務所

総合
12

　薮内　昭男　㈱淺沼組

＊熊木　　徹　㈱安藤・間

　赤松　千州　㈱竹中工務店

　村田　俊彦　㈱大林組

＊林　　伸昭　戸田建設㈱

　肥後　行人　㈱鴻池組

　浅野　博光　㈱奥村組

＊毛利　俊彦　三井住友建設㈱

　中道　正伸　㈱中道組

　原　　眞一　コーナン建設㈱

　田中顕三郎　田中建設㈱

　伊藤　忠昭　㈱金山工務店

電気
4
＊北村　康一　㈱きんでん

　森　　博明　三和電気土木工事㈱

　嘉納　秀一　三宝電機㈱

　嶋田　雅景　㈱クリハラント

空調
3
　安原　和利　㈱精研 ＊生島　清好　㈱三冷社

　若林　尚史　若林設備工業㈱

建材
2
　森村　泰明　森村金属㈱ 　深江　隆司　アスワン㈱

中国
2

　嶋津　孝之　広島大学 　村重　保則　村重保則現代建築設計事務所㈱

東海
6

　小宮　三辰　三辰設計

　河田　克博　名古屋工業大学

　芳山　明久　　　－

　後藤　利秋　㈲和光建築計画研究所

　中村　哲士　アトリエーＮ1級建築士事務所

　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

京都
3
　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所

　高田　光雄　京都大学大学院

　山田　昌次　花豊造園㈱
34人　＊印は新任

平成26年度

日本建築協会支部長（順不同・敬称略）

中　国　　髙松　隆夫　広島工業大学

東　海　　福田　泰造　福田泰造建築事務所

京　都　　上林　研二　地域生活空間研究所
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平成26年度

日本建築協会委員
下記のとおり各委員会委員を委嘱しました。
◎委員長　○副委員長 　▲小委員会委員長　△幹事　☆顧問　＊26年度新委員

（所属名は略称　順不同・敬称略）

■編集委員会
会誌「建築と社会」の企画・編集
◎米井　　寛／東畑建築事務所

○勝山　太郎／日建設計

●特集小委員会
計画分科会
〈計画系〉
　飯田　　匡／大阪大学大学院

　鈴木　克彦／京都工芸繊維大学大学院

△田中　直人／島根大学大学院

　紅谷　昇平／神戸大学大学院

　松田奈緒子
　三宅　次郎／阪神電気鉄道

　守井　　辰／日建設計

　吉村　英祐／大阪工業大学

〈建築計画系〉
　荒木　宏之／大成建設

　大西　広朗／東畑建築事務所

＊神戸　嘉也／大林組

　静　　茂夫／大建設計

　下坂　浩和／日建設計

　野田　隆史／竹中工務店

＊橋本　祐典／西日本旅客鉄道

　三谷　帯介／鹿島建設

＊矢野　展寛／鴻池組

　米山　剛史／ユー・アール設計

△渡部　　剛／安井建築設計事務所

〈インテリア・住宅〉
＊今井　充彦／日建スペースデザイン

　川合　隆之／積水ハウス

　黒栁　　亮／竹中工務店

　酒井　雅男／大林組

　塚口眞佐子／大阪樟蔭女子大学

　ペリー史子／大阪産業大学

△間渕　一博／安井建築設計事務所

　森岡　拓也／都市再生機構

構造分科会
＊伊藤　栄治／安井建築設計事務所

＊岡田　　健／日建設計

△岸本　光平／竹中工務店

＊司馬　勢也／ゼン建築構造事務所

　瀧野　敦夫／奈良女子大学

　角田　耕一／大林組

　橋本　宗明／北條建築構造研究所

　松村　　健／東畑建築事務所

＊宮久保秀樹／鴻池組

　向井　洋一／神戸大学大学院

設備分科会
　赤澤　正治／竹中工務店

＊大石　晶彦／大林組

　北野　勝也／きんでん

　欅田　輝生／大阪市都市整備局

＊寺井　千佳／安井建築設計事務所

＊長澤　康弘／近畿大学

　夏井　重行／元・富士ネオ工業

　野崎　正二／大阪市都市整備局

△橋本　直樹／日建設計

　桝井　貴廣／総合設備コンサルタント

　宮﨑ひろ志／関西大学

　村上幸三郎／村上デザイン事務所

施工材料分科会
　荻巣　友貴／鹿島建設

＊後藤　尉彦／鴻池組

　桜井　和男／竹中工務店

　髙橋　秀一／大和ハウス工業

△中野　敬史／大林組

　藤丸　啓一／清水建設

法令分科会
　井上　久明／京都市都市計画局

＊△岡本　亮二／堺市建築都市局

　河野　　学
　田中　幸夫／神戸市住宅都市局

＊前田　俊文／兵庫県県土整備部

　吉岡　　忠／奈良県県土マネジメント部

作品作風小委員会
　居内　章夫／徳岡設計

　池上　　明／エーアイ アーキテクト スタジオ

　稲垣　和江／イナガキケンチクケンキュウショ

　東井　嘉信／大林組

　加嶋　章博／摂南大学

　菊池　浩輔／安井建築設計事務所

　倉橋　尉仁／東畑建築事務所

　倉渕奈千子／田中啓文総合建築研究所

　澤田　純一／兵庫県県土整備部

　鞆野　淳司／竹中工務店

　豊田　充広／髙松建設

　鳥居　久人／昭和設計

▲西田　佳代／日建設計

　芳谷　晴彦／清水建設

　増田　敬彦／増田敬彦一級建築士事務所

広告企画小委員会
　大谷　金由／大林組

　小川　雄介／竹中工務店

　小山　　昭／東畑建築事務所

　権代　　晃／清水建設

　藤田　昌宏／安井建築設計事務所

▲前田　　衛／日建設計

　山辻　直樹／大成建設

■事業委員会
見学・講演・説明・展示・懇親会な
どの企画及び実施
◎児玉　　謙／日建設計

情報見学小委員会
　石井　太志／日建設計

　伊藤　好之／清水建設

　大喜多孝哉／大林組

　川上　　剛／鴻池組

　河合　哲夫／竹中工務店

　北野　勝也／きんでん

　小平　弥史／昭和設計

　小林　正和／大林組

　田﨑　祐生／武庫川女子大学

　槌田　　豊／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　寺西　興一／摂南大学

▲豊田　充広／髙松建設

　夏井　重行／元・冨士ネオ工業

　沼田　典久／久米設計

　樋上　新治／ラシンプラニング

　南　　次郎／元・淺沼組

　宮本　克己／鹿島建設

　森　　雅章／安井建築設計事務所

　脇田　隆史／東畑建築事務所

U-35（小委員会）
　上野山貴嗣／安井建築設計事務所

　榎　恭志郎／大建設計

　駒井　陽次／Style Agency/PARK Lab.

△下田　康晴／東畑建築事務所

　白波瀬智幸／竹中工務店

　中村　祐記／大林組

　西森　史裕／大林組

　松島　将太／大建設計

　横川　彩香／東畑建築設計事務所

　若江　直生／日建設計

＊興津　俊宏／竹中工務店

■出版委員会
建築に関する図書の企画・編集・刊
行、ならびに講座の企画・実施
　井上まるみ／住まいの研究室

　上原　正行／U建築工房

＊昇　　　勇／昇設計室

　菅原　敏晃／竹中工務店

　田中　正司／C.T.I. 

　玉水　新吾／ドクター住まい

　仲本　尚志／atelier UNI-SUPPORT

◎西　　博康／清水建設

　藤山　　宏／造景空間研究所

＊堀野　和人／スマイリズム.

　森根　義久／日建設計

☆山田　　修／修建築事務所

■教育委員会
建築教育についての調査・研究・講
習会の企画・実施ならびに工高生デ
ザインコンクールなどの企画および
実施
◎山形　政昭／大阪芸術大学

講習会小委員会
＊奥田　弘和／大林組

　勝野　哲博／戸田建設

＊北野　祥児／清水建設

　門野　　陽／鴻池組

＊川井　祐基／鹿島建設

＊森口　憲一／竹中工務店

　吉永　英樹／松村組

工高生教育小委員会
　宇都　直人／大阪市立都島工業高等学校

　加治　大輔／大阪芸術大学

　門脇　裕之／大阪市立都島工業高等学校

＊白川　陽子／今宮工科高等学校

＊田中　裕子／今宮工科高等学校

▲谷口　幸雄／日建設計コンストラクション・マネジメント

　寺地　洋之／大阪工業大学

　中村　眞二／東畑建築事務所

　永島　敏郎／安井建築設計事務所

大阪府住まいづくり教育普及協議会
　大喜多孝哉／大林組

　川上比奈子／摂南大学

■100周年関連事業委員会
100周年に向けた記念企画実施
関西の建築界／群像
◎本多　友常／摂南大学

　神田　泰宏／竹中工務店

　清原　健史／安井建築設計事務所

　駒井　陽次／Style Agency/PARK Lab.

　中川　　卓／日建設計

　三矢　大祐／東畑建築事務所

　野口　　伸／竹中工務店

　岡村　吉展／大林組

　吉永　規夫／Offi  ce for Environment Architecture

史料研究会（再読　関西近代建築）
◎山形　政昭／大阪芸術大学

　安達　英俊／安達英俊建築研究所

　石田潤一郎／京都工芸繊維大学大学院

　植松　清志／大阪人間科学大学

　桐浴　邦夫／京都建築専門学校

　酒井　一光／大阪歴史博物館

　橋寺　知子／関西大学

　吉田　高子
　和田　康由／大阪市立都島第二工業高等学校

☆坂本勝比古／神戸芸術工科大学名誉教授

10年委員会
◎設楽　貞樹／安井建築設計事務所

　赤木　　隆／日建設計

　門野　　陽／鴻池組

　川上比奈子／摂南大学

　熊田　将男／安井建築設計事務所

△菅原　幸也／日建設計

△中村　文紀／東畑建築事務所

○前川　治彦／前川治彦建築研究所

　三井　達雄／大林組

＊森口　憲一／竹中工務店
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日本建築協会

会告

NHK新京都放送会館
見学会
この見学会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）大阪府建築士会（2単位）
（公社）日本建築家協会（2単位）

●建築概要
所 在 地　 京都市中京区烏丸御池下

ル虎屋町574他
建 築 主　日本放送協会
設　　計　 株式会社 東畑建築事務所
施　　工　株式会社　大林組
敷地面積　2,264.26㎡
建築面積　1,777.99㎡
延べ面積　6,755.99㎡
構造規模　S造＋RC造　免震構造
竣　　工　2014年 8月末（建物本体）
建物用途　放送局

二条城の北側に建つ現在のNHK京都
放送会館は、老朽化が進み、放送技術
の進歩に伴う様々な変化に対応するこ
とが困難になっている。建替計画に際
しては、最新の放送機能を維持すると
ともに、視聴者に開かれ、周辺環境に
配慮した、地域に根差す施設づくりが
求められた。
烏丸通に面した計画地は、御池・三条
通に近い文化ゾーンに位置しており、
エントランスホールには公開収録等に
対応した公開スペースを設け、地域の
人を呼び込む開かれた構成としている。
地下駐車場に利用した柱頭免震方式の
免震構造のほか、電力・通信等インフ
ラの多重化、防災井戸の設置等、大災
害時にも確実に放送を出し続けられる
防災性能を備える。
京都議定書のまちに建つ公共放送局舎
として、太陽光発電パネルの設置など
従来取り組まれてきた省エネルギー技
術のほか、横引き光ダクトや、ダブル
スキンの煙突効果を利用した室内の熱
気を排出する換気システムなど、新た
な環境配慮技術を導入することによ
り、CASBEE京都－新築におけるＳ
ランクを取得している。
また、本計画では31m規制の高度地区
内に制限高さを超える鉄塔を設けてお

り、京都市美観風致審議会による、外
観デザインを含めた特例認定を受けて
いる。密度の高い「線」とそれらが創
る「陰影」により構成された奥行感の
あるファサードにより京都らしさを追
求しながら、スカイラインや鉄塔デザ
インにも配慮し、周辺景観との調和を
図っている。
古都の景観法の意味するところを見定
め、将来にわたる京都の都心景観を先
導する建築を目指している。
（中村文紀、三宗知之／東畑建築事務所）

日　時　2014年 8 月25日（月）
　　　　14：00～16：30（予定）
講　師　三宗知之
　　　　 （株式会社 東畑建築事務所）
集　合　 現地（京都市営地下鉄烏丸線

「烏丸御池駅」下車）

定　員　30名・先着順
参加費　会員1,500円、一般2,500円
　　　　学生1,000円
申込方法　FAXまたはEメールで、
　　　　①催し名
　　　　　「NHK新京都放送会館」
　　　　②氏名
　　　　③会員・一般の種別
　　　　④職場名または学校名
　　　　⑤参加証送付先
　　　　⑥連絡先電話番号
　　　　⑦ CPDを申請される方は、申

請先の団体名とIDを明記
申込先　 （一社）日本建築協会編集課
　　　　TEL.06-6946-6981
　　　　FAX.06-6946-6984
　　　　E-mail:hensyu@aaj.or.jp

東海支部主催

建築家ヴォ・チョン・
ギア氏の建築と
ベトナム歴史建築の旅

現在ベトナムで活躍中の建築家ヴォ・
チョン・ギア氏の話題作と、世界遺
産を含むベトナムの歴史建築観光を
行います。ご家族をはじめ会員以外
の方の申込みも可能です。是非ご参
加ください。
■主な視察先
　・ 丹羽隆志氏（ギア氏共同事業者）
事務所

　・ハノイ市内観光又はハロン湾
　・フエ世界遺産
　・ ヴォ・チョン・ギア建築又は
ホーチミン市内観光

　・ Wind and Water Bar（ビンズン）
　・Binh Duong School（ビンズン）
　・ Farming Kindergarten（ビエ
ン・オア）

　・Stacking Green（ホーチミン）
　　 視察先については変更されるこ
とがあります。

■宿泊
10/30　ハノイ　マリオットホテル
10/31　 ハノイ　フラミンゴダイライ

リゾート
11/1 　 ホーチミン　ウインザープラザ
11/2 　機内泊
　　 　 宿泊先については変更される

ことがあります。

■ヴォ・チョン・ギア氏ご紹介
名古屋工業大学、東京大学で建築を
学び2006年にベトナムでVo Trong 
Nghia Architectsを設立。現代的な
美的感覚と方法論により、地場産材
や伝統的技術を融合したサステナブ
ルな建築を生み出している。世界建
築フェスティバル、アルカシア建築
賞など数々の受賞歴を持つ、ベトナ
ム建築界をリードする建築家。

日　　時　2014年10月30日（木）～
　　　　　11月 3 日（月・祝）
　　　　　 旅行日程については変更

されることがあります。
集　　合　セントレア発
定　　員　30名先着順（会員外も可）
参 加 費　226,000円
　　　　　（2名 1室利用時の概算）
　　　　　 1名利用の場合は40,000円

加算されます。
　　　　　 サーチャージ代（19,700

円）が別途必要です。
　　　　　 旅行代金は参加人数に

よっては変更される可能
性があります。

申込方法　FAXまたはE-mailで、
　　　　　① 催し名「ベトナムツ

アー」
　　　　　②氏名
　　　　　③氏名（ローマ字）
　　　　　④所属
　　　　　⑤連絡先電話番号
　　　　　⑥連絡先FAX番号
　　　　　⑦ 連絡先E-mailアドレス

を明記
申 込 先　 （一社）日本建築協会東海

支部ベトナムツアー担当宛
　　　　　Tel 052-261-1451
　　　　　Fax 052-261-0251
　　　　　E-mail info@aaj-tokai.jp
締め切り　 9月末日

Farming Kindergarten
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大学セミナー・ハウス（本館）
設　　計：吉阪隆正＋U研究室
竣　　工：1965年
所　　在：東京都八王子市

模型をひっくり返して置いたところ
様々なことが解決したという。ス
キップフロアと傾斜する内壁を手掛
かりにした立面の幾何学は軒にまで
及び、外壁中央で滑りが発生したよ
うな様相を呈している。軒の切込み
により雨に洗い流され、日差しを受
けてきたことも拍車を掛けているよ
うだ。内部は当時の趣きと変わって
いるが、後に象設計集団を構成する
面々が、吉阪の元で捻り出したディ
テールは今も数多く残されている。

（東畑建築事務所／大西広朗）

撮影（表紙）
東出尚子（東出清彦写真事務所）
デザイン・撮影（目次）
嘉村知紀（東出清彦写真事務所）

今月の表紙

特集●第61回青年技術者
■設計・計画部門―
上野山貴嗣●東海関電ビルディング、山辺広域行政事務組合消防本部天理消防署 18
大平　卓磨●コマツリフト堺支店、ミルボン中央研究所 19
岡田　惇史● WARM CITY（サンクトベテルブルグ、ロシア）、K CITY（クラスノヤルスク、ロシア）、20
　　　　　　　  NOVINKI（ニジニノブゴロド、ロシア）、BOTANIC GARDEN（モスクワ、ロシア）

北川　拓哉●勤医協中央病院 21
杉山　和也●東邦ガス株式会社　西尾サービスセンター、富源商事株式会社　建材部、 22
　　　　　　　  矢崎総業株式会社　名古屋支店、JSR株式会社　四日市工場本館

曽我部暁人●みなとみらいグランドセントラルタワー 23
廣富　　純●佛教教育学園　佛教大学　紫野キャンパス新1号館（高層棟）、 24
　　　　　　　  社会福祉法人　あまーち　拠点施設

逸見　篤俊●ヤマトビルyamatoBldg、オークラヤ麹町ビルokuraya kojimachi Bldg 25
堀　　沙樹●教育分野活動としての取組み、東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス、 26
　　　　　　　  武庫川女子大学　図書館改修、武庫川女子大学　看護科学館（予定）

若江　直生●京都産業大学　雄飛館、関西外国語大学　インターナショナル・コミュニケー 27
　　　　　　　  ション・センター、京阪神ビルディング　京阪神西心斎橋ビル

粕谷　貴司●スマートビルからスマートシティへ 28
　　　　　　　  ～建築における情報エンジニアリング新領域の開拓～

■構造部門―
足立幸多朗●新潟市消防局・中央消防署庁舎～災害拠点として機能する免震構造～ 29
久保山寛之●大規模複合超高層オフィスビルの構造設計／東京スクエアガーデン、新しい制震装置 30
　　　　　　　  を活用した超高層オフィスビルの構造設計／（仮称）清和梅田計画

蔵野　昌浩●有効面積2000㎡の無柱空間を実現したオフィスビルの構造設計、過大入力を 31
　　　　　　　  考慮した免震建物の構造設計

下西　智也●ツインタワー形状の大規模免震病院 32
高山　直行●限られた建築ボリュームを最大限に活用したお客様ニーズを実現する病院の設計 33
■設備部門―
泉　　孝典●神戸製鋼所本社ビルにおける環境配慮型技術の導入と運用評価 34
堤　美沙子●K展示館～公開承認施設として機能する設計への挑戦～、 35
　　　　　　　  K寺院～各種騒音検討と本堂大空間の気流検討～

中下　一成●医療施設と商業施設における環境と融合する設備計画 36
中村　友久●河内長野ガス本社・防災支援施設～eco-BCPのつくり込みとISO5001取得に 37
　　　　　　　  向けた協力、B総合病院～補助金事業への協力と病室換気制御の導入検討

西山　敏史●大規模電算ビルにおける非常用発電機増設工事 38
　　　　　　　  ～建物機能を維持しながらの施工計画と実施～

藤井　拓郎●新千歳空港国際ターミナルビル　気候や施設特性を考慮した省エネルギーへの取組み 39
■施工部門―
綛田　良樹●現場流PDCAのすすめ 40
佐藤　有希●省スペース型ユニットフロア工法の開発 41
空久保　光●複雑な架構を有する鉄骨工事施工効率向上の取り組み 42
長谷　洋司●RC積層工法による集合住宅の合理化施工の計画と実施～3日サイクルへの挑戦 43

会告 定時総会議決のお知らせ、通常理事会議決のお知らせ、
臨時理事会議決のお知らせ、定時評議員会議決のお知らせ
平成25年度事業報告、平成25年度決算報告、平成26年度
事業計画、平成26年度収支予算、平成26年度正味財産増
減予算、平成26年度日本建築協会役員会務分掌、平成26年
度日本建築協会評議員、平成26年度日本建築協会支部長、
NHK新京都放送会館見学会、東海支部主催建築家ヴォ・
チョン・ギア氏の建築とベトナム歴史建築の旅

1

作品作風 旧桜宮公会堂 14

gallery 藁葺き泥小屋●畑中久美子 16

法令コーナー 環境配慮型容積ボーナス制度を導入
－大阪市総合設計制度改正－●藤村雅典

44

構造の頁 大地震を経験した鉄骨造建物の耐震性●難波尚 45

関西の建築界
群像

柳々堂書店●三矢大祐 46

再読
関西近代建築

枚岡市庁舎（現・東大阪市旭町庁舎）●橋本健治 47

入賞発表 第13回読者と選ぶ「建築と社会」賞入賞発表 51

information バルテュス展．機動戦士ガンダム展　THE ART OF GUNDAM．
ノスタルジー＆ファンタジー　現代美術の想像力とその源泉．
明石市制95周年記念夏休み特別展 エッシャー100選　だまし絵の
奇才が創る無限の世界．ビネッテ・シュレーダー　美しく不思
議な世界．建築の皮膚と体温 －イタリアモダンデザインの父、
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59

月間の動き 平成26年 5 月 66

■特集予告
●8月号／建築と時間
●9月号／省エネ・低炭素のこれまでとこれから

7 1 1 0 8 2 0 1 4





大阪市の指定により
保存した樹木
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バンケット

厨房

オフィス

ホワイエ

パントリー
倉庫

サロン

クローク

ステージ

１階平面図 ２階平面図

結婚式場

新郎
新婦
控室N

新郎
新婦
控室S

待合１

ホワイエ

倉庫2

友人控室

待合2

N

バルコニー

オフィス

バンケット ステージ

新郎
新婦
控室N

新郎
新婦
控室S

ホワイエ バルコニー

N

友人控室

作
作

品
風

建　築　主　株式会社ノバレーゼ
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店

旧桜宮公会堂
旧桜宮公会堂は、昭和10年に明治天皇記念館として建設された。
竜山石造りの正面玄関は、明治4年に建設された
造幣寮（現造幣局）の玄関を移築したものである。
現存する近代建築としては日本で最も古いもののひとつである玄関は、
国の重要文化財に指定されている。
大阪市所有の洋風建築であるこの建物は、戦後桜宮公会堂へ名称を
変え、大阪の人々に愛されてきた。
近年閉館となっていたこの建物が、この度市の再生事業により、
結婚式場として甦ることとなった。
我々はこの歴史ある建物の再生にあたり、
全く新しいものを建物に内包させる手法を取った。
既存のトップライトのあった場所に
透明感のあるガラスブロックの箱を挿入し、
外光を受けて刻々と明るさが変化する“光の間”をチャペルとした。
そして光は式場から溢れ、回廊を満たす。
復刻･再生を基調とした華やかな空間による歴史の継承と、
ミニマムな光の空間による新たな記憶の創造をテーマとし
デザインを模索した。 
空間の対比による驚きが門出を祝う人々の幸せな記憶として刻まれ、
そして建物の新たな歴史としてまた積み重なっていく事を狙った。

（森田昌宏・野口伸・足立裕己／竹中工務店）

所 在 地―大阪府大阪市北区1-1-1
敷地面積―6,216.42㎡
建築面積― 674.31㎡
延床面積―1414.58㎡
構造規模―S造（増築棟）　SRC造（既存棟）　地上3階　地下1階
工　　期―2012年11月～2013年 3月
最 寄 駅―地下鉄谷町線　大阪天満宮駅
撮　　影―ナカサアンドパートナーズ



畑中久美子（はたなか くみこ）
土壁を用いた建築の設計、ワークショップ、地域活性活動、研究をおこなう。
2007年　一級建築士事務所畑中久美子デザイン室開設
2009年　文化庁新進芸術家海外研修員として、ヨアヒム・エブレ建築設計事務所（南ドイツ）
2013年　岐阜市立女子短期大学専任講師　現在に至る
※「日本の原点シリーズ 7  土」新建新聞社（2014年 5 月末販売予定）寄稿 企画編集　鳥居久人（作品作風小委員会）

2012年 7月、神戸市の保育園に藁葺

きの泥小屋が完成した。

この保育園では食育に力を入れ、かつ

無垢の木を使った家具を使うなど、こ

だわりを持った保育がなされている。

この小屋は、保育園から17km離れた

土地で解体された土蔵の土と、15km

離れた所で茅葺き職人が栽培した米

藁、といった地域の自然素材で構成、

壁は「練り土積み」という土壁の工法

を用いた。土に水を加えて練りなおし、

300mm程度の厚みで積み、叩き棒で

叩いて成形する。型枠を必要としな

い単純な工法であるため、建築中に

ワークショップをひらき、園児達も

一緒に参加してもらった。

屋根は保育園の食育活動で栽培し、

保管された米藁を使って 2年に一度

葺き替える予定である。

完成後、園庭で遊ぶ時間には必ず誰

か子供が中で遊んでいる。

小屋づくりに加えて、薄暗さ、ひん

やり感といった土と藁ならではの建物

を五感で感じ、味わう事は、知らず

知らずのうちに自然素材の心地よさを

知るのではないだろうか。小屋を体

験した子供達が成長する中で新たな

価値感を育んでくれるのではないか

という住育の願いを込めている。

藁葺き泥小屋
建築家

畑中 久美子

施工
屋根： 相良育弥（淡河かやぶき屋根

保存会　「くさかんむり」）
左官：南俊行（南左官）



青年技術者選考委員会
講評

選考委員長　米井　寛
青年技術者表彰͉Ȃ今年第そじ回ͬ迎

え̱̹͘ȃずぜ歳以下ͬ対象̱͂̀い

̹ͥ͛Ȃ今年͈応募者͈大半͉じだたし

年前後ͅ生̹ͦ͘方々̳́ȃじだたし年

͈建築界͉͂いえ͊ȂεΑΠκΘϋ

建築͂言わͦͥ今͉͂̈́̽̀懐̥̱

い建築表現̦斬新͈̱̈́͂̀͜迎え

ͣͦ始̹͛時期́Ȃ̭͈後͈Ψήσ

経済͈予兆͈͢う̈́少̱浮̧足立̽

̹時代͈空気̦思い出̯̳ͦ͘ȃ冷

戦͈終結̦準備̯ͦ̀い̹̭͈時期

ͅȂȶ大̧̈́物語͈終焉ȷ͂いう̭͂

̦言わͦȂ日本̤ͅい͉̀経済͞社

会͈ȶ成長ȷ͂いう一本道̦曲̦ͤ

角ͅ差̱̥̥̽̀い̱̹͘ȃ̭͈頃

生̹ͦ͘人̹̻͉ȂΨήσ経済̷͂

͈後͈不況͈時代ͬ成長̱Ȃ頼͓ͥ

̧物語͜守̩̽̀ͦͥ大̧̈́傘̈́͜

い̥̈́́Ȃあͥ時期出会̹̽建築ͅ

対̱̀Ȃあͥ意味·ーσͅȂ̱̥̱

自͈ͣ意思͂時間͈大半̭ͬͦͅ投

̲̀向̧合̧̹͈̽̀͂͜想像̱͘

̳ȃ̷ういう熱̩̀·ーσ̈́方々̦

多数̭͈賞ͅ応募̱̩̱̹̀ͦ͘ȃ

̯̀Ȃ今年͈審査̾ͅい̳̀́ȃ今

年͉Ȃ昨年ͤ͢多いすぞ名͈応募̦あ

̱̹ͤ͘ȃ応募者全員̦組織設計事

務所̹͉͘大手建設会社ͅ属̳ͥ人

̹̻́ȂͺΠς΀事務所͞研究機関

等ͅ所属̳ͥ人̦い̥̹͈͉̈́̽残

念̳̦́Ȃ設計・計画Ȃ構造Ȃ設備Ȃ

施工͂いう既定͈分野以外͈情報分

野͈́応募̦あ̹̽ͤȂ設計・計画

分野̤ͅい̀海外ίυΐͿ·Πͬ中

心̱̹͂ίτΔϋΞーΏοϋ͜あͤȂ

全体̱͂̀幅広い領域͈応募資料ͬ

審査̳̭̱̹ͥ͂̈́ͤ͘ͅȃ分野̮

͈͂選評͉各委員ͅ譲̳̦ͤ͘Ȃ審

査委員͈共通͈視点͉Ȃ紹介̯̹ͦ

ίυΐͿ·Π͈技術的Ȃ計画的ȂΟ

Ύͼϋ的水準̺̫͉̩́̈́Ȃ本人̦

̭̓́͘主体的ͅ関与̱̀い̹̥Ȃ

̹͘Ȃ本人͈建築ͅ対̳ͥ取ͤ組͙

姿勢͞将来͈͒展望̦表現̯ͦ̀い

̥ͥȂ͂いう̭͂ͧͅあ̱̹ͤ͘ȃ

募集要項̥̭͈̭̦ͣ͂応募者ͅ十

分伝わ̽̀い̥ͥ͂いう指摘͜出̯

̱̹̦ͦ͘Ȃ̭͈点ͬ重点的ͅ確認

̱̾̾Ȃ最終的ͅすそ名͈方ͬ選出̱

̱̹͘ȃ

応募者͈͙̯͉̈́ͭͅȂ自身͈̭ͦ

͈̭́͂ͬ͘振ͤ返ͤȂ̭̥͈ͦͣ

̭͂ͬ展望̳ͥいい機会̹̈́̽͜ͅ

͈͂思い̳͘ȃ今後̳̳͈͘͘活躍

ͬ期待̱̳͘ȃ

■設計・計画部門、および情報分野

／今年͉例年͜ͅ増̱̀Ȃ海外͈́

再開発ζΑΗーίρϋ͈形成͞Ȃ計

画学的立場̥͈ͣ特定専門分野̤ͅ

̫ͥξーΎー͈͒企画提案ȂΑζー

ΠΫσ・ΑζーΠΏΞͻ͈情報΀ϋ

ΐΣͺςϋΈ͂い̹̽Ȃ幅広い立場

́取ͤ組̤ͭ́ͣͦͥ方々̥͈ͣ応

募̦あ̱̹ͤ͘ȃ

̭͈͢う̈́専門性͈多様化͉社会͞

建築業界͈高度化ͬ示̱̀い̳̦͘Ȃ

̷̺̥̭ͣ特ͅ設計・計画系͈技術

者̱͈͂̀成熟͉ͅȂ社会͞都市Ȃ

建築全体͈͒思索͂造詣̦求͛ͣͦ

ͥ͂言え̱ͥ́͡うȃ

入選̯̹ͦ方々͉Ȃ細̥い使わͦ方

͞ΟͻΞーσ等͈諸側面ͅ注力̱̈́

̦ͣȂ人͂社会͞環境ͬい̥ͅ繋̪

̥Ȃ͂いう̭͂͜ͅ心ͬ砕い̤̀

ͣͦͥ͢うͅ見受̫ͣͦȂ̷̸ͦͦ

高̩評価̯̱̹ͦ͘ȃ̤̈́じすȪ情報

分野ͬ含͛ȫ人͈応募͈う̻Ȃ入選

͉じじ人̱̱̹͂͘ȃ̤一人̦選̥ͣ

̹͈͉ͦ͜Ȃ作品̦少̩̈́Ḁ̷̑̾

̦ͦ特ͅ高いτασ͉͂読͙取ͦ̈́

̥̹̭̳̽͂ͤ͘͢ͅȃ再度͈Ιλ

τϋΐͬ期待̱̳͘ȃ

̹͘入選作͈う̻̤一人͉Ȃ作品͈

τασ͉十分ͅ高̩Ȃ中心的̤̈́立

場́関わ̹̭ͣͦ͂͜推測̧͈́ͥ

̳̦́Ȃ̭͈ͦͣ作品ͬ一人́͘

̭͉͂͛ͥ͂不可能́あ͈ͤ̓͢う

̈́関わͤ方̯̹͈̥̦ͬͦ不明確́

あ̹̹̽͛Ȃ注釈̧̾入選Ȫ中心的

立場́作品ͬ構成̯̹ͦ͂仮定̱̀ȫ

̵̯͂̀頂̧̱̹͘ȃ

今後͈応募ͅ際̱͉̀Ȃ作品͈̮͒

自身͈関わͤ方̾ͅい̀Ȃ十分̈́記

述̤ͬ願いい̹̱̳͘ȃ

今年͉Ȃ全応募̦組織設計事務所͂

大手建設会社̥ͣ́あͤȂͺΠς΀

系等̥͈ͣ応募̦無̥̹̭̦̽͂残

念̳́ȃ

作品͈規模͉選考ͅ影響̵̱͈ͭ͘

́Ȃ設計・計画系全般̥ͣ選考・顕彰

̳ͥ考え方̥ͣȂͤ͢一層ȂͺΠς

΀系͞大学等͈多様̈́組織̥͈ͣ応

募̦望̭̳ͦͥ͂ͧ́͘ȃȪ吉岡聡司ȫ

■構造部門／今年度͉構造部門͈͒

応募̦ぜ件́あͤȂ昨年度̥ͣじ件

増加̱̹ȃ審査͉́Ȃ応募者̦ίυ

ΐͿ·Π͈中͈́̓͢う̈́役割ͬ果

̹̱̹̥ȂίυΐͿ·Π̤̫ͥͅ課

題͞困難点͈ͬ̓͢うͅ解決̱͢う

̱̹̥͂Ȃ̷̦ͦͣ応募書類ͅ的確

ͅ書̥ͦ̀い̥ͥ̓う̥̾ͅい̀Ȃ

一定͈基準ͅ到達̱̀い̥ͥ̓う̥

ͬ見̹ȃい̴ͦ͜高いτασ́審査

基準ͬ満̹̱̀い͈ͥ͂結論ͅ達̱

̹̹͛Ȃ̳͓̀ͬ入選̱̹͂ȃ

応募書類̤ͅい͉̀Ȃじ～ず棟͈建

物̾ͅい̀ȂίυΐͿ·Π͈課題͞

困難点͂Ȃ̷͈解決ͅ至̹̽筋道̦

示̯̤ͦ̀ͤȂ̭̥ͦͣ構造設計͈

道ͅ進͜う̳͂ͥ学生͞Ȃ構造設計

͈実務ͬ始͛̀間̈́͜い若手技術者

͉ͅȂい̴̹ͦ͜い͒ͭ参考͂̈́ͥ

͈́͜あͥȃ

今回͈応募書類͉́Ȃ̭ͦ́̈́͘ͅ

い新̱いΗͼί͈ΘϋΩーȪ波形鋼

板ΘϋΩーȫ͞複数͈ΘϋΩー͈組

͙合わ̵Ȫ΂ͼσΘϋΩー͂履歴Θ

ϋΩーȫͤ͢ͅ課題ͬ克服̱̹͈͜

͞Ȃ建築計画上͈制約̥̹̯ͣͣ͜

ͦͥ構造上͈欠点ȪΓΛΠΨΛ·Ȃ

大̧̈́偏心Ȃ建物上͈塔状構造物ȫ

ͬȂ免制震技術͞構造計画上͈工夫

́克服̱̹͈̦͜特ͅ目̾ͅい̹ȃ

建築構造ͅ対̳ͥ確̥̈́観察眼͂柔

軟̈́着想̦Ȃ今後͈設計活動ͅ活̥

̯̭ͦͥ͂ͬ期待̱̹いȃȪ辻ȁ聖晃ȫ

■設備部門／本年͈設備部門͈͒応募

͉昨年同様Ȃそ件͈応募̦あ̱̹ͤ͘ȃ

選考ͅあ̹͉̽̀Ȃȶ応募者自̦ͣ主

体的̥̥ͅわ̽̀い̥ͥȷȂȶ実現͘

͈́ίυΓΑȷȂȶίυΐͿ·Π͈中

͈́応募者͈立場̦明快̥ȷ̾ͅい

̀着目̱̱̹͘ȃ

応募͈内容͉Ȃ昨今͈社会情勢̥ͣ

地球環境͈͒配慮ȂどなPͬ意識̱̹

応募̦多̩Ȃじ͈̾ίυΐͿ·Πͅ

̾い̀詳細ͅ設計ίυΓΑȂ効果͈

検証ͬ記̱̹͈͜Ȃ複数͈ίυΐͿ

·Π̾ͅい̀応募者自̦ͣ特ͅ留意

̱̹̭͂ͬ記̱̹͈͜Ȃ̹͘ȂどなP

対応ͬ行う̹͈͛ςΣνーͺσ工事

̤̫ͥͅ創意工夫̈́̓多種ͅわ̹̽

̀い̱̹͘ȃ

い̴͈ͦ応募̤ͅい̀͜Ȃ応募者͈

取ͤ組͙Ȃ創意工夫̦̈́̓高いτα

σ́伝わ̧̤̽̀̀ͤȂそ名全員ͬ

入選̱̱̹͂͘ȃ

建築͂社会ͬ取ͤ巻̩環境̦̳͘͘

̳多様化̳ͥ中́Ȃ設備設計者ͅ期

待̯ͦͥτασ͜Ȃ̳̳͘͘向上̱

̀い̩͂考え̳ͣͦ͘ȃ̷͈͢う̈́

環境͈中Ȃ情報͈ͺϋΞ΢ͬ張ͤ巡

̱ͣȂ知識͈多様化ͬ図ͤȂ更̈́ͥ

τασͺΛίͬ期待̱̤̳̀ͤ͘ȃ

Ȫ町澤真一朗ȫ

■施工部門／施工部門͈́応募͉せ

件あͤȂȶ施工効率͈向上ȷͬ΅ー

ワーΡͅȂ省力化・工業化ͅ着目̱

施工ΏΑΞθ͈合理化ͬ目指̱̹事

案͞Ȃ従来技術͈工法ͬ緻密ͅ再検

討改善̱̹事案̦̈́̓あ̹̽ȃ審査

͉́Ȃ応募者̦実際͈計画ͅ深̩関

わͤȂい̥ͅ自分自身́考え̀検討

̱計画立案̱Ȃ実行Ȃ検証̱̀いͥ

̥ͅ着目̱̹ȃPなよ集合住宅͞省Α

βーΑ型ξΣΛΠέυͺ工法͉́Ȃ

構造部材͈̈́̓工場化・単一化・複

合化・先行組͂い̹̽施工ΏΑΞθ

͈工業化・省力化工法ͬ駆使̱̀Ȃ

工期短縮͞労務量͈削減ͬ実現̧́

̹点̦評価̧́ͥȃ̹͘Ȃ物流Γϋ

Ηー͈べなごS構造͞複雑̈́架構͈鉄骨

事例̾ͅい͉̀Ȃ与え̹ͣͦ構造条

件ͅ対̱Ȃ̷͈施工法ͬ実際͈施工

前ͅ緻密ͅ検討̱̀Ȃ最善解ͬ得ͥ

ίυΓΑͬ踏ͭ́いͥȃ̯ͣͅ試験

施工͞詳細ΑΞΛί計画Ȃ模型͢ͅ

ͥ確認̈́̓Ȃ三次元͈́検討́͘踏

͙込ͭ́いͥ点ͅ評価̦高いȃ総̲

̀Ȃい̴͈ͦ案͜施工͈基本́あͥ

ȶPになとͬ確実ͅ回̱̦̈́ͣ改善ͬ試

͙ͥȷ͂いう原点ͬ確実ͅ実行̱̀

̤ͤȂ青年技術者͈力量ͅ十分値̳

ͥ͂判断̱̹ȃȪ阪井ȁ聡ȫ

特集●第61回  青 年 技 術 者
■設計・計画部門─

上野山貴嗣 安井建築設計事務所

大平ȁ卓磨 竹中工務店

岡田ȁ惇史 日建設計

北川ȁ拓哉 昭和設計

杉山ȁ和也 竹中工務店

曾我部暁人 東畑建築事務所

廣富ȁȁ純 佐藤総合計画

逸見ȁ篤俊 大林組

堀ȁȁ沙樹 竹中工務店

若江ȁ直生 日建設計

粕谷ȁ貴司 竹中工務店

■構造部門─

足立幸多朗 安井建築設計事務所

久保山寛之 清水建設

蔵野ȁ昌浩 大林組

下西ȁ智也 日建設計

高山ȁ直行 竹中工務店

■設備部門─

泉ȁȁ孝典 大林組

堤ȁ美沙子 鹿島建設

中下ȁ一成 竹中工務店

中村ȁ友久 清水建設

西山ȁ敏史 竹中工務店

藤井ȁ拓郎 日建設計

■施工部門─

綛田ȁ良樹 鹿島建設

佐藤ȁ有希 大林組

空久保ȁ光 竹中工務店

長谷ȁ洋司 大成建設

部門別ぜし音順

応募の状況と結果

部門 応募数 入選数

設計・計画 じす じじ

構造 ぜ ぜ

設備 そ そ

施工 せ せ

第61回青年技術者選考委員
米井　　寛／㈱東畑建築事務所取締役大阪事務所長
佐々木　栄／㈱昭和設計執行役員建築部門
　　　　　　　 建築設計部統括

高梨雄二郎／㈱竹中工務店開発計画本部長
　　　　　　　 （西日本担当）

八木　康行／ステュディオエイトアーキテクト代表
吉岡　聡司／ 大阪大学大学院キャンパスデザイン室

准教授

辻　　聖晃／ 京都大学大学院工学研究科建築学専攻
准教授

山浦　晋弘／㈱安井建築設計事務所構造部長
高山　　真／㈱日建設計設備設計部門設備設計部長
町澤真一朗／ 清水建設㈱関西事業本部設備設計部

グループ長

阪井　　聡／㈱大林組大阪本店建築事業部
　　　　　　　 生産技術部部長

山辻　直樹／大成建設㈱関西支店建築部
　　　　　　　 購買管理室課長
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設計・計画部門

上
うえ

野
の

山
やま

貴
たか

嗣
し

生年月日　1980年 8月愛知県生まれ
最終学歴　 2006年名古屋工業大学大

学院工学研究科社会工学
専攻前期博士課程修了

業務経歴　 2006年㈱安井建築設計事
務所入社

　　　　　 現在、大阪事務所設計部
主任

●担当した主なプロジェクト
2008年　斑鳩町総合保健福祉会館
2009年　南船場秋山ビル
2009年　甲南小学校新本館
2011年　東海関電ビルディング
2013年　 山辺広域行政事務組合消防

本部天理消防署
●受賞
JCDデザインアワード2012　入選
第46回SDA賞　優秀賞・入選
DSA賞2012　入選

■青年技術者のことば

―設計͈先ͅあ͈ͥ͜―

多種多様̈́建築ͅ携わ̭͉ͥ͂Ȃ

幸̵̭̺̈́͂ȃ多様̈́建築主͂対

話̱Ȃ様々̈́視点̥ͣ建築͂向̧

合う̧̭̦̥̺͂́ͥͣȃ多̩͈

熱い想いͅ応えͥう̻ͅȂ私自身

͜熱̩̰̈́ͣͥͬ得̈́いȃ

̭̭ͅ紹介̱̹ίυΐͿ·Π͉ͬ

̲͛Ȃ数々͈設計行為͈課程́強

̩感̲̭͉ͥ͂Ȃ建築͉建̀̀終

わ͉̩ͤ́̈́Ȃ̷̭̥̦ͣ次͈Α

ΞΛί͈ΑΗーΠ̺͂いう̭͂ȃ

私自身͈思想̳̈́わ̻ȶ̭うあͤ

̹いȷͅȂ建築主͈ΫΐΥΑΩー

Π΢ー̱͈͂̀視点͞Ȃ街ͅ建̾

公共的財産̱͈͂̀意義̳̈́わ̻

ȶ̭うあ̧͓ͥȷ̦重̭̈́ͥ͂́Ȃ

一本͈線̦意味ͬ持̾ȃ

建築主͈想いͬ汲͙取ͤȶ次͈Α

ΞΛί͈狙いȷͬ綿密ͅ練ͤ上

̬Ȃ̷͈ȶ狙いȷͬ実現̳͓̩一

本͈線ͅ想いͬ乗̵̀い̩作業Ȃ

̷̷̭̦ͦ建築設計͈醍醐味́あ

ͥ͂考え̀いͥȃ

ȶ設計͈先ͅあ͈ͥ͜ȷ́ͬ͘Ο

Ύͼϋ̳̭ͥ͂ȃ̷̷̭̦ͦ設計

者͈責任̺͂いう想いͬ持̻̦̈́

ͣȂ今後͜建築͂向̧合̽̀い̧

̹い͂思うȃ

■すいせͭ者

寺岡宏治

㈱安井建築設計事務所ȁ執行役員

大阪事務所ȁ設計部長

東海関電ビルディング
エントランスから内部へ人を導くアルミキャストパネル
のサインウォール、西日の影響を最小限に抑えるバーチ
カルルーバー、太陽光発電パネルを組み込んだダブル
サッシュカーテンウォールなどを、ユニークで洗練され
た建物イメージを強調する意匠エレメントとしてデザイ
ン。建物のアイデンティティーをビルに必要な機能その
ものが形作ることで、他にはない表情を作り出した。

山辺広域行政事務組合消防本部天理消防署
地域の文化的景観である「大和青垣」を背景に広がる勾配屋根
の架かった建築群。天理ならではの風景を建物に取り込みなが
ら、消防・防災・環境への市民の意識を高める仕掛けを各所に
設けた。市民にとって建築自体が美しい天理の街を護る契機に
なることを願っている。
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設計・計画部門

大
おお

平
ひら

卓
たく

磨
ま

生年月日　1978年10月大阪府生まれ
最終学歴　 2003年京都工芸繊維大学

大学院工芸科学研究科造
形工学修士課程修了

業務経歴　2003年㈱竹中工務店入社 
　　　　　2004年　東京本店設計部
　　　　　2006年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　汐留芝離宮ビルディング
2005年　熱海ゴルフ倶楽部
2006年　松下PDP第 4期
2008年　KDX小林道修町ビル
2010年　不二電機みなみ草津工場
2013年　コマツリフト堺支店
2013年　ミルボン中央研究所
2014年　サントリーワールド
　　　　リサーチセンター

■青年技術者のことば

社会人̱͂̀建築ͅ携わͤじし年̦

経̹̽ȃ建築̧͉͌͂ͤ́́ͥ͜

͈͉́̈́い͈́Ȃ̩̾ͤあ̬ͥ過

程́様々̈́人々͂触ͦ合̧̽̀

̹ȃ思え͊私͉い̾͜建築ͬ通̲

̀社会͂接̱̀いͥȃ

設計͂いう職能͉Ȃ建築条件͞敷

地ȂίυΈρθ͂い̹̽毎回異̈́

ͥ様々͈̈́͂͜一̥ͣ向̧合わ̈́

̫ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ̷うい̹̽個別

͈事象͈連続͞積͙重͇̦設計者

̱͈͂̀現在͈自分ͬ形成̱̀い

ͥ͂いえ͈̥̱ͥͦ̈́͜いȃ

̹͘新̱い創造͉͂決̱̀過去͂

無関係ͅ突然生͈͉ͦͥ́̈́͘͜

いȃ̷う考えͥ͂建築ͬ通̱̀触

̧̹ͦ̀社会͈͂連続性̷͈͈͜

̦設計者͈創造力͞意志͈͢う̈́

͈͂̈́ͤ͜Ȃ̧́あ̦̹̽建築͈

個性͂̈́̽̀現ͦ̀い͈͉ͥ́̈́

い̥̤͂͜えͥȃ̺̦経験ͬ積͚

̾ͦͅȂ少̱前͈過去͈自分̥ͣ

自由̭̈́ͥ͂͜ͅ必要́あͤȂ͚

̷̱̭̦ͧ一番難̱い͈͉́̈́い

̥̯͂え感̲ͥȃ

あͥ連続性͈中ͅ身̧̤ͬ̾̾͜

い̾͜真̽新́ΣνーΠρσ́い

̭ͥ͂ȃ̷̭̥͈ͦͣ͜姿勢ͬ忘

̴ͦ建築͂向̧合̽̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

藤原則行

㈱竹中工務店 大阪本店

設計部ȁ第ず部長

コマツリフト堺支店（2013）
郊外型の整備工場である。リニアな既存
緑地を十分に活かし、ランドスケープと
建築が一体となるよう、水平で伸びやか
な構成を実現させ、敷地全体に潤いをあ
たえている。

ミルボン中央研究所（2013）
住宅地に建つ都市型の研究所である。「外に閉じ内
に開く」構成とし、機能分解されたそれぞれのボ
リュームが隙間をもって積み重なることにより、外
部空間を立体的に内包したような建築となっている。
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設計・計画部門

岡
おか

田
だ

惇
あつ

史
し

生年月日　1983年 3月福岡県生まれ
最終学歴　 2008年東京大学大学院社

会基盤学専攻景観研究室
修了

業務経歴　2008年㈱日建設計入社
　　　　　 現在、プロジェクト開発

部門企画開発部所属
●担当した主なプロジェクト
2013年　 ボタニックガーデン駅周辺

開発（モスクワ）
2012年　 K CITY（クラスノヤルス

ク、ロシア）
　　　　 ノヴィンキ地区マスタープ

ラン（ニジニノブゴロド、
ロシア）

2011年　 WARM CITY（サンクトペ
テルブルグ、ロシア）

　　　　 メッカ巡礼者歩行者マス
タープラン（メッカ、サウ
ジアラビア）

2010年　 大連空港周辺地区（大連、
中国）

2009年　 昆山駅周辺開発国際コンペ
（昆山、中国）

■青年技術者のことば

すしぜし年́͘ͅ世界͈人口͉だそ億人

ͅ達̱Ȃじし人͈う̻ぞ人̦都市ͅ

住͚急激̈́都市化̦進行̳ͥ͂

いうくまはぶぐȃ̭ͦ́͘日本Ȃ中国Ȃ

υΏͺȂ΍;ΐͺρΫͺȂぼとË́

̤̓ͅい̀じしhよごじしししhよ規模͈ζΑ

Ηーίρϋͬ手̧̦̫̹̀経験ͬ

αーᾼȂ̭̥ͦͣ͜ΈυーΨσ

ͅ加速̳ͥ都市化ͬ日本͈都市計

画͈力́΍εーΠ̱新̹̈́都市文

化ͬ創造̱̀い̧̹いȃ

・ ΑζーΠΏΞͻ͞η·ΑΠξー

ΑȂ交通結節点͈機能強化̈́

̓Ȃ課題先進国発͉͈̈́ͣ́処

方箋ȃ

・ 各地域͈個別͈気候͞文化背景

ͬ尊重̱̦̈́ͣȂ最先端͈ΟΎͼ

ϋ͞技術ͬ取ͤ入ͦ̀い̩̭͂ȃ

・ 広域的̈́都市圏͞都市域全体ͅ

̤̫ͥ役割͞位置̫͈̿視点

͂Ȃ計画̱̹場所ͅ暮̳ͣ生活

者͈目線ͬ同時ͅ思い描̩̭͂ȃ

■すいせͭ者

来住竜一

㈱日建設計ίυΐͿ·Π開発部門

企画開発部長

WARM CITY
サンクトペテルブルグ、ロシア

Ⱥ計画概要Ȼ
計計画区域全体面積：約たじしhよ
延床面積：ずこぜししこししし㎡
ίυΈρθ：住宅Ȃ΀ϋΗーΞͼι
ϋΠȂ商業Ȃ΂έͻΑȂ行政機関Ȃ
大学Ȃ学校・幼稚園Ȃζςー΢

K CITY
クラスノヤルスク、ロシア

Ⱥ計画概要Ȼ
·ρΑΦμσΑ·・ΏΞͻ
計画区域全体面積：約せずhよ
延床面積：ぜそしこししし㎡
計画人口：じぜこししし人
ίυΈρθ：住宅Ȃ 商業Ȃ小学校・
幼稚園

NOVINKI
ニジニノブゴロド、ロシア Ⱥ計画概要Ȼ

計画区域全体面積：約すそそhよ
延床面積：約じこぜししこししし㎡
計画人口：ずぜこししし人
ίυΈρθ：住宅Ȃ商業Ȃ΀ϋΗー
ΞͼιϋΠȂΑεーΜτ·ς΀ーΏο
ϋȂ病院Ȃ小学校・幼稚園Ȃ大学

BOTANIC GARDEN
モスクワ、ロシア Ⱥ計画概要Ȼ

δΗΣΛ·΄ーΟϋ駅周辺開発
計画区域全体面積：約すぜさずhよ
延床面積：じせしこししし㎡Ȫ住宅部分ȫ
計画人口：せこぞしし人
ίυΈρθ：住宅Ȃ商業Ȃ小学校・
幼稚園
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設計・計画部門

北
きた

川
がわ

拓
たく

哉
や

生年月日　1978年11月京都府生まれ
最終学歴　2004年三重大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　博士前期課程修了
業務経歴　2004年㈱昭和設計入社
　　　　　現在、建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　徳島県立城南高等学校
　　　　建替新築
2005年　みどり病院　増改築
2006年　特別養護老人ホーム
　　　　「ヴェルディ幸寿の里」新築
2007年　神戸市立須磨翔風高等学校
　　　　新築
2008年　カタール国際コンペ
　　　　（1st Prize）
2009年　勤医協中央病院　移転新築
2011年　老人保健施設
　　　　「みどりの丘」新築
2013年　一条通病院　移転新築

■青年技術者のことば

建物͉設計者͈͂̽̀ͅ成果́あ

ͤȂ設計者͉竣工時ͅ大̧̈́役割

ͬ終え̭ͥ͂͂̈́ͥȃ

竣工時ͅ感̲ͥ達成感͉何͂͜言

え̈́い気持̻̯̦͢あͤȂ何度͜

味わい̹い瞬間́あͥȃ

̱̥̱Ȃ建築͉͂建物͈竣工̦終

わ͉̩ͤ́̈́Ȃ竣工̥̦ͣ始ͤ͘

̺͂͜考えͥȃ

建物͉Ȃ地域͞土地ͅ存在̱続̫

ͥȃ̷͈間Ȃ社会͞地域Ȃξー

Ύー͂̽̀ͅȂ建物̦価値あͥ͜

͈̱͂̀存在̱続̫̀ͣ͜い̹

いȃ

̷͈̹͛ͅȂ設計者̱͂̀情熱ͬ

注̨Ȃ設計段階̥ͣ対話ͬ重͇Ȃ

·ρͼͺϋΠ͞社会͈要求ͅ答え

̭ͥ͂Ȃ̷̱̀竣工後͜設計̱̹

建物ͅ足ͬ運͍Ȃ評価ͬ得̭ͥ͂

̦大切̺͂感̲̀いͥȃ

̷͈積͙重͇̦自分ͬ成長̵̯Ȃ

社会ͅ対̱̀貢献̧́ͥ建築ͬ̾

̩ͥ技術者̱͈͂̀財産̈́ͥ͜ͅ

͈̺͂確信̱̀いͥȃ

■すいせͭ者

鳥居久人

㈱昭和設計ȁ執行役員設計統括

勤医協中央病院
北海道札幌市
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設計・計画部門

杉
すぎ

山
やま

和
かず

也
や

生年月日　1980年 7月静岡県生まれ
最終学歴　2007年東京工業大学
　　　　　大学院理工学研究科
　　　　　建築学専攻修了
業務経歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2010年　東邦ガス㈱西尾SC
2012年　富源商事㈱建材部
2013年　矢崎総業㈱名古屋支店
2013年　JSR㈱四日市工場本館

■青年技術者のことば

今日͈建築設計͉́ΑβーΑ͂要

求機能͈͂高い合致性̦求͛ͣ

ͦȂ建築̦完成̱̹瞬間̥͈ͣ高

効率̈́運用̦求͛ͣͦ̀いͥȃ̱

̥̱一方́要求機能自体͜時代ͅ

合わ̵急速ͅ変化̱̀い̩̹͛Ȃ

ΑβーΑ͂機能͈͂一致ͬ試͙ͥ

̭͉͂建築͈運用̤̫ͥͅ冗長性

ͬ放棄̳̭̥͇ͥ͂̈́ͤ̈́ͅいȃ

私͉Ȃ̭͈ΐτϋζͅ影響̯ͦ̈́

いΟΎͼϋ͈̭ͤ̓ͧ͂̈́ͥ͢部

分ͬξーΎー͂共̩̾ͤͅあ̬ͥ

̭͂ͬ大事̱̤̀ͤͅȂ特定͈機

能̹ͬ̈́͜い΂ーίϋΑβーΑͬ

設定̧̳̭̦͈̥̫ͥ͂͌͂̾̽

̈́ͥ͂ͅ考え̀いͥȃ

΂ーίϋΑβーΑ͈利用方法ͬ

ξーΎー͂設計者̦共ͅ考えȂͺ

ͼΟͺͬ盛ͤ込ͭ́い̩過程͉Ȃ

人͂建築͂社会̦結͍̩̾瞬間̺

͂実感̳̭̦ͥ͂多いȃ効率̦重

要視̯̥ͦͥ̈́́余剰͂͜いえͥ

΂ーίϋΑβーΑͬ供出̱̀い̩

̹͉͛ͅ設計・構造・設備̦連携

̱̹極力無駄͈̈́い納̦ͤ͘必須

͂̈́ͤ困難̈́選択̭͂̈́ͥ͂͜あ

̦ͥȂ既定͈価値観ͅ変化̹ͬ͜

̱ͣȂ建築材料͈ΈτーΡ͞規模

ͣ̈́͢ͅい価値̦提供̧́ͥ一̾

͈実践̱͂̀Ȃ今後͈設計活動ͅ

̤い̷͈̀͜可能性ͬ追求̱̀い

̧̹いȃ

■すいせͭ者

薄田ȁ学

㈱竹中工務店名古屋支店設計部

設計部長

富源商事株式会社　建材部東邦ガス株式会社　西尾サービスセンター

矢崎総業株式会社　名古屋支店

JSR株式会社　四日市工場本館
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設計・計画部門

曽
そ

我
が

部
べ

暁
あき

人
と

生年月日　1980年 1月大阪府生まれ
最終学歴　 2005年神戸大学大学院自

然科学研究科建設学専攻
修了

業務経歴　 2005年㈱東畑建築事務所
入社

　　　　　現在、東京事務所設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　横浜ブルーアベニュー
2011年　 みなとみらいグランドセン

トラルタワー
2013年　 （仮称）横浜市中区北仲通 5

丁目計画

■青年技術者のことば

実務ͅ携わͥ͢う̈́ͤͅ約じし年̦

経̻Ȃ学生時代ͅ恩師ͤ͢聞い̹

ȶ景観じし年Ȃ風景じしし年Ȃ風土じししし

年ȷ͂いう言葉ͬ思い返̱̱͘

̹ȃ当時͉何気̩̈́聞い̀い̱͘

̹̦Ȃ今思う̭͉͂Ȃ建築͈ȶ時

間ȷ̾ͅい̳̀́ȃ自分̦携わ̽

̹建築͉ͅȂいい歳ͬ重͇̀Ȃ長

̩使わͦͥ建築͕̱̈́̽̀ͅい͂

願̽̀い̳͘ȃ設計者͂̽̀ͅ

͉Ȃ竣工̳ͦ͊仕事̱͉͂̀終わ

̵͈̥̱̦ͤ̈́ͦͭ͘͜Ȃ建物ͅ

͉͂̽̀竣工̦ΑΗーΠ̈́ͤ͘ͅ

̳ȃ竣工時点̥ͣȂ時͂͂͜ͅ味

͈出ͥȂ深͙͈増̳建物̈́̽̀ͅ

͕̱いȂ建物利用者͞地域͈人々

ͅ長̩親̱ͦͥ͘建物́あ͕̽̀

̱いȂ設計̱̀いͥ時̷͉ͭ̈́ͅ

̭͂ͬ考え̀設計̱̀い̳͘ȃ̷

͈先ͅȂ建物̦地域͈景観͞風景

͈一̾͂̈́̽̀い̩͈͉̥́̈́ͧ

う̥͂考え̀い̳͘ȃ

風土͈じししし年͉難̱̩͂͜Ȃ̧́

̺̫ͥ長̩使わͦȂ親̱ͦͥ͘建

築̦Ȃ私̦考えͥ建築͈目標̳͂

̭̳ͥ͂ͧ́ȃ̷͉ͦ̾ͤ͘Ȃ古

̩͜新̱̩̈́ͣ̈́͜い普遍的̈́建

築設計̷̭̦理想͂いう̭͂̈́ͅ

̳ͤ͘ȃ̷͈普遍性ͬ持̽̀Ȃ̷

͈土地͈地域性͞環境ͬ読͙解い

̀Ȃ普遍性ͬ変化・発展̵̯̀い

̩ȃ̭̦ͦȂ将来ͅわ̹ͥ課題ͅ

̈́ͧう͂考え̀い̳͘ȃ

■すいせͭ者

福林ȁ香

株式会社東畑建築事務所

東京事務所ȁ設計部長

みなとみらいグランドセントラルタワー
横浜市西区　2011年

みなとみらい21地区に位置するオフィスと商業からなる複合
施設である。先進的な環境技術や防災技術を採用しながら、
新たな街並みや都市景観の形成に寄与する、都市型環境建
築の実現を目指した。高層棟前面の広場には、豊かな植栽、
水や港を感じる水景空間やアートを随所に配置し、潤いあ
る憩いのパブリックスペースを創出した。外装の水平ルー
バーはライトシェルフとして機能しながら、高くなるほど
密度を疎にして、空にのびゆくイメージを表現し、夜間に
は、ライティングによる都市景観演出に取り組んでいる。

東側外観全景

東側コーナーより広場をのぞむ

エントランスプロムナード

オフィスエントランスホール

北

光

南

ペリメーター
廻り断面図

昼光センサー
水平ルーバー
：ライトシェルフ

Low-Eガラス

簡易エアフローシステム

自動制御高気密ブラインド

事務室

C
H
=
2
,8
0
0

スカイラインの形成

太陽光パネル

制振構造の採用

BEMSの採用

情報表示パネル
による「見える化」

昼光利用

雨水利用

SHOP
&

RESTAURANT

OFFICE
ENTRANCE HALL

Low-Eガラス
　　 +
太陽光追尾式
自動制御ブラインド

卓越風（南）方向への
建物見付面積の配慮

OFFICE
セットバックによる
圧迫感の軽減

夜間の都市景観演出

屋上緑化・壁面緑化

電気自動車用急速充電器

卓越風に配慮
した配置計画

パブリックアートによる
街づくり貢献

地域冷暖房の受入

いちょう通り

風

SHOP
&

RESTAURANT

OFFICE
ENTRANCE HALL

OFFICE

■都市環境共生・景観形成への取り組み
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設計・計画部門

廣
ひろ

富
とみ

　 純
じゅん

生年月日　1979年 5月兵庫県生まれ
最終学歴　2005年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　修了
業務経歴　2005年㈱佐藤総合計画入社
　　　　　 現在、同社関西事務所主

任担当
●担当した主なプロジェクト
2007年　秋川渓谷「瀬音の湯」
2009年　名古屋地家裁豊橋支部庁舎
2011年　山口県維新百年記念公園
　　　　陸上競技場
2013年　佛教大学紫野キャンパス
　　　　新 1号館
2013年　東山中学高等学校南エリア
　　　　校舎・講堂棟
2014年　社会福祉法人あまーち
　　　　拠点施設

■青年技術者のことば

建築士͈仕事̳ͬͥ中́最͜強い

喜͍͉Ȃ建物͞土地͈望̱͘い在

ͤ方ͬ議論̳̭ͥ͂ͬ通̱̀Ȃ·

ρͼͺϋΠ̦自͈ͣȶ真͈Σー

Βȷͅ気付い̀い̩過程ͅ同席́

̧̭̺ͥ͂Ȃ͂感̲ͥȃ建設̳ͥ

̭͉͂Ȃ彼͈ͣ抱えͥ多̩͈課題

ͬ·ςͺ̳̹͈ͥ͛一͈̾手段́

̱̥̈́いȃ̷̺̥̭ͣȂ設計要件

͉建物͂直接関係͈̈́い͢うͅ思

えͥ部分ͅ隠ͦ̀い̭̦ͥ͂多

いȃ̷̭ͅ到達̳̭͉ͥ͂Ȃ事業

主̦事業̷͈͈̱̥ͬ̽ͤ͂͜見

̾͛直̱̹結果ͅ他̴̈́ͣ実ͅ哲

学的̺ȃ

一方́Ȃ建築士͈役割͉ȶ土地͈

価値ͬ高͛ͥȷ̭̺͂͂感̲ͥȃ

̓う̳ͦ͊ȶ土地ȷ͂ȶ人͈活

動ȷͬ関連付̫Ȃ整え̀い̩̭͂

̧̦͈̥́ͥͬ自問̳ͥ日々ȃ果

̹̱̀建設行為̦土地͈価値ͬ高

͈̥͛ͥȂ他ͅ手段͉̈́い͈̥Ȃ

̷̭̥ͣ考え̭̱ͥ͂̀ͅいͥȃ

έͿーΒ͈異̈́ͥ意識̦混然一体

͂̈́ͤȂ̷ͦ́͜建築士͂いう仕

事ͬ続̫͢う͂思う͈͉Ȃȶ͢い建

物͉地域͈財産̺ȷ͂信̲̀いͥ

̥ͣͅ他̈́ͣ̈́いȃȶ͢い建物ȷͅ

確固̹ͥ定義̳͉ͬͥ̾ͤ̈́͜いȃ

千差万別͈土地͂活動͈間́Ȃ自

分͈関わͥ時間自体ͬΟΎͼϋ̱

̀い̫ͦ͊Ȃ͂願̽̀いͥȃ

■すいせͭ者

吉田諭司

㈱佐藤総合計画関西事務所

執行役員関西事務所長

佛教教育学園　佛教大学　紫野キャンパス新１号館（高層棟）
佛教大学は京都市の知恩院を起源
とし、2012年に開校100周年を迎
えた。
住宅街に立地する狭隘なキャンパ
スの再整備事業として、「ひびき
あうキャンパス」をコンセプト
に、老朽化した既存校舎群を順次
解体しその跡地に新築していくこ
とで、近代的なキャンパスとして
整備する。
2013年 2月には高層棟約19,000㎡
が竣工・供用開始されており、引
き続き低層棟及び礼拝堂（らいは
いどう）の建設が行われている。
5層吹抜けのアトリウムは、キャ
ンパスの延長として位置付けら
れ、多様な学生ラウンジがひと繋
がりの空間に立体的に配置されて
いる。学生は自分たちの活動に合
わせて場所を選択する。互いの異
なる活動が見える空間構成は「ひ
びきあう」ことをアフォードし
「自由選択」という豊かさを大学
生活に与えている。

「あまーち」とは、尼崎を拠点に
専ら重度の身体障がいを持つ方の
社会生活をサポートする障がい者
福祉施設だ。規模拡大のニーズに
応えて新しい施設を計画すること
になった。
あまーちの要望は一つ。「地域の
中でその人らしく」生きていくこ
とを後押しできる施設計画。
そこで我々は、日常の介護活動と
いう特殊用途に最適な空間を設え
る道程に、「窓をつくる」という
サブテーマを掲げて設計活動を進
めることにした。
「建設活動に対する窓」と、「地
域・社会に対しての窓」。これら
を作ることで、あまーちのエンド
ユーザーである重度の身体障害を
持つ方が主体となった施設計画と
施設運営を目指している。

社会福祉法人　あまーち　拠点施設

撮影：近代建築社
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設計・計画部門

逸
へん

見
み

篤
あつ

俊
とし

生年月日　1980年11月東京都生まれ
最終学歴　 2004年バルセロナ建築大学
　　　　　ETSAB-UPC留学
　　　　　 2006年早稲田大学大学院

卒業
業務経歴　2006年㈱大林組入社
　　　　　現在、本社設計本部
　　　　　プロジェクト設計部　主任
●担当した主なプロジェクト
2010年　ヤマトビル
2013年　オークラヤ麹町ビル
2014年　某社OBP計画（予定）

■青年技術者のことば

建築̩̭͉ͬ̾ͥ͂Ȃ外観̩ͬ̾

̭̺ͥ͂͂思うȃ

̹̺̱Ȃ̷͉ͦ単ͅέ͹΍ーΡ͞

外装ͬΟΎͼϋ̳ͥ͂いう̭͂́

͉̈́いȃ

私͉ȶ敷地͈特性ȷȶ建物͈使わ

ͦ方ȷȶ事業主͈思いȷ͈̈́̓要

素ͬȶ素材ȷ͂捉えȂ̷͈ͦͣ

ȶ̦̾̈́ͤȷͬ構築̳̭ͥ͂ͬい

̾͜意識̱̀いͥȃ

̷̸ͦͦ個別͈要素ͬȂς΍ーΙ

͞΋ηνΣΉーΏοϋͬ元̱̹ͅ

΀Α΅Αͬ通̱̀Ȃ一͈̾建築ͅ

紡̨あ̬̀い̩ίυΓΑ͉日々͈

仕事͈醍醐味́あͥȃ

ȶ͌͂ȷ͂ȶ͌͂ȷ͈͂ȶ̦̾̈́

ͤȷȂȶ͈͜ȷ͂ȶ͈͜ȷ͈͂ȶ̾

̦̈́ͤȷ̦Ȃ空間̱͂̀立̻上

̦̹̽建築͈̾͜外観͉Ȃ内部͂

外部͈関係性ͬ映̱出̳境界線͂

̈́ͤȂ都市̤ͅい̀魅力的̈́存在

̈́ͥ͂ͅ信̲̀いͥȃ

■すいせͭ者

岩下博美

㈱大林組大阪本店

建築事業部建築設計部部長

ヤマトビル　yamato Bldg.

オークラヤ麹町ビル　okuraya kojimachi Bldg.
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設計・計画部門

堀
ほり

　 沙
さ

樹
き

生年月日　1981年 7月愛媛県生まれ
最終学歴　2006年東京大学大学院
　　　　　 工学系研究科都市工学専攻

修士課程修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在本社開発計画本部
●担当した主なプロジェクト
　東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス
　武庫川女子大学図書館改修
　武庫川女子大学看護科学館（予定）

■青年技術者のことば

育児休業ͬ開̫̀復帰̱̹矢先Ȃ

ȶ教育ͬ重点分野̱͂̀取ͤ組͘

̈́い̥ȷ͂いう話ͬ受̫̱̹͘ȃ

母͂̈́ͤ子育̀真̽最中Ȃ教育ͅ

͉̻ͧͭ͜興味̦あ̹͈̽́Ȃȶ͞

̳ͤ͘ȷ͂返答̱̱̹͘ȃ

̱̥̱Ȃ私͉ȶ教育分野ȷͅ関̱

͉̀素人中͈素人Ȃ一方Ȃ建築主

̷͉͈道͈ίυ̥̳͊ͤ́ȃ̷̱

̀私͉開発計画本部͂いうȂ営業

部͂͜設計部͂͜異̈́ͥ部署ͅ所

属ȃ̷͈͢う̈́中́私ͅ求͛ͣͦ

̀いͥ役割͉何͈̥̈́ȃ自問自答

ͬ繰ͤ返̱̦̈́ͣȂ̭ͦ́͘ίυ

ΐͿ·Πͅ携わ̧̱̹̽̀͘ȃ

̻ͧͭ͜途上͉́あ̳̦ͤ͘Ȃ現

在Ȃ建築主͈ȶ̭ういう教育̱ͬ

̹いȷ͂いう想いͬ具体化̱Ȃȶ̭

ういう建物ͬ建̹̀いȷ͂いう想

いͅ変換̱̀設計者・施工者ͅ確

実ͅ伝えȂ形̱ͅȂ未来̾̈́ͅい

́い̩役割ͬ意識̱̀Ȃ日々業務

ͅ取ͤ組ͭ́い̳͘ȃ

̭̥ͦͣ͜Ȃ教育面・建築計画面

双方͈͒理解ͬ深͛Ȃ私̦得意

̳͂ͥ分析力͂Ȃ部署͈特徴́あ

ͥ企画力͂計画力ͬ活̥̱̦̈́ͣ

ȶ建築主͈良̧相談相手̭͂̈́ͥ

͂ȷͬ目指̳͂͂͜ͅȂ学生達͈

思い出ͅ残ͥ͢う̈́学͍舎̩̿ͤ

ͬ続̫̀い̧̹い͂考え̀い̳͘ȃ

建築主͈皆様͉̭͈̮ͦ́͘ͅ指

導Ȃ̭͈場ͬ借̤ͤ̀礼申̱上̬

̳͘ȃ

■すいせͭ者

高野宏天

㈱竹中工務店

開発計画本部

西日本すΈσーί長

■教育分野活動としての取組み

「教育」を重点分野として取り組むようになって5年になる。私はこれまで、建
築主との対話の中からニーズを引出し、それに関する企画提案を行うというプ
ロセスを繰り返す仕事のスタイルを行っている。

まず訪問のきっかけには、私が作成した当社の業務範囲と実績の紹介冊子「竹
中の学校づくり」を活用しており、これは社内でも共有している。接点ができ
た後は、教育効果別に当社事例を紹介・解説した資料「施設動向と当社事例」
を作成し、顧客の施設ニーズを引き出すことに活用している。これらの継続訪
問で得られたニーズを企画提案としてまとめ、提案を行っている。

■東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス

高等学校のキャンパス移転プロジェクトである。移転先の候補地探しの段階か
らプロジェクトに参加し、立地マーケティング、スペック検討、教育面の企画
提案の役割を担った。

【取組例】立地マーケティング
GISを活用し、通学可能範囲の中学・高校生人口を割り出すとともに、競合と
なる学校について偏差値や教育の特色を調査分析した。キャンパス移転には
様々なリスクを伴うが、客観的な分析で建築主の移転先検討を支援した。

■武庫川女子大学　図書館改修

大学図書館の改修プロジェクトであ
る。コンセプト検討段階から参画
し、建築主のコンセプトをイメージ
に変換し具体化する役割を担った。

【取組例】ヒアリングに基づく検討
当社社員の卒業生や図書館員、教員
等へのヒアリングを通じて、現況
の課題を把握し、設計者と共有。ヒ
アリングの中で特に印象的だった
「キャンパスに居場所がない」とい
う意見を重視し、学生が集い賑わう
「居場所づくり」を計画に反映した。

■武庫川女子大学　看護科学館（予定）

新たな学問分野への挑戦を牽引する新校舎の建設である。コンセプト設定、提案書構成策定、要求諸室のゾーニング・レ
イアウト検討支援、社内外の体制づくりの支援を行った。

【取組例】諸室のレイアウト検討
他の事例を通じて重要だと感じていた、教育方法とレイアウトの関連付けを意識し、展開した。研究室等の諸室をタイプ
別に分類した事例資料を作成し、具体的なイメージを示すことで、建築主の意見を伺いながら配置検討を進めていった。

■10－14歳分布
MESH4

by“10－14歳人口総数H17M4J”

0＜50
50＜100
100＜150
150＜＝200
200＜250
250＜300
300＜＝351

10－14歳人口総数H17M4J
10－14歳男H17M4J
10－14歳女H17M4J

1384
685
698

3790
1934
1861

20749
10637
10131

75974
39020
36966

18578
9507
9081

133109
68137
64990

泉ヶ丘 1km 泉ヶ丘 2km 泉ヶ丘 5km 泉ヶ丘 10km 泉ヶ丘 電車（30分） 泉ヶ丘 電車（60分）

外観 通学時間距離

・キャンパス全体を通して
居場所が足りない  
・図書館は夏暑く冬寒い 
・とても静か    等 

・暑さ寒さの調節が難しい 
・カビが発生すると貴重図書
に影響あり  
・女性が使うので、書架は高
すぎても困る  
・閲覧席には、コートかけや
荷物置きなどがほしい。等

・畳のスペースがほしい 
・閲覧席は施設基準以上に
充実させたい  
・カフェの家具は女性でも
移動できる軽いものがよい
・床は素材を含めて検討し
てほしい

卒業生 

図書館員 

教員 等

内観 ヒアリング

外観

研究室単位 個人オフィス独立 ワンルーム

廊下

廊下

研究室
A

研究室
B

院生研究
実験
スペース

院生研究
実験スペース

研究
スペース

研究
スペース

共有・実験スペース

院生研究
スペース

実験
スペース

個人
オフィス

個人
オフィス

個人
オフィス

個人
オフィス

個人
オフィス

個人
オフィス

個人
オフィス 個人

オフィス
個人
オフィス

個人
オフィス

個人
オフィス

研究室
C

研究室の配置比較

竹中の学校づくり
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設計・計画部門

若
わか

江
え

直
なお

生
き

生年月日　1980年10月大阪府生まれ
最終学歴　2006年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2006年㈱日建設計入社
　　　　　現在大阪オフィス設計部
●担当した主なプロジェクト
2007年　木津川新庁舎
2012年　 中之島フェスティバルタワー
2012年　京阪神ビルディング
　　　　京阪神 西心斎橋ビル
2012年　関西外国語大学
　　　　 インターナショナル・コミュ

ニケーション・センター
2013年　京都産業大学　雄飛館

■青年技術者のことば

建築͈設計͉͂Ȃ·ρͼͺϋΠ͈

思いȂίυΈρθ͞周辺環境Ȃ社

会的文脈̷̤̫͈ͥͅ建築͈εΞ

ϋΏλσͬ読͙解̧Ȃ一͈̾特殊

解̱͂̀具現化̳ͥ行為ͅ他̈́ͣ

̈́い͂考え̳͘ȃ

私̷͉͈特殊解ͬȂίυΈρθ͞

機能̦空間Ȃ形態̱͂̀現ͦ̀い

ͥ͢う̈́Ȃ設計与件ͅ対̱̀素直

̈́建築͒͂導い̀い̩̭̦͂設計

者͈重要̈́役割́あͥ͂考え̳͘ȃ

私͉̹͘建築̩ͬ̾ͥ過程̤ͅい

̀Ȃ·ρͼͺϋΠ͞施工者Ȃ業

者Ȃ構造・設備設計者等様々̈́立

場͈人々͈͂΋ρδτーΏοϋͬ

大切̱̹ͅい͂考え̀い̳͘ȃ

̦͉͌͂ͤͤ́͢決̧̱̀́̈́

いȂ思いͣ̈́͜͢いͺͼΟͻͺ̦

共̩̾ͥͅ過程́生̭ͦͥ͂͘

ͬȂ̭͈ͦ́͘経験͈中́目͈当

̧̹̱̱̹ͤ̀͘ͅȃ

設計者͈΂ςΐ΢ςΞͻ̷͉͈関

わ͈ͤ中́自然͂滲͙出͈ͥ͜

́あͤȂ̭͉ͦ自分̦̩̹͈̾̽

̺͂関係者皆̦誇ͤͅ思えͥ建築

͉Ȃ長̩愛̯ͦȂ社会ͅ還元̯ͦ

̀い̩建築͂成ͤ得͈̺ͥ͂信̲

̀い̳͘ȃ

̷͈͢う̈́愛̯ͦͥ建築Ȃ素直̈́

建築̩ͬ̾ͥ設計者́あ̹ͤい͂

考え̀い̳͘ȃ

■すいせͭ者

勝山太郎

㈱日建設計ȁ設計部門部長

京都産業大学　雄飛館

関西外国語大学　インターナショナル・コミュニケーション・センター

京阪神ビルディング　京阪神 西心斎橋ビル



設計・計画部門－情報－

粕
かす

谷
や

貴
たか

司
し

生年月日　1982年 9月茨城県生まれ
最終学歴　 2008年慶應義塾大学大学

院　政策メディア研究科
メディアデザイン専攻修了

業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　 2009年～ワークプレイス

プロデュース本部
　　　　　 2010年～エンジニアリン

グ本部（兼務）
　　　　　 2014年～情報エンジニア

リング本部（兼務）
●担当した主なプロジェクト
2009年　第一生命新大井事業所
2010年　 SPRC4（シオノギ医薬研究

センター）
2010年　飯野ビルディング
2012年　横浜花咲ビル
2013年　大手センタービル（実施中）

■青年技術者のことば

建設分野̤ͅい̀Ȃ私͈行̽̀い

ͥ情報通信技術Ȫばなほȫ͈取ͤ組

͙̦評価̯̹̭ͦ͂ͬ純粋ͅ嬉̱

̩感̲̀いͥȃ

ȶ建設͈ばなほ͉じし年遅ͦ̀いͥȷ͂

以前͉言わͦ̀い̹̦Ȃ·ρ;

ΡȂΓϋ΍ΥΛΠワー·ȂΫΛ·

ΟーΗ解析͈̈́̓技術発展͉Ȃ急

速̷͈ͅ状況ͬ変え̾̾あͥȃ閉

鎖的̺̹̽建物設備ΥΛΠワー·

͉外部ͅ開̫Ȃ΂ーίϋ̈́情報ί

ρΛΠέ΁ーθ上́様々̈́ΟーΗ

͂融合̱Ȃ新̹̈́΍ーΫΑͬ産͙

出̱̀い̩ȃ̷う̱̹時代͈͒変

化ͬ肌́感̲̀いͥȃ盛ͤ上̦ͤ

ͬ見̵̀いͥΑζーΠΏΞͻ͈議

論͜Ȃ̷͈͢う̈́前提͈上ͅ成ͤ

立̽̀い͈̺ͥͧうȃ

̱̥̱Ȃ̭͈ͦͣ実現͉ͅΫΐΥ

Α的͜ͅȂ技術的̺͘͜ͅ課題

̦多いȃ建設分野以外͈͂積極的

̈́΋ρδτーΏοϋ͜必要́あͥ

̱Ȃȶ所有̥ͣ共有͒ȷ͂い̹̽

新̹̈́価値観͈͒移行͜必要̈́ͅ

̺ͥͧうȃ̭う̱̹課題̾ͅい̀

͉Ȃ̴͉͘実践̱Ȃ結果ͬ社会ͅ

訴え̥̫̀い̩̭͂́Ȃ取ͤ組͙

͈普及͂解決ͬ図̽̀い̩̱̥̈́

い͂考えͥȃ今回͈受賞̦Ȃ̷う

̱̹取ͤ組͙͈第一歩̭͂̈́ͥ͂

ͬ強̩望ͭ́いͥȃ

■すいせͭ者

大川ȁ徹

㈱竹中工務店ワー·ίτͼΑίυ

ΟνーΑ本部

本部長

スマートビルからスマートシティへ　～建築における情報エンジニアリング新領域の開拓 ～
竹中工務店͉́ȶΫσ΋ηνΣΉー

ΏοϋΏΑΞθ®ȪΫσ΋ηȫȷ͂呼

ͭ́いͥ開発技術ͬ使̽̀Ȃ建物設

備ΏΑΞθ͈有機的連携͞ȂΑζー

ΠΏΞͻ̤̫ͥͅ社会的課題ͅ応え

ͥ取ͤ組͙ͬ推進̱̀いͥȃ本稿́

͉Ȃ私̦担当̱̹ίυΐͿ·Π̤ͅ

̫ͥ情報ΏΑΞθȂΫσ΋η͈取ͤ

組͙̾ͅい̀述͓ͥȃ

●ビルコミについて
Ϋσ͂ξーΎー͈͂΋ηνΣΉー

Ώοϋͬ΋ϋΓίΠ̳͂ͥ独自開発

͈ΏΑΞθ́あͥȃ·ρ;Ρ環境

ͅ実装̯̹ͦͺίςΉーΏοϋ群Ȃ

情報連携ͬ行う̹͈͛rれnさなんouる͂

rれnのよtれwよアȂ 建物内͈設備΍ήΏΑ

Ξθ̥ͣ構成̯ͦȂ構成要素間́柔

軟ͅΟーΗ連携ͬ行う̧̭̦͂́ͥ

Ȫ図 じȫȃΫσ΋ή͉Ȃ建物内͈情

報連携͈̹͛ͅMへほほ※じくMへ ほれんれmれtrア 

ほrよnsportぐ͂いう΂ーίϋίυΠ΋

σͬ採用̱̹ȃMへほほ͉ΑζーΠΏ

Ξͻ̈́̓͜ͅ対応̧́ͥ高いΑΉー

ρΫςΞͻ͂ςͺσΗͼθ性̦特徴

́あͥȃ

̤̈́ȂMへほほ͈本格的̈́ίυΐͿ·Π

適用ͅ先駆̫̀Ȃふほほ΋ηνΣΉー

ΏοϋΒ͈·ρ;Ρͬ使い竹中工務

店東京本店́実証実験ͬ行̹̽ȃ詳

細͉Ȃ電子情報通信学会及͍情報処

理学会主催͈ねばほすしじせ̀ͅ発表予定͈

論文ȂȶΑζーΠΏΞͻ͈̹͈͛Mへほほ

ίρΛΠέ΁ーθ͈検証ȷͬ参照い

̧̹̺̹いȃ

●飯野ビルディング
じし万㎡ͬ越えͥ大型Ξ΢ϋΠΫσ́

あͤȂΩーΕ΢σ制御ΏΑΞθ͞へべ

΋ーΡͥ͢ͅ自動受付ΏΑΞθ̈́̓Ȃ

様々̈́情報ΏΑΞθ̦設置̯ͦ̀い

ͥȃΥΛΠワー·統合ͤ͢ͅȂ̷ͦ

ͣΏΑΞθ͈合理化ͬ図ͤ̾̾ȂΞ

΢ϋΠ΍ーΫΑ向上͂管理負荷低減

͈̹͛ͅȂ΀ΥσΆー͈見えͥ化Ώ

ΑΞθȶ΀ΥσΆーζΥーΐλーȷ

͂入居者専用εーΗσ΍ͼΠͬ構築

̱̹Ȫ図すȫȃ構築͈εͼϋΠ̱͂̀

͉Ȃ下記̦あͥȃ

ӱ ӲεーΗσ΍ͼΠ͂一体化̱̹見

えͥ化ΏΑΞθ͈構築

Ӳ ΂ーίϋΕーΑ͈活用ͥ͢ͅ拡張

性Ȃ汎用性͈向上

ӳ;Ϳή制作͈Φ;Χ;ͬ導入

本ίυΐͿ·Π͈́Ϋσ΋η特徴͈

じ̾́あͥȂ親̱͙̳͞いΟΎͼϋ

͂操作性͈高̯͉ȂΞ΢ϋΠΫσ͈

΍ーΫᾼ͂̽̀重要́あͥ͂考え

̀いͥȃΫσ͂ξーΎー͈͂簡易̈́

΋ηνΣΉーΏοϋͬ実現̳ͥΫσ

΋η͈好例͂考えͥȃ

■横浜花咲ビル
中央監視ΏΑΞθ͈改修工事ͅ伴いȂ

·ρ;Ρ型͈΀ΥσΆー見えͥ化Ώ

ΑΞθȪEnれrgアMよstれrȫͬ構築̱̹

Ȫ図ˏȫȃ

前述͈΀Υσ̨ーζΥーΐλーͬ·

ρ;Ρ化̱̀画面ȪͼϋΗーέͿー

Αȫͬ再構築̱̹ȃ構築͈εͼϋΠ

͉下記̦あͥȃ

ӱ 見えͥ化ΏΑΞθ͈·ρ;Ρ化ͅ

ͥ͢初期΋ΑΠ低減 

Ӳ ΋ーΐͿΥτーΏοϋΏΑΞθ͞

氷蓄熱設備͜含̹͛

見えͥ化項目͈検討 

ӳ 将来͈Ϋσ群管理͈͒展開ͬ鑑͙

̹ΏΑΞθ設計・構築

新築Ϋσ́あͦ͊Ȃ予算̦許̳限ͤ

計量εͼϋΠ͈追加̈́̓͜容易̺̦Ȃ

改修工事̤ͅい͉̀Ȃ既存͈設備͂

͈取ͤ合い̈́̓含͛̀様々̈́制約̦

あͥȃ̹͘Ȃ中小Ϋσ̤ͅい͉̀投

資金額͈問題͞Ȃ既存設備͈制約͜

あͤȂ導入̦難̱い̭͂͜多いȃ̷

͈̹͛·ρ;Ρͬ使̹̽安価́高品

質̈́見えͥ化ΏΑΞθ͈提供̦必要

́あͧうȃ̭う̱̹設備・情報΀ϋ

ΐΣͺςϋΈͬワϋΑΠΛί́一体

的ͅ提供̧̭͉́ͥ͂ȂΔΥ΋ϋ͈

強͙́あͥ͂考えͥȃ 

■大手センタービル
Mへほほͬ使̹̽Ϋσ΋ηͬ本格的ͅ導

入̳ͥ初͈͛̀事例́あͥȃ飯野Ϋ

σΟͻϋΈȂ横浜花咲Ϋσ͈成果͂Ȃ

竹中工務店東京本店͈́大規模̈́実

証実験͈結果ͬ用い̀ΏΑΞθ͈設

計ͬ行̹̽ȃ

内容̱͉͂̀ȂεーΗσ΍ͼΠȂ

ばEEEじたたた※す対応͈見えͥ化ΏΑΞθȂ

空調͈遠隔制御Ȃ見えͥ化εーΗσ

ȪΫσ群管理ȫȂ警報ιーσ̦̈́̓あ

ͤȂ将来的̈́拡張̱͂̀Ȃ遠隔監視

ΏΑΞθ͈̈́̓導入͜計画̱̀いͥȃ

構築͈εͼϋΠ͉Ȃ下記͈通ͤ́あ

ͥȃ

ӱΫσ΋η技術͈全面的̈́導入

Ӳ εーΗσ΍ͼΠȂ見えͥ化ΏΑΞ

θȂ中央監視ΏΑΞθ͈有機的̈́

連携

ӳ 横 浜 花 咲 Ϋ σ ́ 構 築 ̱ ̹

EnれrgアMよstれr͈͂統合Ȃ見えͥ化

εーΗσ͈提供

Ӵ ばEEEじたたた連携ͥ͢ͅ新̹̈́Ξ΢ϋ

Π΍ーΫΑ͈提供

■今後の展望
Ϋσ΋η͈可能性ͬ広̬Ȃͤ͢大̧

̈́取ͤ組͙̳̹͂ͥ͛ͅȂΩーΠ

΢ー企業͂協力̱̀Ȃ構築̱̹基盤

ͬ使̹̽ΫΛΈΟーΗ解析͞遠隔監

視̈́̓Ȃ新̹̈́ΕςνーΏοϋ͈開

発͜ͅ取ͤ組ͭ́いͥȃ

今後͉Ȃ建設ίυΐͿ·Π͈́提案Ȃ

導入ͬ推進̳ͥ͂͂͜ͅȂ研究会͞

論文́発表ͬ行いȂ取ͤ組͙̾ͅい

̀社会ͅ問う̀い̩予定́あͥȃ

建設分野̺̫ͅ留ͣ̈́͘いȂΑζー

ΠΏΞͻ͒΋ηΛΠ̱̀い̫ͥ͢う

̈́大̧̈́取ͤ組͙̱̀ͅい̧̹い͂

考え̀いͥȃ

図 4　大手センタービルのシステム構成
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図 2　エネルギーマネージャーとポータルサイト

図 3　EnergyMaster図 1　ビルコミのシステム構成
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※ じȁ多様̈́機器ͬ接続̳ͥMすMȪMよりhinれ to Mよりhinれぐ通信ίυΠ΋σ́ばどM社̽̀͢ͅ開発Ȃ仕様̦公開̯ͦ̀いͥȃ
ȁȁȁ΂ーίϋΕーΑ̱͂̀Ȃ様々̈́実装̦公開̯̤ͦ̀ͤȂ軽量̥̾ςͺσΗͼθ性͈高い特徴̥ͣ様々̈́分野͈͒応用̦試͙ͣͦ̀いͥȃ
※ すȁばEEEく米国電気電子学会ぐ̦ すしじじ年ͅ策定̱̹国際的̈́通信規格͈一̾́ȶ次世代͈監視制御͈̹͈͛通信規格ȷ ̱͂̀開発̯̹ͦȃ
ȁȁȁӱ΋ηνΣΞͻー͈電力管理・設備管理 ӲばほΏΑΞθ͈͂連携 ̈́̓ͬ得意̳͂ͥ ȃ東京大学͈のぼほP̦中心̈́̽̀ͅ規格化̱̀いͥȃ
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生年月日　1984年12月千葉県生まれ
最終学歴　 2009年芝浦工業大学大学

院工学研究科建設工学専
攻修了

業務経歴　 2009年㈱安井建築設計事
務所入社

　　　　　現在、東京事務所構造部
●担当した主なプロジェクト
2009年　ANA長崎コールセンター
2010年　庄原赤十字病院
2011年　岐阜県立下呂温泉病院
2012年　北本市庁舎・こどもプラザ
2012年　新潟市消防局・中央消防署
2013年　いわくに消防防災センター
2013年　阿久比町新庁舎

■青年技術者のことば

構造設計者̱͂̀建築͈設計̤ͅ

い̀一番大切̭͉̈́͂ȸ建物͈

安全性ȹ͈確保́あͥ͂思̽̀い

ͥȃ一方Ȃ設計業務ͬ通̲̀意匠

設計者・構造設計者͈ȸ建物͈安

全性ȹͅ対̳ͥ考え方͉Ȃ多種多

様́あͥ͂感̲̀いͥȃ私͉Ȃ̹

̓ͤ着̩答え̦͉̩͌͂̾́̈́Ȃ

自分自身́建物͈安全性̾ͅい̀

考えȂ具現化̱̀い̩̭̦͂構造

設計者͈役割́あͥ͂考えͥȃ

̹͘Ȃ昨今͈大災害ͬ契機ͅ社会

̦ȸ建物͈安全性ȹ̾ͅい͈̀

関心̦強い分Ȃ構造設計者̱͂̀

果̹̳役割͞責任͜大̧̩̈́̽̀

いͥȃ̷͈͢う̈́社会͈中́構造

設計者̱͂̀責務ͬ果̹̳̹͛ͅ

͜Ȃ自分自身͈考えͥȸ建物͈安

全性ȹͅ対̳ͥ考えͬ確立̱Ȃ̷

͈内容ͬ社会ͅ対̱̀説明̱Ȃ考

えͬ共有̱̀ͣ͜う̹͈͛΋ην

ΣΉーΏοϋ能力ͬ今後͈業務経

験́培̽̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

森高英夫

㈱安井建築設計事務所

執行役員ȁ構造部総括

新潟市消防局・中央消防署庁舎　～災害拠点として機能する免震構造～
今回紹介̳ͥίυΐͿ·Πͬ通̲̀
上司̥ͣȂ構造設計者̱͈͂̀設計
ͅ取ͤ組͚姿勢ͬ学̺ͭȃ͉͌͂̾Ȃ
建物ͬ設計̳ͥ上͈́ΑΠーςーȃ
設計者̦建物͈役割͞計画上͈΋ϋ
ΓίΠͬ踏͘えȂ必要̈́性能ͬ設定
̱Ȃ̷͈目標ͅ向̫̀具現化̱̀い
̩̭͈͂重要性ͬ感̲̹ȃ͜う͌͂
͉̾Ȃ建物ͅ生̲ͥ外力ͅ対̱̀作
用̳ͥ力͈流ͦͬͼιーΐ̳̭ͥ͂ȃ
解析手段͈高度化ͤ͢ͅȂ闇雲ͅ解
ͬ求̧̭̦͛ͥ͂́ͥ͜Ȃ̭̦̓構
造設計上͈ȸ肝ȹ͈̥͂̈́ͥ建物性
状͈本質ͬ見抜̧Ȃ͈̓͢うͅ制御̳
̥ͥ考えȂ判断̱̀い̩̦構造設計
者̱͂̀必要̈́能力́あͥ͂感̲̹ȃ

■建築概要
本建物͉Ȃ新潟市内ͅ計画̯̹ͦ消
防署́あͥȃ新潟市内消防署ͬ管轄
̳ͥ指令機能͂一般的̈́消防署機能
ͬ有̳ͥ災害拠点͂̈́ͥ消防庁舎́
あͥȃ災害時̤ͅい̀͜消防署͈機
能維持̳̭ͥ͂Ȃ機能維持̱̦̈́ͣ
ςίτͼΑ可能̈́自由̈́空間ͬ構築
̳̭̦ͥ͂主要̈́建築͈計画΋ϋΓ
ίΠ́あͥȃ建物屋上部分͉ͅ高̯
そしm͈鉄塔͂ΰςεーΠく津波等͢ͅ
ͥ浸水対策ぐͬ併設̱̀いͥȃ

■構造計画
地上 ぜ階͈鉄筋΋ϋ·ςーΠ造ͬ主
体̱̹͂基礎免震構造̱̹͂ȃ建
物͈上部構造͉ じ～ ぜ階鉄筋΋ϋ·
ςーΠ造͈ȸ本体架構ȹ͂屋上上部
鉄骨造͈ȸ鉄塔・ΰςεーΠȹ́構
成̯ͦȂ柱脚͉ȸ本体架構ȹ͈ ぜ階
ͅ じ層分͈͙̭͚̭͂́応力伝達ͅ

配慮̱̀いͥȃȸ本体架構ȹ͈平面Έ
ςΛΠ͉たさたm×た～じせさたm̱͂Ȃ大̧̈́
ΈςΛΠ̳̭͂ͥ͂́έτ΅ΏΫς
Ξͻͅ優̹ͦ執務空間Ȃ免震材料͈
集約化ͥ͢ͅ長周期化ͬ図̽̀いͥȃ
地盤͉比較的軟弱́表層̥ͣじしm程度
ͅ液状化̦懸念̯ͦͥ層̦あͤȂ砂
ͬ地中ͅ圧入̱̀地盤ͬ固͛ͥ静的
締͛固͛砂杭工法ͥ͢ͅ液状化対策
ͬ講̲̀いͥȃ液状化改良͈範囲͉
建物下͈͙̩́̈́Ȃ災害拠点̱͂̀
消防車͈出動ͬ妨̬̈́い͢うȂ出動
動線͂̈́ͥ部分͜行う計画̱͂̀い
ͥȃ下部構造͉ζΛΠΑρή形式＋
杭基礎̱͂̀いͥȃ
災害拠点͂̈́ͥ建物́あ̭͈ͥ͂重
要性ͬ͏͘え̀·ρͼΞςͺ͉ȶ極
͛̀稀ͅ発生̳ͥ地震動ȷくτασす ぐ
時ͅ上部構造・基礎構造͂͜ͅ短期
許容応力度以下̱͂Ȃ免震部材͉性
能保証変形以下͂設定̱̀いͥȃ

■ 表層増幅の大きい地震に
　対して
工学的基盤͈深̯̦表層̥ͣ約じずしm
͂国内有数͈深̯́あͤȂ表層増幅
͈大̧い地震波ͅ対̱̀い̥ͅ効率
的ͅ免震層́΀ΥσΆー吸収ͬ行え
̥ͥͬ考え̀設計ͬ行̹̽ȃ

上部構造͈υϋΈΑΩϋ化ͤ͢ͅ免
震軸力̱Ȃ̯ͣ̈́ͥ長周期化̱͂̀
弾性̳͓ͤ支承͞直動転̦ͤ系支承
ͬ組͙合̵̹ȃ変形制御͈̹͈͛減
衰要素̱͂̀速度依存型ΘϋΩーͬ
併用̱̹ȃ結果Ȃ設定̱̹設計·ρ
ͼΞςͺͬ満足̱Ḁ̑̾災害拠点͂
̱͈̀付加価値̱͂設計·ρͼΞς
ͺͅ達̳ͥ́͘じさす倍程度͈余裕度ͬ
持̵̧̹̭̦̹ͥ͂́ȃ

■ 振動性状と応力伝達を考
える

ȸ本体架構ȹ͂ȸ鉄塔ȹ͉Ȃ振動性状
̦大̧̩異̈́ͤ相互͈応力伝達Ȃ応
答極力抑え̭̦ͥ͂大̧̈́課題́
あ̹̽ȃ応力伝達̾ͅい͉̀本体架
構͒鉄塔͈鉄骨柱ͬ埋込͚̭͂́軸
力伝達ͬ図ͤȂ基壇部分͂̈́ͥぜ階架
構͉Sべな造ήτーΑ付ρーιϋ架構͂
̱̀十分̈́剛性ͬ付与̱̹ȃ基壇部
分ͬ剛強̳̭͂ͥ͂́ȸ鉄塔ȹ͈高
次κーΡ͈応答低減͜ͅ寄与̱̹ȃ
基壇部分͉構造設計上͈ȸ肝ȹ͂̈́
ͥ部分́あͤȂ振動性状͈違いͬ考
慮̱̀ȸ本体架構ȹ͂ȸ鉄塔ȹ部分
̦逆位相͂̈́ͥ場合͜想定̱Ȃ十分
̈́安全性ͬ確保̳̭ͥ͂ͅ努̹͛ȃ

建物パース（鳥瞰）

■ヘリポート 

・鉄骨造(ブレース構造) 
■無線鉄塔、ヘリポート柱脚部 

・鉄骨鉄筋コンクリート造 

■ロングスパン大梁 

・プレストレストコンクリート造 

■無線鉄塔 

・鉄骨造(ブレース構造) 

■液状化対策 

・静的締固め砂杭工法 

■杭（既製杭） 

・SC杭+節付 PHC杭 

■基礎免震構造 
・鉛プラグ挿入型積層ゴム支承 
・弾性すべり支承 
・直動転がり支承 
・オイルダンパー 

構造全体概要応答解析結果（最大応答せん断力係数）

応答解析結果（最大応答変位）
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層

最大応答層せん断係数
ELCENTRO_NS TAFT_EW
HACHI_NS BC-KOBE
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NIIGATA NAGAOKA

鉄塔

本体架構
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層

最大応答変位(cm)
ELCENTRO_NS TAFT_EW
HACHI_NS BC-KOBE
BC-HACHI BC-RAM
NIIGATA NAGAOKA

鉄塔

本体架構
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生年月日　1979年 6月山口県生まれ
最終学歴　2004年東京工業大学大学
　　　　　院人間環境システム専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2004年清水建設㈱入社
　　　　　設計本部 構造設計部 3部
　　　　　2007年　設計本部
　　　　　構造設計部 4部
　　　　　2010年　設計本部
　　　　　構造設計部 2部
　　　　　現在、関西事業本部
　　　　　構造設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　（仮称）新宿 7丁目計画
2005年　（仮称）芝浦アイランドA3
　　　　街区プロジェクト
2006年　（仮称） 新浦安計画
2007年　上野学園音楽ホール棟計画
2008年　 女子美術大学　杉並キャン

パス　新 3号館
2009年　伊豆べロドローム
2010年　東京スクエアガーデン
建設中　（仮称）清和梅田計画
建設中　（仮称）ホテルユニバーサル
　　　　グランドタワー計画

■青年技術者のことば

すしじじ年 ず月じじ日ͅ発生̱̹東北地

方太平洋沖地震́Ȃ当時東京ͅ勤

務̱̀い̹私͉震度ぜ強͈揺ͦͬ

体験̱̹ȃ学生時代͉ͅ構造系研

究室ͅ所属̱地震時͈構造物͈挙

動̾ͅい̀研究ͬ行い社会人̈́ͅ

ͤ構造設計業務ͬ通̱̀地震̾ͅい

̀自分̈́ͤͅ理解̱̀い̹̾ͤ͜

̺̹̦̽Ȃ実建物͈中͈́揺͈ͦ

大̧̯͞継続時間͈長̯ͅ恐怖ͬ

感̲安全́安心̈́建物ͬ設計̳ͥ

͂いう̭̦͂如何ͅ大切́あ̥ͥ

͂うい̭͂ͬ痛感̱̹ȃ̹͘Ȃ東

北地方太平洋沖地震ͅあ̹̽͢う

ͅ構造体͈倒壊ͬ免ͦ̀͜内外壁

͈剥落Ȃ天井͈落下̦̈́̓生̲ͥ͂

建築̱͂̀機能ͬ停止̱̱̀͘うȃ

̭͉ͦ́良い建築͉͂言え̈́いȃ

̭̥͉ͦͣȂ構造設計者͈最͜大

切̈́役割̱͈͂̀安心́安全̈́建

物ͬ設計̳ͥ͂いう̭͉͂当然͂

̱̀Ȃ仕上材͜含̹͛建築ͬ構成

̳ͥ細部͈́͘Ȩ建築ȩ͈構造設

計ͬ行う技術者͓̩͂̈́ͥ日々努

力̱̀い̧Ȃͤ͢良い建築͈設計

ͬ行̽̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

小倉正恒

清水建設㈱関西事業本部

構造設計部部長

大規模複合超高層オフィスビルの構造設計／東京スクエアガーデン

■建築設計概要
東京Α·΀ͺ΄ーΟϋ͉Ȃ東京都中央区中
央通ͤ͂鍛冶橋通͈ͤ交差点ͅ位置̳ͥ計
画地ͅ複数͈地権者͂ΟαυΛΩー͈共同
事業̦Ȃ都市再特別地区͈都市計画決定ͬ
受̫計画̯̹͈ͦ́͜あͥȃ最高高̯͉約
じすぜmȂ地下じ階̥ͣ地上ぜ階͈́͘低層部
͉Ȃ床̦ρϋΘθͅ折ͤ重̈́ͥ形状͈屋上
緑化ȶ京橋͈丘ȷͬ形成̱Ȃ高層部͉一
辺約そたm͈正方形͈平面形状́外周͉ͅ約
じさたm͈大庇ͬ連続́配置̱Ȃ΄ρΑ͈超高
層͈ͼιーΐ̥ͣ離̹ͦ奥深い表現ͬ目指
̱̹外観͂̈́̽̀いͥȃ

■構造計画概要
地上階͉柱ͬなねほ̱̹͂鉄骨造́制震構造
ͬ採用̱̀いͥȃ制震装置͉Ȃ店舗Ȃυ
Ϋー̈́̓階高͈高い低層部ͅ΂ͼσΘϋ
Ωーͬ集中的ͅ配置̱Ȃ地震時͈΀Υσ
Άー吸収ͬ効率良̩行わ̵ͥ͂͂͜ͅȂ高
̯方向͈剛性・耐力͈Ψρϋᾼ配慮̱
̀Ȃ じ～じだ階ͅ座屈拘束型ͺϋδϋΡή
τーΑΘϋΩーͬ配置̱̀いͥȃ低層階͈
高軸力ͬ受̫ͥ柱͉ぜぜしふざmmす級͈高張力鋼
͂ねりたしふざmmす͈高強度΋ϋ·ςーΠͬ組合̵
̹高耐力なねほ柱ͬ採用̱̀いͥȃ
高層階͈整形形状ͅ対̱̀Ȃ低層階͉貫通
通路͞υΫーȂ΀ϋΠρϋΑγーσ等͈吹
抜̫空間ȂΓΛΠΨΛ·̱̦̈́ͣ構成̯ͦ
ͥ屋上緑化ȶ京橋͈丘ȷ͈̹̈́̓͛Ȃ平面
上͈剛性Ψρϋᾼ配慮̱̀いͥȃ
地下部͉鉄骨鉄筋΋ϋ·ςーΠ造͈耐震壁
付ρーιϋ構造̱͂Ȃ˪値そし以上ͬ示̳砂
層ͬ支持層̳͂ͥ直接基礎̱̹͂ȃ高層部
ͬ投影̳ͥ͢うͅ地下せ階̦計画̯ͦȂ高
層部ͬ取ͤ巻̩͢うͅ配置̯ͦ̀いͥ低層
部͉́地下す階̤͍͢地下じ階͈部分地下
͈直接基礎̱͂̀いͥȃ

■耐震安全性
本建物͉Ȃ一般的̈́超高層建物ͤ͢͜ワϋ
ρϋ·上͈耐震性能ͬ有̳ͥ建物̱͂̀設
計ͬ行̹̽ȃ耐震性能目標͉τασじ̤ͅ
い̀最大応答層間変形角ͬじざすぜしrよる以下Ȃ

τασす̤ͅい̀じざじすぜrよる以下̱͂Ȃ
̯ͣͅȂτασず͈位置付̫́Ȃ基準
法͈じさすぜ倍相当͈入力地震動τασͬ
設定̱Ȃ耐震安全性ͬ確保̱̀いͥȃ

新しい制震装置を活用した超高層オフィスビルの構造設計/（仮称）清和梅田計画

■建築設計概要
本計画͉Ȃ再開発̦進͚ぱべ大阪駅南東ͅ位
置̱Ȃ地下じ階́梅田地下街ͅ直結̳ͥ事
務所ͬ主̹ͥ用途̱̹͂超高層建物́あ
ͤȂ現在建設中́あͥȃ本建物͉す棟͈既
存建物͈敷地ͅじ棟͈建物ͬ建̀替えͥ計
画́Ȃ環境・施工上͈配慮̱͂̀既存建物
͈地下外壁͞底盤ͬ仮設利用̱̀いͥȃ
地上階͉約ずしm×ずぜm͈整形̈́平面形状́あ
ͤȂ地下階̤ͅい̀地下街͂接続̳ͥ΀τ
αーΗ͞階段部分̦敷地̈́ͤͅ広̦ͥ形状
͂̈́̽̀いͥȃ地上階͉ΓΛΠΨΛ·̈́͜
̩立面的ͅ整形̈́形状́あ̦ͥȂ地下階͉
基礎底深̯ͅτασ差̦生̲̀いͥȃ

■構造計画概要
地上階͉柱ͬなねほ̱̹͂鉄骨造́制震構造
ͬ採用̱̀いͥȃ制震装置͉主要設備͈地
上階配置́階高̦大̧̩̈́ͥじ～ず階͈低層
階ͅ集中̵̯̀配置̱̹下層階集中制震構造
̱͂Ȃ基準階͈͒設置͉̩̈́Ȃ執務室Αβー
Αͬ最大限確保̧́ͥ͢うͅ配慮̱̀いͥȃ
Ώͺςϋ·型͈΂ͼσΘϋΩーͬじ階ͅȂ
新開発̱̹回転慣性質量ΘϋΩー※じ͂΂ͼ
σΘϋΩーͬ組͙込̺ͭȶΧͼήςΛΡ型
制震ξΣΛΠȷͬす～ず階ͅ集中配置̱̀
いͥȃ̹͘Ȃせ階以上͈基準階͉́架構͈
剛性ͬ高̹͛ͥ͛Ȃ主ͅ建物外周ͅ耐震間
柱ͬ設置̱̹ȃ
回転慣性質量ΘϋΩー͉装置͈両端ͅ生̲ͥ
軸変形ͬ回転運動ͅ変換̳̭ͥ͂́得ͣͦͥ
質量効果ͬ利用̱Ȃ実質量͈数千倍̤͐͢ͅ
大̧̈́慣性力ͬ利用̳ͥ新̱いΘϋΩー́Ȃ
小̯̈́質量́大̧ ほ̈́Mに効果̦得ͣͦͥȃ
構造設計上͈εͼϋΠ͉Ȃ新開発̱̹回転
慣性質量ΘϋΩーͥ͢ͅ下層階集中制震構造
ͥ͢ͅ耐震設計͂併用基礎͈設計́あ̹̽ȃ

■耐震設計
耐震設計͉́Ȃ建築基準法͈τασじȂτασ
す͂͂͜ͅȂτασすͬ超えͥ地震̱͂̀Ȃ大
阪府ͬ南北ͅ貫̩上町断
層帯͈地震動ͅ対̱̀構
造安全性͈検討ͬ行̹̽ȃ

■併用基礎の設計
併用基礎͉Ȃ直接基礎͂杭基礎ͅ作用̳ͥ
応力度τασ͈違いͥ͢ͅ変形量͈把握͞
地震時水平力ͥ͢ͅ応力状態ͬ精度̩͢把
握̳̹ͥ͛Ȃ地下じ階̥ͣ基礎ͬず次元立
体ねEMκΟσͥ͢ͅ設計ͬ行いȂ構造安全
性ͬ確保̱̹ȃ

マットスラブ

基礎梁

ラップルコンクリート 

場所打ち杭 

既存躯体

ハイブリッド型 
制震ユニット 

シアリンク型 
オイルダンパー 

ハイブリッド
制震ユニット

CFT柱

2,3 階 構造架構

CFT 柱

耐震間柱
（H鋼柱）

基準階 構造架構

550N/mm2級 高張力鋼 

：回転慣性 
質量ダンパー 

：オイルダンパー

建物外観

京橋の丘

地下鉄駅前広場

22.0m

15
.8
m 

事務室

剛性・耐力バランス
に配慮して設置 

：アンボンドブレース 
  ダンパー 

高軸力下の柱に採用

：オイルダンパー

：高耐力 CFT

 

コの字形の無柱執務空間

エントランス
ロビー 

貫通通路吹抜け

2階床伏図

低層部は貫通通路、エントラス
ロビー等による多数の吹抜け
空間が配置される 

高層棟位置

階高の高い低層部
にシアリンク形状
で配置地震時のエ
ネルギー吸収を効
率良く行う 
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時刻歴応答解析結果
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告示スペクトル

フラットタイプ

PH1F

20F

15F

10F

5F

1/2000.01

（cm/sec）

疑
似
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

0.1

200

150

100

50

0

1.0 10

L1X
L1Y
L2X
L2Y
UMFX
UMFY
UMPX
UMPY

1/100 1/50
層間変形角（rad）固有周期（sec）

変形図
(長期)

マットスラブM図
(長期) 

杭 M図 
(地震時） 

建物外観パース

回転慣性質量ダンパー構造架構形式

上町断層地震動に対する安全性の検討 3次元立体FEMモデルによる基礎の設計

基準階 事務室内観

実質量約600kg
の回転錘に対し
て2500tの質量
効果が得られる
ダンパーを採用
した。質量拡大
率は約4200倍

回転錘

ボールねじ

ボールナット
制震力

・ネジとナットで直動を回転に変換 
・ネジひと山でナットと錘は１回転 
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● 連層耐震壁と外周鉄骨ラー
メンのハイブリッド構造

本建物͉Ȃ神戸市͈東部新都心̱͂
̀開発̯̹ͦはとほ神戸ͅ立地̳ͥ΂
έͻΑΫσ́あͥȃ建築計画̤ͅい
͉̀Ȃ開放的̥̾τͼͺ;Π͈自由
度͈高い執務空間͈実現̦重要̈́課
題́あ̹̽ȃ̭͈課題ͅ対̱̀Ȃ建
物四周͈眺望̦可能̈́ΓϋΗー΋ͺ
形式͈΂έͻΑίρϋͬ採用̱Ȃ΋
ͺ部分ͅ大部分͈地震力ͬ負担̳ͥ
連層耐震壁ͬ配置̱Ȃ執務空間͈
ρーιϋ架構͉͕͂ͭ̓ͅ地震力ͬ
負担̵̯̈́い構造計画ͬ提案̱̹ȃ
̷͈結果Ȃ建物外周部͈柱͈΍ͼΒ
ͬせししmm以下ͅ抑えȂ良好̈́眺望ͬ確
保̳ͥ͂共ͅȂ執務空間͉有効面積
すしししmす͈無柱空間ͬ実現̱̹ȃ̹͘Ȃ
耐震壁͉鉄骨ήτーΑͬ内蔵̱̹Sべな
造̳̭͂ͥ͂́十分̈́耐力͂靱性ͬ
確保̱Ȃ自由度͈高い執務空間͂優
̹ͦ耐震性能ͬ併̵持̾΂έͻΑΫ
σͬ実現̱̹ȃ

● 地盤の影響を考慮した基
礎の設計

基礎͉杭基礎̱͂̀いͥȃ大部分͈
地震力ͬ連層耐震壁ͅ負担̵̯̹̹
͛Ȃ連層耐震壁͈大̧̈́転倒κーι
ϋΠͅ対̱̀耐力͂剛性ͬ確保̱̹
基礎構造͈計画̦必要不可欠́あ̽
̹ȃ設計̤ͅい͉̀Ȃ杭及͍地盤͈
鉛直方向͈地盤ΨΥͬκΟσ化̱Ȃ地
盤͈鉛直方向͈変形̦架構全体ͅ及͖
̳影響ͬ確認̱̾̾Ȃ杭͈仕様ͬ決定
̱̀い̹̽ȃ詳細ͅ検討ͬ行̹̽結
果Ȃ外周部̦杭長約じぜm͈ΑΠτーΠ
杭́あ͈ͥͅ対̱̀Ȃ連層耐震壁直下
͉杭長約ずぜm͈拡底杭̳̭͂ͥ͂́支
持力͂剛性ͬ確保̳ͥ͂共ͅȂ引抜
力ͬ杭͈周面摩擦力ͤ͢ͅ地盤ͅ伝
達出来ͥ合理的̈́基礎計画̱̹͂ȃ
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耐震壁直下 
拡底杭 

外周部 
ストレート杭

 望眺 望眺

約50m
コア部分：SRC造 
【連層耐震壁架構】

連層耐震壁 

外周部（執務空間）：S造 
【ラーメン架構】 

連層耐震壁 
（約 90%の地震力を負担） 

400角の柱 

長期荷重に 
対して設計 

ラーメン
架構 

ラーメン
架構 

支持層
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生年月日　1982年大阪府生まれ
最終学歴　 2007年大阪市立大学大学院

工学研究科都市系専攻前
期博士課程修了

業務経歴　2007年㈱大林組入社
　　　　　 2007年大阪本店建築設計部
　　　　　 2009年東京本社構造設計部
　　　　　 2011年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
2007年　景学会南大阪病院
2008年　宝塚南口サンビオラ 3番館
2009年　虎ノ門ヒルズ
2011年　神戸製鋼所新本社ビル
2013年　安堂寺町 2丁目マンション

■青年技術者のことば

すしじじ年 ず月じじ日Ȃ東京本社勤務時

ͅ東日本大震災ͬ経験̱̹ȃ地震

発生時͈激̱い揺ͦȂ止̭ͥ͘

͂̈́い後揺ͦȂ仕上̬材͈軋͚

音Ȃ断続的̈́余震ȃ日々業務́向

̧合̽̀いͥ地震͂いう自然現象

ͅςͺςΞͻー̦生ͦͥ͂͘同時

ͅȂ̭͈経験̦構造設計ͅ取ͤ組

͚姿勢Ȃ考え方ͅ影響ͬ与え̹事

͉言う́̈́͘͜いȃ̹͘Ȃ東日本

大震災以降Ȃ首都圏͈直下型地震

͞南海Πρέ地震等͈͒社会的̈́

関心͜高ͤ͘Ȃ̭ͦ́͘以上ͅ質

͈高いȂ価値͈あͥ建物͈創出̦

求͛ͣͦ̀いͥȃ質͈高い建物͈

創出͉ͅ豊富̈́知識͂高い技術力

̦必要不可欠́あͥ͂考え̀い

ͥȃ豊富̈́知識͉新̹̈́ͺͼΟͺ

ͬ生͙出̱Ȃ高い技術力̷͉͈ͺ

ͼΟͺͬ空間ͅ昇華̱Ȃ価値ͬ生

͙出̳ȃ知識͂技術力ͬ身̫̾ͅ

̹ͥ͛Ȃ日々͈業務͉́Ȃ̭ͦ͘

́自分自身̦経験̱̹̭͈͂̈́い

新̱い技術ͅ積極的ͅ挑戦̳̭ͥ

͂Ȃ̷̹͈͘技術͈原理原則ͬ

̱̥̽ͤ͂理解̳̭ͥ͂ͬ心̦̫

̀いͥȃ自分͈持̾知識͂技術力

ͬ最大限ͅ活用̱Ȃͤ͢質͈高い

建物ͬ実現̳ͥ͂共ͅȂ̷ͦͬ継

続̳̭ͥ͂́Ȃ社会̥ͣ信頼ͬ得

ͣͦͥ技術者ͬ目指̱̹いȃ

■すいせͭ者

菊池正彦

㈱大林組ȁ本社

設計本部構造設計部ȁ部長

有効面積2000㎡の無柱空間を実現したオフィスビルの構造設計

建物外観

過大入力を考慮した免震建物の構造設計

● 上町断層帯地震動に対応し
た超高層免震建物の設計

本建物͉Ȃ大阪市͈都心部́Ȃ谷町
筋͂長堀通͈交差点付近ͅ立地̳ͥ
超高層集合住宅́あͥȃ資産価値͈
高い集合住宅ͬ実現̳̹ͥ͛Ȃ基礎
免震構造ͬ採用̱̹ȃ設計̤ͅい̀
͉Ȃ敷地近傍ͅ上町断層̦あͥ͂推
定̯̹̭̥ͦ͂ͣȂ上町断層帯地震
動ͬτασず地震動̱͂̀採用̱̹ȃ
一方́Ȃ本建物͈敷地͉Ȃ免震構造ͬ
採用̳͉ͥͅ矮小̈́敷地́あͤȂ免震
層͈·ςͺρϋᾼ制約̦あ̹̹̽
͛Ȃ如何̱̀ͅ免震層͈長周期化͢ͅ
ͤ地震入力͈低減ͬ図ͤ̾̾Ȃτασ
ず地震動ͅ対̳ͥ免震層͈変形ͬ·
ςͺρϋΑ͈制限値内ͅ抑え̥̦ͥ構
造計画͈Ξーζ̹͂̈́̽ȃ様々̈́免震
装置ΩΗーϋ͈ΉーΑΑΗΟͻーͬ
行いȂ風荷重͜ͅ配慮̱̾̾Ȃ建物
条件ͅ最適̈́免震装置ͬ選定̱̹ȃ

●免震装置の引抜力の緩和
本建物͉Ȃそしmͬ超えͥ超高層建物́
あͤȂ̹͘ͺΑβ·Π比̦比較的大
̧い̭̥͂ͣȂ免震装置͈引抜力ͅ

対̱̀配慮̦必要́あ̹̽ȃ特ͅȂτ
ασず地震動ͅ対̱͉̀Ȃ外周部͈免
震装置ͅ過大̈́引抜力̦生̲̭̦ͥ͂
確認̯̹̹ͦ͛Ȃ引抜力ͬ緩和̳ͥ対
策̱͂̀Ȃ皿ΨΥͬ用い̀免震装置͈
引張剛性͈低下ͬ可能̳͂ͥ引抜力
制御αーΑίτーΠͬ採用̱Ȃ本建
物͈͒免震構造͈適用ͬ可能̱̹͂ȃ

建物内観

基準階伏図 軸組図
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■建物概要 
階数：地上21階 
   塔屋 1階 
延床面積：約7850m2

平面：X方向約 20m 
   Y 方向約 21m 
階高：約 3.2m 
最高高さ：約73m 
 

■免震装置 
天然ゴム系積層ゴム

＋ 
弾性すべり支承 
（低摩擦タイプ） 

＋ 
弾性すべり支承 
（中摩擦タイプ） 

＋ 
オイルダンパー 

 

上部架構： 
RC造 

ラーメン架構 

基礎： 
杭基礎 

免
震
装
置
に
作
用
す
る
軸
力
(k
N
) 

免震装置の鉛直変形(mm)

天然ゴム 

単体の場合

引抜力制御 BPL を用いた場合 

引張 

圧縮 

天然ゴム引張降伏(1N/mm2) 

浮上り 
開始 

皿バネ全圧着 

建物外観 引抜力制御ベースプレートの概要

軸組図
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下
しも

西
にし

智
とも

也
や

生年月日　1983年 2月大阪府生まれ
最終学歴　2007年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　東京オフィス構造設計室
　　　　　2008年大阪オフィス
　　　　　構造設計室
　　　　　現在、構造設計部門構造
　　　　　設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2009年　 日本赤十字秋田看護大学 増

築棟
2010年　 神戸市庁舎 危機管理セン

ター
2010年　奈良文化高等学校　
　　　　教室棟・寮棟
2011年　奈良文化高等学校
　　　　寮棟増築
2012年　 関西外国語大学中宮キャン

パス 7号館
2013年　安芸地域県立病院
建設中　兵庫県立尼崎塚口統合新病院
建設中　日本経済新聞社大阪本社ビル
建設中　豊中市文化芸術センター

■青年技術者のことば

構造設計ͬ始͛̀ぞ年̦経̻̱͘

̹ȃ日々答えͬ探̱̀迷いȂ答え

ͬ見̷̫̾ͦ͊ͦͬ疑い否定̱Ȃ

̹͘迷う…͈繰ͤ返̱̳́ȃ今͘

́ͬ振ͤ返ͦ͊Ȃ構造設計͞建築

ͅ対̳ͥ思い̷͉͈時々́変化̱

̀い̭ͥ͂ͅ気付̥̯̳ͦ͘ȃ設

計͈仕事͉答え̦無̩Ȃ常ͅ一品

生産́Ȃ設計者̦違え͊全̩違う

͈̦͜生͙出̯̳ͦ͘ȃ設計図͈

͙ͅ留̴ͣ͘Ȃ現場段階́作ͤ手

側͂̓う向̧合う̥̽̀͢͜ͅ大

̧̩変わ̳ͤ͘ȃ唯一変わ̴ͣ揺

̦ͥ̈́い事実͉Ȃ最終成果品̦΃

ΗΙͬ̽̀͜ȶ建̾ȷ͂いう̭

͂ȃ地図ͅ残ͥ仕事́あͥ͂いう

̭͂ȃ̷͈時々͈思い・迷い・持

̻え̹知識・失敗・成功…れtり̷

͈ͦͣ全̦̀建物ͅ刻ͦ͘Ȃ̭͈

世ͅ残ͥ͂いう̭̳͂́ȃ̷ͭ̈́

職ͅ就̫̹̭͂ͬ誇ͤͅ思い͘

̳ȃ構造設計者̱͂̀建物͈安全

性ͬ確保̳ͥͅ留̴ͣ͘Ȃ建物͞

街並͙Ȃ社会͞環境ͅ対̱̀̓う

い̹̽貢献̧̦͈̥́ͥͬ自問̱̈́

̦ͣ技術ͬ磨̧Ȃ提案ͬ行えͥ͢う

̈́構造設計者ͬ目指̱̹い̳́ȃ

■すいせͭ者

田代靖彦

㈱日建設計 構造設計部長

ツインタワー形状の大規模免震病院
本計画͉高度̈́救急・周産期医療機

能ͬ有̳ͥ大規模̈́Ȫ病床数ぞずしȂ診

療科数ずだȫ免震病院͈新築計画́あ

ͥȃじ～ぜ階͈平面形状͉Ȃ約じじしｍ

×じししｍȂそ～じじ階͈高層病棟部分͉

約だしｍ×せしｍ́日影ͬ考慮̱̀ΓΛ

ΠΨΛ·̱̀いͥȃ建物͈特徴̱͂

͉̀Ȃ自然採光ͬ確保̳ͥ目的́Ȃ

じ～ ぜ階̤ͅい̀建物ͬ南北ͅ分断

̳ͥȶρͼΠ΅λΣ΂ϋȷͬ設̫̀

̤ͤȂ΀ϋΠρϋΑγーσȂ中庭Ȃ

渡ͤ廊下ͬ配置̱̀いͥȃ

■構造計画概要
本計画͈設計条件͈͌͂̾́あ̹̽

短工期Ȫすぞ̥月ȫͬ実現̳̹ͥ͛Ȃ

構造計画̱͂̀じしさたm͂じせさせm͈υϋ

ΈΑΩΰ構成̯ͦͥ鉄骨造Ȫ一部

なねほ柱ȫ͈ήτーΑ付ρーιϋ架構ͬ

基本̱͂Ȃ ぜ階以下͈低層部分ͬ一

部Sべな造̱͂̀地震力ͅ対̳ͥ水平剛

性͂耐力ͬ確保̳ͥ架構計画ͬ採用

̱̹ȃ

低層部ͅSべな造ͬ導入̳̭͉ͥ͂Ȃ経

済的ͅ水平剛性ͬ高͛免震構造͈効

果ͬ上̬̭ͥ͂ͅ直結̳̦ͥȂ水平

剛性ͬ高͛過̨ͥ͂Ȃ鉄骨造́あͥ

高層部͈͂水平剛性͈差̦顕著̈́ͅ

ͤȂ逆ͅ地震時͈応答ͬ増大̱̱̀

͘うȃ振動応答ͥ͢ͅΑΗΟͻͬ繰

ͤ返̱Ȃ結論̱͂̀低層部͈外周部

分ͬSべな造͈純ρーιϋ架構̳̭͂ͥ

͂Ȃ̹͘高層部͉ͅ鉄骨耐震間柱ͬ

付加̳̭ͥ͂́水平剛性ͬ確保̳ͥ

計画̱̹͂ȃ

免震装置͉Ȃ じ台あ̹͈ͤ降伏̵ͭ

断力Ȃ΀ΥσΆー吸収能力̦高い

Snべどͬ採用̳̭ͥ͂́Ȃ高い免震性

能ͬ確保̱̦̈́ͣ台数自体ͬ減̳ͣ

̭̦͂可能͂̈́ͤȂ免震΋ΑΠ͈削

減̦̹͒̾̈́̽ȃ

基礎計画͉Ȃ杭長ずしm͈場所打̻拡

底杭基礎̱͂ȂάΛΠ深̯͈違いͅ

̽̀͢杭頭部地盤͈液状化͈程度̦

異̹̈́ͥ͛Ȃ̷ͦͣͬ明確ͅΖーΣ

ϋΈ̱Ȃ基礎梁͈形状͂直下͈杭径

ͅ΋ϋΠρΑΠ̫̭ͬ̾ͥ͂́躯体

΋ΑΠ͈削減ͬ図̽̀いͥȃ

ȁ
■ライトキャニオンの
　連結方法
連結方法̾ͅい͉̀ȂΜͼϋΗワー

κΟσ͈振動応答解析κΟσͥ͢ͅ

ΑΗΟͻͬ繰ͤ返̱決定̱̹ȃ最上

部屋根͉水平変位ͬ拘束・回転許容

͈ΟͻΞーσͬ考案̱屋根床版ͬ横

曲̬部材̱͂̀設計̱̹ȃ ぜ階床τ

ασ͉́Ȃ著̱い̵ͭ断力移動ͬ抑

制̳̹ͥ͛Ȃ最適̈́剛性ͬ有̳ͥ鉄

骨鋼管ήτーᾼͤ͢連結̱̹ȃせ階

床以下͉́振動解析ͅ基̧̿Ȃ最適

̈́剛性͂耐力ͬ有̳ͥ部分的̈́床Α

ρήͬ設計̱̹ȃ̹͘低層棟架構ͅ

̾い̀͜ȂΙνーΣϋΈͬ繰ͤ返̱

̦̈́ͣȂ経済性͜ͅ加味̱̹最適̈́

層剛性ͬ有̳ͥ架構ͬ設計̱̹ȃ

模型写真（中央部：ライトキャニオン）

低層棟

低層棟

連結部材位置に
軸剛性とせん断剛性を評
価したバネをモデル化

高層棟

高層棟

RC床スラブ

鉄骨水平ブレース

5階床伏図

4階床伏図

ツインタワーのモデル化

14.4m

液状化の
可能性有り

液状化の
可能性無し
（350gal時）

第2洪積砂礫層

10.8m

S造、CFT柱

S造、CFT柱
外周SRC造

場所打ち杭軸径2400φ 杭軸径2000φ

扁平形状の基礎梁

高層部

低層部

構造計画概要

構造架構モデル

高強度コンクリート
充填CFT柱

外周SRC
ラーメンフレーム

鉄骨ブレース

ライトキャニオン内観パース
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高
たか

山
やま

直
なお

行
ゆき

生年月日　1978年 4月山口県生まれ
最終学歴　広島大学大学院工学研究科
　　　　　社会環境システム専攻修了
業務経歴　 2004年㈱ジェーエスディー

入社
　　　　　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在 大阪本店設計部主任
●主要作品経歴
洛和会丸太町病院／NTTロジスコ八
尾物流センタ改築工事／前原病院増
築／尾崎呉服店改築計画／若草町地
区第一種市街地再開発事業南街区　
ホテル・ビジネス棟／岩谷産業中国
支社／武蔵小金井駅南口地区（再）
1-3ゾーン施設建築物／西新橋296／
Ref-ring／sind 
●雑誌掲載
「ref-ring」新建築2006年 3月号
「アクティブインターシティ広島」近
代建築2011年 6月号

■青年技術者のことば

建築͈計画͉Ȃ個々͈ίυΐͿ·

Π̦有̳ͥ課題ͬ解決̱̦̈́ͣ進

͛̀い̩̭̦͂͂̈́ͥȂえ̱̀̀

ίυΐͿ·Π͈有̳ͥ課題͉Ȃ合

理性͞論理性ͬ重̲ͭͥ我々構造

設計者ͬ悩̵̭ͥ͂͂̈́ͥ͘ȃ構

造設計者͉Ȃ人͈命ͬ守ͥ͂いう

使命ͬ持̤̽̀ͤȂ安全́合理的

̈́計画ͬ行̤う̳͂ͥ理性͈部分

͂Ȃ人̱͈͂̀感性͈狭間́葛藤

̱̦ͬ̈́ͣ設計ͬ行う̭͂͂̈́

ͥȃ前者͉́Ȃ何̦安全͈̹͛ͅ

重要͈̥̈́͂いう̭͂ͬ見定͛Ȃ

最善͈解決策ͬ見出̳̭̦͂重要

͂̈́ͥȃ一方́後者͉́Ȃ空間͈

豊̥̯ͬ創造̳ͥ͂͂͜ͅȂΑ

Ήーσ̦大̧̩͕̈́ͥ̓表現ͅ力

感̦大̧̈́影響力̩̹ͬ̽̀ͥ͜

͛Ȃ形象͈力感ͅ配慮̱̹設計ͬ

行う̭̦͂重要͂̈́ͥȃ上記͈葛

藤͈中́Ȃ最善͈解決策ͬ常ͅ見

出̵ͥ͢うͅȂ今後͜日々自己研

鑽ͬ行い魅力的̈́作品作ͤͬ通̱

̀社会ͅ貢献̱̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

村上陸太

株式会社竹中工務店大阪本店

設計部構造部門統括部長

限られた建物ボリュームを最大限に活用したお客様ニーズを実現する病院の設計

1．建築計画
本ίυΐͿ·Π͉Ȃ救命救急ͬ΋ͺ
̱̹͂超΋ϋΩ·Π急性期病院͈合
理性͂高効率性ͬȂ京͈街中ͅ水平
線̤̺̥́͞ͅ包͚͂いう΋ϋΓί
Π͈͂͜Ȃ限界́͘階高ͬ小̯̩抑
えȂ̹͘厳̱い工期͈中́高品質ͬ
実現̱̹病院́あͥȃ

2．構造設計のテーマ
高̯制限̦厳̱い中́Ȃ通常́あͦ
͊ せ層͂̈́ͥδςνーθ͈敷地ͅ対
̱ȂέσΑβΛ·͈地上 ぜ層͈急性
期病院͈諸室τͼͺ;Π̦可能̈́構
造計画͂Ȃ京都͈街並ͅ新̱い調和
ͬ生͙出̳外観ͬ創造̳ͥ架構計画
ͬ行いȂ安心・安全̈́病院ͬ実現̳
̭̦ͥ͂構造設計͈Ξーζ́あ̹̽ȃ
̹͘一方́Ȃ職人不足͈情勢下́品質
͈高い病院ͬ短工期́実現̳ͥ͂い
う̭͂͜構造設計͈Ξーζ́あ̹̽ȃ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 高さ制限H=20m 高さ制限 H=15m

北側斜線制限

2～4F:病室

1F:外来

B1F:手術室

5F:医局

3． 構造計画のテーマにおけ
る技術的アプローチ

① 限られた空間内にお客様ニーズの
沢山の諸室を盛り込む設計

厳̱い階高設定͈中́Ȃ̤客様Σー
Β͈諸室ͬ確保̳̹ͥ͛ͅ階高ͬ抑
え̹͈ͥ͛工夫ͬ行̹̽ȃ積層̯ͦ
̹建築ίρϋ͈違い̥ͣȂ梁成͈確
保̧́ͥすね梁上ͅ丘立̻柱ͬ計画̳
̭ͥ͂́Ȃ設備͈Θ·ΠσーΠ̤ͅ

̫ͥ基準階͈梁成ͬにつぜぜしmḿ͘小̯
̩̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂΘ·Π͉̳͓
̀梁下́通ͥ計画͂̈́ͤȂ基準階高
͉はつずずぜしmḿ͘低̩̤̯え̭̦ͥ͂
̧́Ȃ ぜ層分͈諸室͈τͼͺ;Π̦
可能̹͂̈́̽ȃ
②ファサードに合致した架構計画
病室͈有効面積ͬ確保̳̹ͥ͛ͅȂ
柱ͬ扁平柱́計画̱̹ȃ柱ͬ扁平ͅ
̳̭ͥ͂́病室͈有効面積ͬ確保̳
ͥ͂͂͜ͅȂ柱͈耐力・剛性ͬ増̳
̧̭̦̹͂́ȃ̹͘Ȃ病室͈ίρϋ
ͅ対̱̀柱̦邪魔͂̈́ͣ̈́い̹͛Ȃ
意匠͈窓͈計画ͅ合わ̵̀Ȃ元々Ȃ
雑壁̦計画̯ͦ̀い̹病室͈中央ͅ
柱ͬ計画̱Ȃ桁行͈外壁側́地震力
ͬ負担̱̀Ȃ内部͈梁͉長期́決定
̧́ͥ架構計画̱̹͂ȃ
以上͈̭̥͂ͣȂ設備Θ·ΠσーΠ
͈̹͛ͅ梁成ͬ小̯̩̱̹梁͈負担
̦軽減̯̭ͦͥ͂͂̈́ͤȂ設備計画
͂͜整合̱̹架構計画̹͂̈́̽ȃ

上記͈͢うͅȂ意匠̦計画̱̀い̹
雑壁͈̈́̓ す次部材ͬȂ構造部材ͅ
利用̱整理ͬ行う̭͂́Ȃ耐震性能
ͬ向上̵̯ͥ͂͂͜ͅȂ柱Ȫ構造部
材ȫͬ強調̱Ȃ水平͈庇ͅ対̱̀ς
Βθ感͈あͥέ͹΍ーΡͬ実現̳ͥ
̧̭̦̹͂́Ȫ下写真ȫȃ
③ 生産性を向上させ品質を確実に確
保するための施策

職人不足̦叫͊ͦͥ社会情勢͈͂͜Ȃ
施工性ͬ向上̵̯̭ͥ͂́建築主͈

事業予算ͅ合致̳ͥ建築΋ΑΠͬ実
現̳ͥ͂͂͜ͅȂ品質ͬ確実ͅ確保
̧́ͥ方策̾ͅい̀検討ͬ行̹̽ȃ
検討͉Ȃ過去͈生産情報ͬ͂͜ͅ計
画͈初期段階̥ͣȂ作業所担当者̈́
̓͂施工性ͬ向上̧́ͥ項目ͬ検討
̱設計ͅ盛ͤ込̺ͭȃ̹͘どばMͬ活用
̱Ȃ配筋͈納ͤͬ͘事前ͅ徹底的ͅ
確認̳̭ͥ͂̽̀͢ͅȂ品質ͬ確実
ͅ確保̧́ͥ納ͤͬ͘決定̱̹ȃ̷
͈結果Ȃ施工時̤̫ͥͅ手戻͉ͤ激
減̱Ȃ生産性ͬ向上̵̯ͥ項目ͬ盛
ͤ込̺ͭ効果͂合わ̵鉄筋工事̤ͅ
い̀じししをgざ人日程度͈施工歩掛͈向
上ͬ実現̱̹ȃ

設計に盛り込んだ項目
・柱・梁の主筋径の統一
・最上階での柱主筋定着に機械式定着の採用
　 （梁主筋の落し込みに配慮したプレート
ナット工法）
・梁の主筋定着に機械式定着の採用
　（グラウトの注入が不要なＴヘッドバー）
・外周の短スパンの梁の主筋は通し配筋
・帯筋およびあばら筋の径とピッチの統一
・柱断面の統一
・基礎底版底をフラット化

4．まとめと今後の展望
事業計画等ͅ起因̳ͥ厳̱い要望ͬ
う̫̭ͥ͂͜あ̦ͥȂ今回͈ίυ
ΐͿ·Πͬ通̱̀Ȃ̷͈要望ͬ課題
解決͈ΨΥ̱͂̀真摯ͅ課題ͬ一̾
一̾解決̱̀い̩̭͂́΀ϋΐΣͺ
̱͂̀Ȃ構造安全性͈確保͂̓͘ͅ
̴ͣ建築̱͂̀一͈̾合理的̈́答え
ͬ導̧̩̭̦̭͂́ͥ͂ͬ経験̱̹ȃ
̭͈経験ͬ活̥̱Ȃ既往͈常識͂ͅ
ͣわ̭̩ͦͥ͂̈́絶え̴思考̳ͥ姿
勢ͬ持̭̾͂́建築主͉̲ͬ͛ίυ
ΐͿ·Π̥̥ͅわ̳͓͈ͥ̀人̥ͣ
頼̯ͤͦͥͅ設計者ͬ目指̱努力̱
̀い̧̹いȃ

階高をおさえる架構計画
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階高に影響を与える梁 
設備ダクトルート
丘立ち柱 
 

L=9.4m 
仮設対応の補
強主筋の配筋 

病棟階通路範囲 

丘立ち柱によって支点間
距離を短く調整し、基準
階の梁成を小さくした 

病室 

L=5.4m 

病室 

病室 H=3350mmを実現 

外来関係のため、1Ｆには柱が計画できない

敷地北側の高さ
制限H=15m

北側の高さ制限15mの中で4層をま
とめることが地上に5層を実現す
る上で重要となる 

1F：外来・放射線関連諸室 
1F は計画上階高が高く設定される

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

基準階平面図（3階）

病室にでる柱型を小さくし、病室の有効面積を確保

□―500×950 □―800×800

雑壁を柱に利用

一般的な四角柱の案 扁平柱の案（改善案）
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設備部門

泉
いずみ

　 孝
たか

典
のり

生年月日　1982年 9月兵庫県生まれ
最終学歴　北海道大学大学院
　　　　　工学研究科修士課程修了
業務経歴　2008年㈱大林組入社
　　　　　2008年守山SC工事事務所
　　　　　2008年大阪本店設備設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　公務員宿舎伊丹住宅
2010年　阪急天六マンション
2010年　サムスン横浜研究所
2011年　堂島 2丁目マンション
2011年　神戸製鋼所本社ビル

■青年技術者のことば

建築͈形状操作́空気͈流ͦ͞光

͈差̱方͉΋ϋΠυーσ出来ͥȃ

私͉Ȃ設備設計者̦担う̧͓役割

͉Ȃ自然͈要素ͬ上手̩制御̱Ȃ

建物ͬ運用̳ͥ段階́Ȃ機械΀Υ

σΆーͬ出来ͥ限ͤ用い̈́い建築

計画ͬ目指̳̭͂ͅあͥ͂考え̀

いͥȃ平成すす年Ȃ私͉神戸製鋼所

本社Ϋσ͈新築計画ͅ携わͥ機会

ͬ得̹ȃ本ίυΐͿ·Π͉́Ȃ自

然換気͈促進͞Ȃ傾斜窓ͥ͢ͅ日

射負荷抑制̈́̓Ȃ省΀ΥσΆーͬ

実現̳̹͈ͥ͛建築形状̾ͅい

̀Ȃ関係者͂何度͜ΑΗΟͻͬ重

͇̹ȃ̭͈ίυΐͿ·Π́特ͅ貴

重̺̹͈͉̽Ȃ形状͈ΑΗΟͻ͂

連動́΀ΥσΆー低減効果ͬ試算

̱Ȃ意匠性̺̫̩́̈́Ȃ省΀Υ性

能ͬΟΎͼϋ͈指針̱͂̀形状ͬ

決定出来̹̭̺͂ȃ環境負荷͈低

減ͬ目指̱̹特徴的̈́έ͹΍ーΡ

͞自然換気ΏΑΞθ͉Ȃ当建物͈

ͺͼΟϋΞͻΞͻー͂̈́̽̀いͥȃ

一方́Ȃ̭う̱̹付加価値ͬ持̾

技術ͬ導入̳̹͉ͥ͛ͅȂ追加͈

初期投資̦必要̭̦͂̈́ͥ͂多いȃ

̷͈技術ͬ導入̳̹͉ͥ͛ͅȂ周

囲͈理解ͬ得̹͈ͥ͛説明̦必要

̦͂̈́ͥȂ̷͉ͦ容易̭͉̈́͂́

̈́いȃ私͉̭͈計画ͬ通̲̀Ȃ̷

͉ͦ設計者̱̥́引̧出̵̈́い価

値́あͤȂ長期的̈́視点́見̹時

ͅ有益̈́仕掛̫ͬȂ計画ͅ反映̳

ͥ試̷͙̭̦重要̺͂感̲̹ȃ今

後͉Ȃ̭͈経験ͬ͂͜ͅȂ建物ͅ

独自͈価値ͬ付加̧́ͥ設計者́

あͦͥ͢うȂ日々励ͭ́い̧̹いȃ

■すいせͭ者

大石晶彦

株式会社大林組ȁ大阪本店

建築事業部ȁ設備設計部長

神戸製鋼所本社ビルにおける環境配慮型技術の導入と運用評価
神戸製鋼所本社Ϋσ͉ȂΈσーί企

業各社̦入所̳ͥ神戸製鋼Έσーί

͈中枢́あͥȃ計画地͉阪神淡路大

震災́甚大̈́被害ͬ受̫̹地区ͅ位

置̱Ȃ折̱͜計画期間中ͅ発生̱̹

東北大震災̥ͣȂ耐震性͞事業継続

性ͅ配慮̱̹災害ͅ強い建物̳͂ͥ

̭͉͂必然́あ̹̽ȃ̯ͣͅȂ̭͈

地́歴史ͬ重͇̀い̩うえ́Ȃ持続

可能̈́建物̳̹͂ͥ͛Ȃ多̩͈省΀

ΥσΆー技術ͬ採用̱Ȃ環境配慮型

΂έͻΑ̱͂̀合理的́機能性ͅ優

̹ͦ建築・設備計画ͬ目指̱̹ȃ

● 建築形状による環境負荷
低減

ファサード計画
当計画͉́Ȃ日射負荷͈低減ͬ図ͥ

͓̩Ȃ外周窓面͉ͅびowごれ複層΄ρΑ

ͬ採用̱Ȃ外側ͅ向̫̀ た度傾斜ͬ

̵̹̀͜配置̱̀いͥȃ日射͉Ȃ΄

ρΑ面ͅ対̱̀Ȃ入射角̦大̧̩̈́

͕ͥ̓反射率̦大̧̩̈́ͥ͂いう΄

ρΑ͈特性ͬ生̥̱Ȃ傾斜角度̮͂

͈日射負荷͈低減率ͬ算定̱Ȃ意匠

性͂あわ̵̀検討ͬ重͇̹ȃ窓面形

状͈検討過程ͬȪ図ご じȫͅ示̳ȃ最

終的͉ͅȂέ͹΍ーΡͅ陰影ͬ持̹

̵̹ͥ͛小庇͜設̫Ȃ清掃͈̱易̯

͜ͅ配慮̱Ȃ傾斜͉ た度̱̹͂ȃ̷

͈結果Ȃ年間͈日射負荷͉Ȃ窓ͬ垂

直ͅ配置̳ͥ場合͂比͓̀たじさぜ％ͅ

抑えȂ空調設備͈熱源容量ͬ約じし％

低減̳̭̦ͥ͂出来̹ȃ

自然換気システム
ΓϋΗー΋ͺ平面͈中央部付近͉ͅȂ

す箇所͈外部吹抜̫͈΀΋ό΁ͼΡ

Ȫ図ご すȫȂ事務所΀ςͺ外周͈窓下ͅ

͉Ȃ外気取入̦ͦ可能̈́自然換気Α

ςΛΠͬ設̫̤̀ͤȂ事務所ご廊下間

̤͍͢廊下ご΀΋ό΁ͼΡ間͈開口ͬ

あわ̵̀手動開放̳̭ͥ͂́Ȃ自然

換気ͥ͢ͅ冷房負荷͈低減ͬ図̽̀

いͥȃ当ΏΑΞθ͉執務者ͤ͢ͅ運

用̯̤ͦ̀ͤȂ自然換気有効時͉ͅȂ

館内放送ͤ͢ͅΏΑΞθ͈積極利用

ͬ促進̱̀いͥȃせ～ そ月͈梅雨前

͂ だ～じじ月͈中間期͉ͅ空調ͬ停止

̳̭̦ͥ͂可能́Ȃ空調機器͈運転

時間ͬ抑え̭ͥ͂́空調΀ΥσΆー

͈削減ͬ図̽̀いͥȃ

●災害への対応
当建物͈ じ階床τασ͉Ȃ敷地周辺

地盤̥ͣ約じさせm̥̯上̬̳̭ͥ͂́

ȶ兵庫県発表͈津波被害警戒区域図ȷ

̤̫ͥͅ想定津波高̯ͬ上回ͥ地盤

τασ設定̱̤͂̀ͤȂ電気室̈́̓

͈主要機械室͉ す階以上ͅ設置̳ͥ

̭͂́Ȃ万一͈浸水ͬ回避̳ͥ計画

̱͂̀いͥȃ̹͘Ȃ災害時͉ͅ ぜ階

͈講堂・食堂΀ςͺͬ帰宅困難者ͬ

収容̳ͥ避難拠点̱͂̀使用̳̭ͥ

͂ͬ想定̱̤̀ͤȂ当΀ςͺ͈各設

備ͬ非常用発電機系統̱͂̀いͥȃ

̷͈他Ȃ受水槽͈͒緊急用遮断弁設

置ͥ͢ͅ水源確保͞緊急用汚水槽Ȃ

非常用発電機用燃料͈備蓄等Ȃ災害

ͅ対応̳ͥ設備ͬ備え̀いͥȃ

●運用評価
夏期̤̫ͥͅ一次΀ΥσΆー消費量

ͬȪ図ご ずȫͅ示̳ȃ単位面積当̹ͤ

͈一次消費΀ΥσΆー͉Ȃάー·͈

ぞ月́じすずさぞくMぱざ㎡・月ぐȂぜ～ だ月合

計́ぜじずさすくMぱざ㎡ぐ͂̈́̽̀いͥȃ一

般的̈́事務所Ϋσ͈一次消費΀Υσ

Άー̦年間́じぞしし～じたししȪMぱざ㎡ざ年ȫ

程度́Ȃ暖房期間ͅ比͓冷房期間͈

΀ΥσΆー消費量̦多い̭͂ͬ鑑͙

ͥ͂Ȃ夏期運用段階͉́非常ͅ΀Υ

σΆー消費量͈少̈́い建物́あ̭ͥ

̦͂分̥ͥȃ要因̱͉͂̀Ȃ傾斜窓

ͥ͢ͅ日射負荷抑制͂自然換気̈́̓

͈ΩΛΏή技術ͅ加えȂ高効率熱源

機器͞搬送機器͈高効率制御Ȃ全館

びEに͈採用͞Ȃ明̯ͥΓϋ΍ーͥ͢ͅ

照度制御͈̈́̓ͺ·Ξͻή技術͢ͅ

ͤȂ建物全体͈電力消費̦抑えͣͦ

̀いͥȃ夏期͈消費電力άー·日͈

電力使用量ͬȪ図ご せȫͅ示̳ȃ消

費電力͉Ȃ空調ͬ立上̬ͥ だ時ͅ

だぜそくをまhぐ́最大͂̈́ͤȂ単位面積あ

̹͉ͤ́せしさそくまざ㎡ぐ͂̈́̽̀いͥȃ

●今後の展望
運用ͬ開始̱̀約一年̦経過̱̹現

在Ȃ収集ΟーΗ͈解析ͬ行̤̽̀ͤȂ

̭͈結果͂Ȃ建物管理者̥ͣ得̹運用

情報ͤ͢Ȃ導入̱̹省΀ΥσΆー技術

͈効果ͬ最大限引̧出̳͓̩Ȃ最適運

用͈方法̾ͅい̀検討ͬ進͛̀いͥȃ

建物外観

FL

FL

事務室

垂直

ペリメーター
ピーク負荷

89.4kW/h
（基準）

82.5kW/h
（92.3%）

76.2kW/h
（85.0%）

73.5kW/h
（82.0%）

窓面からの
年間日射負荷

150,286MJ/年
（基準）

137,608MJ/年
（91.5%）

※Low-E（クリア）：Low-e（t＝8）＋A6＋PW6.8とした場合

125,483MJ/年
（83.5%）

122,471MJ/年
（81.5%）

窓形状

採用

小庇あり
8°傾斜4°傾斜

4° 8° 8°

8°傾斜

自然換気
スリット

8°

（図- 1）左：断面詳細図　右：外装の検討過程

事務室

エコヴォイド

事務室

事務室

空調機械室

防災
センター

エントランス
ホール

事務室

（図- 2 ）自然換気断面図
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ひ展示館͉ȶ書道文化͂世界ͬ学͐ȷ施設
́あͤȂ本館・書院・民族館・別館͈四̾
͈展示棟̥ͣ̈́ͥȃ今回͉Ȃ̭ͦͣ既存施
設ͬ取ͤ纏͛ͥ新展示棟̦計画̯ͦȂ大展
示室͈新設Ȃ恒温恒湿収蔵庫͈整備Ȃ公開
承認施設̱͈͂̀機能等̦求̹͛ͣͦȃ国
宝・重要文化財͈公開ͬ行う̹͈͛ȶ公開
承認施設ȷ̱͂̀機能̳̹͉ͥ͛ͅ様々̈́
課題̦あͤȂ文化庁͞東京文化財研究所͂
͈打̻合わ̵ͬ行い̦̈́ͣ設計ͬ進̹͛ȃ

【左奥、黒い建物が新展示棟】

●公開承認施設
公開承認施設ͅ関̱͉̀Ȃ文化庁告示第だ
号͈ȶ重要文化財͈所有者及͍管理団体以
外͈者ͥ͢ͅ公開ͅ係ͥ博物館̷͈他͈施
設ͅ関̳ͥ規定ȷ̦定̤͛ͣͦ̀ͤȂ温湿
度ͅ関̱͉̀文化財͈適切̈́保存環境ͬ維
持̳ͥ設備̦必要͂̈́ͥȃ

国宝・重要文化財の公開 
に関する取扱事項 

 
温度は摂氏22度、相対湿度は60±5% 
(年間を通じて一定に維持) を標準値とする
(外気温の変化に応じ緩やかな温度変動は良い)

【公開承認施設の承認までの流れ】
文化庁(美術学芸課)との打ち合わせ 

 
東京文化財研究所との打ち合わせ 

 
東京文化財研究所による環境調査 

 
開館5年間で重要文化財の公開3回以上

 
承認に必要な書類の提出、諸手続き 

 
文化庁による「公開承認施設」の承認 

ひ寺院͉Ȃ ぜ階建͈̀庫裡棟Ȃ平屋建̀
͈本堂̥ͣ̈́ͤȂ神戸͈中心街̥ͣ少̱
離̹ͦぱべ͈駅近̩ͅ位置̳ͥȃ電車̥ͣ
͈騒音̧̺̫ͬ́ͥ排除̳̭ͥ͂͂Ȃ一
方͉́閑静̈́住宅地ͅ位置̳̭̥ͥ͂
ͣȂ護摩供養等́発生̳ͥ建物内̥͈ͣ
騒音ͬ極力外部͒排出̱̈́い̭̦͂求͛
̹̹ͣͦ͛Ȃ各種騒音検討ͬ行い̦̈́ͣ
設計ͬ進̹͛ȃ
̹͘Ȃ本堂͈外陣͉ͅ多い時͉́すしし名
以上͈͜人̦集̭̥ͥ͂ͣ͘Ȃ̷͈大
空間͈́空調気流検討͜重要̈́課題͂
̹̈́̽ȃ̯ͣͅȂ護摩供養時ͅ必要͂̈́
ͥ護摩排気ͬい̥ͅ行いȂ建物全体͈́
΀ͺΨρϋΑͬい̥̥͂ͥ͜ͅ設計時重
要̈́εͼϋΠ̹̹͂̈́̽͛Ȃ様々̈́検討
ͬ行い̦̈́ͣȂͤ͢快適̈́空間作ͤͬ目
指̱̹ȃ

●本堂気流検討
本堂ͅあͥ外陣͉天井高̯ずさだmȂじぞさじm
×じたさぞm͈大空間́あͤȂ̭̭ͅすしし人以
上͈͜人̦集ͤ͘数時間滞在̳̭ͥ͂
͜あ̹ͥ͛Ȃ̭͈空間͈́気流検討͉
慎重ͅ進͛ͥ必要̦あ̹̽ȃ暑い・寒い
͂い̹̽·τーθ̦出̈́い͢うȂ事前ͅ
吹出口く高̯ずさぜｍぐ̥͈ͣ冷房時Ȃ暖房
時̤̫ͥͅ気流分布予測ͬ行いȂ居住者
ͅ気流感ͬ与え̴Ḁ̑̾十分̈́空調̦́
̧ͥ吹出口͈形状͞面風速͈計画等ͬ進
̹͛ȃ

●騒音検討
護摩供養͈際͉ͅ約じすしししりmh͈護摩排気
̦必要͂̈́ͤȂそぜるど以上͈騒音̦発生̳
̹ͥ͛Ȃ消音型έ͹ϋͬ採用̱̹時͈効
果等Ȃ様々̈́騒音対策ͬ検討̱̹ȃ
̹͘Ȃ護摩供養͈際͉ͅじじしるど以上͈͜騒
音値̦予測̯̹ͦͥ͛Ȃ敷地境界線上́
͈騒音τασ予測ͬ行いȂ騒音規制上Ȃ
問題̦無い̭͂ͬ確認̱̹ȃ

設備部門

堤
つつみ

　 美
み

沙
さ

子
こ

生年月日　1978年10月福岡県生まれ
最終学歴　2003年九州大学大学院
　　　　　 人間環境学府 空間システ

ム専攻修士課程修了
業務経歴　2003年鹿島建設㈱入社
　　　　　建築設計本部
　　　　　 2005年～現在、関西支店

建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2006年　 京信西宇治、M寺院、T寺

院、W寺院
2007年　 ナガオカ貝塚工場、京信滋

賀、京信松井山手、大光江
坂マンション、南港アーバ
ンビル

2008年　 インタープラネット江坂、
関西UB新大阪、O寺院、京
信西大路

2009年　 御堂筋共同ビル、おたべ京
都工場増築

2010年　 ラウンドワン難波、美杉会
有料老人ホーム

2012年　 Bタワー浸水対策、京信北
大路

2013年　 K展示館、K寺院、S社長田
ビル、浜辺通Kプロジェクト

2014年　 ポートアイランドKプロジェ
クト、関西UB山科

■青年技術者のことば

社会͈ΣーΒ͉変化ͅ富̤ͭ́

ͤȂ省΀Υ͞節電ȂΓ΅νςΞͻ

̈́̓幅広い分野̤ͅい̀施主̥ͣ

͈要望ͬ受̫Ȃ最適̈́方針ͬ決定

̱̀い̩必要̦あͥȃ限̹ͣͦ予

算͈中́ͤ͢効果͈高い環境配慮

技術ͬ導入̱̦̈́ͣȂ̷͈ͦͣ設

計̥ͣ運用́͘ͅ責任ͬ持̻Ȃ最

適̈́ͺΡΨͼΆ̧̦ͥ設計者ͬ

目指̱̀いͥȃ̹͘Ȃ最適̈́設計

̳ͬͥ為͉ͅȂ幅広い分野̤ͅ

̫ͥ情報入手͜怠͉̽̀̈́ͣ̈́

いȃ常ͅ様々̈́情報ͅͺϋΞ΢ͬ

張ͤȂ最新技術ͬ取ͤ入̦ͦ̈́

ͣȂ自分͈技術力͜磨い̀い̧̹

いȃ̯ͣͅȂ女性設備設計者・主

婦・二児͈母̱͂̀Ȃ女性̈́ͣ́

͉・母親̧͉͈̈́ͣ́͛細̥̈́気

配ͤ・配慮ͬ設計ͅ活̵̥ͥ΀ϋ

ΐΣͺͬ目指̱̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

菅野忠司

鹿島建設株式会社ȁ関西支店

建築設計部長

Ｋ展示館　～公開承認施設として機能する設計への挑戦～

Ｋ寺院　～各種騒音検討と本堂大空間の気流検討～

●収蔵庫の空調設備
公開承認施設͈基準ͬͤ͢合理的ͅ実現
̧́ͥ͢うȂ空調方式͈比較検討ͬ行いȂ
収蔵庫͈空調͉恒温恒湿用͈冷専ΩΛ
ΉーΐȂ蒸気加湿器Ȃ電気ΪーΗーȂ全
熱交換器͈組͙合わ̵ͬ採用̱Ȃ安定̱
̹温湿度空間͈実現ͅ取ͤ組̺ͭȃ

●収蔵庫天井裏の結露検討
冬期Ȃ収蔵庫̥ͣ高湿͈空気̦天井懐ͅ流ͦ込̺ͭ場合͈収蔵庫上部屋根裏面͈́結露発
生ͅ関̳ͥΏηντーΏοϋͬ行いȂ結露̦発生̱̈́い̭͂ͬ確認̱̹ȃ

●収蔵庫内気流シミュレーション
収蔵庫͉ͅ安定̱̹温湿度͂緩̥̈́͞気流分布̦求̹͛ͣͦͥ͛Ȃ気流ΏηντーΏοϋ
ͤ͢ͅ温度・気流͈分布ͬ確認̱̦̈́ͣȂ制気口͈位置・΍ͼΒ等ͬ決定̱̹ȃ

●窓まわりの温熱環境検証
υΫー͈窓͘わ̤̫ͤͥͅ温熱環境ΏηντーΏοϋͬ行いȂ夏季Ȃ冬季͈温熱環境・結
露ͅ関̳ͥ検証͞窓͘わ͈ͤ˩ˮ˰く平均放射温度ぐ͈確認ͬ行̹̽ȃ

EA

OA

O
A

RA
VD

VD

VD

全熱交換器

プレ＋ケミカルフィルターA・B

フィルターBOX

電気ヒーター

直膨コイル

蒸気発生器PAC

DS

SA

PFD

PFD

収蔵庫蒸気加温

OA

【収蔵庫空調系統図】

【流入空気無】 【流入空気有】

【収蔵庫内温度分布】 【収蔵庫内気流分布】

【夏季MRT（AM12：00）】【冬季MRT（AM9：00）】
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【暖房時　面風速 3.0m/sでの吹き出し】
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【護摩供養時の敷地境界での騒音値】
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【標準型と消音型ファンの騒音値比較】
問題̦無い̭͂ͬ確認̱̹ȃ
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【敷地境界での検討位置】
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生年月日　1978年 6月広島県生まれ
最終学歴　 2001年　山口大学
　　　　　工学部　機械工学科卒
業務経歴　2001年㈱竹中工務店入社
　　　　　2004年～広島支店設計部
　　　　　2012年～大阪本店設計部

●担当した主なプロジェクト
2002年　不二電機本社ビル
2003年　小林邸
2005年　天満屋岡山駅前ビル
2006年　福山蔵王病院
2008年　岩谷産業中国支社
2009年　イオンモール広島祗園
2011年　西大寺グリーンテラス
2012年　寺岡整形外科病院
2014年　岡山川崎病院（建設中）

■青年技術者のことば

近年͈設備設計者ͅ求͛ͣͦͥ

役割͉Ȃ地球環境͈͒配慮ͬ第

一ͅȂ地域環境Ȃ温熱環境Ȃ安

全・安心̈́̓様々̈́ȶ環境͈͂融

合ȷ́あͥ͂考えͥȃ̹͘Ȃ建設

͉経済活動́͜あ̹ͥ͛Ȃ経営環

境ͅ関わͥ΋ΑΠȪͼΣΏλσ・

ρϋΣϋΈȫ͜重要̈́έ͹·Ηー

́あͥȃ私͉Ȃ設備全般Ȫ電気・

衛生・空調・昇降機ȫ͈設計及͍

監理͈担当者̱͂̀ȶ寺岡整形外

科病院ȷȶͼ΂ϋκーσ広島祗園ȷ

ͅ携わͤȂ建築主ΣーΒͬ͏͘え

̾̾Ȃ΋ΑΠΨρϋᾼ͜配慮̱

̹設備計画ͅ取ͤ組̺ͭȃ

す͈̾ίυΐͿ·Πͬ通̱̀Ȃ建

築͂設備̦一体̭̈́ͥ͂́ͅȶ建

物機能͈向上ȷ͂ȶ環境͈͂融

合ȷͬ図̭ͦͥ͂͞Ȃ設計時ͅ想

定̧́̀い̥̹̈́̽課題ͬ施設͈

運用́͘ͅ踏込͚̭͂́解決̧́

ͥ͂いう̭͂ͬ実感̱̹ȃ̭ͦͣ

͈経験ͬ活̥̱Ȃ今後͜設備設計

者͈大切̈́ηΛΏοῧ̱̀建築

計画͞設備運用͒積極的ͅ携わ̽

̀研鑽ͬ積͙Ȃ最良͈作品ͬ̾

̩̽̀い̧̹いȃ

■すいせͭ者

隅ȁ和弘

㈱竹中工務店大阪本店

設計部設備部長

医療施設と商業施設における環境と融合する設備計画

■寺岡整形外科病院
福山市中心部ͅ位置̳ͥ整形外科ͬ

主体̱̹͂中規模病院͈建替・改

修工事́あͥȃ建築主ΣーΒ́あͥ

ȶ親̱ͦ͘Ȃ信頼̯ͦͥ病院ȷͬ ΋ϋΓ

ίΠ̱͂̀Ȃ設備設計ͅ取ͤ組̺ͭȃ

●自然の恵みを活かした
　やすらぎの空間の創出
病院最上階͈講堂͉Ȃ会議͞ςΧΫ

ς̴͈͙̈́ͣȂ΋ϋ΍ーΠ・勉強会

̈́̓積極的̈́地域交流ͬ図ͥ場͂位

置̫̿Ȃ̭̭ͅ自然͈恵͙ͬ活̥̱

̨̹̳͈ͣ͞空間ͬ創出̱̹ȃ講堂

͈屋根͉Ȃ開放的̈́空間͂高窓̥ͣ

͈自然採光ͬ確保̳̹ͥ͛ͅ傾斜̱

̤̀ͤȂ̭͈形状ͬ活̥̱̀日射΀

ΥσΆーͬ最大限利用̧́ͥΩΛΏ

ή換気ΏΑΞθͬ構築̱̹ȃ̹͘Ȃ

日射ͬ効率的ͅ集熱̳̹ͥ͛ͅ屋根

材͉暗色͈΄σΨΣ;θ鋼板ͬ使用

̱Ȃ断熱材͉屋根面͉̩́̈́天井面

ͅ設置̱̹ȃ

●パッシブ換気システムの
　挙動と効果
ΩΛΏή換気͉日射͈あͥ時間帯ͅ

有効̈́ΏΑΞθ́あͥȃ確実̈́省΀

ΥσΆー性ͬ確保̳̹ͥ͛Ȃ換気口

͈κーΗΘϋΩー͂温度Γϋ΍ーͬ

設置̱Ȃ季節ͥ͢ͅ換気口開閉͞Ȃ

温度条件ͅ応̲̹έ͹ϋ発停ͬ最適

ͅ制御̳̭ͥ͂ͬ考え̹ȃȪ図ご じȫ

中間期͉Ȃ日射ͤ͢ͅ暖̹͛ͣͦ天井

内空気͂室内͈͂温度差͈浮力̦生

̲Ȃ傾斜屋根ͅ沿̽̀上昇̱Ȃ最頂部

̥ͣ排出̯ͦͥȃ外気温度̦低い時ͅ

講堂下部ͤ͢涼̱い空気ͬ取入ͦͥȃ

夏期͉Ȃ最底部̥ͣ最頂部͈換気口

͒空気̦流ͦͥ͢う̱ͅȂ天井内排

熱ͬ行い屋根面̥͈ͣ熱負荷ͬ抑制

̳ͥȃ

冬期͉Ȃ換気口ͬ全閉̱Ȃ日射ͤ͢ͅ

暖̹̽͘天井内空気ͬ循環έ͹ϋ͢ͅ

ͤ室内͒導入̳ͥȃ室内ͤ͢͜天井内

温度̦高い時ͅ暖房͈補助ͅ利用̱Ȃ

΍ー΅ντーΏοϋ効果ͤ͢ͅ温度分

布ͬ均一化̱Ȃ快適性ͬ高̹͛ȃ

気象条件ͅ応̲年間ͬ通̱̀利用̳ͥ

̭͂́Ȃ約た％͈空調΀ΥσΆーͬ削

減̱̹ȃ̹͘Ȃ自然΀ΥσΆー利用͈

観点̥ͣȂ設備機械͈͙ͅ頼̴ͣȂ講

堂下部͈換気窓͉手動開閉̱̹͂ȃ

●病院の安全・安心
中規模病院͈初期投資ͅ配慮̱̾̾

最大͈効果ͬ得ͥ災害対策ͬ行̹̽ȃ

■電力の確保
既設発電機͈対象負荷͉Ȃ防災＋保

安Ȫ火災切離ȫ͂容量̦限ͣͦ̀い

̹ȃ̷̭́Ȃ新設発電機͉大規模災

害ͥ͢ͅ火災停電時͜ͅ供給̧̦́

ͥ保安負荷͈対象ͬ大幅ͅ増̱̹͞ȃ

̹͘Ȃ既設発電機͉防災用̷͈͒͘͘

利用̱Ȃ新設発電機͉将来͈既設発電

機͈更新ͅ備え̀防災負荷分ͬ見込͚

̭͂́Ȃ今回͈工事中ͅ発電機ͬ追加

設置̳ͥιςΛΠͬ理解̱̀ͣ͜いȂ

採用ͅ至̧̭̦̹ͥ͂́ȃȪ図ごすȫ

既設発電機

新設発電機
スプリンクラーポンプ（既設）

ポンプ（上水・井水・吸引）

医療ガス機器・冷蔵庫・医療モニター

手術室・病室・ＳＳ等の電源

スプリンクラーポンプ（将来）

手術室・サーバー室の空調

既設発電機

新設発電機
スプリンクラーポンプ（既設）

ポンプ（上水・井水・吸引）

医療ガス機器・冷蔵庫・医療モニター

手術室・病室・ＳＳ等の電源

スプリンクラーポンプ（将来）

手術室・サーバー室の空調

図- 2　既設・新設発電機と対象負荷

■給水の確保
災害時͈断水ͅ備えȂ既存井戸ͬ利用

̱Ȃまな洗浄水͞散水̺̫̩́̈́掃除流

̱͜井水͈対象̱̹͂ȃ病院内ͅ設置

̯ͦͥ水栓́井水͂上水̦使用̧́ͥ

͢うͅ給水 す͈重化ͬ図̹̽ȃ

図- 1　講堂のパッシブ換気システム

温度条件 状態 換気口① 換気口② 換気口③ ファン 温度条件 状態 換気口① 換気口② 換気口③ ファン 温度条件 状態 換気口① 換気口② 換気口③ ファン

外気＞室内 自然換気あり 開 閉 開 停止 天井＞室内 暖房利用あり 閉 閉 閉 運転

外気＜室内 自然換気なし 閉 閉 閉 停止 天井＜室内 暖房利用なし 閉 閉 閉 停止
停止

夏期の天井内排熱

開開閉天井内排熱外気＞室内
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昇

天井換気開口

自然換気口③
（ダンパー閉）

自然換気口①
（換気窓閉）

講堂

天井内
自然換気口②
（ダンパー閉）

暖められた空気を室内へ
循環ファンによって吹出

循環ファン
（運転）

T1T2＞

T2

T1 T2：温度センサ

■イオンモール広島祗園
広島市郊外ͅ建設̯̹ͦ大型商業施

設́Ȃȶ人͞地域ͅ配慮̱̹環境̩̿

ͤȷͬ΋ϋΓίΠͅ環境負荷低減ͬ

推進̱̹ȃ̹͘Ȃ΂ーίϋ後ͅ生̲

̹課題解決ͅ取ͤ組̺ͭȃ

●地球環境への配慮
κーσ通路͈照明͉省電力・長寿命

̈́びEに間接照明ͬ採用̱Ȃ従来店舗́

͉たししびァ͈床面照度ͬぜししびァ͂低̩設

定̱̹ȃ反射率͈高いΓρηΛ·Η

ͼσ床͞白αーΑ͈΃ρーΑ΅θͬ

採用̱Ȃ視覚ͥ͢ͅ感覚的̈́明̯ͥ

感ͬ向上̵̯補う照明計画̳̭͂ͥ

͂́通路部照明͈年間消費電力量ͬ

約せしが低減̱̹ȃȪ図ご ずȫ

̷͈他Ȃ氷蓄熱熱源Ȃεϋίͼϋ

ΨーΗȂ太陽光発電Ȃ照明͞΀Α΃

τーΗ͈人感Γϋ΍ー発停等͈採用

ͤ͢ͅ環境負荷低減ͬ図ͤȂ年間́

約じこそししt͈なぶす削減効果ͬ見込͙Ȃ従

来同規模店舗͂比͓約じし％低減̱̹ȃ

●冬期の店内寒さ改善
ΏοΛάϋΈΓϋΗー͈空調͉年間

冷房主体́Ȃ建設地͉冬͜比較的温

暖̈́地域͈̹͛Ȃ他店舗ͅ倣い当施

設͈ΓϋΠρσ熱源͉冷水͈͙͈計

画̱̹̦͂Ȃ΂ーίϋ後ͅ店内̦寒

い͂いう課題̦生̲̹ȃ冷熱源͈͙

͂いう条件下́Ȃ冬期͈店内温度ͬ

上̬̹ͥ͛ͅȂӱねなぼ熱回収運転͢ͅ

ͥ店内͈͒外調機吹出温度͈昇温Ȃ

Ӳ熱源切離̱運転ͥ͢ͅ冷水循環温

度͈昇温ͬ提案・実施̱̹ȃ

当初Ȃ寒い΀ςͺ͈έ͹ϋ΋ͼσξ

ΣΛΠȪ以降ねなぼȫ͈大部分ͬ停止̱

̀い̹̦Ȃ̭ͦͬ積極的ͅ運転̱Ȃ

内部発熱ͬねなぼ̀ͅ熱回収̳̭ͥ͂́

冷水循環温度ͬ昇温̵̯Ȃ外調機吹

出温度ͬ高̩̱̹ȃ̹͘Ȃ冬期͜冷

熱源ͬ運転̱̀い̹̦Ȃ熱源͈切離

̱ͬ行いȂΰΛΘーΨͼΩΑ経由͈

す次側系統́冷水循環̵̯Ȃ省΀Υ

͜ͅ配慮̱̦̈́ͣ更ͅ冷水循環温度

ͬ高̩̱̹ȃ対策後͈店内温度͉Ȃ

じぞ℃̥ͣすし℃ͅ上昇̱Ȃ熱源・搬送

動力ͬ増̭̩͂̈́͞冬期͈室内環境

ͬ改善̧̹́ȃȪ図ご せȫ

図- 3　モール通路の照明

改 善 前 改 善 後

SOA 16℃

OA 5℃

内部発熱

外皮

外調機

室温
20℃

外気温より高い冷水
と熱交換し昇温

ＦＣＵ全台数運転
による熱回収

②熱源切離し運転による冷水循環温度の昇温

①FCU熱回収運転による店内
への外調機吹出温度の昇温

2次
ポンプ

1次
ポンプ

ヘ
ッ
ダ
ー
バ
イ
パ
ス

建物内

RASA

FCU

RASA

FCU

冷水循環温度 19℃

冷
熱
源

氷
蓄
熱SOA 13℃

OA 5℃

内部発熱

外皮

外調機

室温
17℃

寒いエリアの
ＦＣＵは停止

2次
ポンプ

1次
ポンプ

ヘ
ッ
ダ
ー
バ
イ
パ
ス

建物内

RASA

FCUFCU

冷水還り温度 15℃

冷水往き
温度９℃

停止

氷
蓄
熱

冷
熱
源

図- 4　改善前・改善後の空調システムの運用
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中
なか

村
むら

友
とも

久
ひさ

生年月日　1982年 3月栃木県生まれ
最終学歴　 東京理科大学大学院理工

学研究科建築学専攻修士
課程修了

業務経歴　2006年清水建設㈱入社
　　　　　設計本部設備設計部 2部
　　　　　 2008年OSSプロジェクト

設計室
　　　　　 2010年設計本部設備設計

部 2部
　　　　　 2011年～関西事業本部設

備設計部
●担当した主なプロジェクト
2008年　シャープ堺工場
2011年　新豊洲データセンター
2011年　豊島東京本社
2011年　五島美術館増改修
2013年　 特別養護老人ホームベルファ

ミリア
2014年　 河内長野ガス本社・防災支援

施設
2014年　Ｂ総合病院

■青年技術者のことば

設備設計者ͅ求͛ͣͦͥΣーΒ

͉Ȃ東日本大震災以降Ȃ当社͜推

進̳ͥȶれりoȷ͂ȶどなPȷͅ重点̦

置̥ͦȂ̯͉ͣͅ省΀Υ実施͢ͅ

ͥめEど化実現Ȃ省΀Υͅ特化̱̹

補助金事業͞新規格ばSぶ͈取得̈́

̓広範囲ͅ及ͭ́いͥȃͤ͢今͘

́以上ͅ設備計画̦ίυΐͿ·Π

͈核͂̈́ͥ時代̈́̽̀ͅいͥȃ

設備設計者͉Ȃ決̹͛ͣͦ計画通

ͤͅ邁進̳͈͉̩ͥ́̈́Ȃ常ͅ広

い視野ͬ持̽̀新̱い情報ͬ習得

̱続̫̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ

̹͘Ȃ個͈能力Ȃ個͈部署̺̫́

͉限界̦あͤȂ専門技術ͬ持̾΍

εーΠ部署͞施工者Ȃ引い͉̀客

先͂一体͂̈́̽̀ίυΐͿ·Πͬ

推̱進̭͛ͥ͂́Ȃ完成̯̹ͦ建

築Ȃ客先͜喜͐建築̳̭̦͂ͥ͂

̧́ͥ͂考えͥȃ

■すいせͭ者

浅野勝弘

清水建設㈱関西事業本部

設備設計部部長

河内長野ガス本社・防災支援施設
～eco-BCPのつくり込みとISO50001取得に向けた協力
当ίυΐͿ·Π͉́Ȃ建築主̦非常
ͅ防災ͅ力ͬ入̤ͦ̀ͤȂ河内長野
市͂防災支援協定ͬ締結̱̹̭͂Ȃ
省΀Υͅ対̳ͥ関心̦高い̭͂͢ͅ
ͤȂ設備設計者͈目線̥ͣ省΀Υ・
防災・地域貢献ͬ΅ーワーΡͅ建築
主͂直接打合̵̱ͬ̀Ȃ期待ͅ沿̽
̹提案̵̯ͬ̀い̹̺い̹ȃ地域΀
ΥσΆー供給ͬ担う企業͈拠点̱͂
̀ȶ平常時͜災害時͜強̩頼̦ͤい
͈あͥΫσȷͬ目指̱̹ȃ

●eco-BCP
特ͅ力ͬ入̹͈̦ͦȂれりoごどなP͂いう
考え方̳́ȃ
平常時͉ͅȂ省΀Υ機能͈実践͢ͅ
ͥ環境負荷低減͞Ȃ΀ΥσΆー͈見
えͥ化ͬ施̱̹Ώοーσーθͬ利用
̱̹顧客͈省΀Υ啓蒙Ȃ̹͉͘防災
΋ηνΣΞͻ͈場͂̈́ͥȃ
災害時͉ͅȂ΀ΥσΆー供給企業͂
̱͈̀事業継続̺̫͉̩́̈́Ȃ複数
͈防災支援機能ͬ備え持̭̾͂́災
害対策本部͈設営ͬ可能̱͂Ȃ隣接
公共施設͈͒΀ΥσΆー供給͞Ȃ地
域団体等͈支援活動͈場͈提供͢ͅ
ͤȂ地域貢献̳̭ͥ͂͜可能͂̈́̽
̹ȃȪ図ご じȫ

● ISO50001取得に向けた
協力

○ISO50001の取得実現
建築主͂協力会社͂当社設計者̦΋
ϋΕーΏͺθ組織ͬ形成̱Ȃ一体
͂̈́̽̀ばSぶぜしししじ取得ͅ向̫̀取ͤ
組͙ͬ実施̱̹ȃ経済産業省͈͒提
出資料作成͞工事中͈建物͈΋ΑΠ
調整͞発注・工期ͬ踏͘え̹΋ϋΠ
υーσͬ行いȂ建築主͈ばSぶぜしししじ取
得ͅ協力̧̹́ȃ
○当社の取組み（計画段階）
当ίυΐͿ·Π͈設計者̱͂̀Ȃ΀

ΥσΆー方針・΀ΥσΆー計画͈部
分́協力ͬ実施̱̹ȃ
要求事項等͈計画͈͒ͼϋίΛΠȂ
΀ΥσΆー消費ͅ関連̳ͥ因子͈洗
い出̱Ȃ因子͂΀ΥσΆー消費͈͂
関係̾ͅい̀Ȃ新旧Ϋσ͈試算・比
較ͬ行いȂ΀ΥσΆーαーΑρͼϋ
͈想定ͬ行̹̽ȃ
○当社の取組み（運用段階）
当社内̀ͅȂどEMS͈導入͞運用段階
͈改善提案̳ͬͥ部署͂連携ͬ͂ͤȂ
建築主͒提案̱Ȃ̹͘分析・改善提
案ͤ͢ͅ更̈́ͥ省΀ΥσΆーͬ実践
̱̀い̧̹いȃ

B総合病院
～補助金事業への協力と病室換気制御の導入検討

●補助金事業への協力
設計段階́複数͈省΀ΥσΆーΏΑ
Ξθͬ採用̧̹̭́͂́Ȃ補助金事
業͈͒挑戦ͬ行う̧̭̦̹͂́ȃ応
募要項ͅ合致̳ͥ補助金事業͈絞ͤ
込͙ͬ行いȂ病院͒提案̱Ȃす種類͈
補助金事業͈͒応募̹͂̈́̽ȃ最終
検査͉ͅȂ病院・設計・施工・営業
̦一丸͂̈́̽̀取ͤ組̺̭ͭ͂͢ͅ
ͤ交付確定ͬ実現̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

● 病室の臭気実測による換気
制御の導入検討

○目的
多床病室́室内͈臭気̦ じ日͈中́
͈̓͢う̈́挙動ͬ示̳̥ͬ把握̱̀Ȃ
換気風量制御ͬ効率的ͅ行いȂ省΀
ΥσΆー換気ΏΑΞθ採用ͅ繋̬ͥ
̭͂ͬ目的̱̹͂ȃ室内͈臭気͈濃
度ͬ実測̳̭ͥ͂́室内̤̫ͥͅ臭
気͈発生・低減ͬ経時的ͅ実測̱Ȃ
適切̈́病室͈換気ΏΑΞθͬ導入̳
ͥ一助̱̹͂いȃȪ図ご ずȫ
排気έ͹ϋ͉Ȃ す回換気時͉ す台運
転̱̀臭気濃度̦低い場合͉ͅȂ排
気έ͹ϋ͉ じ台運転̱̀ じ回換気͂

̳ͥ台数制御運転ͬ行う̭͂́省΀
ΥσΆー化ͬ図ͥȃȪ図ご せȫ
○結果
実測結果ͤ͢ͅȂ臭気発生̦少̈́い
͂考えͣͦͥ病室͉Ȃ食事又͉あͥ
ͼαϋΠ͈͙ͅ対̱臭気強度̦高̩
̭̈́ͥ͂Ȃ夜間ͬ含̷̹͈͛他͈時

間帯͉ͅȂ臭気強度̦比較的低い状
態̹͂̈́̽ȃȪ図ご ぜȫ
はEとSͅ規定̯ͦͥ最小外気量͈目安
す回ざh換気ͅ対̱Ȃ臭気発生̦懸念
̯ͦͥ科目ͬ除い̀Ȃ夜間ͅ じ回ざh
換気̳͂ͥ換気量制御̦効果的͂考
えͣͦͥȃ

臭気曲線

経過時間

朝食

タイマー制御
臭気濃度

昼食 夕食

朝　　　　　 　昼　　　　　  夜

2回/h

1回/h

外気導入量

ﾆｵｲｾﾝｻｰ① ﾆｵｲｾﾝｻー ② 臭気強度

EA
EA

SOA

OA

OA

SO
A

EA

特床室 WC WC

ファン

C/C
H/C

2床室 廊下

外調機

EA

EA EA EA EA

オ（小）

セ
ン
サ
ー［
V］

オ（小） オ（小） オ（小）

臭気強度4＞

臭気強度3

臭気強度2
臭気強度1

5

4

3

2

1

0
0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時

オ（大）
オ（小）食 食 食

 

環境側面（計画のエネルギーレビュー）

ISO50001

ISO14001

化
学
物
質
管
理

排
ガ
ス
管
理

排
水
管
理

水
使
用
量
削
減

紙
使
用
量
削
減

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善

廃
棄
物
削
減

管
理
面
の
深
さ

Plan
（計画）
エネルギー方針
エネルギー計画

Act
（処置・改善）

平常時

省エネ機能（eco） 防災支援機能（BCP）

災害時
本社機能　＋　ショールーム

・環境負荷低減

・エネルギーの見える化

・防災コミュニティの場

設備：BEMS

　　（系統連携・デマンドレスポンス

　　・見える化）

設備：超節水型トイレ

設備：タスク＆アンビエント照明

設備：LED照明

設備：人感センサー

設備：電気自動車充填設備の設置

設備：発電タイプGHP

設備：木質ペレット焚吸収冷温水機

設備：太陽光発電20kw

設備：ソーラー外灯

設備：コジェネ（ガス式）

　　　35kw×2

設備：緊急排水槽

設備：井水の利用

設備：3日分の受水槽容量

設備：市民センターへの電源供給

設備：LPGボンベによる仮設供給

外構：マンホールトイレ

外構：かまどベンチ

外構：炊き出し支援

地域防災支援拠点

・河内長野ガス災害対策本部

・周辺施設へのエネルギー提供

・地域団体等の支援活動をサポートする為

マネジメントレビュー
継続的改善

Do
（実行）
実施および運用

Check
（点検）

監視・測定および分析
内部監査、不適合の是正

予防処置

図- 1．eco-BCPの要素 図- 2 ．ISO50001概要

図- 3 ．運転制御事例 図- 4 ．換気システムフロー図

図- 5 ．内科患者5床室 実測結果（夏期）
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西
にし

山
やま

敏
さと

史
し

生年月日　1983年 2月千葉県生まれ
最終学歴　 2003年有明工業高等専門

学校建築学科卒業
業務経歴　2003年㈱竹中工務店入社
　　　　　2004年大阪本店設備部
　　　　　2010年大阪本店設計部
　　　　　2012年大阪本店設備部
●担当した主なプロジェクト
2004年　ダイヤモンドシティ北花田
2005年　三井倉庫北大阪事務所
2006年　パルティーレ神戸
2006年　 ダイワロイネットホテル神

戸三宮
2006年　朝日生命三宮ビル耐震改修
2007年　Jレップロジステーション神戸
2008年　アーバンテラス三宮改修
2008年　フジッコ本社増築
2008年　UCC神戸本社空調改修
2009年　エスタシオンデ神戸改修
2010年　正導会神野修行所
2010年　ピオレ姫路
2012年　りそな梅田ビル改修
2012年　 三井住友銀行大阪中央ビル

改修
2013年　ニッケ四ツ橋ビル耐震改修
2013年　堂島アクシスビル空調改修

■青年技術者のことば

近年あͣͥ͠情報̦ΥΛΠワー·

ͬ介̱̀通信̯ͦͥ時代ͅあ̽

̀Ȃ通信ΏΑΞθ障害͉社会問題

͈̮̩͂頻発̱̤̀ͤȂ同時ͅ電

気関連͈事故ͅ対̳ͥςΑ·͉非

常ͅ高̩̈́̽̀い̭ͥ͂ͬ感̲̀

いͥȃ̷̱̀Ȃ設備技術͈高度化

͜相̽̀͘我々設備技術者ͅ対̳

ͥ知識・技術的̈́要求̳̳͘͘͜

高̽̀͘いͥȃ

若手設備技術者́あͥ私̦̭͈͢

う̈́重要機能施設͈基幹設備͈改

修ίυΐͿ·Πͅ関わ̭̦ͥ͂́

̧Ȃ時͉ͅ行̧詰ͤ͘苦̱͙̦̈́

ͣ解決方法ͬ模索̧̹̭͉́͂今

後͈設備技術者̱͈͂̀私自身͈

大̧̈́励͙͂̈́ͥ経験́あ̹̽͂

非常ͅ有難̩感̲̀いͥȃ̹͘Ȃ

本ίυΐͿ·Π̦建築主͈信頼͂

安心感͈中́完了̧̳̭̦ͥ͂́

̹̭͂ͅ対̱Ȃ計画̥ͣ実施ͅ携

わ̹̳͓͈̽̀方々ͅ感謝͈気持

̻́い̽͋い́あͥȃ 

私自身Ȃ今後͜尚一層͈自己研鑽

ͬ図ͤȂ設備΀ϋΐΣͺςϋΈ力

ͬ磨̩̭͂́社会̯ͣͅͅ貢献̱

̀い̫ͥ͢う努力ͬ続̫̀い̩所

存́あͥȃ

■すいせͭ者

吉川ȁ淳

㈱竹中工務店大阪本店設備部長

大規模電算ビルにおける非常用発電機増設工事～建物機能を維持しながらの施工計画と実施～
当ίυΐͿ·Π͉Ȃ東日本大震災ͬ

背景ͅ高ͥ͘どなP対応͈強化ͬ目的͂

̱̀Ȃ既存͈すこぜししをVと͈発電機 す基

͈う̻ じ基̦故障̱̹場合͈ΨΛ·

ͺΛί用̱͂̀Ȃ̯ͣͅじこしししをVと͈

発電機ͬ じ基増設̳͈ͥ́͜あͥȃ

ίυΐͿ·Π最大͈ηΛΏοϋ͉Ȃ

大規模電算ΓϋΗー́あͥ本建物͈

機能ͬ限̩ͤ̈́維持̱̹状態́ͤ͞

遂̬̭ͥ͂́あ̹̽ȃ̭͈使命ͬ達

成̳ͥͅあ̹̽̀Ȃ直面̱̹種々͈

問題点̭͈͂ͦͣ解決ͅ向̫͈̀私

͈取ͤ組͙̾ͅい̀説明̳ͥȃ

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

高圧母線6,600V.

特高22kV
2回線引込

今回増設

増設発電機機と同期
させるため要更新

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

同期

同期同期

（図- 1）計画概要

●施工上の問題と対策
当電算Ϋσ͉建物地下ͅすこぜししをVと͈

非常用高圧発電機̦ す基備わ̤̽̀

ͤȂ停電時ͅ自動起動及͍自動同期

運転̳ͥΏΑΞθ͂̈́̽̀いͥȃ増

設発電機͜既存発電機͈͂同期運転

̦不可欠́あͤȂ̽̀͢発電機盤類

͜全̀更新̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ通常

高圧発電機͈増設͉高圧電路͒接続

̳̹ͥ͛計画停電ͬ伴うȃ̹͘同期

運転͈̹͉͛ͅȂ一時的ͅ既存͈発

電機機能ͬ停止̳ͥ必要̦あͥȃ 

一方Ȃ当該電算ΓϋΗー͉西日本広

域͈膨大̈́ΟーΗ̦すせ時間ずそぜ日絶え

間̩̈́送受信̯ͦȂ瞬時͈停電́͜

多大̈́損害̦発生̱Ȃ万一͈停電時

ͅ発電機̦動̥̈́い状態͉́被害̦

̯ͣͅ拡大̳̹ͥ͛Ȃ計画当初̥ͣȂ

ȶ無停電ȷ＋ȶ発電機͈機能停止͉休

日深夜ȷ͂いう施工条件̦建築主͢

ͤ提示̯̹ͦȃ

高圧電路͈͒接続͉ͅ予備͈遮断器

回路͈利用ͬ考え̹̦Ȃ発電機͂連

動̳̹͈ͥ͛遮断器͈改造時ͅ停電

ͬ伴う可能性̦あ̹ͥ͛Ȃ既存発電

機͈連動遮断器ͬ流用̱̀増設発電

機分͈電力ͬ送電̳ͥ方法̱̹͂ȃ

遮断器同期盤No.2発電機盤

高圧母線6,600V

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

No.1発電機盤 遮断器同期盤

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

No.3発電機盤遮断器同期盤No.2発電機盤

Hz

（故障中）
）転運（）転運（

自動同期

高圧母線6,600V

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

No.1発電機盤 遮断器同期盤

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

No.3発電機盤

Hz

（故障中） ）転運（）転運（ 自動同期

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

■１号機故障の場合、既設No.2遮断器を経由して送電

連動遮断器
自動投入

■２号機故障の場合、既設No.1遮断器を経由して送電

発電機から高圧母線への送電ルート
（既設の遮断器から送電する）

発電機から高圧母線への送電ルート
（既設の遮断器から送電する）

連動遮断器
自動投入

（図-2） 既存発電機の送電ルート利用に
よる無停電で施工可能な計画

●リスクゼロを踏まえた
　施工手順
工事中͜当Ϋσ͈電算負荷ͬ賄えͥ

̺̫͈発電機ͬ維持̳̹ͥ͛Ȃ新設

発電機ͬ先行設置̱Ȃ機能確立̱̹

͈̻ͅ既存発電機ͬ順ͅ同期接続̱

̀い̩施工手順̱̹͂ȃ̯ͣͅȂ大

規模̈́金融ΏΑΞθ͈非常用電源ͅ

絡͚重要̈́設備改修́あ̭̥ͥ͂ͣȂ

金融庁͈͂協議ͬ経̀Ȃ休日深夜͈

一時的̈́機能停止́あ̽̀͜仮設発

電機ͬ待機̳ͥ計画̱̹͂ȃ

３号発電機の搬入据付

ユーティリティ配管の分岐作業
（休日深夜６ｈ以内）

３号機試運転・実負荷試験

既設発電機盤の移動
１，３号機仮設ケーブルの接続
（休日深夜６ｈ以内）

１，２号発電機盤の搬入・据付

２-３号機の同期試験調整
（休日深夜６ｈ以内）

１ ２

仮

１ ２

仮

１ ３

１ ２ 仮３

運転可能な発電機

２

１ ２ ３

１ ２

２号と３号の発電機盤を連結
（休日深夜６ｈ以内）

１ ２ 仮３

STEP-1

STEP-2

STEP-3

STEP-4

STEP-5

STEP-6

STEP-7

３

３

３

１号機 仮設対応の切り離し １ ２ ３

１-２，１-３号機の同期試験調整
（休日深夜６ｈ以内）

１ ２ ３ 仮

STEP-8

STEP-9

工事のフロー

金融庁指導に
よる追加対応

総合実負荷試験 １ ２ ３STEP-10

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図- 3）施工手順

●仮設発電機計画
仮設発電機͈容量͉電算機器͈運転

及͍空調用電源ͬ賄えͥ容量̱͂̀

じこじししをVとͬ選定̱̹ȃ̱̹̦̽̀Ȃ

誤̽̀建物͈全負荷͒送電̱̱̀͘

い΂ーΨーυーΡ̱̈́い͢う電算機

器͒優先送電̳̹͈ͥ͛送電手順͂

送電範囲ͬ明確化̱̹ȃ

操作遮断器を明確化

送電・停電範囲を明確化

操作者を明確化

＊＊

（図- 4）仮設発電機による送電計画

●発電機盤の仮設利用
増設発電機͈機能ͬ確立̱̹後Ȃ新

設発電機盤͈試験調整̦完了̳ͥ͘

͈́約ˍώ月間͉運転可能号機̦増

設発電機ˍ基͈͙͂̈́ͤȂ他ͅΨΛ

·ͺΛί͈無い状態̦続̩̭͂̈́ͅ

ͥȃ̷̭́既設͈発電機盤ͬ撤去̵

̴仮移動̱̀ˍ号発電機ͅ再接続̳

̭ͥ͂́ΨΛ·ͺΛί号機ͬ作ͤ信

頼性ͬ向上̵̯ͥ͂͂͜ͅȂȶ元ͅ戻

̵ͥȷ状態ͬ長̩維持̵̯̭ͥ͂́

想定̧́̈́いΠρήσ͈͒ςΑ·低

減ͬ図̹̽Ȫ図ごぜ参照ȫȃ盤移動͢ͅ

ͤ空い̹ΑβーΑ͒ˍ，ˎ 号機͈新設

発電機盤ͬ設置̱̹ȃ̤̈́Ȃ増設発

電機ˍ基͈容量ͅ合わ̵Ȃ守̧͓ͥ

電算設備͈負荷ͬ優先̱Ȃ一般負荷

ͬ切ͤ離̳̹͛Ȃ̭͈深夜 そ時間͈

間ͅ並行̱̀中央監視ΏΑΞθ͈停

復電制御ίυΈρθ変更ͬ実施̱̹ȃ

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

No.3発電機盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

高圧母線6,600V

予備回路

３号機が万一動かないリスクを考慮し、
撤去せず場所を移動して再接続
（仮設発電機車を配備し深夜６時間で作業）

電算負荷だけなら1,000kVAで賄える

停電時自動起動手動起動

両方運転できるため、高い信頼性
（注）同期盤がないため同時運転は不可

（仮設ケーブル）

仮
設
ケ

ブ
ル

機能停止中

常用常用発発電電機機（（2号号機機
2,500kVkk A

機能停止中

（図- 5）発電機盤の仮設利用

●盤の連結と同期試験
次ͅじ，す号機͈新設発電機盤͂ず号

機͈発電機盤͈͂連結ͬ行̹̽ȃ連結

部͉発電機̦運転̱̀い̈́い状態͉́

通電̱̈́い部位́あ̦ͥȂ作業中ͅ

万一停電̦起̭ͤȂ発電機̦自動起動

̱̹場合ͅ大事故ͅ繋̦̹ͥ͛Ȃ休

日深夜ͅ発電機機能ͬ停止̵̯Ȃ仮

設発電機ͬ待機̵̯̹状態́行̹̽ȃ

次ͅす号Ȃず号発電機ͬ同時運転̱Ȃ

自動同期試験ͬ実施̱̹ȃ

高圧母線6,600V

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤 遮断器同期盤 No.3発電機盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

予備回路

Hz
）転運（）転運（

自動同期

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

③仮設ケーブル撤去し
本設ケーブルを接続

①盤間接続

②同期試験調整

（図- 6）2，3 号機の同期試験

す号Ȃ ず号発電機͈同期完了後Ȃ合

計容量ずこぜししをVとͬ高圧母線͒送電́

̧ͥ状態̹̹͂̈́̽͛ ず号機̥͈ͣ

仮設Ήーήσͬ撤去̱本設Ήーήσ

͒接続ͬ変更Ȃ̭ͦͤ͢ͅ じ号発電

機ͥ͢ͅ仮設ΨΛ·ͺΛί͜不要͂

̹̈́ͥ͛仮設Ήーήσͬ切離̱後Ȃ

本設Ήーήσͬ接続̱Ȃ残͈ͤ同期

試験ͬ完了̳̭ͥ͂́Ȃ全͈̀発電

機̦運転可能̹͂̈́̽ȃ

高圧母線6,600V

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤 遮断器同期盤 No.3発電機盤

No.1発電機盤 No.2発電機盤遮断器同期盤

予備回路

Hz
）転運（）転運（

自動同期

非常用発電機（2号機）
2,500kVA

非常用発電機（1号機）
2,500kVA

④
仮
設
ケ

ブ
ル
切
離
し

⑥同期試験調整

Hz

⑤本設ケーブル接続

自動同期

（運 転）
（運 転）

非常用発電機（3号機）
1,000kVA

（図-7）1，2及び1，3号機の同期試験

●総合実負荷試験
総合実負荷試験͉́実際ͅ建物ͬ停

電̵̯Ȃ発電機͂関連設備͈総合的

̈́動作状況͈確認ͬ行̹̽ȃ

試験実施項目͉下記͈通ͤȃ

ӱ停電後͈発電機͈自動起動ȁӲ自

動同期ȁӳ遮断器͈連動投入ȁӴ実

負荷͈͒送電ȁӵ同期運転中ͅ発電

機̦故障̱̹際͈故障号機͈切ͤ離

̱ȁӶ増設発電機͈起動͂運転継続

号機͈͂同期ȁӷ復電時͈遮断器動

作͂発電機͈自動停止 

以上ͤ͢ͅίυΐͿ·Πͬ完遂̱̹ȃ
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設備部門

藤
ふじ

井
い

拓
たく

郎
ろう

生年月日　1979年11月香川県生まれ
最終学歴　 大阪大学大学院工学研究

科環境工学専攻　修了
業務経歴　2004年㈱日建設計入社
　　　　　現在設備設計部所属

●担当した主なプロジェクト
2005年　 関東地方整備局／防災拠点

有明の丘本部施設
2006年　川本製作所／東京ビル
2006年　 大和プロパティー／西五反

田・要町寮
2007年　 トヨタ自動車／東京本社ビ

ルリニューアル
2007年　 佐世保市／西海パールシー

センター水族館
2008年　 新千歳空港国際線旅客ター

ミナルビル
2009年　熊本空港増改築
2010年　 東京理科大学／葛飾キャン

パス
2010年　京王電鉄／吉祥寺駅ビル
2011年　 仙台空港旅客ターミナルビ

ル震災復旧
2013年　 成田国際空港／LCCターミ

ナルビル

■青年技術者のことば

今回Ȃ新千歳空港国際線Ηーη΢

σΫσ́取ͤ組̺ͭ環境配慮技

術̾ͅい̀紹介̱̹̦Ȃ今後担当

̳ͥ建物͈気候特性͞建物特性ͅ

注視̱Ȃ条件ͅ見合̹̽環境配慮

技術͈導入ͬ目指̷う͂思うȃ̷

͈̹͉͛ͅȂ担当̱̹建物́採用

̱̹環境配慮技術͈性能検証ͬ行

いȂ良̥̹̽点Ȃ反省点ͬ͂͛͘

̀次ͅ活̥̳努力͂Ȃ日̮̥ͧͣ

最新͈技術動向ͬ入手̳ͥ努力ͬ

怠̭̩ͥ͂̈́設計業務ͬ充実̵̯

͢う͂考え̀いͥȃ

̹͘Ȃ新築̱̹建物̾ͅい̀性能

検証ͬ行う̭͉̻͂ͧͭ͜Ȃ将

来Ȃ自分̦設計̱̹建物͈設備改

修等ͬ行う際͉更ͅ良い提案̳ͬ

̭ͥ͂́建物͈価値̦向上̳ͥ͢

う͜ͅ準備̱̤̩ͬ̀必要̦あͥ

͂思̽̀いͥȃ

■すいせͭ者

本多ȁ敦

㈱日建設計ȁ設備設計部門副代表

新千歳空港国際線旅客ターミナルビル　気候や施設特性を考慮した省エネルギーへの取組み
新千歳空港国際線旅客Ηーη΢σΫ

σ͉近年͈国際線旅客数͈増加ͅ伴

い旧施設͈混雑解消ͬ目的ͅȂȶ新̹

̈́国際線ΊーΠ;Ϳͼȷ̱͂̀Ȃ̹͘

ȶ地域͂世界ͬ結͐国際交流拠点͂̈́

ͥ重要̈́施設ȷ̱͂̀新築̯̹ͦȃ

需要規模͉じ時間あ̹ͤぜずし人以上ͅ

対応̱Ȃ将来じ時間あ̹ͤぞずし人ͅ対

応可能̈́計画̱͂Ȃ利用者͈増加ͅ

͜対応̧́ͥ施設̹͂̈́̽ȃ

現在Ȃ新千歳空港国際線旅客Ηーη΢

σΫσ͂既存国内線旅客Ηーη΢σΫ

σͬ結͐連絡施設͂国内線増築棟Ȃ新

΀ΥσΆー棟͜完成̱Ȃ空港施設̱͂

͈̀利便性̦益々向上̯ͦ̀いͥȃ

●設計の力点
設計全体͈΋ϋΓίΠ́あͥ環境配慮

型΀ͺεーΠ͈新̱い̥̹̻͈実現ͅ

向̫̀Ȃ以下͈す点ͅ力点̤ͬい̹ȃ

・寒冷地̤̫ͥͅ環境対応

・使用頻度͈少̈́い空間͈空調͈工夫

●寒冷地における環境対応
（1） 設備トレンチを活用した地中熱

利用クールヒートトレンチによ
る外気負荷削減

本施設͈熱源設備͉国内線旅客Ηー

η΢σΫσ͈͂設備ΏΑΞθ͈合理

化̤͍͢一元管理͈目的̥ͣȂ新΀

ΥσΆー棟ͅ集約̱Ȃ共同溝͂本施

設͈地下ΠτϋΙͬ経̀冷水͂蒸気

ͬ熱源機械室́受入ͦȂ施設内͒分

配̳ͥ計画̱̹͂ȃ

最大幅じすmȂ高̯ぜm͈地下ΠτϋΙ͉

新΀ΥσΆー棟̥͈ͣ冷水・蒸気配

管̺̫̩́̈́Ȃ施設内͈冷水温水͞

衛生配管Ȃ電気ρΛ·等͈ΑβーΑ

̱͂̀͜利用̱̤̀ͤ非常ͅ大̧̈́

ΑβーΆあ̭̥ͥ͂ͣȂ地下Πτ

ϋΙͬ外気取入ͦσーΠ̱͂̀͜有

効利用̱Ȃ地中熱ͥ͢ͅ予冷予熱ͬ

行う·ーσΪーΠΠτϋΙͬ提案̱

̹ȃ·ーσΪーΠΠτϋΙ͉定格風

量じせしこしししmずざhͬ超えȂ極寒時̤̫ͅ

ͥΠτϋΙ内配管凍結対策̱͂̀配

管͈防凍保温͂外気取入ͦ部ͅ温水

ξΣΛΠΪーΗーすし台ͬ配置̱Ȃ－

すぜ℃͈外気温度̤ͅい̀͜ ぜ℃́͘

昇温̦可能̈́対策ͬ行̽̀いͥȃ͘

̹Ȃ外気取入ͦ部ͅέͻσΗーͬ設

置̱̀雪͈進入防止͂気流͈安定化

ͬ図ͥ工夫͜行̹̽ȃ

● 使用頻度の少ない空間の
空調方式の工夫

（1） 出発到着コンコースのFIS（フ
ライトインフォメーションシス
テム）との連動空調の採用

出発Ȃ到着΋ϋ΋ーΑ部分͈利用頻

度͞時間帯͉έρͼΠ発着情報͂密

接ͅ関係̱̀い̭ͥ͂ͅ着目̱Ȃ΋

ϋ΋ーΑ部分͈空調͉έρͼΠͼϋ

έ΁ιーΏοϋΏΑΞθȪねばSȫ͂

連動̵̯̀制御̳ͥΏΑΞθͬ導入

̱̹ȃ具体的ͅȂ各搭乗口及̷͍͈

搭乗口ͬ利用̳ͥ際ͅ必要͂̈́ͥ΀

ςͺ͈空調機ͬ運転・停止̳ͥΑΉ

ΐνーσͬねばS情報̥ͣ演算・決定

̱Ȃ空調機ͬ運転・停止̳ͥΏΑΞ

θ́あͥȃ本ΏΑΞθͤ͢ͅ空調機

͈搬送動力͈低減ͬ図̹̽ȃ

出発΀ςͺ̾ͅい͉̀Ȃ出発時間͈

じすし分前ͅ空調ͬ開始̱Ȃ出発後ずし分

́空調ͬ終了̳ͥ設定̱͂Ȃ到着΀

ςͺ͉到着時間͈ずし分前ͅ空調ͬ開

始̱Ȃ到着後そし分́空調ͬ終了̳ͥ

設定̱̹͂ȃねなぼ͉発停ΑΉΐνーσ

͈決定͈͙́空調機͉停止時間帯ͅ

最低限͈空調環境ͬ保̹̾͛έ͹ϋ

͈ͼϋΨーΗ͂VとVͬ最小̱̀ͅ運転

̳ͥκーΡ͈選択͜可能̱̹͂ȃ時

間設定͞使用ΊーΠ͂空調Ζーϋ͈

選択̾ͅい͉̀Ȃ建物運用後建物管

理者̦容易ͅ変更̧̳̭̦ͥ͂́ͥ

͢うͅ工夫̱̀いͥȃ

（2）出発コンコースの床吹出し空調
ず階出発΋ϋ΋ーΑ͉Ȃ以下ͅ挙̬

ͥ理由ͤ͢ͅ大規模空間̤̫ͥͅ床

吹出̱空調ͬ採用̱̹ȃ

・ 天井高̯̦あͤȂ居住域空調̦省

΀Υ͂̈́ͥȃ

・ ず階出発΋ϋ΋ーΑ͉免税店̈́̓

ͬ͘わͤͅ配置̱Ȃ空調機械室͉

す階͈到着΋ϋ΋ーΑ部ͅ確保̱

̹方̦建築計画上好̱̩͘Ȃ床吹

出̱͈方̦Θ·Πͬ減̳̭̦ͣ͂

可能͂̈́ͥȃ

・ す階͈階高̦高̩Ȃ天井懐́ ず階

床吹出用͈Θ·ΠΑβーΑͬ確保

̧̹́ȃ

・ ΃ーΠ利用̦̩̈́歩行͈障害̦少

̈́いȃ

床吹出口͉極力歩行ͅ障害̦出̈́い

工夫̱͂̀Ȃ歩行動線上͉最低限͈

吹出口͈設置͂̓͛ͅȂ椅子下͈設

置͞΋ϋ΋ーΑ部周͈ͤΑςΛΠ設

置ͥ͢ͅ吹出̱̱̹͂ȃ̹͘Ȃ西日

対策̱͂̀υーσήρͼϋΡ͈採用

ͤ͢ͅ空調負荷低減ͬ目指̱̹ȃ

外気
取入口

温度計測点（N3-G）温度計測点（S5-G）

温度計測点（S12-I ）

外気温度計測

空調機械室へ

空調機械室へ

気流シュミレーション範囲

a）地下ビット床上＋1.0m平面図

MAX　10.8℃
AVE　 6.0℃
MIN　 2.4℃

b）A-A断面図

d）A-A断面（拡大図）

温度〔℃〕
－15

ピット内温度S12-C

25

20

15

10

5

0

－5

－10

－15

－20

ピット内温度S5-G ピット内温度N3-G 外気温度
－10 －5 0 5 10 15 20 25 30

c）B-B断面

平均温度6.0℃ 外気：－25℃

A A

B

B

居住域空調

外気冷房

居住域空調

FIS連動空調

床吹出し空調

クールヒートトレンチ

昼光利用

EVホール

EVホール
到着ロビー

空港内道路 分離帯 空港内道路 ビル前面道路

税関検査場

車寄せロビー

地下ピット

手荷物受取所

保安検査場

フードコート

出国検査場 出国審査場
出発コンコース

検疫検査場

リジェクト室

到着コンコース入国審査場

空調機械室 手荷物荷捌場カーブ
サイド

カーブ
サイド

サービス
道路

出発ロビー

昼光利用
昼光利用

パーサー
カウンター

建物外観

出発ロビー内観成

出発コンコース内観

トレンチ内温度計測結果（冬期） 極寒時の外気取入れ部の温熱解析シミュレーション

地下トレンチ平面図と温度計測点

環境配慮計画断面
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生年月日　1982年奈良生まれ
最終学歴　 2006年大阪工業大学工学

部建築学科卒業
業務経歴　2006年鹿島建設㈱入社
　　　　　関西支店工事事務所所属
●担当した主なプロジェクト
2006年　 大宮区桜木町 1丁目共同住

宅新築工事
2008年　 中学校駅前97街区マンショ

ン新築工事
2009年　三鷹日新ビルアネックス計画
2011年　 ラウンドワン千日前店新築

工事
2012年　イオン貝塚SC新築工事
2013年　 大正製薬㈱大阪物流セン

ター建設工事

■青年技術者のことば

建築現場̤ͅい̀ȂへなにSEͬ追い

求̦͛̈́ͣ建物ͬ作ͥ͂いう点́

͉今͜昔͜変わͣ̈́いȃ現場͈課

題͉Ȃい̥ͅへȪ品質ȫͬ落̯͂

̴ȂなȪ΋ΑΠȫͬ押̯えȂにȪ工

期ȫ内ͅ建物ͬ完成̵̯̥ͥͬ

常ͅ問わͦ̀いͥȃȺSȪ安全ȫȂ

Eく環境ぐ͉勿論͈事́あͥȻ̷͈生

産活動͈手法̱͂̀今回Ȃȶ試験

施工ȷ͂いう͈͜ͅ着目̱Ȃ建築

現場管理ͬ行̹̽例ͬ紹介̳ͥȃ

私͉一人͈建築技術者̱͂̀現場

管理ͅ携わͤた年̦経過̱̹ȃ自

分͈̈́ͤ現場管理手法ͬ持̾時期

́あͥȃた年間ͅ様々̈́人͈͂出

会いȂ技術͞工法͈経験ͬ経̀Ȃ

ȶ常ͅ考えͥȷ͂う̭͂ͬ学̺ͭȃ

常ͅ何̥ͬ比較̱̦̈́ͣ最適解ͬ

Ηͼθςーͅ探ͥ行為̦Ȃ最終的

̤ͅ客様ͅ喜ͭ́頂̫ͥ建物ͬ完

成̵̯̭ͥ͂ͅ繋̦͈ͥ͂考え̀

いͥȃ

■すいせͭ者

山田稔明

鹿島建設㈱ȁ関西支店

大正製薬㈱大阪物流ΓϋΗー建設

工事ȁ所長

現場流PDCAのすすめ

大阪国際空港͈袂ͅȂ銀色ͅ光ͥ曲

面外壁̹ͬ̽͜物流ΓϋΗー̦誕生

̱̹ȃυー΋ΑΠ̥̾顧客̦満足̳

ͥ品質ͬ実現̳ͥ為ͅȂ当社̦すしじし

年せ月ͅ一般評定ͬ取得̱̹ひばPごべな工

法Ⱥ図ご じȻͬ採用̱̹建物́あͥȃ

ひばPごべな工法͉͂Ȃべな造͈柱ͅS造͈梁

ͬ接合̳ͥ工法́あͤȂ一般的̈́S造

ͅ比͓工期的͞͞ͅ不利̈́面͉あͥ

͈͈͜Ȃυー΋ΑΠ̈́工法́あͥȃ

い̥ͅ手戻̩ͤ̈́品質ͬ確保̳̥ͥ

̦工事係̱͈͂̀私͈職務́あͤȂ

̷ͦͬ実現̳ͥ為͈手法̱͂̀現場

所長方針͜ͅȶ試験施工ȷ͂いう言

葉̦明記̯ͦ̀い̹ȃ現場̤ͅい̀

͈ȶ試験施工ȷ͉͂Ȃ̷͈工種̦着

手̳ͥ前ͅȂ現場́・現物ͬ・現実

ͅ一定範囲先行施工̱Ȃ膿ͬ出̱切

ͥ作業͈̭͂ͬいいȂ̷͈前工程ͬ

ζΑΗー工程通ͤͅ進̹͛上́Ȃ本

施工ͤ͢前ͅ実施̳̭ͥ͂́意味ͬ

̳̈́ȃ

柱主筋

梁（S）

パネルゾーン塞ぎ板
柱（RC）

デッキスラブ

パネルゾーンコンクリート打分け

【図- 1】KIP-RC構造基本モデル

Ⅰ．計画（P）
当工法͉一般評定ͬ取得̱̥̀ͣ日

͜浅̩Ȃ実績͜数例̱̥̈́い為正解

͂いえͥ施工方法͉確立̯ͦ̀い̈́

いȃ̷͈中͈́最適解ͬ探̳作業ͅ

取ͤ掛̥̹̽ȃ

じȫ梁鉄骨͈工場ΐοͼϋΠ͈検討

工事͉現場̺̫̩́̈́Ȃ製作͈段階

̥ͣ始̽̀͘いͥȃ現場̀ͅ取付̫

̯ͦͥ鉄骨部材͈形状Ȃ取付方法Ȃ

作業姿勢等ͬ考慮̱Ȃ͈̓形ͅ組ͭ

́搬入̳̭̦ͥ͂へなにSE͈έͻσΗー

ͬ通̱̹際ͅ最適解́あ̥ͥͬ比

較・検討̱̹ȃ結果Ȃ す͈̾ΩΥσ

Ζーῧじ本͈大梁ͬ組合̵̹΃Η΃

΢͈΅͈字͈͢う̈́形状ͬ選定̱̹ȃ

Ⱥ図ご すȻ荷姿̦悪̩運搬費増͂̈́ͥ

̦ȂδσΠ及͍Pび͈数量̦大幅ͅ減

͂̈́ͥȃ̹͘Ȃ取付̫歩掛̦ͤ上̦

ͤΠーΗσ的ͅ΋ΑΠ減͂̈́ͥ計画

̺ȃ更ͅ大部分ͬ作業条件͈良い工

場́ΐοͼϋΠ̱̩̭̀ͥ͂́品質

面͜ͅ寄与̳ͥ計画́あͥȃ

 

 

パネルゾーン鉄骨

ふさぎ板PL9mm大梁鉄骨
補剛財

2,500 9,500

800×300×16×32

【図- 2 】鉄骨工場ジョイント詳細

すȫ建方精度確保͈検討

柱̦べな造́あͥ当工法͉́Ȃ建方͈

手法̦従来鉄骨͂異̈́ͥȃ従来͉あ

ͥ一定͈工区͈鉄骨ͬ全̀建̹̀上

́建直̱作業ͅ入̦ͥȂ当工法͉́

接合̱̹鉄骨ͬ後̥ͣ動̥̳̭̦͂

困難̈́為Ȃ建方͂同時ͅ じάーΑ̴

̾位置ͬ決͛̀い̥̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́

いȃ柱頭ͅ置い̹鉄骨͈精度̦躯体

͈精度͂直結̳ͥ為Ȃい̥ͅΑάー

Οͻーͅ誤差̩̈́設置̧̥̦́ͥ重

要́あͥȃ̷̭́柱頭ͅ設置̳ͥ鉄

骨位置決͛治具ͬ考案̱̹ȃ取付・

解体̦容易̈́納̱̹ͤ͂͘ȃ

ずȫ 柱Ȫべなȫ͂梁ȪSȫ͈͂ΐοͼϋ

Π͈検討

梁̥ͣ柱ͅ応力ͬ伝達̳͉ͥͅȂ僅

̥̈́隙間͜あ͉̽̀̈́ͣ̈́いȃ免震

建物͈免震基礎͂Pび͈͂隙間͈基準

値ͬ参考ͅȂ柱・梁接合部分͈面積

͈だぜ％以上接̳̭ͥ͂ͬ当現場͈管

理値̱̹͂ȃ梁鉄骨͂柱べな天端͈͂

隙間ͬだmm͂設定̱Ȃ鉄骨設置後ͅ

Έρ;Πͬ注入̳ͥ方法ͬ打出̱̹ȃ

隙間ͬだmmͅ設定̱̹͈͉Ȃ当時͈型

枠大工͈労務事情ͬ考慮̱Ȃ型枠大

工͈仕事̩̳ͬ̈́意図̦あ̹̽ȃ

Ⅱ．試験施工（D）
建方開始す週間前ͅ梁鉄骨ͬ先行搬入

̱̹ȃ実際͈建方ͬ模̱̀現物́建方

ͬ行う̭͂́膿ͬ出̱Ȃ本施工時ͅ問

題̦起̭ͣ̈́い̭͂ͬ確認̱̹ȃ͘

̹Ȃ幾度̩͂̈́Έρ;Π͈注入実験ͬ

行̹̽ȃだmm͈隙間及͍Έρ;Π材料

͈妥当性̾ͅい̀比較̱̹ȃȺ写真ごじȻ

モックアップによるグラウト・コンクリートの充填試験

現物での建方試験施工
【写真- 1】試験施工状況

Ⅲ．再考（C）
じȫ梁鉄骨͈工場ΐοͼϋΠ̾ͅい̀

重機͈作業半径͂照̱ͣ合わ̵̀͜

問題̩̈́ȂΐοͼϋΠ計画͉妥当́

あͥ͂判断̱̹ȃ

すȫ建方精度確保̾ͅい̀

当初計画̱̀い̹鉄骨位置決͛治具

͉́Ȃ鉄骨̦触̹ͦ際͈衝撃́動い

̱̹̀̽͘ȃ̹͘Ȃ万力ͬ使用̱̀

組立̀ͥΩーΜ̦多̩Ȃ管理̧̳͓

項目数̦多いȃ治具̧̺̫ͬ́ͥ一

体化̱Ȃ強固̈́納ͤ͘ͅ改良̳̭ͥ

̱̹͂͂ȃȺ写真ご すȻ

【表-1】柱（RC）と梁（S）のジョイント方法の評価
評価 変更点 品質 コスト 工期

○ 当初案 隙間9mm
グラウトにて充填 △ △ ○

◎ 変更案 隙間100mm
コンクリートにて充填 ◎ ◎ ○

【写真- 2 】鉄骨位置決め治具

ずȫ柱Ȫべなȫ͂ 梁ȪSȫ͂ ͈ΐοͼϋΠ

隙間だmmͅΈρ;Πͬ充填̳ͥ計画́

͉Ȃ鉄骨͈形状̥ͣ作業性̦悪̩気

泡̦多̩混入̱̹ȃ̹͘Ȃ注入̳ͥ

Έρ;Π材̾ͅい̀͜ ず種類ͬ比較

̱̹̦Ȃ̓ͦ͜満足̳ͥ充填率ͬ得

̧̭̦̥̹ͥ͂́̈́̽ȃ̷̭́考え

ͬ一転̱Ȃ隙間ぜしmmȂぞぜmmȂじししmm͈

ず種類͈κΛ·ͺΛίͬ作成̱Ȃ流

動性͈高い΋ϋ·ςーΠ̀ͅ実験̱

̹̭͂ͧȂSべな造鉄骨͂型枠͈隙間͈

最小値́あͥじししmḿだぜ％ͬ超えͥ充

填率̦確認̧̹́為Ȃ̭͈納ͤ́͘施

工̳̭ͥ͂ͅ決̹͛ȃȺ図ごずȻȺ表ごじȻ

【図- 3】柱～梁ジョイント納まり

Ⅳ．本施工（A）
以上͈再考ͬ踏͘えȂ̷̸ͦͦ改良̱

̹͈ͬ͜本施工ͅ採用̱̹ȃ結果Ȃ品

質・΋ΑΠ・工期共ͅ目標ͬ達成̱̹ȃ

Ⅴ．まとめ
今回Ȃ先ͅ述͓̹ίυΓΑͬ踏ͭ́

鉄骨͈建方ͬ行̹̽ȃ無論Ȃ本施

工以降͜ͅいͧͭ̈́問題点͞改良̳

̧͓項目̦出̧̹̀為Ȃ随時改良ͬ

行̹̽ȃ私͉Ȃ̭͈ίυΓΆ導̧

出̱̹答え̦正解̺͉͂思わ̈́いȃ

̱̥̱Ȃ本施工̦始̥̽̀ͣ͘回̳

Pになとͤ͢Ȃ͜う一歩早い段階́行う

Pになとͤ͢ͅ最適解ͬ見̫̾出̷う͂

̳ͥ行為̦ȂへなにSE全̀ͬ向上̵̯ͥ

͂確信̱̹ȃ

試験施工ͤ͢ͅ先ͅPになとͬ回̳̭͂ͅ

͢ だͤぜ％͈最適解͙̫ͬ̾Ȃ本施工͈

早期段階́残͈ͤぜ％͈答えͬ探ͥȃ

大部分͉定常作業͂̈́ͤȂ施工性̦向

上̳ͥȃȺ表ごすȻ今後͉他分野̤ͅい

̀͜同̲考えͬ水平展開̱Ȃ建設現

場͈生産性向上ͅ貢献̱̀い̧̹いȃ

【表- 2 】PDCAサイクルフロー
本施工前

P D C A

P D C A

95％の最適解を抽出 残り5％の最適解を抽出

定常作業

本施工
序盤 中盤～終盤



41

施工部門

佐
さ

藤
とう

有
ゆう

希
き

生年月日　昭和53年 5月28日
最終学歴　 平成16年京都大学大学院

工学研究科建築学専攻卒
業

業務経歴
平成16年　㈱大林組　入社
平成16年　 東京本社東京建築事業部

生産設計部
平成17年　 東京田中千代服飾専門学

校新築工事
平成18年　 PFI公務員宿舎清水町整

備事業
平成20年　 近鉄京都駅名店街改装計

画
平成20年　 三菱UFJ信託銀行大阪ビ

ル建替工事
平成21年　 寝屋川市駅東地区第二種

市街地再開発事業施設建
築物新築工事

平成23年　 大阪本店建築事業部生産
技術部計画第二課

平成25年　 本社技術部技術研究所地
盤技術研究部

平成25年　 大阪本店建築事業部生産
技術部計画第二課

　　　　　現在に至る

■青年技術者のことば

私͉Ȃ建築生産技術部計画課主任

̱͂̀本工法͈開発当初ͤ͢参画

̱Ȃ主ͅ施工技術面͈計画ͬ担当

̱̹ȃ̹͘本工法͈適用現場̦稼

働̱̥͉̀ͣȂ現場͈͒技術指導

͉̲ͬ͛機械担当者͈͂調整̤͢

͍工法詳細͈見直̱等Ȃ施工技術

ͅ関わͥ業務͈中心的̈́担い手͂

̱̀Ȃ当工事ͅ関与̱̹ȃ昨今都

市部͈́建物̦高層化̱Ȃ狭隘̈́

敷地́充分̈́施工μーΡ̦確保́

̧̈́い̭͂͞短工期̦要求̯ͦͥ

中́Ȃ̭͈ίυΐͿ·Π͉Ȃ工期

短縮͞省力化Ȃ労務͈平準化͚͒

̫̀取ͤ組̺͈ͭ́͜あͥȃ̭͈

課題ͬ·ςͺ̳̹͉ͥ͛ͅȂ多̩

͈部門͂連携̱Ȃ互いͅ協力Ȃ提

案̳̭̦ͥ͂必要́Ȃ個々͈Φ;

Χ;͞努力ͅ加えȂ̷ͦͬ繋̪柔

軟̈́発想͂΋ηνΣΉーΏοϋ力

̦新̹̈́技術͈開発ͅ繋̦̽̀い

̩͈͂͜私͉考えͥȃ今後̷͈͜

͢う̈́意識ͬ持̽̀Ȃ業務ͅ取ͤ

組͙Ȃ新̱い課題ͅ挑戦̱̹い͂

思うȃ

■すいせͭ者

奥田和弘

㈱大林組大阪本店建築事業部

生産技術部副部長

省スペース型ユニットフロア工法の開発
建築工事͈工期短縮・施工性向上・
作業環境͈改善等͈取ͤ組͙͈一
̱̾͂̀ȂξΣΛΠέυͺ工法̦あ
ͥȃ̭͈工法͉Ȃ建物͈床ͬ構成̳
ͥ床材ͅΘ·Π͞配管͈̈́̓設備機
器ͬ先行̱̀組͙立̹̀一式͈ξ
ΣΛΠͬ揚重̱̀据え付̫ͥ工法́
あͥȃ従来͈ξΣΛΠέυͺ工法͉Ȃ
ξΣΛΠͬ平面的ͅ仮置̧̳̹ͥ͛Ȃ
敷地ͅ広い施工μーΡ̦必要͂̈́ͥȃ
ȁ本件́紹介̳ͥȶ省ΑβーΑ型ξ
ΣΛΠέυͺ工法ȷ͉Ȃ狭隘̈́敷地
条件́工法確立̳̹͈ͥ͛Ȩ積層型
ξΣΛΠέυͺ工法ȩ́あͥȃ̭ͦ
͉Ȃ平面的ͅ じξΣΛΠ分͈Αβー
ΆξΣΛΠͬ立体的ͅΑΠΛ·̯
̵̭ͥ͂́Ȃ効率化・省ΑβーΑͬ
図ͥ工法́あͥȃξΣΛΠ化̳ͥέ
υͺͬ複数段縦ͅ積上̬ȂξΣΛΠ
έυͺ該当施工階͈鉄骨建方時ͅξ
ΣΛΠ化͈完了̱̹έυͺͬ揚重機
́所定͈位置ͅ設置̱Ȃ同時進行́
下部͈ξΣΛΠ化施工ͬ行うȃ施工
̦完了̱̹下部͈ξΣΛΠέυͺ͉
油圧ΐλΛ΅ͤ͢ͅ押̱上̬ͣͦȂ
最下部ͅ未施工͈έυͺͬΑρͼΡ
設置̱Ȃ以降̭͈΍ͼ·σͬ繰ͤ返
̳ΏΑΞθ́あͥȃ

● 積層型ユニットフロア工
法の概要

積層型ξΣΛΠέυͺ工法͈ΏΑΞ
θ各部͉Ȃ次͈ず̥̾ͣ構成̯ͦͥȃ
ȪよȫξΣΛΠ
梁・ΟΛ΅・設備ͬ組͙立̹͈̀͜
く らȫξΣΛΠέτーθ
ξΣΛΠͬ支持̳ͥ移動柱͂固定柱
ͬ組͙合わ̵̹柱ͬ せ組配置̱̹έ
τーθȃέτーθ͉躯体ͬ兼用̳ͥ
場合͂Ȃ仮設́製作̳ͥ場合̦あͥȃ
ȶ移動柱ȷ͉ξΣΛΠͬ上昇̵̯ͥ役
割ͬȂȶ固定柱ȷ͉ξΣΛΠͬ保持̳
ͥ役割ͬ担うȪ図ご じ参照ȫȃ各段́
͈作業͉固定柱ͅξΣΛΠ̦保持̯
̹ͦ状態́行うȃ
く りȫ΅λςͺέτーθ
ξΣΛΠͬ載̵ͥ架台́Ȃ製作架台Ȃ
平行移動台車ȂξΣΛΠέτーθ内
上昇架台͈三役ͬ兼͇ͥȪ図ご す参
照ȫȃ

本工法͉Ȃ従来工法ͅ比͓必要̈́施
工μーΡ面積̦小̯̩Ȃ建物周囲ͅ
μーΡͬ確保̳ͥ余裕̦̈́い場合͉建
物内ͅ縦積͙̳̭ͥ͂͜可能́あͥȃ

●現場への適用
今回適用̱̹案件͈建物概要͉次͈
̤͂ͤ́あͥȃ
工事名称：某事務所Ϋσ建設工事Ȃ
工事場所：大阪府大阪市Ȃ主要用
途：事務所ΫσȂ構造・規模：鉄骨
鉄筋΋ϋ·ςーΠ造Ȃ地下 す階Ȃ地
上じぜ階Ȃ塔屋 じ階Ȃ面積：敷地面積
約そこすししmすȂ建築面積約せこしししmすȂ延͓
面積約そじこしししmす

図ご ずȂ せ͉当適用案件͈仮設計画図
́あͤȂξΣΛΠέυͺ工法͈該当
範囲ͬ図ご ず中網掛部́示̳ȃξΣΛ
Π化̳ͥέυͺ͉Ȃ構成̳ͥ鉄骨小
梁͈組合わ̵ͤ͢ͅ長尺梁仕様͂短
尺梁仕様͈ す種類̦あͥȃ積層型ξ
ΣΛΠέυͺ工法͉通常́あͦ͊建
物外部ͅ設置̳͈̦ͥ理想́あ̦ͥȂ
敷地条件͂仮設鉄骨設置͈΋ΑΠ͈
問題̦あ̹ͥ͛Ȃ当案件͉́建物内
部͈本体鉄骨ͬξΣΛΠέτーθ͈
外枠̱͂̀利用̱̹ȃ̷͈開口ͅ積
層型͈ξΣΛΠέυͺ͈ΏΑΞθͬ
設置̱ȂξΣΛΠͬΗワー·τーϋ
̀ͅ揚重ͬ行いȂ柱͂大梁́構成̯
̹ͦ鉄骨躯体ͅ設置̱̀い̩ȃ
ξΣΛΠέυͺ͈枚数͉総数じだだ枚́
総面積͉じせこしだしmす͂̈́ͤȂξΣΛΠέ
υͺ対象階̤̫ͥͅ延床面積ずぞこすたしmす

ͅ対̱̀Ȃずた％͈割合͂̈́ͥȃξ
ΣΛΠέυͺ採用面積̦大̧̩̈́ͣ
̥̹̈́̽理由̱͂̀Ȃ建物外周部͉
設備関係͈仕様́床段差̦生̲̹̭
̦͂挙̬ͣͦͥȃ
積層型ξΣΛΠέυͺ工法͈施工Α
ΞΛί͉次͈̤͂ͤ́あͥȃ
ȪΑΞΛίじȫξΣΛΠέυͺͬ構成
̳ͥ鉄骨梁・ΟΛ΅ͬȂじね資材仮置
場所及͍地組場所ͅ荷下̱̳ͧͥȃ
ξΣΛΠέυͺ地組場所̀ͅȂΞσ
Χ·τーϋȪせさたtȫͬ使用̱̀΅λ
ςͺέτーθ上ͅ地組̱̀い̩ȃ片
側端部͉Ȃ地組時ͅ仮設小梁ͬ΅λ
ςͺέτーθ上ͅ配置̳ͥȃξΣΛ
Π地組後ͅȂ安全設備̱͂̀外周手

摺・巾木ͬ設置̳ͥȃ
ȪΑΞΛίˎȫ΅λςͺέτーθ上ͅ
地組̯̹ͦξΣΛΠέυͺͬȂ人力
̀ͅξΣΛΠέτーθΐλΛ΅ͺΛ
ί位置́͘移動̵̯ͥȃ΅λςͺέ
τーθ͉床上ͅ敷設̱̹τーσ上ͬ
走行̵̯ͥȃ
ȪΑΞΛί ずȫ΅λςͺέτーθͬ
ΐλΛ΅ͺΛί̱Ȃ昇完了後ͅ車輪
ͬ外̳ȃ地組場所͉́Ȃ次͈ξΣΛ
Πέυͺͬ地組̱̀いͥȃ
ȪΑΞΛί せȫ順次Ȃ地組̯̹ͦξ
ΣΛΠέυͺͬΐλΛ΅ͺΛί̵̯
上昇̵̯̀い̩ȃξΣΛΠέτーθ
内̀ͅȂ下̥ͣ ず～ そ段目͈ξΣΛ
Π͉́天井下設備工事Ȫ配管・Θ·
Πȫͬ施工̳ͥȃ階高ͬすさせm程度ͅ
設定̱̀い̹ͥ͛Ȃ足場設備͉不要
͂̈́ͥȃ̤̈́Ȃ下̥ͣ ぞ～じす段目ͅ
͉完成̱̹ξΣΛΠͬΑΠΛ·̱̀
いͥȃ
ȪΑΞΛίぜȫξΣΛΠέτーθ内最
上段͈ξΣΛΠέυͺͬ΅λςͺέ
τーθ̥ͣ切ͤ離̱ȂΗワー·τーϋ
̀ͅ所定͈位置͒取ͤ付̫ͥȃ揚重
時͉ͅ専用͈ΠρΨー΍ͬ使用̳ͥȃ
ȪΑΞΛίそȫξΣΛΠέτーθ最上
段ͅ残置̱̀あͥ΅λςͺέτーθ
ͬȂΗワー·τーῢͅじね引̧込͙
位置͒荷下̱̳ͧͥȃ
以降ΑΞΛί じ～ΑΞΛί そͬ繰ͤ
返̱Ȃ鉄骨建方͂並行̱̀ξΣΛΠ
έυͺͬ取ͤ付̫ͥȃ

●まとめ
̭͈工法ͬ採用̳̭ͥ͂́Ȃ施工性
͈向上Ȃ高所作業͈低減Ȃ労務低減
͈効果̦あ̹̽ȃ̱̥̱Ȃ今後適用
案件ͬ増̳͞上́Ȃ次͈技術的課題
̦挙̬ͣͦͥȃӱ΋ΑΠȂ工程ͬ考
慮̱̹地組μーΡ̤͍͢ξΣΛΠέ
τーθ͈配置検討ӲξΣΛΠ設置・
΅λςͺέτーθ荷下̱ͅ伴う揚重
機負担͈軽減ȃӳξΣΛΠ化面積͈
確保
今後Ȃ本工法ͬ採用̱̹案件͈施工
ΟーΗȂ歩掛͈解析ͬ行いȂΏΑΞ
θͬ含͛̀積極的ͅ改善̱Ȃͤ͢省
力化̦̾̈́ͥͅ工法ͬ開発̱̀い̧
̹いȃ

図- 1　ユニットフレーム

図- 2　キャリアフレーム（CG）

図- 4　総合仮設計画図（A-A'断面）

写真- 1　ユニットフロア外観

写真- 2　ユニットフロア取付状況

水

ユニット

水平つなぎ固定柱/移動柱

キャリアフレーム
図- 3　総合仮設計画図（平面）
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施工部門
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生年月日　1980年 8月広島県生まれ
最終学歴　 2001年呉工業高等専門学

校建築学科卒業
業務経歴　2001年㈱竹中工務店入社
　　　　　2002年大阪本店作業所
　　　　　2012年大阪本店技術部
●担当した主なプロジェクト
2002年　天理よろづ相談所白川分院
2003年　天理大学ふるさと会館
2004年　天理よろづ相談所外来棟
2006年　東洋食品工業短大耐震改修
　　　　小林聖心女子学院小学校棟
　　　　および体育館改築
2007年　大阪駅南駅前広場暫定整備
2008年　アクティ大阪増築
　　　　（現サウスゲートビルディング）
2011年　旧ホテルプラザ解体
　　　　中央漁具・エバーグリーン
　　　　本社ビル
2013年　ダイキン工業TIC
　　　　（仮称）計画（施工中）
2014年　エキスポランド跡地商業
　　　　施設計画（施工中）
　　　　東洋メビウス高槻物流
　　　　センター（施工中）

■青年技術者のことば

人々͈生活ͬ定義付̫ͥ器́あͥ

建築ͬȶ̩̾ͥȷ̭͂ͅȂ私̹̻

͉大̧̈́誇ͤͬ持̽̀Ȃ日々͈活

動ͬ行̽̀い̳͘ȃ

設計者̦描̧Ȃ施工者̦方法ͬ練

ͤȂ作業員̦作ͥȃ建築物͉あ

ͣͥ͠場面́ȶ人ȷ͈技ͬ最大限

ͅ発揮̱想いͬ込̧̭͈͛ͥ͂́

ͥȂ最大͈作品̺͂思い̳͘ȃ建

築現場́あͥ作業所ͬȂȶ業くわ

̰ぐȷͬȶ作く̩̾ͤぐȷ̭͚ȶ所

く̭͂ͧぐȷ͂読͙解い̹私͈大先

輩̦̤̳̦ͣͦ͘Ȃ̭͈言葉͜ͅ

ȶ人ȷ͈力͈大̧̯̦込͛ͣͦ̀

い̳͘ȃ

̷͈ȶ人ȷ̦昨今不足̱Ȃ次世代

͈͒技͈継承̦困難̈́ͤ̾̾ͅあ

̳ͤ͘ȃ

建築物ͬ作̭͉ͥ͂容易い̭͂́

͉あ̵̦ͤͭ͘Ȃ困難ͬ乗ͤ越え

̹後͈達成感͞Ȃ人͈̦̾̈́ͤͅ

ͥ͢ȶ͈̩̿ͤ͜ȷ͈楽̱̯・魅

力ͬ後進ͅ伝えȂ建築分野͈活性

化ͅ貢献̱̀参̹ͤい͂考え̀い

̳͘ȃ

■すいせͭ者

松田ȁ繁

㈱竹中工務店大阪本店

技術部計画じΈσーί長

複雑な架構を有する鉄骨工事施工効率向上の取り組み
私͈担当̱̹中央漁具・΀ΨーΈ

ςーϋ本社Ϋσ͉Ȃ三角形́構成̯

̹ͦΏϋδςΛ·́洗練̯̹ͦ外観

̦特徴的̈́建物́あͥȃ構造計画͉

原則ρーιϋ構造́あ̦ͥȂ柱͞梁

͈断面ͬ極力抑え̹ͥ͛ͅήτーΑ

ͬ効果的ͅ配置̱Ȃ外壁面͉三角形

͈形状ͅ合わ̵̹斜柱ͬ配置̱̹施

工難度͈高い架構形式́あ̹̽ȃ

ςーζϋΏοΛ·以降͈建設不況ͅ

伴う作業員͈大幅̈́減少̦顕在化̳

ͥ中Ȃ有能̈́熟練作業員͈確保̦困

難̈́状況́Ȃ施工管理体制͉Ȃ私͂

作業所経験͈̈́い若手担当者͈ す人

́対応̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ

̷̭́私͉Ȃ設計者͞関連部門・協

力会社͂協業̱̀ȶ̩̳̩̾ͤ͞ȷ

ͬ΅ーワーΡͅȶ品質確保ȷ͂ȶ生

産性向上ȷ͈̹͈̩͛̾ͤ込͙ͬ

行̹̽ȃ

写真1．建物全景

● 本プロジェクトの課題
　抽出と取り組み方針
施工難度͈高い外壁ͬ実現̳ͥͅあ

̹ͤȂ施工手順͞納͛方一̾́労務

工数̦大幅ͅ増減̱̀施工効率ͬ大

̧̩左右̱Ȃ品質͞施工性ͅ大̧̩

影響̳ͥ躯体工事ͅ焦点ͬ当̀Ȃ

ȁӱ基礎躯体͈施工合理化ͥ͢ͅ

ȁȁ施工性͈向上

ȁӲ地上鉄骨工事͈施工性向上

͈す点ͬ重点方策̱͂̀取ͤ組̺ͭȃ

■ 基礎躯体の施工合理化による
　施工性の向上
太径͈ͺϋ΃ーδσΠ̦多̩配置̯

ͦͥ中Ȃ基礎͈鉄筋量̦多い上ͅ杭

頭補強筋̦取合いȂ生産性ͬ阻͚要

素̦多̥̹̽ȃ̷̭́施工効率ͬ向

上̵̯̹ͥ͛Ȃ鉄筋納ͤ͘図Ȫ図じȫ

ͬ作成̱原寸図́関係者͂検討ͬ進

̹͛ȃ

"

"

"

"

"

"

"

図 1．アンカーボルト納まり図

ぞ本並͍͈下端主筋͉杭頭補強筋͂

͈納̦ͤ͘非常ͅΗͼΠ́あͤȂ杭

頭補強筋͈わ̴̥̈́施工誤差ͤ͢ͅ

基礎配筋̦困難̈́ͥͅ可能性̦懸念

̯̹̹ͦ͛ せ本＋ ず本͈二段筋̱͂

施工効率低下ͬ防い̺ȃ

ͺϋ΃ーδσΠ͉Ȃͺϋ΃ーέτー

θ一体型͈ξΣΛΠ工法ȪにΑσー工

法ȫͬ採用̱̹ȃ̭͈工法͉Ȃͺϋ

΃ーέτーθͬͺϋ΃ーδσΠ͂同

径͈丸鋼́支持̵̯͈ͥ́͜あͤȂ

現地͈状況ͅ合わ̵̀精度͈高い据

付ͬ可能̱̹͂ȃ̹͘鉄筋͈͂取ͤ

合い̦良̩鉄筋工͈配筋施工効率͜

向上̱̹ȃ

写真 2 ．アンカーボルトの据付

基礎躯体下端́段差͂̈́ͥ部位͉捨

΋ϋ型枠̱̹͂ͤȂάΛΠ͈̈́い埋

戻部分͈型枠͉ρΑ型枠ͬ採用̳ͥ

̭͂́Ȃ型枠大工͈作業量低減͞Ȃ

型枠解体工程͈削減ͥ͢ͅ工程短縮

͜ͅ貢献̱̹ȃ

■地上鉄骨工事の施工性の向上
複雑̈́鉄骨架構͉工場製作上͈手間

̦極͛̀多̩製作ͅ時間ͬ要̳ͥ事

̦予想̯̹ͦȃ̷̭́製作工場・構

造設計者ͬ交え̀協議ͬ行いȂ製作

͈実情͞確実̈́品質確保手法ͬ織ͤ

込̺ͭ納ͤͬ͘検討̱̹ȃ特ͅ斜材

ͅ関連̳ͥ部位͉工場製作時͈生産

性向上͈̹͈͛大胆̈́改善͜図̹̽ȃ

図 2 ．柱脚部納まり検討図

狭小地́あ̦ͤ̈́ͣ全͈̀鉄骨ͬ敷

地内部̥ͣ建方̳̹ͥ͛ͅȂ全部材

͈建方ΑΞΛί図ͬ作成̱Ȃ鳶工・

鉄骨工及͍内勤部門Ȃ構造設計者͜

含͛安全͂品質ͬ確保̱̦̈́ͣΑ

θーΒͅ建方作業ͬ行う手順ͬ検討

̱̹ȃ̹͘斜柱͈́建方治具͈適用

検討͂架構͈安定ͅ対̳ͥ工夫͞Ȃ

角度ͬ保持̱̹͘͘揚重̳̹͈ͥ͛

吊άーΑ取付方法̈́̓検討̱Ȃ精度

͈高いȂ建方作業͜手戻ͤ͞鉄骨͈

大掛̥ͤ̈́調整̩̈́完了̧̹́ȃ

写真 4 ．斜柱の建方作業状況

●取り組みの成果
建設作業員̦減少̱̀いͥ中Ȃい̥

ͅ省人化ͬ図ͤ原価͂ΨρϋΑͬ͂

̦ͤ̈́ͣȶ良い建物ȷ̩͈̥ͬ̾ͥ

ͬ問わ̹ͦίυΐͿ·Π́あ̹̽ȃ

取ͤ組̺ͭ工法͉既往技術͈組͙合

わ̵ͥ͢ͅ改善́あ̦ͥȂ様々̈́工

法ͬ積極的ͅ検証・採用̳̭ͥ͂Ȃ

̷̱̀関係者̦立場ͬ超え̀一体感

ͬ持̻取ͤ組̺̭ͭ͂́Ȃ労務職͈

施工効率ͬ向上̵̧̯̭̦̹ͥ͂́

͂考えͥȃ

● 建設工事従事者の減少に
　立ち向かう
̭͈ίυΐͿ·Π͈竣工後Ȃ現職務

́あͥ生産管理部門̀ͅȂ設計施工

案件̤̫ͥͅ設計段階͈́生産性向

上施策͈取ͤ組͙ͅ参画̱̀いͥȃ

取ͤ組͙͈例̱͂̀Ȃ異種͈柱ͬ合

理的ͅ組͙合わ̵ͥΧͼήςΛΠ構

造͈物流倉庫計画̦挙̬ͣͦͥȃべな

在来工法͉́労務工数̦増えͥ一方Ȃ

ίτ΅λΑΠ化͞鉄骨化͉労務職不

足͂工事量͈増加ͤ͢ͅ製作工場͈

生産能力ͬ超え̀いͥ現状͞Ȃ΋Α

Π̦在来工法ͅ比͓上昇傾向͂̈́ͥ

懸念̦あͥȃ̷͈̹͛双方͈ιςΛ

Πͬ活̥̱部位毎ͅべな在来工法͂鉄

骨柱ͬ組͙合わ̵̭ͥ͂́Ȃ外装͂

͈納ͤ͘改善͞施工効率͈向上̦可

能͂考え̀いͥȃ̭͈͢う̈́取ͤ組

͙͉自部門完結型͉̩́̈́他部門横

断型̱͂̀活発ͅ議論͞検討̦̯̈́

ͦ̀いͥȃ設計者Ȃ施工者Ȃ̷̱̀

作業員̦不足̱̀いͥ現状́あ̦ͥ

ȶ良い建物ȷ̩̹ͬ̾ͤい͂いう想い

ͬ一̱̾ͅȂ建設工事従事者͈減少

ͅ日々立̻向̥̽̀いͥȃ

●今後の展望
建築͉多̩͈ȶ人ȷ͈関わͤͤ͢ͅ

生͙出̯ͦͥȃ関わͥ人々͂各自͈

職能͞立場ͬ超え̀Ȃ共ͅ考え共ͅ

解決̱̦͈̩̈́ͣ̿ͤͬ͜推進̱Ȃ

̤客様̥ͣ喜͊ͦͥ施工者͂̈́̽̀

い̧̹いȃ同時ͅȶ建築ȷ͈魅力ͬ

社会ͅ発信̱Ȃ少̱́͜建築従事者

͈増加ͅ寄与̧́ͥ͢う貢献̱ͬ̀

い̧̹いȃ写真 3 ．鉄骨建方工事状況
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長
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生年月日　1979年 6月京都府生まれ
最終学歴　 2004年神戸大学大学院自

然科学研究科建築学専攻
修了

業務経歴　 2004年大成建設㈱入社、
東京支店作業所を経て
2006年関西支店作業所

●担当した主なプロジェクト
2009年　フジテックBigFit
2010年　明治製菓㈱大阪工場
2011年　オリックス京都水族館
2012年　 大津駅西地区市街地再開発

事業
2013年　立命館大学BKC理工系新棟
2014年　 龍谷大学瀬田学舎農学部新

棟（施工中）

■青年技術者のことば

施工管理業務ͅ携わͥ上́重要̈́

̭͉͂Ȃ設計図書̥ͣ完成形̺̫

̩́̈́完成ͅ至ͥίυΓΑ全̀ͬ

ͼιーΐ̧̥́ͥ̓う̥́あͥȃ

現場́行わͦͥ作業ͬ頭͈中́思

い描̧̦̈́ͣȂ作業員͈動̧͞作

業姿勢̾ͅい̀Ȃ安全͂̈́ͥ͢う

̈́計画Ȃ作業ͬΑθーΒͅυΑ̈́

̩進͛ͥ計画̦出来̥̦ͥȂ効率

的̈́施工͈実現ͅ繋̦ͥȃ

̹͘Ȃ様々̈́設計変更͞提案ͬ行

う上́Ȃ技術者̱͈͂̀確̥̈́知

識̷͈͂実現ͅ向̫̀課題ͬ解決

̱̀い̩柔軟̈́発想̦必要́あͥ

̭͂ͬ本ίυΐͿ·Πͬ通̱̀実

感̱̹ȃ

建築現場͉́Ȃ施主͞設計者Ȃ専

門工事業者̈́̓数多̩͈関係者

̦従事̱Ȃ状況̦日々変化̱̀い

̩ȃ高品質̈́建物ͬȂ安全ͅȂ決

̹͛ͣͦ工期内̤́客様ͅ引̧渡

̳̹͉͛ͅȂ綿密̈́施工計画͈立

案̦不可欠́あͥ͂考えͥȃ建物

͈完成ͅ向̫͈̀一̾一͈̾ίυ

ΓΑͬ大切̱̦̈́ͣͅȂ̭̥ͦͣ

͜施工管理業務ͅ取ͤ組ͭ́い̧

̹いȃ

■すいせͭ者

西本伸男

大成建設㈱ȁ関西支店ȁ営業部

統括営業部長

RC積層工法による集合住宅の合理化施工の計画と実施　～3日サイクルへの挑戦

建物全景

■計画の概要
大津駅西地区第一種市街地再開発事

業͉Ȃぱべ大津駅͈西側ͅ土地区画整

備事業͂市街地再開発事業ͬ一体的

ͅ整備̳ͥ事業̱͂̀始ͤ͘Ȃ平成

すぜ年ͅ総戸数じたじ戸͈集合住宅Ȫίρ

;ΡΗワー大津ȫ͂低層部分ͅ店舗

ͬ配̱̹施設建築物ȶなぶなぶびとS大津ȷ

̱͂̀竣工̱̹建物́あͥȃ

敷地南側ͬぱべ線Ȃ東側ͬ駅前υーΗ

ςーͅ面̱̹敷地ͅȂ地上̷̤͢

じししmȂすだ階建͈高層べな積層工法͈ζ

ϋΏοῧ̱̀平成すず年じす月ͅ着工

̱̹̦Ȃ諸諸͈事情ͤ͢ͅȂ当初͈

予定̥ͣ ず̥月遅͈ͦ̀着工́あ̽

̹ȃ̷͈̹͛工程̦厳̱̩Ȃ地上躯

体工事期間̦約せさぜύ月͂いう条件̥

ͣȂせ日ざ じέυͺ́取組͙Ȃ習熟έ

υͺ̥͉ͣ ず日΍ͼ·σ̀ͅすせ層͈

積層躯体工事ͬ実現̳ͥ必要̦あ̽

̹ȃ基準階平面͉たたすmす́柱すせ本Ȃ外

廊下型́ じέυͺ当ͤ ぞ戸́構成̯

ͦ̀いͥȃ外部階段͉˯造́住戸部

分͈外部廻͉ͤΨσ΋Σー́囲ͦ͘

̀いͥȃ̭͈基準階ͬͤ͢少̈́い労

力́Ȫ省力化ȫȂ早̩Ȫ高速化ȫȂ安

全ͅ施工̳͓̩ͥ取ͤ組̺ͭ計画ͅ

̾い̀以下ͅ述͓ͥȃ

■設計段階での取り組み
当初Ȃ柱͉在来べな工法́計画̯ͦ̀

い̹̦Ȃ柱͈έσPな化ͬ採用̱工程

͈短縮ͬ図̹̽ȃέσPな化ͅ伴いȂ

柱筋͈継手̾ͅい͉̀Αςーήΐο

ͼϋΠ̱͂ȂΑρή΋ϋ·ςーΠ打

設翌日̳̪ͅ柱Pな͈ΓΛΠ̧̦́ͥ

様計画̱̹ȃ

柱フルPC化

̹͘ȂξΣΛΠΨΑ͈納ͥ͘Αρή

段差部ͬέσPな化̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ

配筋労務ͬ低減̵̯Ȃ梁Pな部材͈長

大化̤͍͢床ΧーέPな͈大型化͢ͅ

ͥ揚重効率͈向上̈́̓Ȃ作業効率ͬ

意識̱̹仕様変更ͬ行い̦̈́ͣ詳細

計画ͬ進̧̭̦̹͛ͥ͂́ȃ

床ハーフPC大型化

■仮設計画時の取り組み
・外周無足場工法͈採用

建物外周͈養生͉Ȃ̵ͤ上̬式足場

͞養生枠ͬ使用̵̴Ȃ垂直ΥΛΠ͈

͙́施工̳ͥ計画̱͂Ȃ仮設͈低減

͂省力化ͬ図̹̽ȃ揚重前͈Pな梁ͅ

先行́養生ΥΛΠͬ取付̫̭̥ͥ͂

ͣ始ͤ͘Ȃ各作業͈作業姿勢͞資材

͈置̧方Ȃ立入禁止区画͈表示方法

̈́̓Ȃあͣͥ͠場面ͬ想定̱空間的

͜ͅ時間的͜ͅ隙͈̈́い外部養生ͬ

整備̱̹ȃ

外周垂直ネット養生状況

・仕上材͈先行揚重計画

断熱;τΗϋ吹付前ͅ使用̳ͥ仕上

材͉全̀積層΍ͼ·σ内ͅ組͙込ͭ

́·τーϋ揚重̳ͥ計画̱̹͂ȃ床

Pな取付前ͅ行う一次揚重͂ȂPな部材͈

支保工搬出後ͅ行う二次揚重ͅ分̫Ȃ

吊構台͞吊治具͈検討̥ͣ揚重後͈

仮置̧場所́͘詳細ͅ計画̳̭ͥ͂

́Ȃ·τーϋͬ効率的ͅḀ̑̾仕上工

事ͬΑθーΒͅ進̧̭̦̹͛ͥ͂́ȃ

΍ͼ·σ工程作成時͉ͅȂ΍ͼ·σ

内́行う全͈̀作業ͬ洗い出̱Ȃ作

業手順ͬ明確̳̭ͥ͂́ͅȂ̷ͦͅ

掛ͥ標準作業時間ͬ設定̱̹ȃ主作

業̾ͅい͉̀時間割管理ͬ実施̳ͥ

̭͂ͤ͢ͅȂ車両͈搬入時間管理͞

ΑθーΒ̈́入ͦ替えͬ可能̱̹ͅȃ

すぜ階立上ͤ躯体以降͉Ȃ柱ΩΥσ

Ζーϋ・梁・Αρή͈異強度打分̫

̦無̩̈́ͤȂ΋ϋ·ςーΠ打設時間

ͬ短縮̧̭̥́ͥ͂ͣȂ せ日΍ͼ·

σͬ じ日短縮̱Ȃ ず日目͈じじ：しし̥

ͣ΋ϋ·ςーΠͬ打設̳ͥ ず日΍ͼ

·σ計画ͬ実施̱̹ȃ

̷ͦ́͘継続̱̀行̧̹̽̀効率

ͺΛί͈̹͈͛工夫͞Ȃ作業員͈習

熟ͥ͢ͅ無駄͈排除̽̀͢ͅ生ͦ͘

̹空̧時間ͬ積͙上̬Ȃ΋ϋ·ςー

Π打設͈́͘ず日間͈作業ͬすさぜ日間

́消化̳̭ͥ͂ͅ成功̱̹ȃ

■配筋計画時の取り組み
梁配筋͈計画͉́Ȃ各柱梁接合部͈

配筋納ͤͬ͘全̀検討̱Ȃ次̷ͦͅ

ͬPな工場͈́̓͢うͅ仕込̩ͭ́ͥ

̥Ȃ梁͈ΐοͼϋΠ部ͅ用いͥ機械

式継手͉͈̓Pな部材ͅ載̵̩̥̀ͥ

͂い̹̽点́͘検討̱ȂPな製作図ͅ

反映̵̯̹ȃΩΥσΖーϋ͈έーί

筋͉工場́あ̥̲ͣ͛配筋̧̱̤̀Ȃ

現場͉́Pな取付͂同時ͅ配筋̦完了

̳ͥ͢うͅ計画̱̹ȃ

梁PC先行仕込状況

Αρή配筋͉Ȃ鉄筋ͬあ̥̲ͣ͛工

場́溶接̱̹ιΛΏν形状̱̤̀ͅ

̧Ȃ現場̷͉́ͦͬ敷̧並͓̺̫ͥ

̱͂Ȃ鉄筋工͈労務ͬ大幅ͅ縮減̱

̹ȃ計画ͬ行う上́Ȃ先置̧Ȃ後置

̧͈梁筋ȂΑρή筋͈上筋下筋ȂΨ

σ΋ΣーPな͈差筋̈́̓Ȃ鉄筋͈重͇

順͂Pな部材͈取付順番͈整合ͬ͂ͥ

事̦重要́あ̹̽ȃ

̹͘ȂιΛΏν͈形状͉͓̩̈́ͥ同

一形状͂̈́ͥ様̈́分割̱͂Ȃ荷姿ͅ

̾い̀͜敷̧込͙場所̮͂͂͛͘ͅȂ

̤̥̈́̾敷̧込͙順ͅ上̥ͣ重͇̀

い̩̭͂́Ȃ不要̈́仮置̧͞無駄̈́

横移動ͬ避̫ͥ計画̱̹͂ȃ

■まとめ
今回͈ίυΐͿ·Π͉́Ȃべな積層工

法͈躯体̾ͅい̀図面段階̥ͣ十分

̈́検討ͬ積͙重͇̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ要

求̯ͦͥ品質ͬ確保̱̦̈́ͣȂ平準

化̯̹ͦ最小͈労務́限̹ͣͦ工期

内͈́施工΍ͼ·σͬ確立̵̯̭ͥ

̧̦̹͂́ȃ今後͉̭͈経験ͬ生̥

̱̀ͤ͢合理的́効率的̈́施工計画

͈立案ͬ進͛̀い̧̹いȃ



建築と社会■2014.744

　大阪市の総合設計制度（以下「制度」とい
う。）を用いて建てられた建築物は、昭和48
年の制度導入以来、平成25年度末時点で925
件の実績がある。これらの公開空地の面積
を合計すると大阪城公園と同程度（約1.1ha）
の規模となる。
　この間、社会情勢の変化等を踏まえ、制度
メニューや許可条件等の改定を重ねてきた
が、①近年のエネルギー需要の変化や国民の
エネルギー・地球温暖化に関する意識の高ま
りから、建築物の環境対策の推進をより一層
図ることが求められている②生活スタイルの
多様化等により、駐車場や駐輪場の利用状況
についても変化が生じていることなどから、
関係する各基準について見直し、平成26年
4月に制度を改正した。

 改正の概要

■環境配慮型容積ボーナス制度
　制度では、従前から一定規模以上の建築物
を建築する場合には、「CASBEE大阪みらい」
に基づく建築物の環境性能効率「BEE」の
ランキング（上位からS、A、B＋、B－、C
の 5段階に区分）が、「B＋」以上であるこ
とを基本要件としている。
　今回の改正では、より一層の建築物の環
境対策を推進するため、「環境配慮型容積
ボーナス制度」メニューを追加した。このメ
ニューは、事務所や店舗用途の建築物を計画
する場合、「BEE」のランキングが「S」ま
たは「A」かつ一定の要件を満たすときに、
容積割増しの上乗せを行うことができるもの
である。
　公開空地の敷地面積に対する割合に応じ
て算出される数値に、基準容積率による割
増係数と敷地条件による割増係数、さらに、
「BEE」のランキングに応じた環境配慮係数
を乗じることで、割増し率をアップさせる仕
組みとしている。

　なお、市街地環境の整備改善に資するとい
う制度の趣旨から、「CASBEE大阪みらい」
の評価項目のうち、建物外部に関する環境評
価項目である「敷地内の室外環境（Q3）」と
「敷地外の環境（LR3）」の数値を3.0以上と
することを要件としている。

環境配慮による割 
増 

公開空地 

「CASBEE大阪みらい」
の評価が「S」or「A」 

公開空地の整備に
よる割増 

基準容積率 

●高度な環境配慮性能 
CO2排出量削減、ビ
オトープの整備など 

図 1　環境配慮型容積ボーナス制度のイメージ

■壁面緑化による容積ボーナス制度
　これまで、一定規模以上の屋上緑化部分等
を公開空地に準ずるものとして、割増し容積
率の算定の際に評価してきたが、今回の改正
で、壁面緑化部分を対象に加えることとした。
　具体的には、壁面緑化の見付け面積に評価
係数「0.5」を乗じた面積を、割増容積率の
算定基礎となる有効公開空地面積に算入する
ことができる。ただし、壁面緑化部分は、道
路や地上の公開空地に面して設けることが条
件となる。

壁面緑化による割 
増（公開空地に準 
ずるとして評価） 

公開空地 

壁面緑化 

公開空地の整備 
による割増 

基準容積率 

図 2　壁面緑化による容積ボーナスのイメージ

■駐車場の設置台数の合理化
　制度を用いて建設する共同住宅について
は、これまで、住戸数の60%に相当する数以

上の駐車場の設置を許可要件としてきた。
　この設置率は、一定戸数以上の共同住宅に
適用される「大阪市共同住宅の駐車場設置に
関する指導要綱」で求める設置率よりも高い
ものであったが、近年、駐車場の需要が減
少していることから、60%という数値を撤廃
した。
　改正後は、同要綱で定める設置率以上の駐
車場を確保すれば良いものとし、設置台数の
要件を実質的に緩和している。
■平置き駐輪場の設置要件の改正
　駐車場の設置要件を緩和する一方、駐輪場
の設置要件については強化した。
　駐輪場の設置率については、従前から1住
戸あたり2台とし、このうち30%分をスライ
ドラック等の機械式を含めた平置き型の駐輪
場とすることを要件としてきたが、今回の改
正により、機械式を禁止することとした。
　ただし、将来、自転車保有台数が増加した
際には、機械式等への転用が可能となるよう
な規定を設けている。

 改正の効果

　環境配慮型容積ボーナス制度は、より総合
的な環境性能の高い建築物の建設を誘導する
効果が期待できる制度である。
　「CASBEE大阪みらい」は、省エネ、省
資源、リサイクル性能といった環境への配慮
項目だけでなく、室内環境の快適性や建築物
の長寿命化、景観への配慮等、総合的な環境
性能を評価するシステムである。このため、
環境配慮型容積ボーナス制度の利用が進めば
これまで以上に良好なストックとしての建築
物が生み出されることになる。
　壁面緑化についても、ヒートアイランド
対策等、建築物の環境性能の向上が期待で
きる。加えて、容積率の割増しというイン
センティブにより事業者が壁面緑化を選択す
るケースが増えることにより、まちなかで実
感できる緑の量を示す「緑視率」をアップさ
せ、良好な市街地環境の形成に寄与するもの
と考えている。
　共同住宅での駐車場の設置率の緩和は、計
画の自由度を高め事業者の初期コストを抑え
るだけでなく、維持管理を担う居住者の負担
を軽減する効果が見込まれる。
　駐輪場の要件の改正については、建設当初
にゆとりを持たせることで、将来の変化への対
応を容易にする効果が期待できるものである。

（ふじむら　まさのり）

●藤村雅典
1974年生まれ。大阪市立大学工学研究科修了。
1999年大阪市役所入庁

5 2 3

法 令
コーナー

環境配慮型容積ボーナス
制度を導入
―大阪市総合設計制度改正―

藤村雅典
大阪市都市計画局建築指導部建築企画課担当係長
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　新耐震基準に基づき設計された建物は、近
年の大地震に対しても倒壊・大破といった深
刻な構造被害に至った事例は少なく、構造に
求められる最も基本的な安全性能は発揮して
いる。しかし、大地震を経験した建物を継続
使用する際には、いかに建物の残存耐震性能
を把握するかと言う課題がある。ここでは、 
2013年に兵庫県・防災科学技術研究所・神戸
大学の共同研究として実施した、実大3層鉄
骨造建物のEディフェンス振動台実験の概要
を紹介する。

 Eディフェンス振動台実験

■目的
　兵庫県南部地震では新耐震基準により適切
に設計・施工された鉄骨造建物において梁端
溶接接合部が破断する被害事例が確認され
た。この被害が確認された建物では、総じて
残留変形が小さいという特徴を有していた。
本実験では、この被害形式が建物の残存耐震
性能に与える影響を検討する他、被害建物の
構造健全度を把握するための技術検討を行う。

■試験体
　兵庫県南部地震当時の構造仕様に基づき3
層鉄骨事務所建物を想定した試験体を製作
した（写真2、図1）。加振は水平1方向と
し、加振方向は、想定事務所建物の中通りの
ラーメン構造の骨組（B通り）と鉛直力のみ
を支持し、水平力には抵抗しない骨組（A、
C通り）により構成し、加振直交方向はブ
レース構造とした。柱脚は露出型柱脚とした
■加振計画
　兵庫県南部地震の被害状況の再現に先立
ち、①南海トラフ巨大地震の神戸市内の想定
地震動（PGV=49kine）による加振を実施し、
健全建物の応答性状を把握した。②その後、
兵庫県南部地震の際にJR鷹取駅で観測され
たNS成分の地震動（PGV＝121kine）による
加振を実施し、兵庫県南部地震の被害状況を
再現した．③被害建物に再度、南海トラフ巨
大地震の想定波による加振を実施し、①と③
の応答と比較することで、構造被害が応答性
状に与える影響を把握する．

 加振実験結果

　JR鷹取波100%の加振時に写真1と同様の
梁端溶接接合部の破断が、柱梁接合部12カ所
の内、 3カ所で生じた。図 2には、全加振
ケースにおける 1層の層せん断力と層間変
形角の最大応答値をプロットしている。JR
鷹取100%加振時の梁端接合部の破断により、
③の想定南海トラフ波加振時には剛性が低下
し、層間変形角応答が①の2倍弱となった。

 構造健全度推定技術

■常時構造モニタリングシステム
　比較的安価で入手可能なオープンソース

ハードウェアとセンサを用いてモニタリング
システムを構築し、加振実験によりそのシス
テムの有効性を検証した。10%強の計測誤差
が確認されたが、構造健全性に深刻な影響が
生じているか否かを判断する上で有用なデー
タを与えるものであった。システム必要性能の
標準規格の整備が普及において重要と考える。
■随時型構造健全度推定技術
　各加振後の建物の常時微動計測およびラ
ンダム波加振（50gal）より得た固有周期と
各加振時の最大層間変形角応答値の関係を
図 3に示す。ランダム加振と常時微動時の
固有周期に差が見られるのは、柱脚および合
成梁の剛性の変位振幅依存性によるものであ
る。鷹取波100%加振後には、いずれの計測
結果においても接合部の破断による長周期化
が確認されており、無損傷時の常時微動固有
周期からの乖離により、接合部破断のような
構造性能に顕著な低下をもたらす損傷につい
ては推定できると考えられる。現在、常時微
動時の固有周期を評価するための各部挙動の
モデル化を各損傷状況で検討中である。

 おわりに

　東日本大震災以後、国難級の災害に対する
防災・減災の分野で「レリジエント」と言う
考え方をよく耳にする。被害軽減対策と併せ
て、想定を上回る外力によって引き起こされ
る苦境からしなやかに復元（復旧）するため
の手立てを整備しておく必要がある。

（なんば　ひさし）

3 9 9

構 造
の頁

大地震を経験した
鉄骨造建物の耐震性

難波　尚
神戸大学大学院工学研究科建築学専攻　准教授
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関西の建築界／群像　第59回

柳々堂 ─RYURYUDO─

1897年頃　創業
1992年　　創業百周年記念シンポジウムを開催
1993年　　雑誌「アーキフォーラム in OSAKA」を創刊
1997年　　トークセッション「アーキフォーラム」を開催

柳々堂にてスタッフと

老舗建築専門書店

　大阪の老舗建築専門書店である柳々堂 5代目社長・松村智子氏にお話

を伺った。

　柳々堂は明治30年（1897年）頃に建築書を専門に扱う書店として西区

京町堀に創業した。関西の建築家らが訪れていたという戦前の店舗では、

大理石製の観音開きのショーケースに入れられた高価な本も扱われてい

たそうだ。空襲で店舗が焼けてしまった際には、ある関西の建築家が蔵

書の一部を提供し、古書を扱うことで戦後を乗り切ったというエピソー

ドからも関西建築界と切っても切れない仲であることがわかる。時代の

ニーズに合わせて、洋書の扱いを始めたり、ネットショップを開設したり、

最近では古書を再び扱い始めたりと展開をしてきたが、西区京町堀に店を

構えることと、バイクと自転車による宅配サービスという販売スタイルは

ずっと変わらない。

　本の販売とは別に、積極的にイベント活動とのかかわりをもってきた

ことも柳々堂の特徴のひとつである。97年にはアーキフォーラムという

トークセッションを主催。その後もこのイベントを支えている。アーキ

フォーラムはコーディネーターが年間のテーマを掲げ、毎月異なるゲスト

を迎えるかたちで進められてきた。関西のみならず関東からも多数の

ゲストが登場している。関東に比べると関西では建築関係のイベントが

少ない。とくに関西で建築を学ぶ学生にとってはゲストの生の声を聴く

ことのできる貴重な場となってきた。最近では大阪の若手デザイナーら

によるイベント活動「デザインイースト」にも参加するなど活動の範囲

を広げているようだ。

　「ずっとこの場所にお店があってよかった」と松村氏は言う。店を構

える西区京町堀には靭公園があり、市内では珍しく緑が多い地域である。

カフェや小物を扱うお洒落な店舗も多く立ち並んでおり、活気のある街

になっている。関東など関西以外の地域から訪れるお客さんからは緑の

多さと街の活気に驚かれることも少なくないという。また、ファミリー層

の住民も増えてきたこともあって、一般のお客さんも多いという。建築

書を専門に扱う書店とはいっても、一般書の扱いもあり、町の本屋さん

としての役割も担っている。

　「本屋でこんなに会話をしたことは初めてだ」といわれたことがある

という。それは関東から訪れたお客さんだったそうだ。店を訪れたお客

さんに対しては、建築関連のイベント情報の紹介や、お客さんの興味に

合わせた本の紹介などの会話が弾む。会話が弾むのは関西ならではの

文化かもしれないが、「憩いの場としてゆっくりしていただければ」との

松村氏の思いがあってのことだろう。「本が好きな人、人と交流を楽しみ

たい人でないと本屋はできない。」と松村氏は言う。建築家を目指す中学

生くらいの子供が訪れて「どんな本を読んだらよいか」と尋ねられたこと

もあるという。柳々堂で薦められた本を手にした子供が、将来の関西建築

界を支える人材になるかもしれないと考えるとなんとも微笑ましいエピ

ソードだ。

　今後も関西建築界への様々なかたちでの貢献を期待したい。
聞き手　　三矢大祐（東畑建築事務所）
写真撮影　河合止揚



■枚岡市庁舎誕生の経緯と変遷
　生駒山地西麓に位置する枚岡市は、戦後
復興期の全国的市制ブームに由り昭和30年
（1955）に四カ町村合併で発足、新市の名称は
由緒名高い河内国一の宮「枚岡神社」由来の
「枚岡」を採択、新市章は市民公募により枚岡
神社梅林に因む梅の花を形どりその中に「ひ
らおか」の「ひ」がデザインされた。
　市庁舎は現位置の近辺南に位置する縄手北
小学校校舎転用建物（昭和12年築）に始まり、
市勢伸張に伴う市民念願の新庁舎建設は、東
高野街道と暗越奈良街道が交叉する要所を得
て、昭和37年（1962）12月に総工費 2億 6百
万円で着工、昭和39年（1964） 3月に完成。
（写真⑤）『枚岡市史』は「屋根の四方はゆる
やかなカーブを画いてそり上がり、従来の官
庁方式を捨て、市民に親しまれるように工夫
をこらしてある」「“市民にはクイックサービ
ス”と窓口事務を一階に集中し、二階はス
タッフ部門と各委員会室・会議室にあて、三
階は議場を中心に議会関係の諸室を配置した」
と記す。翌年には庁舎前広場横に「枚岡市消
防署」が市庁舎建物の意匠に合わせた外観で
新築された。（写真⑤⑮）
　だが、大阪方面からの産業立地開発化・人
口増大・政治行政の諸状況（大阪万博決定や
副都心開発）に因り、枚岡市庁舎完成の早や
翌年、布施市から枚岡市・河内市に合併働き
掛けが起る。合併問題特有の紆余曲折を経て
昭和42年（1967）に 3市は対等合併し「東大
阪市」誕生に至る。旧市域の人口約 6万人は
新市域の約44万人規模の部分となり、「市当
局を先頭にやっと完成した市庁舎である」の
だが、築後 3年にして東大阪市東部地域の分

庁舎「東支所」に転換余儀なくされる。当初
設計図の第二原紙図面によれば、図面名称や
各室名称の変更、用途転換による改修工事内
容が判る。市庁舎の要であった 4階の議場
ゾーンは研修室などに、 3階の市長公室ゾー
ンは選管／保健部門に、 1階は土木工営／水
道／福祉関係部門に、自転車置場は食堂に替
わり、主玄関がある 2階（呼称 1階）だけは
市民窓口業務を継承した。その後「東支所」
から現名称の「旭町庁舎」となり、平成 6年
（1994）にバリアフリー化に伴うエレベータ
設備・自動扉等の改修を経て、現在は 2階に
「旭町図書館」（平成 9年（1997）開館）「旭
町行政サービスコーナー」、3階に「東保健セ
ンター」、 1階に「東福祉事務所」「土木工営
所東分室／水道東連絡所」、4階に「人権文化
部市史史料室」他の用途が入る。お役御免と
なった旧議場は倉庫の役割で暗闇の中、再活
用の出番を静かに待つ。（写真⑱）
　「東大阪市景観形成基本計画／平成17年
（2005）」による行政の行動指針として、「旭町
庁舎は、ル・コルビュジエの影響を色濃く受
けた建物で、反り返った庇がとても印象的で
す。このような価値ある建物を保存し、地域
の拠点などとして上手に使ってゆくことが大
切です」と述べられている。

■枚岡市庁舎設計の特色
　設計監理を担当した坂倉準三建築研究所の
大阪支所は、戦後すぐの昭和23～27年（1948
～1952）に西澤文隆（1929年滋賀生れ/1940-
1986）が着任～開設。枚岡市庁舎が設計工事
された時期までに、高島屋難波新館増改築／
南海会館／南海ビル高島屋新館／心斎橋アー

①現状東側正面外観（平成26年 4月撮影：大阪教育大学大学院生　岡本 修）
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「建築と社会」第45輯第 6号（昭和39年 6 月号）より

②東側正面外観（府道から前広場を経て 2階（呼称 1階）玄関を望む）

⑤上左／枚岡庁舎落成／1964年、上右／枚岡市庁舎／1967年、
　下左／市章、下右／枚岡消防署／1965年（『枚岡市史』第 1巻より）

③ 屋上庭園（左奥に議場の階段状屋根、光
筒、南西角から生駒山を望む）

④ 議場（壁／練付板材・天井梁／打放し・特注
家具）（左側が傍聴席階で屋上庭園に繋がる）

⑥2階執務室（撮影／多比良敏雄／1964年）

⑦ 上／3階吹抜け／
光筒

　左／螺旋階段
　（撮影／小山 孝
　 「建築」1964年 8 月
号より）

⑧市長室ホール／吹抜け／4階議場
　（撮影／多比良敏雄／1964年）

⑨西側遠望
　（撮影／小山 孝「建築」1964年 8 月号より）
⑩南東側外観（右奥が正面玄関）

⑫南北断面図
　 4 階議場／ 2階玄関

⑬東西断面図（坂倉建築研究所大阪事務所 提供）

⑭配置図　2階（呼称1階）平面図

屋上階

4階

3階

中2階

1階

⑪正面玄関ホール
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⑮東北側俯瞰（上／外構工事中・南側に旧庁舎
　　　　　　　 右／1965年頃か・左前に消防署）

（東大阪市市史史料室提供）

⑳4階南東側（軒天井・バルコニー）（※）

214階東側（鋼製律動方立窓）（※）

243階東側（バルコニー逆梁構造）（※）

25正面玄関庇（逆梁支持構造）（※） 26RC造日除け（左上／ 1階南部見上げ・左／ 2階東部・右／南東部外観）（※）

27図書館南東部内観（※）

29外観 南東（各階律動方立割水平連続窓）（※） 30外観 西北（北側 1階出入口／西側 1階通用口、西面 5層）（※） （※）筆者撮影／2014年4月

31外観 北側（斫り壁）（※）

32北側外壁斫り仕上部（※）

28正面玄関ホール／図書館（※）

224階会議室（多比良敏雄／1964年）
　（当初軒天／バラ板型枠打放し）

23矩計図、左上／屋根軒天レベル図
　（坂倉建築研究所大阪事務所　提供）

⑲螺旋階段（筆者撮影／左2010年／右2014年）

⑰旧議場屋上（東南を望む）（※）

⑱旧議場（左／旧傍聴席階より俯瞰）（※）
　 （内壁／練付板材・RC斫り、天井梁／打放し）

⑯屋上庭園（東南より）（※）
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ケード／塩野義製薬中央研究所／上野市庁舎
／芦屋市民会館／個人住宅など、関西におけ
る戦後モダニズム建築の先駆的で品格ある一
群の作品を生み出してきた。
　枚岡市庁舎は、ル・コルビュジエに由る
建築思想を具現化する坂倉準三（岐阜生れ
／1901-1969）の意志、西澤文隆の思念、担
当者・東孝光（1933年大阪生れ／在職1960-
1966）の志向が反映しあって結晶化した類まれ
な建築といってよい。建物正面の東側は伸び
やかな横長プロポーションの清浄なお堂のよ
うでもあり、建物全層が見える西北側は堂々
として溌剌、南側は端正な近代建築として街
並みに存在感あり、四方に開かれた陰影深い
表情が様々に変化して、戦後モダニズム建築
として唯一特異な存在に思われる。
　ル・コルビュジエ提唱の「モデュロール」
寸法比例構成・律動的方立連続窓（波状、リ
ズミカルなガラス面／パン・ド・ヴェール・
リトミック）・陸屋根と屋上庭園・RC造ブ
リーズソレーユに習い、素材感に富むコンク
リート打放し建築を造形の基本において、外
構空間を日本の伝統的感性によってやわらか
く調整し内外空間の連続性に意を注ぎ、戦後
復興熟成期1960年代における市庁舎建築に託
したい「熱い思い」「時代の精神」が全体から
細部にまで宿っている名建築といえよう。
　最上階全周に頂く大庇の軒天井と東側正面
入口庇に共通する独特の曲面造形は、一見し
て忘れられない程に印象深い。二つの軒天井
と前広場の斜面は相呼応して人を招き受け入
れる。道路面から建物正面 2層目の主玄関に
導く斜面盛土（勾配約5°同時期工事の新生駒
トンネル排土活用）に立つと、緑の生駒山地
西麓と向き合い響き合う。敷際を盛土斜面植
栽でやわらかく連続させる手際は、塩野義製
薬中央研究所（昭和36年／1961）で斬新な外
構意匠を生み出した西澤ならではの発想にみ
てとれる。外構と建築を違和感なく繋ぎ響き
合わす設計は同年竣工の上野市庁舎・芦屋市
民会館にも共通する作法だ。
　大庇は外周柱芯から持ち出し寸法4835もあ
る逆梁床版直仕上げで、バラ板型枠打放しに
よる力強い構造体として表現された。現状は
平滑処理され白色系砂状吹付に改変。その仕
上下層にある独特の緑色系塗膜は軒天井を大
樹の冠に見立てた西澤独自の発想かと思える。
最上階共用部天井に現存する緑色系塗装仕上
げは天を受け止める一枚の盤の裏面が内外一
体的に連続させる意図を示す。天幕が撓んだ
かのような三次曲面形態は軒先四隅が反り上
がる伝統建築に習ったとみられ、「奈良の大仏
殿の屋根にひそかになぞらえた」と東は述べ
たという。当初設計図（図23）には天井勾配

を指示するレベル表記（高低差最大1800、見
付1400～530）がある。大庇の下面を陰影深
くみせる立面効果は、モダニズム建築で立面
を引き締める最上部水平突出しの意匠にも通
じて、郵政建築部勤務経験の東が大阪中央郵
便局舎を前にして語ったという吉田鉄郎の影
響かとも思えて興味深い。
　大庇の直下全周には、日除けと視線制御を
意図する水平帯状 2層（柱芯より持ち出し
2575／2305／1875／窓後退585）、その下に格
子状ＲＣ造半屋外構造体 2層、それらが大地
との関係を見事に取り結ぶ。これらの見付・
間隔・奥行は530／700／860／1130／1400の
モデュロール寸法割付。板状立体格子（写真
26）は精緻なバラ板型枠（見付巾90で木コン
痕なし）、ひび割れ発生ない見事な打放し施工
で今日再現不能といえる。先行事例は塩野義
中央研究所立面全体の採用（見付け巾100、後
打ち施工）で、型枠の間隔保持は木片を挟ん
で番線締め、打設途中で木片を外し、固まり
きらない間に番線を引き抜く手技だという。
　バルコニー帯状部は桁から逆梁床版構造
（図23）で室内床との梁丈差（ 4階580／ 3階
930）のため室内からの視界は広く、柱と分離
した水平連続窓はモデュロール割付け方立が
粗密波動のように全周を巡って、部屋毎に窓
割りが変わる。（写真21 22）鋼製方立（見付60
芯に平鋼リブ付き／見込130）と無目は十字交
叉せず、方立枠内に上げ下げ窓枠を納め、当
時の優れた鋼製窓枠加工技術を今に伝える。
大庇とバルコニーの深い奥行と高床構造のお
かげで雨水による腐蝕進行もない。（写真24）
　庁舎建築の心臓に見立てられる議場は 4階
中央に配置され、傍聴席出入口階は屋上庭園
に通じて市街の全方位を見はるかし、議場の
三角屋根は眺めの良い階段席となってその存
在を現す。（写真③⑮⑯⑰）遮る建物が少ない
田園都市時代の立地環境下で市庁舎と議場の
存在が誇り高くみえる様相に戦後復興期の思
いが滲む。（写真⑥）
　屋上階まで5階層を見事な施工のRC造龍骨
構造の螺旋階段が上昇気流のように貫き上り、
階段室最上階ガラスブロック窓から降り注ぐ
外光（写真⑦⑲）、議場階と市長室階とを視覚
的に繋ぐ吹抜けと上階に穿かれた筒光（写真
⑦⑧）に、自然を巧みに取り込むコルビュジ
エ建築の理解と応用がみてとれる。
　RC打放し壁面仕上げの可能性を求めた「斫
り」仕上げが、議会の廊下側（白色塗装下）／
玄関ホール／螺旋階段室吹抜けと手摺／便所
階段コア部分の内外壁に多用される。破砕手
段だったブレーカーを仕上げに取り入れたの
は、硬質な打放し面に対比する柔らかい表情
を求めて、西澤が塩野義中央研究所の外構擁

壁で実行したのが日本で初めてという。外観
の北面・西面に直立するRC造大壁の斫り仕上
は、“現場練り”ならではの低スランプ打設で
木コン痕も打継もみえず本物の川砂利露出に
よる手業跡が魅力的だ。（写真31 32）内壁の斫
り仕上部で当初設計意図が損なわれかねない
改修塗装には疑問が残る。（写真⑲）

■枚岡市庁舎の将来
　建築は永く使われる内に手が加えられ、用
途の変更にも応じていながら、思いがけなく
存在否定という事態に遭遇する。只今50歳働
き盛りの「旭町庁舎」に「東大阪市公共施設
再編整備計画」は“建替え”の方針。近辺に
ある複数の公共建物改修による玉突き的移転
再整備に絡めて建替え経営を民間事業者に委
ねる政策で、平成27年度事業手法検討／翌年
度事業提案募集／29～30年度には現建物解体
という。枚岡の近現代史を体現して掛け替え
のない旧枚岡市庁舎の行末に対して我が町な
らではの見直しがあって欲しい。この建築が
滅失されたなら地域はもとより近現代建築の
将来にとっての損失感は大きいだろう。
　その心配から地元の大学では、周辺公有建
築物活用・商店街まち興しを含む調査・旭町
庁舎再活用研究・建築企画演習課題・学生コ
ンペ等が取組まれ再活用が期待されている。
この建築ならではの特色を活かした耐震性能
強化は工夫可能であり、新用途への転換活用
や別棟増築による充実化も図られる敷地環境
にある。
　竣工時に東が述懐した「長く苦しい道への
最初の拠点を象徴して、この市庁舎は立って
いるようだ」が再び現実となった今日なおさ
らに地域の資産としての活用が望まれる。「枚
岡市庁舎」として誕生した類例ない建築はま
だまだ働けると健気にどっしり構えて逞しい。

謝辞：

・写真史料͈掲載にご協力い̹̺きまし̹

ȁ小山͌かるȂ山﨑わか͇Ȃ栗原宏光Ȃ及͍Ȃ多比

良誠Ȃ͈各氏と東大阪市に対して謝意を表しますȃ

参考：

・ȶ枚岡市史ȷ第1巻ȁ本篇ȁ昭和42年Ȫ1だ」7ȫ

・ȶ関西͈モダニズム建築20選ȷ平成13年Ȫ2001ȫ

・1だ」4年 」月号ȶ建築と社会ȷȂ

ȁȁȁȁた月号ȶ新建築ȷȶ建築ȷȶ近代建築ȷ

・ȶ東大阪市公共施設再編整備計画ȷ平成2「年

Ȫ2013ȫ

・浅野雅彦Ȫ坂倉在職1だ「7-1だ71／ȶ塩野義製薬中

央研究所ȷ担当ȫȂ好川忠延Ȫ坂倉在職1だ」1-1だ7た

／ȶ上野市庁舎ȷ担当ȫȂ田中貢Ȫ近畿大学建築

学部建築学科教授ȫȂ以上各氏によるご教示

（はしもと　けんじ／意匠人設計房

　　　　　　　　　／坂倉在職1968-2003）
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51建築と社会■2014.7

第13回　読者と選ぶ

　　　「建築と社会」賞入賞発表
ȶ建築͂社会ȷ͂いう本誌͈趣旨ͅ
ふさわしい社会性・環境̈́̓ͅ配
慮した有意義̈́建築作品や建築ͅ
かかわͥ論文・記事̈́̓を顕彰す
ͥȃ選考ͅあたって͉Ȃ会員͈声を
反映しȂ広く開かͦた賞͂ すͥ ȃ

作品部門

中之島フェスティバルタワー
〈2013年 2 月号〉

所在地―大阪市北区中之島2-3-18
建築主―株式会社朝日新聞社
設計監理―株式会社日建設計
施　工―株式会社竹中工務店

江副敏史　えぞえ・さとし
1980年　日建設計入社
現在、同社フェロー役員デザインフェロー
福山市中央図書館（2008年）
大阪弁護士会館（2006年）
兵庫県立芸術文化センター（2005年）
神戸国際会館（1999年）
大阪ワールドトレードセンタービルディング（1995年）

撮影：古田雅文

建物構成としては2700席のフェスティバルホール、朝日新聞大阪本社、そして大阪
のマーケットで貸しやすいセンターコアの高さ200ｍの超高層オフィスをいかに最
適に積み重ねるかという課題があった。これを解決するために、オフィス中央コア
部の柱を、フェスティバルホール上部で外周に広げるメガトラス構造を採用した。
高層オフィス部分は360度広がる眺望を満喫できるように1.8ｍピッチの細柱からな
る開放感ある空間、13階のスカイロビーではその圧倒的なメガトラス構造の力強さ
をそのまま表現した。そして低層部はこれらを支える強固な構造体を素材感ある22
万個の大型煉瓦で包み、さらに深みある重量感を与えた。
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作品部門

旧ジェームス邸
〈2013年 6 月号〉

所在地―兵庫県神戸市垂水区塩屋6丁目28-1
建築主―株式会社ノバレーゼ
設　計―株式会社竹中工務店
施　工―株式会社竹中工務店

中村圭祐　なかむら・けいすけ
1999年　株式会社竹中工務店入社
現在，同社大阪本店設計部
主な作品
勝美住宅神戸店、オリックス本町ビル
旧ジェームス邸

松隈　章　まつくま・あきら
1980年　株式会社竹中工務店入社
現在　同社本社設計本部
主な作品
安川ビル、瀧定高槻寮、梅田DTタワー撮影：㈱ナカサアンドパートナーズ

旧ジェームス邸はイギリス人貿易商Ｅ. Ｗ. ジェームスが1934年自邸として建築し、
周辺はジェームス山と呼ばれ親しまれてきた。所有者・事業者・設計施工者が協力し
て行政と住民との合意を図ることで、神戸市指定文化財に指定し、新築建物の第一種
低層住居専用地域の制約を乗り越えてウエディング施設として活用する仕組を構築
した。邸宅はスパニッシュスタイルで庭園のある基壇の海側は竜山石の石積で構成さ
れている。内部の改修では耐震防災補強の他は竣工時のオリジナルの姿を復元した。
新築建物のバンケット棟は邸宅の軒に高さを合わせ、艶のある濃色の外壁により景観
に透けこむよう配慮した。チャペル棟は100φの柱で構成する繊細な構造体と壁のな
いガラスで覆うことで存在感を低減し、周囲に設置した水盤で瀬戸内海と繋がる。
ソフト・ハード面の両立により旧ジェームス邸の価値を向上し、持続的に利活用する
ことができた。

有田　博　ありた・ひろし
1993年　株式会社竹中工務店入社
現在　同社大阪本店設計部
主な作品
名古屋国際高校、梅新第一生命ビル
オリックス本町ビル



53

作品部門

IDEC本社・技術研究センター
〈2013年 9 月号〉

所在地―大阪市淀川区西宮原
建築主―IDEC株式会社
設　計―KAJIMA　DESIGN
監理者―鹿島建設株式会社関西支店
施　工―鹿島建設株式会社関西支店

小松啓一　こまつ・けいいち
1987年入社　鹿島建設入社
現在　関西支店建築設計部担当部長
主な作品
松村石油研究所、鳴門パークヒルズ　ホテルリッジ
アップル心斎橋、ラウンドワン千日前

大平直子　おおひら・なおこ
1993年入社　鹿島建設入社
現在　関西支店建築設計部設計主査
主な作品
PHP本社ビル、木下記念事業団　神戸学生会館
ホテルモントレ京都、ルネッサ難波タワー

「櫻」舞うオフィス

新たに整備された区画道路に沿う街区の一角に、制御技術・LED照明
等の環境技術を手がける企業の本社と技術研究拠点のコンプレックス
を建設した。保存した「櫻」の大樹を中心に、社員の憩いの場であり、
企業ブランドを発信する緑豊かな中庭を設け、道行く人が心地よい
季節感を享受できるよう仕掛けを施した。この中庭を中心に機能毎
に分節した低層棟、高層棟、既存棟の建築群を配置している。81mの
「連続性」をもつ低層棟は街路に沿って力強く水平性を強調しつつ、

地上を透明化することで、街路から中庭、さらに「櫻」という視線の
軸によって、「奥性」を演出した。低層棟とコンポジットされた高層棟
は上昇感をさらに際立たせ、成長と進化を表現している。主力商品で
あるLED照明を全館に活用し、各々の照明は調光やタイムスケジュー
ルなどセンサー技術を駆使した。屋上緑化、自然換気システム、陽光
センサーによる可動ブラインドなど自然エネルギー利用を含む環境配
慮の工夫とも相まって、企業の技術開発へ取り組む「奥深い」姿勢と
経営方針を存分に体現した建物である。

撮影：松村芳治（松村写真事務所）
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作品部門

上村工業　新中央研究所
〈2013年12月号〉

所在地―大阪府枚方市出口1-5-1
建築主―上村工業株式会社
設計・監理―株式会社東畑建築事務所
施工―株式会社竹中工務店

中村文紀　なかむら・ふみのり
1988年　株式会社東畑建築事務所入社
現在、大阪事務所設計部長
京都府家庭支援総合センター・京都府東山警察署庁舎
（2010年）
真庭市役所　本庁舎（2011年）
京都府地方合同庁舎（2014年）

倉橋尉仁　くらはし・やすひと
2001年　株式会社東畑建築事務所入社
現在、大阪事務所設計部主任技師
京都府警察学校　本館（2009年）
甲南女子中学校・高等学校　新校舎（2012年）
関西大学北陽高等学校・中学校　総合体育館（2014年）

下田康晴　しもだ・やすはる
2007年　株式会社東畑建築事務所入社
現在、大阪事務所設計部技師
近作　武田薬品研修所（2010年）
近作　エクセディ新本館ビル（2012年）

上村工業株式会社は、国内外に拠点を持つ表面処理業界のリーディン
グカンパニーです。
建物中央に、光と風を取り込み、立体回遊性を生み出す「アトリウム」
を設け、研究者同士の交流や対話が促進されることを期待しています。

解体される旧研究所には、戸建て住宅が隣接し、敷際の樹木が穏やか
なインターフェイスを形成していました。この環境（関係性）を守る
ため、住宅に面する外壁を残し、樹木を全て保全し、壁自体も緑化壁
として再生しています。
また、建物内部の各階からもアトリウムを通して、この緑化壁を見晴
るかす構成になっています。

安全面では、基礎下免震構造を採用し、液体を多く使用する実験環境
における研究者の安全や、精密機器の保全に万全を期した研究施設を
実現しています。

撮影：時空アート
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　今般の受賞の連絡には、些か吃驚しました。
予期せぬことでしたよし。選考にあたってい
ただいた先生方に感謝致します。「縮小都市」
に関するヨーロッパ調査が早い時期に決まっ
ておりました。授賞式と日取りが重なり欠席
いたしました。失礼をお詫びすると同時に、
選考委員各位、及び出席されました方々から
拙稿に対するご意見／批判を聞かせていただ
く貴重な機会を逸しましたことを残念に思っ
ています。
　ここしばらくの間、「都市縮小」について
内外の事例を調べています。研究者というよ
りはジャーナリストですから、現場から帰納
的にモノ事を考える習性が身についています。
海外については、デトロイトとトリノを繰り
返して訪ね、その縮小事情を調べています。
　いずれもモーターシティです。20世紀は
「車の世紀」でした。車移動を前提に暮らし方
／働き方が決まりました。自動車産業は裾野
が広く、20世紀の産業社会を圧倒的なパワー
で牽引しました。経済のグルーバル化でも先
陣を切ったのは自動車産業でした。そのモー
ターシティが縮小都市になって久しい。
　昨年、デトロイト市は財政破綻しました。
それでも昨今、都心からその先の大学街まで
の界隈を中心に、都市再生の動きを観察する
ことができるようになりました。一方、トリノ
は、21世紀を迎えたころから人口の回復傾向
が明らかになっています。両モーターシティ
の縮退、及び再生の動態、そうした動態を生
み出し、支えている「都市社会システム」を
比較研究することが当面の研究課題になって
います。

矢作　弘
　中世建築を主体とする文化財建造物修復に
関する 3年間の研修を終えて、私はパリから
東京へ戻りました。宮内庁に暫く勤務したの
ち、名古屋大学に移り、ゴシック建築の研究
を再開しました。当時は辛うじて戦災を免れ
た近代建築が再開発により、次々に取り壊さ
れていました。
　明治村開設の準備をしていた谷口吉郎先生
にはもちろん協力していましたが昭和40年
代初めの北海道旧庁舎を皮切りに、旧名古屋
高等裁判所、四日市の旧諸戸邸（コンドル設
計）、山口の旧県会議場、広島の原爆ドームな
どの保存に取組むことになりました。これら
の建物はその形式のほかに建築材料もできる
限り保存します。
　それに対して伊勢神宮では建築材料は式年
ごとにすべて更新されますが、形式は踏襲さ
れます。戦国時代に暫時中断されたので、今
回は第62回遷宮になりました。
　平成 5年の第61回遷宮では、私が宮内庁に
勤務していた当時の上司が技術総監に就任し、
私は新築殿社を監理する技監になりました。
神宮司庁によれば嘗て朝廷は技術総監と技監
を神宮へ派遣して新社殿と新しい調度品を建
設・調製し、それらを神職に引渡したとのこ
とです。しかしこれでは旧社殿の解体工事で
発見された欠陥を、設計者が改善する機会が
ありません。60回以上に及ぶ式年造替にかか
わらず、柱の腐食のような基本的課題が未解
決であったのは、このようなところに原因が
あったのかも知れません。
　この小論に目をとめられた読者の皆様なら
びに選考者の方々に厚く御礼申し上げます。

論考部門

伊勢神宮と式年遷宮
〈2013年 3 月号〉

飯田喜四郎
－ インタビュー当時の社会と環境、丹下健三
氏についていま思うこと－
　拙著『写真都市』に序文を寄せて下さった
丹下健三先生の代表作は代々木のオリンピッ
ク競技場であろう。その完成当時米紙タイム
の取材で競技場を背景に先生のポートレート
を撮影したことがあり、その後作品の多くを
写す機会に恵まれた。今回貴誌から賞を有難
く頂いたが、その論考でも『写真都市』と丹
下先生について多く語っているが、これが掲
載された2013年は、その先生の生誕100周年
でもあった。その年に2020年の東京オリン
ピック開催が決まり、ある感慨を覚えた。一
生に 2度も都庁舎を設計された先生が健在
だったら次期オリンピックへ向けてどのよう
な計画案を発表されたのだろうか。そう言え
ば1955年頃「建築と芸術の綜合」をテーマ
に開かれたユネスコの国際会議に出席した日
本代表、阿部展也氏の依頼で撮影したのが旧
都庁舎の岡本太郎氏の陶板壁画だった。当時
の写真の一部はガラス乾板である。その後カ
ラーフィルムが主流となり、今ではデジタル
に一変した。
　永年、建築や彫刻など都市をテーマとして
写真を続けて来たが、建築の専門誌との関り
も多く持った。近年そうした雑誌が減って行
く状況の中でメディアとして『建築と社会』
の重要性も増していると思う。建築家と共に
建築に携わる写真家の発表の場としても永く
続けて貰いたいと思う。

論考部門

建築を見る写真家のまなざし
〈2013年 9 月号〉

村井　修

矢作　弘　やは℻・ひろし

Ĳĺĵĸ年東京生まͦȃ 日本経済新聞社編集局記者Ȃ

ロサンゼσス支局長Ȃ 編集員を経̀大阪市立大学大

学院創造都市研究科教授ȃ 現在Ȃ 龍谷大学政策学

部教授ȃ こ͈間Ȃ オΧイオ州立大学Ȃ ロンドン ・ ス

クーσ ・ オή ・ エコΦミクス客員研究員ȃ 主̈́著書ͅ

ȸロサンゼσスȹ Ȫ中公新書ȫȂ ȸ大型店͂まち̿くͤȹ

Ȫ岩波新書ȫ 等ȃ

飯田喜四郎　いいだ・℺しろう

Ĳĺĳĵ年東京都生まͦȃ έρンス文部省建築局文化

財保護事業部主任建築家事務所々員Ȃ 総理府技官

Ȫ宮内庁ȫ をへ̀名古屋大学教授Ȃ 愛知工業大学教

授Ȃ 神宮司庁技監 ・ 営繕部長Ȃ 博物館明治村館長を

へ̀現在͉愛知工業大学客員教授Ȃ 神宮司庁造営局

技術顧問Ȃ 博物館明治村顧問Ȃ 名古屋大学名誉教

授ȃ 日本建築学会大賞 ȪĳııĴ年ȫ 受賞ȃ

村井　修　むらい・おさむ

ĲĺĳĹ年愛知県生まͦȃ ĲĺĶĴ年かͣέςーρンス͂し̀

建築誌Ȃ 美術誌͈̈́̓撮影を始め現在ͅ至ͥȃ 主̈́撮

影͂し̀Ȃ 丹下健三白井晟一等͈建築作品や ȶ関西

空港ȷ ȶ新国立劇場ȷ ȶ京都迎賓館ȷ ̈́̓ȃ 主̈́受賞ͅ

第Ĵĸ回毎日出版文化賞 特別賞 ȸ世界͈広場͂彫刻ȹ

ȪĲĺĹĴȫȁ第 ６ 回東川賞 ȸ石͈記憶ȹ ȪĲĺĺıȫ ĳıĲı年日

本建築学会文化賞Ȃ ĳıĲĳ年日本写真協会功労賞等ȃ

論考部門

人口減少、高齢化時代の
集約型都市圏構造
～京都府丹後地域を事例に～

〈2013年 1 月号〉
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田中ȁ第じず回͈読者͂選͐ȶ建築͂社会ȷ賞

͈最終審査ͬ行い̳͘ȃ

審査͈方針̱̱͂̀͘Ȃ一次審査́作品部門

じす作品Ȃ論考部門́じじ論考̦選考̯ͦ̀い͘

̳̦Ȃ一次審査ͬαーᾼ考えȂ特ͅ優̹ͦ

作品Ȃ論考̦あ̭ͦ͊ͦͣͅ限̴ͣȂ再検討

̳ͥ͂いう̭̱͂́ͧ͢い̱́͡う̥ȃ

̷͉ͦ́Ȃ作品部門̥̳ͣ́ȃ今回͉事前ͅ

̧̺̫́ͥ現場ͬ見̭ͥ͂ͬ企画̵̯̀い̹

̧̺̱̹͘ȃ候補者̥ͣ提供̯̹ͦΟーΗͬ

参照̱̦̈́ͣ審議̱̹い͂思い̳͘ȃ

＊ 各候補作品͈ΟーΗͬ順番ͅ映̱出̱確認

̳ͬͥȃ

■作品部門

田中ȁ̴͘Ȃ中之島フェΑティΨσタワー、

グρンフロント͉̓う̱́͡うȃ

阿部ȁ大̧̈́建物͈̈́́他͂評価̦難̱いȃ

ΈρϋέυϋΠ͂あえ̀比較̳ͦ͊ȂέͿΑ

ΞͻΨσΗワー͈方̦ΟΎͼϋ的ͅ密度̦濃

い̳͇́ȃ

田中ȁ大空間͂΂έͻΑ͂複合̱̀Ȃ計画的

͉ͅ結構大変̺̹̽͂思い̳͇͘ȃ

谷口ȁ既存͈技術̳̦́Ȃ構造͉̥̈́ͤ工夫

̱̹͙̹い̳͇́ȃ

髙砂ȁ大阪͈人͉͙ͭ̈́あ͈外観ͬ知̽̀い

ͥȃͼιーΐͬ保存̱̦̈́ͣ新̱い機能ͬ果

̹̱̀い̩͂いう͈͉意義̦あ̳͇ͤ͘ȃ

田中ȁ飛騨市立古川小学校͉造̧ͥ͂ͅワー

·ΏοΛίͬ行う̈́̓Ȃ地域͈͂意識ͬ持̽

̀取ͤ組ͭ́いͥ͢う̳̦́ȃ

谷口ȁ̧̦̾ͣͣ́̈́い͢うͅ軒先͉ͅΪー

Ηーͬ仕込ͭ́あͥȃべな͈̭͉͂ͧべな̱̀ͅȂ

基本的ͅあͤ͘負担͈̥̥ͣ̈́い̭͂ͧͅ木

ͬ使̽̀いͥ

田中ȁ材料͂工法͈いい̭͂ͧͬう̩͘組͙

合わ̵̀い̭ͥ͂ͧͬ評価̱̹い̳͇́ȃ街

並͙̱͈̦͉͂̀̾̈́ͤ̓う̱́͡うȃ

髙砂ȁ周囲͈屋根͉赤͈̈́ͅȂ̶̈́白͈̥̈́ȃ

屋根ͬ分割̱̀ΑΉーσͬ落̱̹͂͂あͤ͘

̳̦Ȃ̷͈配慮̦あͥ̈́ͣ色彩͈配慮͕̱͜

̥̹̽ȃ

阿部ȁέ͹΍ーΡ͉͂̀͜丁寧ͅ作ͣͦ̀い

̳̦͘Ȃ小学校͂いう͉ͤ͢美術館͈͢うͅ

格調高̩小学校͈ͼιーΐ̦̈́いȃ

田中ȁ一方Ȃ同̲教育施設͈東大谷高等学科

校泉ヶ丘校舎͉̓う̱́͡う̥ȃ

髙砂ȁ斜面地͈̈́ͅう̩͘τασͬ変え̀い

ͥȃέ͹΍ーΡ面͉煉瓦́穴ͬあ̫̩̀̾̽

̹ΘήσΑ΅ΰȂ周̦ͤζϋΏοΰ西日

͂景観ͅ配慮̱̀いͥȃΑΉーσͬ小̯̩̱

̀い͈ͥ́威圧感͉あͤ̈́͘い͂感̲̹ȃ

阿部ȁ生徒̦歩い̀い͈̦ͥ外̥ͣ見えȂ開

放的́あ̫ͥ̓Ȃ逆ͅ言え̷̭͊́͘見̵̀

いい͈̥͂いう感̲ȃ

田中ȁ生徒͉̓う思̽̀い͈̱ͥ́͡う̥ȃ

落̻着̥̈́い͈̥̈́ȃ楽̱い͈̥̈́ȃ

田中ȁ明石ςΧビςテーΏョン͉̓う̱́͡

う̥ȃ

阿部ȁ住宅͈中ͅあͤȂ建物͉意外͂Ώϋι

Πςー̈́έ͹΍ーΡ́軸線̦強調̯ͦͥ͢う

̈́建物̳́ȃ住宅͈方ͬ直視̳ͥ͢うͅ開い

̀い̹͈̦気̱̹͇̈́ͤ͘ͅȃ

谷口ȁΜͼϋ̈́̽̀ͅい͈ͥͅȂ一体͈建物

ͅ見え͈̦ͥ残念ȃ

田中ȁςΧΫς̱͂̀歩̩Ȃあͥい͉̩̾ͧ

̪空間̱͂̀Ȃ͜う少̱廊下͞外部͈広場̈́

̓楽̱̩歩̩仕掛̫̦あ̹̽ͣいい̳͇́ȃ

΋ϋΩ·Π́Ώϋίσ̳̦́͜う少̱ȶ色ȷ

̦あ̽̀͜いい̥̈́ȃ

髙砂ȁ温̥͙͈あͥ素材感̦̈́いȃ工場͈͢

うͅ見えͥȃ

田中ȁ転落防止͈手̳̱ͤ̀͜͜ͅう̻̽͡

͂照明̥͂植物̥͂̽͂͜違う形́環境ΟΎͼ

ΰ̧ͥȃ歩い͕̱̀い̭͂ͧͬ̽͂͜魅力的

̱̹ͣ̽͂͜ͅ良̥̹̥̽̈́͂思い̳͇͘ȃ

田中ȁ藤田保健衛生大学病院低侵襲画像診

断・治療センター͉̓う̳̥́ȃ

髙砂ȁ模様ͅ見え̫ͥ̓Ȃ同̲素材̳͇́ȃ

谷口ȁ検査用̳͇́͢ȃ̭̭͉ȃいͧͭ̈́機

械ͬ入ͦͥ͢う̈́̽̀ͅい̳͇ͥͭ́ȃ

田中ḁ̏̈́ͤ計画技術的͉ͅいͧͭ̈́試͙ͬ

入ͦ̀いͥ意欲的̈́作品̺͂思い̳͇͘ȃ

田中ȁ日本平ホテσとΐェームΑ邸̦Ȃ外̥

ͣ内Ȃ内̥ͣ外͈景観ͬ意識̱̹̭̦͂ͧあ

ͥȃ借景ͬ活用̱̀い̳͇͘ȃ立地ͬ生̥̱

̹ςΖーΠ性͈あͥγΞσ͉全国各地ͅあͤ

̳̦͘ȃ

髙砂ȁ富士山̦見えͥ͂いう͈̦日本平͈特

徴̳͇́ȃ

田中ȁΐͿーθΑ邸͉日本平͉͂違うΑΉー

σ感́既存͈歴史的̈́建築͂新̹ͅ計画̱̹

物件̦ΨρϋΑ̩͢存在̱̀い̳͇͘ȃ特ͅ

結婚式場͈͒ͺίυーΙ͉海ͅ開̫ͥ演出́

̳͇ȃ

阿部ȁ近代建築ͬ残̱̀い̩͂いう͈͉大切

̭̈́͂́Ȃ̷͉ͦͅう̩͘応え̀い̳͘ȃ

田中ȁ地域͞社会͈いͧいͧ̈́人ͅ来̀͜

ͣ̽̀Ȃ古い建築Ȃ新̱い建築́作ͤ出̱̹

非日常ͬ感̲ͣͦͥ空間͈環境ͬ謳歌̱̀͜

ͣえͥȂ地域ͅ開̥̹ͦ点͜感̲̳ͣͦ͘ȃ

髙砂ȁΐͿーθΑ邸͂いう古い洋館̦あͥ͂

いう͈͉神戸͈人͉知̽̀いͥわ̫̳͇́ȃ

田中ȁ̷ういう点大事̳͇́͢ȃ昔̥͈ͣ̾

̦̈́ͤȂ記憶Ȃ風景ͬう̩͘現代的ͅͺτϋ

ΐ̳ͥ͂いうȃ

髙砂ȁ壊̱̀建̀替え͈͉ͥ簡単̳̫́̓͜

͇ȃΐͿーθΑ邸͉竹中工務店͈早良̯͈ͭ

名作̳̥́ͣȃ式場͈柱̦白い̲̈́͝い̳́

̥ȃあ̦ͦ気̳̈́ͤ͘ͅȃ

谷口ȁ花嫁̳̥́ͣ白い̳ͭ́͢ȃȪ笑いȫ

田中ȁ次͉大阪木材仲買会館̳́ȃ̭͉ͦ前

評判̦高̥̹̽͂いう̭̳̦͂́ȃ

髙砂ȁ少̱̦̥̱̹̽ͤȃ木̺̫̩̹́̾̽

΂έͻΑ̥̈́͂思̹̳̦̽ͭ́Ȃˍ階͉べな造

̳͇́ȃ

谷口ȁ津波避難指定Ϋσ̈́̽̀ͅい͈ͥ́ˍ

階ͬべな̱̀ͅいͥ͂聞い̳̀͘ȃ商品名Ȩ燃

΀ϋ;ΛΡȩ͂いう̭͂́開発̱Ȃ全部芯材

́͘木́̽̀͞いͥȃ̷̵̹̺̺̫̹ͦ́͜

͈͉̱ͥͭ̓い͂いう̭͂́裏̥͉͂΋ͺ͈

̭͉͂ͧべなͬ使̽̀い̳͘ȃ

阿部ȁ街並͙̥ͣ考えͥ͂Ȃ船場͈̻̽͂͡

̱̹τΑΠΑβーᾼ͉̈́̽̀い̥ͥ̈́ȃ

田中ȁ桜͈木ͬ囲͚͢うͅ開̥̹ͦ曲線̦͞

審査講評

第13回読者と選ぶ
「建築と社会」賞

☆選考会☆



57

̯̱̩̀いい̈́Ȃ街角̻̽͂͡ͅ広場ȂΑ

εΛΠͬ作̽̀いͥ͂思い̳̦͘Ȃ̹̺̭͈

会館自身͈性格͞使い方̦͏ͣͤ͂立̻寄ͦ

̥ͥ͂いう̷͂う́̈́͜いȃ会館͈格調高い部

分͂̓ういう使わͦ方̳̥ͬͥ͂いう計画内容

ͬ踏͘え̹ΟΎͼϋ̦あͦ͊良̥̹̽͂思うȃ

阿部ȁ今̧͉ͦい̳̫́̓Ȃ木造͉Ȃ新̱い

͈͜ͅ材料ͬ変え̦̈́ͣ持̵̹ͥ構造体̺͂

思う͈́Ȃ̩̓ͦͣい̭͈状態͈͘͘持͈̾

̥̈́͂思い̳͘ȃ

田中ȁ雨掛̥͈ͤ部分̷͂う́̈́い部分͉́Ȃ

̧̀͛ͭͅ色̦変わ̩̱̽̀ͥ́͡う̱Ȃ痛

̧͙̦̾い部分͈̭͂ͧ͜多̩͉̈́ͥͭ́̈́

い̥̈́͂思い̳͇͘ȃ̹̺軒天͈貼ͤ方Ȃέ

ρΛΠͅ貼̴ͣ凹凸感̺̱ͬ̀い̳͇͘ȃ

田中ȁ次ͅIDEC本社・技術研究センター͉い

̥̦̱́͡う̥ȃ

髙砂ȁ既存͈建物ͬ改装̱̀΋͈字型̱̀ͅ

新̱い機能ͅ対応̱̀いͥ͂感̲̱̹͘ȃ̱

̥̱Ȃ長̯たしιーΠσ͈低層͉ΘήσΑ΅ϋ

͂いう̥σーΨー̳̦́Ȃ中身̦う̩͘使わ

ͦ̀い͈̥ͥ̈́͂思い̱̹͇͘ȃ一番南ͅあ

ͥ高層͉目͈前͈ζϋΏοῧ向̥い合う͢

う̈́感̲́Ȃ全部΄ρΑ張ͤ́Ȃ͜う少̱何

̥目隠̱ͬ考え̹方̦良̥̹̽ȃ

田中ȁ す階͈展示΋ー΢ー͉気軽ͅ立̻寄ͦ

ͥ雰囲気͉̈́い̳͇́ȃ限定̯̹ͦΊΑΠͅ

対̱̀展示ͬ置い̀いͥ͂感̲̱̹͘ȃΨー

α΅νーΑβーΑ͈あͥ中庭͞Ȃ魅力的̈́食

堂͜Ȃ地域͈͒開放͉Γ΅νςΞͻ͈関係́

課題̦あ̳͇ͤ͘ȃ

田中ȁ上村工業新中央研究所͉い̥̦̱́͡

う̥ȃ

髙砂ȁΟΎͼϋ͉固い͂思い̱̹͘ȃ

田中ȁ͈͂͂͜͜建物͈壁͈一部ͬ残̷̱̀

ͦͬ壁面緑化̱̀境界部分͈隣地͈͂間ͅ設

̫̹ȶ΀΋;΁ーσȷȃ̷̱̀Ȃ中ͅ入̹̽時

ͅ吹̧抜̫͈部分́結構ΑΉーσ̦穏̥́͞

いͧいͧ考え̀い̀Ȃ特ͅ街路灯͈あͥ街角

風́いい̈́͂思い̱̹͘ȃ吹̧抜̫͉朝礼̱

̹ͤȂ職員͈憩い͈場̈́̽̀ͅい̱ͥͣい́

̳͢ȃ

髙砂ȁ既存͈外壁͉͜う少̱活用̱͕̱̀

̥̹̽̈́ȃ倉敷ͺͼΫーΑ·΀ͺ͙̹いͅȃ

田中ȁ会社͈昔͈建物͈記憶ͬ社員̦共有̳

ͥ͂いう̭͂͂周囲環境ͬ考え̹姿勢ͬ見̵

ͥ͂いう̭̥͂̈́ȃ

髙砂ȁ̩͢言え̷͊う̱́͡う̦Ȃ隣̥ͤͣ

͈視線͈΃ΛΠ̳̹̺̫ͥ͛ͅ使̽̀いͥȃ

田中ȁ移動空間͉上̥͈ͣΠΛίρͼΠ͈落

̱͂込͙ͬȂ普通̺̹̽ͣΑΠτーΠͥ͞ͅ

̳̫ͭ́̓Ȃ光ͬう̩͘入ͦͥ曲面̱̀ͅい

ͥȃ光ͬ意識̱̀いͥȃ外部̥͈ͣ光̷͜う

̺̱Ȃ夜見̵ͥ͂言̱̹͇̽̀͘ȃ

髙砂ȁ屋上緑化͉装置͉͂関係̈́い̳͇́͢ȃ

田中ȁ屋上ͬ緑化̱Ȃ屋上͈一部͉Εーρー

ͬ置い̀い̳͘ȃ

全部終わ̱̹͇ͤ͘ȃ͌͂ͤ せ点̴̾投票̱

̀結論出̱̱͘͡う̥ȃ

Ȫ票ͬ集計̱̀ȫ

έͿΑΞͻΨσγーσ ず票Ȃ古川小学校 すȂ

ΐͿーθΑ邸 すȂばにEな すȂ木材仲買会館 すȂ

上村工業 すȂ明石日ςΧΫςΞーΏοϋ じȂ

東大谷じȂ京都八百一じ̱̹͂̈́ͤ͘ȃ

田中ȁ ず票͈έͿΑΞͻΨσγーσ͉決ͤ͘

̳͇́ȃ

髙砂ȁ外̵̈́い̳͇́ȃ

田中ȁ古川小学校ȂΐͿーθΑ邸ȂばにEなȂ木

材会館Ȃ上村工業͈ ぜ点̥ͣ検討̳̭ͥ͂͢

̱ͧい̱́͡う̥ȃ

髙砂ȁ建築͂社会賞͈趣旨ͅ社会性͂環境ͅ

配慮̱̹有意義̈́作品͂書い̀あ̳͇ͤ͘ȃ

͂いわͦͥ͂Ȃ古川小学校͈内容̾ͅい͉̀

少̱気̹̭̦̈́̽͂ͧͅあ̳ͤ͘ȃ

阿部ȁΐͿーθΑ邸͉̈́̓歴史的͈̈́ͬ͜残

̳͂いう̭͂́社会性͜あ̳͇ͤ͘͢ȃȶ建築

͂社会賞ȷ͈趣旨̦建築̥͂社会͈今後ͅ影

響ͬ与え͈̺̳ͥ͂ͦ͊͜Ȃ個人的̈́意見́

̳̫̓Ȃ̓ͭ̓ͭ古い͈̦͜壊̯ͦ̀̽̀Ȃ

中央郵便局̩̳͇̈́̓̈́̈́̽̀́Ȃいい͈͜

͉残̷う͂いう主張̦ȶ建築͂社会賞ȷ́出

̵̹ͣいい͈̥̈́͂思う͈̳̦͇́ȃΐͿー

θΑ邸́あͦ͊あͥ程度出̵̷う̈́気̦̳ͥ

̳͇ͭ́ȃ

田中ȁΐͿーθΑ邸͉ぶひ̳͇́ȃばにEな͉̓う

̱́͡う̥ȃ

谷口ȁ地域社会ͬ何̥͈ͣ形́変えͥ力̦あ

̳ͥ͂ͥ̈́ͣȂばにEな͉実際͉ͅ地域住民͉利

用̵̧̫́ͭ̓͘Ȃ̓ͭ̈́街並͙̥̈́ͥͅわ

̵̥̦ͤͭ͘Ȃέ͹΍ーΡ̱͉͂̀強いιΛ

Γーΐ性̦あ̳͇ͤ͘ȃいい方̥ͅわͦ͊い

い̳̫ͭ́̓ȃ力ͬ̽̀͜いͥȃ

上村工業͉管理̯̹ͦ敷地͈中ͅ単体́あͥ

͈́難̱いȃ̫̓Ȃあ͈΀΋;΁ーσͬ̓う

評価̳̥̳͇ͥ́ȃ

阿部ȁ外̥ͣ見̷ͥ͂ͭ̈́新規性͉̈́い̳́

̦Ȃ内部空間͉̱̥̽ͤ͂設計̯ͦ̀い̳͘

͇ȃばにEな͈内部͉わ̥ͣ̈́い̳̦ͭ́Ȃ縦͈

σーΨー͉̭̥̓́見̹̭̦͂あͥ感̲̳́

͇ȃ̻̽͂͡Ȃ̷ͭ̈́気̦̱̳͇͘ȃ

髙砂ȁ木材会館͉壊̱̀建̀替え̳̥́ȃ

谷口ȁあ͉ͦ͂͂͜͜残̳ͅ値̱̈́い̳́͢ȃ

阿部ȁΟΎͼϋ的ͅ街͉͂̽̀ͅ異質̈́ͭ́

̳͇Ȃ̭͈建物͉ȃ用途̦違う͂言わͦͦ͊

̷̳̦ͦ́̈́ͭ́͘ȃ周͈ͤ船場̈́ͅいͭ́

̳͢Ȃ̭ͭ̈́Ψσ΋Σー̥͂ȃ異質̺̥ͣ͜

͉̯̀ͦ̀͞いͥ͢う͜ͅ少̱思̽̀い̀ȃ

͜う少̱違う解決策̦あͥ͢う̈́気̦̳ͥͭ

̳͇́͢ȃ

谷口ȁ͜う少̱開放̳ͥ͢う̈́設計̳͓ͥͅ

̧̳͇́͢ȃ

田中ȁ結論ͬ出̱̱͘͡う̥ȃ̮指摘い̹̺

い̹皆̯͈ͭ意見ͬ考慮̱̀木材会館ͬ選外

̱̳͂͘ȃ̭͈̭͂ͬ別͈言葉́表現̱̀Ȃ

講評̱̳͘ȃ̷̳̭ͦͬͥ͂̽̀͢ͅȂ建築

͂社会͉̭うあ̧͓̺ͥ͂主張̱̈́い͂い̫

̈́い̳͇́ȃ́̈́い͂Ȃ̭͈委員会͈存在意

義̦̈́い͂思い̳͘ȃ

̷͉ͦ́Ȃ作品部門͉έͿΑΞͻΨσΗワー

͂ΐͿーθΑ邸͂ばにEな͂上村工業ͅ決定̱͘

̳ȃ

■論考部門

田中ȁ̓ういう評価基準́見̀い̩̥難̱い

͂思う͈̳̦́Ȃあͥ人͉自分͈専門分野́

面白い͈̦あ̹̽ͣいい͂思わ̥̱ͦͥͦ͜

̵̱ͭ͘Ȃあͥ人͉自分͈専門分野以外́興

味ͬ持̾͢Ȃ評価̳ͥ͂͢いう人͜いͣ̽

̱̱ͥ́͝͡うȃ他͈分野̷͈́賞ͅあ̹い

̳̥ͥ͂いう̹͂͘別̺͂思う̳͇ͭ́ȃ論

考͉́Ȃ他͈分野̤ͅ願い̱̀い̭ͥ͂͜あ

̳͇ͤ͘͢Ȃ̷͈辺ͬ仕分̫̱̀̽̀͞い̩

͈͂Ȃȶ建築͂社会ȷ͂いう視点̥ͣ見̹場合

̭ͅういう͈͉̽͂͜͜論̲ͣͦ̀欲̱い͂

確認̳̭̦ͥ͂必要́あ̥ͥ̈́͂思い̳͘ȃ

田中ȁΦηΥーΠ以外͈拾い出̱̽̀̓う́

̱͡うȃ̹͂え͊Ȃ だ月号́ ず̾挙̦̽̀い

̱̹̦͘Ȃ建築͂文学͈谷崎純一郎̷͈͂時
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代̈́ͭ̀面白い̈́͂思い̱̹͘ȃ̭͈ だ月号

͉面白い̳͇́ȃ̭͈特集͈記事͉̓ͦ͜面

白い̳͇́Ȃ

髙砂ȁ村井̯͈ͭ建築ͬ見る写真家のまな̰

̱͈内容͉興味深い̳͇́ȃ丹下̯͈ͭ話̦

あ̹̱̽ͤ̀面白いȃ

田中ȁ特集͉総論̺̫́語͈͉̩ͥ́̈́̀各

論̺̫́͜語͈̩ͥ́̈́̀͜Ȃ全体́評価̳

̧͓̥̈́͂思う̳̫ͭ́̓ȃ

͉̹̺́今̥ͣȂΦηΥーΠ̯̹͈ͦͬ͜中

心ͅ議論̱̱̀ͧ͢い̱́͡う̥ȃ順番ͅ見

̀い̧̹い͂͂思い̳͘ȃ

じ月号͈矢作̯͈ͭ人口減少Ȃ高齢化時代の

集約型都市圏構造͉い̥̦̱́͡う̥ȃ

建築͈先生͈視点͉̩́̈́̀ΈυーΨσ̈́視

点́͂ͣえͣͦ̀い͈̦ͥ参考̥̈́ͥ̈́͂ͅ

思い̳͘ȃ

都市͈中͈́経済的̈́資本ͬ̓う配置̳̥ͥ

͂いう̭͂ͬ見̀い̱ͥͭ́͡う͇ȃ僕̹̻

͉空間͈方̥ͣ見̀い̧̳̦͘ȃ

谷口ȁ私͜面白̥̹̳͇̽́ȃほとみΏͿͺςϋ

Έ̥͂ȃ都構想̭͜ういう風ͅ言̽̀い̹̺

̫ͦ͊わ̥̳ͤ͞い̫ͭ́̓ȃ

田中ȁέσΓΛΠ͈都市機能ͬ競い会う時́

͉̈́い͂いう̭͂ͧ̈́̓Ȃ̷̯͈͘ͅ通ͤ́

̳͇͢ȃ͂いう͢う̭̈́͂ͬ示唆̱̀い̹̺

い̀いい̳͇ͭ́͢ȃ

田中ȁ̱̯͈ͣ特集́Ȃ住͘い͞γΞσ͈̭

͂́面白い̭̦͂あ̱ͤ̀͘Ȃ̭̺̫ͦ́̈́

̩͕̥͜ͅあ͈̥ͥ̈́͂思い̳̦͇͘ȃい̥

̦̱́͡う̥ȃΦηΥーΠ͈作品́何̥あͤ

̳̥͘ȃ

ず月号͈飯田̯͈ͭ伊勢神宮͂式年遷宮̳́

̦Ȃい̥̦̱́͡う̥ȃ

髙砂ȁあͤ͘一般͉ͅ知ͤえ̈́い̭͂ͬ書い

̀い̹̺い̳͇̀͘ȃ

阿部ȁ特ͅΪΦ΅͈調達͈̭͂ͧ́結構̳̮

い育成ίυΈρθ͈̩̺̦ͤあ̳̦ͤ͘Ȃ建

物̺̫̩́̈́̀Ȃ地域͈環境̳͓̀ͬ育成̱

̀い̥̈́い͂維持̱̀い̫̈́い͂いう話̷̦

͈΀΋ΏΑΞθ͂いう意味͉́Ȃ建築͂社会

͈環境͂いう趣旨ͅ非常ͅあう͂思い̱̹͘ȃ

田中ȁΏΑΞθ̱͂̀日本古来͈建築̦地域

͈中́あ̹̽技術̥͂材料̥͂人̥͂́̾̈́

̦̽̀いͥ͂いう̭͂ͬ思い起̭̯ͦͥ貴重

̤̈́話́あ̹̥̤̽͂͜い̳͘ȃぜ月号͉΋

ηνΣΞͻ論̳͇́ȃ

谷口ȁ͕̈́ͥ̓͂思̹͈͉̽ȶ子供ίρΑ高

齢者ȷ͂いう考え方Ȃ͂ͣえ方̳ͬͥ͂気̦楽

̈́ͥ͂ͅいう話͂Ȃ福祉政策͂都市政策̦ς

ϋ·̱̀い̈́い͂い̫̈́い͂いう̭̳͇͂́ȃ

田中ȁそ月号͈回転扉͉̓う̳̥́ȃ

髙砂ȁ緻密͉ͅ分析̯ͦ̀い̀Ȃ結果的͉ͅ

回転扉͈方̦大̧い͂いう̭̳͇͂́ȃ

田中ȁ だ月号̦̹̩̯ͭあ̳͇ͤ͘ȃ絵画Ȃ

映画Ȃ演劇̦あ̳͇ͤ͘ȃ髙砂̯̥ͭͣ写真

家͈̰̱̈́͘Ȃ私̦言̹̽谷崎潤一郎̦あͤ

̳͇͘ȃ

じし月̦門内̯͈ͭȶ建築ͅ携わ͈ͥ͜ͅ求͛

̭ͣͦͥ͂ȷ͉い̥̦̱́͡う̥ȃ

じじ月号̦総論͈ȶ建築物̤̫ͥͅ木材͈利用ȷ

̳̦́い̥̦̱́͡う̥ȃじす月号͉実験特集

̳̦́Ȃ特ͅ΋ιϋΠ͉̈́い̳̥́ȃ

̷͉ͦ́全体的ͅ見̧̱̹̦̀͘Ȃ推薦̯ͦ

͈ͥͬ͜投票̱̱͘͡うȃ͌͂ͤ ず̾あ̬̀

̩̺̯い̳̥͘ȃ

Ȫ票ͬ集計̱̀ȫ

満票̦飯田̯̳͇ͭ́ȃ次̦矢作̯̳͇ͭ́ȃ

̾̿い̀Ȃ全部一票̳͇́ȃ

阿部ȁ各論͈演劇ͅ入̹̳̦ͦͭ́Ȃ村井̯

͈ͭͬ読͚̭̻͈͂̽方̦いいȃ絵画͜映画

͜いͧいͧ書̥ͦ̀い̳̦ͥͭ́Ȃ建築͂結

͍̫͈̦̾ͥ難̱い̈́͂思い̱̹͘ȃ村井̯

͈ͭ方̦建築͂結͍̾い̀書̥ͦ̀い͈ͥ́

̭̻͈̽方̦いい̈́͂思い̳͘ȃ

谷口ȁ丹下̯͈ͭ͂絡͙̦面白いȃ

田中ȁ建築家͉͂違う感性͙́̀いͣͦ̀い

̳͇͘ȃ

̷う̳ͥ͂Ȃ̭ͦ́村井̯̦ͭ ず票̈́ͤ͘ͅ

̳͇ȃ͉́Ȃ̭ͦ́決定̱̱͘͡うȃ

確認̱̳͂͘Ȃ矢作̯ͭ͂飯田̯ͭ͂村井̯

̦ͭ論考部門͈入賞ͅ決定̱̱̹͘ȃ̓う͜

あ̦ͤ͂う̮̰い̱̹͘ȃ

̤わͤ

選考会にて（ 右手前：田中委員長、右奥：髙砂委員
左手前：阿部委員、左奥：谷口委員）

■第13回読者と選ぶ「建築と社会」賞

　選考会
日時　2014年 4月18日（金）

　　　14：00～17：30

場所　日本建築協会会議室

選考委員

委員長　田中直人／島根大学大学院特任教授

委　員　阿部浩和／大阪大学大学院教授

　　　　髙砂正弘／和歌山大学大学院教授

　　　　谷口与史也／大阪市立大学教授

○一次選考結果

［作品部門－12点］

・中之島フェスティバルタワー

・飛騨市立古川小学校

・ 藤田保健衛生大学病院 低侵襲画像診断・

治療センター

・日本平ホテル

・明石リハビリテーション

・旧ジェームス邸

・グランフロント大阪

・IDEC本社・技術研究センター

・東大谷高等学校泉ヶ丘校舎

・京都八百一本館

・大阪木材仲買会館

・上村工業 新中央研究所

［論考部門－11点］

・ 人口減少、高齢化時代の集約型都市圏構造

～京都府丹後地方を事例に～

・ 一般解から個別解への転換“オフィスらし

さ”からの脱却

・伊勢神宮と式年遷宮

・新時代のコミュニティ論

・回転扉によるエネルギー削減と節電効果

・ 絵画の中の建築～1930年代「日本的洋画」

から戦時下の都市表象～

・映画の中の建築－仮想と現実

・「演劇」は「建築」と出会えるか

・ 建築に携わるものに求められること－拡大

するデザインの世界への対応－

・ 建築物における木材の利用～中大規模木造

建築物の展開

・南海トラフ巨大地震時の超高層建物

　～E－ディフェンスによる大規模振動実験～
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お

知

ら
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①バルテュス展

ピカソをして「20世紀最後の巨匠」と言わし
めた画家バルテュス（本名バルタザール・ク
ロソフスキー・ド・ローラ、1908－2001）。時
が止まったように静謐な風景画や、バルテュ
ス曰く「この上なく完璧な美の象徴」である
少女のいる室内画など、どこか神秘的で緊張
感に満ちた独特の世界観は、多くの人々に愛
され続けている。その世界的な人気ゆえ、作
品の所蔵先は世界中に広がっており、彼が愛
したこの日本で我々の目に触れる機会は極め
て限定的だった。世界中から集う40点以上の
油彩画に加えて、素描や愛用品など100点以上
を紹介する、没後初の大回顧展。
期　間　7月5日（日）～9月7日（日）
　　　　9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日　月曜日（7/21は開館）
会　場　京都市美術館
　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町124
　　　　（岡崎公園内）
　　　　TEL.050-5542-8600（ハローダイヤル）
観覧料　一般1,500円、高大生1,000円、
　　　　小中生500円

バルテュス《おやつの時間》1940年 
油彩、厚紙（板にマウント） 72.9×92.8cm
テート　©Tate, London 2014.

②機動戦士ガンダム展
　THE ART OF GUNDAM

1979年にTVアニメとして誕生した「機動戦
士ガンダム」。近未来のリアルなSF設定、重
層的な人間ドラマとスタイリッシュなモビル
スーツの戦いは観る者を釘付けにし、日本の
アニメーション史上に残る不朽の名作として、
語り継がれている。本展では、魅力の神髄に
迫るために、1,000点にも及ぶ制作資料を一
挙公開する。物語の生みの親・富野喜幸総監
督（現・富野由悠季氏）の企画段階のメモや、
美術監督の中村光毅氏が同総監督のイメージ
を視覚化した美術設定、美術ボード。キャラ
クターデザインを手掛けたアニメーション・
ディレクターの安彦良和氏が、アムロやシャ
アら、魅力的なキャラクターを柔らかく美

しく描いた原画の数々。ガンダムやザクな
ど、クールなモビルスーツをデザインしたメ
カニックデザイナー、大河原邦男氏の多様な
設定画。 4氏をはじめとする多数のクリエー
ターたちの息づかいが漂う膨大な作品を、光
や音、映像を交えた演出で展示。会場内の特
設シアターでは、ホワイトベースでブライト
ら同艦クルーと大気圏突入をめぐる戦いを体
験できる、新作映像を特別上映。さらには、
富野由悠季監督が手がけるシリーズ最新作
「ガンダムGのレコンギスタ」の最新映像も、
披露する。ガンダムの終わらない魅力を存分
に味わう、質量ともに圧倒的な規模の展覧会。
期　間　7月12日（土）～8月31日（日）
　　　　10：00～20：00（入館は19：00まで） 
休館日　会期中無休
会　場　大阪文化館・天保山
　　　　大阪市港区海岸通1-5-10
　　　　TEL.050-5542-8600（ハローダイヤル）
観覧料　一般・大学生2,000円、
　　　　中高生1,500 円､ 4歳～小学生800円

アニメーション原画
安彦良和、1979-82年頃
©創通・サンライズ

③ノスタルジー＆ファンタジー
　現代美術の想像力とその源泉

ノスタルジーとは郷愁のことです。故郷を懐
かしんだり、古き良き時代を思い返したりす
る心情を表します。しかし、心の中の風景は、
しばしば異なった記憶へと置き換えられ、夢
と現実とが交錯する空想の世界へと飛躍して
いきます。この想像力が生み出す世界をファ
ンタジーと呼ぶことができるでしょう。芸術
作品の多くをファンタジーの世界と捉えるこ
とも可能です。逆に見れば、ファンタジーの
源泉のひとつにノスタルジックなイメージが
あるとも言えるわけです。本展では、現代
アートの重要な創作源として、この二つの
キーワードに注目し、さまざまなかたちでこ
のテーマに取り組む、日本の現代美術家10組
の創作活動を紹介します。
出品作家：出品作家 横尾忠則、北辻良央、柄
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澤齊、棚田康司、淀川テクニック、須藤由希
子、山本桂輔、小西紀行、小橋陽介、橋爪彩
期　間　9月15日（月･祝）まで
　　　　10：00～17：00　金曜日は19：00まで
　　　　（入場は閉館30分前まで） 
休館日　 月曜日（7/21、8/11、9/15は開館）

7/22（火）は休館
会　場　国立国際美術館 地下3階展示室
　　　　大阪市北区中之島4-2-55
　　　　TEL.06-6447-4680
観覧料　一般900円、大学生500 円
　　　　高校生以下､ 18歳未満､ 65歳以上無料

須藤由希子《鉢植えと家－月島》2008年
ギャラリーイヴ蔵
courtesy of Take Ninagawa

④明石市制95周年記念夏休み特別展
　 エッシャー100選　だまし絵の
奇才が創る無限の世界

M.C.エッシャー（1898－1972）はオランダ
を代表する奇才の版画家。彼の作品は、卓越
した版画技術による不思議なトロンプ・ルイ
ユ（だまし絵）で知られている。エッシャー
は、建築家を目指して、建築装飾美術学校に
学ぶが、そこで出会った恩師ド・メスキータ
からグラフィック・アートの才能を見出され、
彼の指導により版画技術と独自の発想を育む
こととなる。その後、イタリアやスペインの
風景や建築物、特にアルハンブラ宮殿のモザ
イク模様などに強いインスピレーションを受
け、独自の幾何学模様、建築を使ったトロン
プ・ルイユなど、空間、時間、距離を凝縮さ
せた平面における三次元の世界を版画に表現
するようになる。本展では、ハウステンボス
美術館（長崎県佐世保市）のエッシャーコレ
クションの中からエッシャーの初期から晩年
までの代表作100点を展観する。
期　間　7月19日（土）～8月31日（日）
　　　　9：30～18：30（入館は18：00まで）
休館日　会期中無休
会　場　 明石市立文化博物館　 1階特別展示

室、2階ギャラリー
　　　　明石市上ノ丸2-13-1
　　　　TEL.078-918-5400

観覧料　一般1,000円、大高生700円、
　　　　中学生以下無料

「滝」1961年／リトグラフ
All M.C.Escher works©Escher Holding B.V.-Baarn- 
the Netherlands

⑤ビネッテ・シュレーダー
　美しく不思議な世界

ドイツの絵本作家ビネッテ・シュレーダー
（Binette Schroeder：1939－）は、幻想的な色
彩と寓意的なモチーフによって描かれた美し
く不思議な世界により、多くの子どもたち、
そして大人たちを魅了する。本展は、『お友だ
ちのほしかったルピナスさん』や『わにくん』
などの代表作をはじめとする世界中で長年愛
されている数々の名作絵本から原画や草稿を
展示するとともに、一枚絵やマリオネット、
石の創作など絵本以外のさまざまな創作を加
えた約200点を紹介する。
期　間　7月5日（土）～8月31日（日）
　　　　10：00～18：00（入館は17：30まで）
休館日　月曜日、7/22（7/21は開館）
会　場　 伊丹市立美術館・伊丹市立工芸セン

ター
　　　　伊丹市宮ノ前2-5-20
　　　　TEL.072-772-7447
観覧料　一般800円、大高生450円、
　　　　小中生150円

『お友だちのほしかったルピナスさん』より
「紙の家でおやつ」
1968-69年，ガッシュ・紙

▶ 建築の皮膚と体温 －イタリア
モダンデザインの父、ジオ・
ポンティの世界

ジオ・ポンティ（Gio Ponti：1891－1979）は、
ミラノを拠点に幅広い分野で活躍した建築家、
デザイナー、画家、編集者で、「イタリアモ
ダンデザインの父」と呼ばれている。イタリ
アの陶磁器メーカー、リチャード・ジノリの
アートディレクター時代に培った素養を活か
した磁器、カトラリーや食器のデザインから、
家具、高層ビルの設計までを手がけたポン
ティは、多様なマテリアルと戯れる稀有な存
在として、近年、ヨーロッパを中心に世界各
国で再評価が進んでいる。本展は、ポンティ
の多岐にわたる活躍の中でも建築家としての
作品に注目し、視覚的効果を多用した独特の
建築表現を紹介する。
期　間　8月19日（火）まで
　　　　10：00～17：00
休館日　水曜日、8/14～17
会　場　LIXILギャラリー（大阪会場）
　　　　大阪市北区大深町4-20
　　　　グランフロント大阪南館タワーA12階
　　　　TEL.06-6733-1790
観覧料　無料
■関連企画
講演会「窓と表層の世界―ジオ・ポンティの
建築をみる」
日　　時　7月19日（土）14：00～15：30
講　　師　 五十嵐太郎氏（東北大学大学院工

学研究科教授）
会　　場　 LIXILショールーム大阪セミナー

ルーム
聴 講 料　無料。定員70名。要予約
申込方法　HPもしくは電話で申し込み

小石形のタイルが埋め込まれた壁面／ホテル・パル
コ・デイ・プリンチピ（イタリア、ソレント 1960-
1962）のレセプション
撮影／梶原敏英

本欄掲載の①～⑤の美術館等の招待券ご希望の方
は、電話等で申し込み後、招待券送付用の切手（82
円）を日本建築協会事務局までお送りください。
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平成26年盛夏

香　西　喜八郎
会長

理事

代表取締役会長

〒531-0072　大阪市北区豊崎4－12－10　TEL（06）7174-8787高麗橋2－6－10

理事

副会長

ダイダン  株式会社
代表取締役社長
最高執行責任者

執行役員

北　野　晶　平

〒550-8520　大阪市西区江戸堀1－9－25 TEL（06）6447-8000

日建設計コンストラクション・マネジメント

〒112-0004　東京都文京区後楽1－4－27　TEL（03）5803-9770
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平成26年盛夏

香　 西　 喜 八 郎

大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 ・ 東 北 ・ 上 海

森 口 雅 文
小 田 義 彦

高麗橋
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専務執行役員関西事業本部長

山　田　文　啓

田中  完治

常務執行役員

東 京 都 中 央 区 京 橋 二 丁 目 1 6 番 1 号104-8370
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江戸堀１－４－２３　撞木橋ビル４階

会　　　長 香　西　喜八郎

立　野　純　三

光 用 　 薫
今 井 雅 則

一般社団法人

一般社団法人

一般社団法人

〒 - 　大阪市北区天満 丁目 番 号 - - http://www.oct.ac.jp/ Tel. - -

O S A K A C O L L E G E  O F  T E C H N O L O G Y
建築学科・インテリアデザイン学科・大工技能学科・設備環境デザイン学科・建築設計学科・
建築学科Ⅱ部（夜間）・フレックス建築学科（夜間・単位制）・建築士専科
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福　田　泰　造

髙　松 隆 夫

〒732-0805　広島市中区十日市町1-1-9（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）　TEL（082）232-6471

一般社団法人

一般社団法人
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理事会

第 2回常任理事会

5 月28日（水） 16：00～17：15

日本建築協会会議室

出席者　香西会長ほか 5名

議　事（ 1）平成25年度事業報告（案）

　　　（ 2）平成25年度決算報告（案）

　　　（ 3） 公益目的支出計画実施報告

書（案）

　　　（ 4）平成26年度事業計画（案）

　　　（ 5）平成26年度収支予算（案）

　　　（ 6）その他

編集委員会

第 2回編集・広告企画合同委員会

5 月 7 日（水） 17：30～18：50

日本建築協会会議室

出席者　米井委員長ほか 7名

議　事（ 1） 6 月号特集「オフィスのこ

れから」 7月号特集「第61

回青年技術者」 8月号特集

「建築と時間」 9月号特集

「省エネ・低炭素のこれまで

とこれから（仮）」10月号特

集 ①「複雑・高度化する建

築とその施工技術」②「あ

べのハルカス」11月号特集

「でっかいものはすごいぞ」

　　　（ 2）広告依頼先検討

第 2回構造分科会

5 月 9 日（金） 18：00～19：30

日本建築協会会議室

出席者　岸本幹事ほか 5名

議　事（ 1）構造の頁の企画

　　　（ 2）11月号特集の企画

第 2回設備分科会

5 月21日（水） 18：00～19：30

日本建築協会会議室

出席者　橋本幹事ほか10名

議　事（ 1）設備の頁の企画

　　　（ 2）見学会の企画

第 2回施工材料分科会

5 月20日（火） 17：00～18：15

日本建築協会会議室

出席者　中野幹事ほか 5名

議　事（ 1）10月号特集の企画

第 2回法令分科会

5 月21日（水） 15：00～17：00

日本建築協会会議室

出席者　岡本幹事ほか 3名

議　事（ 1）法令コーナーの企画

　　　（ 2） 9月特集の企画

第 2回作品作風小委員会

5 月22日（木） 19：00～20：30

日本建築協会会議室

出席者　西田幹事ほか 4名

議　事（ 1）作品の選定

　　　（ 2） 作品の掲載状況、掲載予定

の報告

　　　（ 3）gallery掲載報告・予定・校正

　　　（ 4） 新建築リストの検討・空間

作法の募集方法の見直し

事業委員会

第 2回情報見学小委員会

5 月 8 日（木） 18：00～19：15

日本建築協会会議室

出席者　豊田小委員長ほか10名

議　事（ 1） 「グランフロント&ナレッジ

キャピタル」見学会実施報告

　　　（ 2） 「教養教育共同化施設」見学

会

　　　（ 3）「武庫川女子大学」見学会

　　　（ 4）「京都NHK」見学会

第 2回U-35小委員会

5 月16日（金） 19：00～22：00

大建設計会議室

出席者　児玉委員ほか10名

議　事（ 1） 梅田エリアマネジメント実施

連絡会ヒアリング結果報告

　　　（ 2）2nd actionの企画検討

出版委員会

第 2回出版委員会

5 月15日（木） 18：00～19：15

住まいの研究室

出席者　西委員長ほか 5名

議　事（ 1）進行中のテーマについて

　　　（ 2）新テーマについて

100周年関連事業委員会

第 2回10年委員会

5 月15日（木） 18：30～20：00

建築協会会議室

設楽委員長ほか 4名

議　事（ 1） 学生のための見学会開催に

ついて

　　　（ 2） 大阪ええとこ創生プロジェ

クト・コンペ案検討

監　査

会計監査

5 月16日（金） 10：00～17：30

日本建築協会会議室

監査者　 監査法人だいち公認会計士 2名

監事監査

5 月22日（木） 10：30～12：00

日本建築協会会議室

監査者　前田・三木監事

日
本
建
築
協
会　

月
間
の
動
き
　
　

平
成
26
年
5
月
分

■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　西　　博康
　押味　至一
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　立成　良三
　松本　眞一
　吉村　英祐
◎米井　　寛
■副委員長
○勝山　太郎
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　紅谷　昇平
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　荒木　宏之
　大西　広朗
　神戸　嘉也
　静　　茂夫
　下坂　浩和
　野田　隆史
　橋本　祐典
　三谷　帯介
　矢野　展寛
　米山　剛史
△渡部　　剛
★インテリア・住宅
　今井　充彦
　川合　隆之
　黒栁　　亮
　酒井　雅男
　塚口眞佐子
　ペリー史子
△間渕　一博
　森岡　拓也
■構造分科会
　伊藤　栄治
　岡田　　健
△岸本　光平
　司馬　勢也
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　橋本　宗明
　松村　　健
　宮久保秀樹
　向井　洋一

編集委員会（平成26年度）
■設備分科会
　赤澤　正治
　大石　晶彦
　北野　勝也
　欅田　輝生
　寺井　千佳
　長澤　康弘
　夏井　重行
　野崎　正二
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　村上幸三郎
■施工材料分科会
　荻巣　友貴
　後藤　尉彦
　桜井　和男
　髙橋　秀一
△中野　敬史
　藤丸　啓一
■法令分科会
　井上　久明
△岡本　亮二
　河野　　学
　田中　幸夫
　前田　俊文
　吉岡　　忠
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　東井　嘉信
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　鳥居　久人
▲西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　大谷　金由
　小川　雄介
　小山　　昭
　権代　　晃
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹
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◎委員長　○副委員長
▲小委員会委員長　△幹事

（順不同）



電気工事・空調工事・水道衛生工事・消防施設工事
および機械器具設置工事の設計、監理、施工

本店・大阪本社 〒550-0002　大阪市西区江戸堀1丁目9番25号　電話（06）6441-8231
東 京 本 社 〒102-0071　東京都千代田区富士見2丁目15番10号　電話（03）3261-8231
支 　 　 社 名古屋・福岡
支 　 　 店 札幌・仙台・新潟・さいたま・横浜・豊田・金沢・京都・神戸・天理・岡山・

広島・高松・熊本
営 業 所 帯広・函館・青森・秋田・盛岡・福島・山形・前橋・宇都宮・土浦・千葉・

長野・松本・静岡・刈谷・津・岐阜・富山・福井・和歌山・東近江・山口・
松江・松山・高知・徳島・宮若・鳥栖・長崎・大分・宮崎・鹿児島・那覇

海 外 支 店 シンガポール・ホンコン・マニラ（フィリピン）・ペタリンジャヤ（マレーシア）
技術研究所 〒354-0044　埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地　電話（0492）58-1511
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関西ビル建材支店


